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Contents目次

1.  プログラム

9 00 受付開始

9 30 開会式

10 00 日本「鷺流狂言」 (山口鷺流狂言保存会)

       司会:森野正弘、解説:稲田秀雄、補説:根ヶ山徹

       通訳:岡村和世・李文相

11 00 韓国「パンソリ」 (パンソリ・伽椰琴:林鐘福、鼓手:洪英)

       司会:李文相、解説:姜絃求、補説:森野正弘

       通訳:徳永彩理・李文相

12 30 休憩

＊同時開催:2階会議室「中華書磨浴v (講演と実演)

  講師:〔台湾町議大学教授〕馬銘浩先生
  主催:山口大学教育学部「やまぐち学」研究会

13 30 台湾「陰歌」 (洪瑞珍喰歌団:楊忽忽・王玉川・鄭美・葉文生)

        司会:阿部泰記、解説:林野昼、補説:阿部泰記

        通訳:王珊鍮・李文相

14 30 総括(司会:実行委員長)

16 00 閉会式

2.  趣旨・概要

物語は人を楽しませ、詩歌は人を感動させます。芸能は社会を豊かにする糧です。

今回の東アジア国際学術フォー・ラムでは、山ロの鷺流狂言と東アジアの歌物語の上

演を山口大学内外の人々に楽しんでいただき、東アジア各国の伝統芸能に対する理

解を深め、各国の庶民芸能を比較研究して相互交流をはかることを趣旨とします。

「鷺流狂言」は、滑稽な科白によって聴衆を笑わせる芸能であり、「盆山」「柿山伏」

「さっか」など多くの作品がある。狂言は中国の「散楽」の影響を受けて南北朝時代
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(14世紀判浴翌ﾉ発生した。山口の鷺流狂言は小林栄治・米本文明2氏が県無形文化

財技術保持者に指定され、後継者の育成に努めている。今回は保存会の方々に、源為

朝の鬼ヶ島伝説にかかわる「首引」の上演を依頼し、山口県立大学の稲田秀雄教授に

解説をお願いしました。

「パンソリ」は、鼓の伴奏、全羅道の曲調、扇子を用いた所作による歌物語であり、

鍛えられた喉で歌われる物語に、鼓手や聴衆が相槌を打つ。今回は全羅道光州市のパ

ンソリ・伽引攣の名手早鐘陣列と鼓の名手洪英氏に、妓生と両班の恋愛を描いた『春

香伝』の中の「春香歌」と「四季の歌」の上演を依頼し、光州市文化財委員の姜絃

求氏に解説をお願いしました。

「台湾捻歌」は、月琴・大広弦を伴奏楽器とする歌物語で19世紀に出現した。台湾

の喩歌は、七字調・江湖調などの独特のメロディーにのせて喜怒哀楽の感情を表現

し、緩急をつけてストーリーや人物を細緻に描写する。現在活躍する国宝級の芸人は

楊秀卿・王玉川・陳美珠氏である。今回は楊・王2氏に『封神演義』の中の「OP P｛

闇東海」の上演を依頼し、台湾国立中興大学の林仁星教授に解説をお願いしました。

3. 解説、脚本、補説、紹介

(1)山口鷺流狂言

〔解説〕

山口鷺流狂言について

山口県立大学  稲田 秀雄

【歴史と現状】

                     さるがく 狂言は日本を代表する伝統演劇の1つである。猿楽と呼ばれた芸能の中から、14世紀半
ば頃に、 (シリアスな歌舞中心の劇である能とともに)分化したと考えられ、対話中心の

喜劇であることに特徴をもつ。平成13年(2001)に、能・狂言(能楽)は、ユネスコから
「世界無形遺産(人類の口承および無形遺産の傑作)」の宣言を受けている。

 現在、狂言には笑綾・霜漿の2つの流儀が存在するが、かつては、もう一つ鷲流という

流儀があった。鷺流は、鷺病冠幽角禁蛍(1560～1650)を事実上の祖とする流儀で、江戸

期を通じては、大蔵流とともに幕府直属の流儀としての格式を誇り、特に鷺流禁豪である

         かた仁右衛門家は、狂言方筆頭の扱いを受けていた。

 しかし、明治維新の混乱により、明治28年(1895)には潤莱ﾆが絶え、鷺流はプロの流儀

としては滅亡するに至った。しかし、その芸系がここ山口市に、素人の演じる狂言として

奇跡的に現存しているのである。

 山口に現存する鷺流は、江戸期を通じて長州藩に抱えられた狂言役者の流れを汲むもの

である。長州藩の狂言方には、もともと大蔵・鷺の2流があり、江戸末期の時点では、大
蔵流として暮ん旨・原・山本家、鷺流として江山・山本・嶋田家が存したことが知られてい

る。
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 山口鷺流の実質的な元祖は、明治初期に春日家の10代目の家督を継いだ害旨珪う搾(荘作)

である。庄作は、戸籍によると、長州藩;士・佐々木三右衛門の次男として文化14年(1817)

に出生したことになっているが、この生年の干支に問題があることが従来指摘されていた。

 しかし、近年あらたに見出された資料により、庄作の生年については、文化13年(1816)

生まれとするのが妥当であることがわかった。すなわち、山口市歴史民俗資料館蔵の『狂
言之絵』(絵巻)に添えられた「狂言経思議壽」と題する春日庄作自筆の書付に、明治18年

                                      こまい(1885)に70歳とする記述が見出された。山口県立大学附属郷土文学資料センター蔵の小舞
集『慧域 他』の奥書には、明治28年(1895)に80歳としており、先の記述はそれと矛

盾しない。

 これらの記述を信じ、数え年として逆算するならば、春日庄作は文化13年生まれとなる。

そして、明治30年(1897)に没したことはすでに明らかであるから、その享年は、従来言

われていた80歳ではなく、82歳ということになろう。なお、庄作の墓所は山口市道場門前
 ほんこくじ
の面白寺である。

 ところで、鷺流には、潤莱ﾆである仁右衛門派とその分家である覆若雷角派があり、それ

ぞれ台本や演出を異にしていた。春日庄作の芸系が、このうちの鷺伝右衛門派であったこ

とは、以下の資料からも知られる。

 まず、先にも触れた小舞集r葛城 他』に、安政5年(1858)4月22日に鷺覚知色宅に

て狂言小舞の伝授を受けたという記述がある。ここにいう鷺寛太郎は10代鷺伝右衛門のこ

とであり、これによって、庄作が鷺伝右衛門派の役者であったことは確実なのであるが、

このことについても、近年新しい資料が見出された。

 それは、山口鷺流狂言保存会蔵の春日庄作自筆狂言台本で、その中に、嘉永7年(安政元
       す わたかしま
年)(1854)に、諏訪高島藩領内において、師匠である鷺伝右衛門の相手を勤めたことが記

されている。その時点で、伝右衛門と師弟関係にあったわけであるから、庄作の入門は当

然それ以前ということになろう。

 明治維新の混乱のために、長州藩抱えの狂言役者も窮乏した。春日庄作も明治10年(1877)

2月に春日家の家督を継いだ後、彦荻郡馨箱村(現・宇部市)で農業に従事したりしてい

たが、明治18年(1885)には家督を譲り、平民籍となっている。

 同じ年に庄作は、これも先に触れた山口市歴史民俗資料館蔵の『狂言之絵』を購入して

いるが、それに添えられた「狂言絵入名寄」に、 「山口行連廿五日来一泊して」とあり、

その頃から山口に稽古に来ていたことが知られる。ただし、庄作が山口に定住するのは、

翌19年(1886)の野田神社上棟式の神事能に招かれてからであろう。それ以後、庄作は山
口の素人たちに狂言を教え、(また、おそらく種々の台本を書き写して)最晩年を過ごすこと

になる。

 山口における春日庄作の門弟には、告覧数簾をはじめ十数名がいたという。庄作とそ

                          たぐちみつぞう
の弟子たちが没した後、衰微した山口鷺流を支えたのは、田口光三・吉見安太郎、及び吉
     なかにしじろう                                  かわのはるおみ見の門弟の中西治郎といった人たちであった。この中西とやはり吉見門下の河野晴臣(本

名・三十)の尽力によって、春日庄作以来の山口鷺流の伝統は現在まで守られたといってよ
い。ことに、中西治郎は多くの狂言台本(享蔚象と称する)を保管し、伝えたことは特筆に値

しよう。それらの資料の多くは、現在、山口県立大学附属郷土文学資料センターに保管さ
れている。

 昭和29年(1954)3月には山口鷺流狂言保存会が結成され、同42年(1967)1月に、
山口鷺流狂言は山口県指定無形文化財第1号となる。その後、技術保持者として鷺流狂言
の伝承に携わった人々には、三論勇温浴・ボ秣集義・縫製亀久勇・指墨平芝の諸氏がいる。
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 このうち、小林栄治氏は、中西治郎の教えを受けて、山口鷺流としての芸風を今に伝え

た功労者であり、現在も後進の技術指導に力を尽くされている。その功績により、小林氏

は平成12年(2000)10月、文化財保護磨洛ﾜ十年記念文化財保護功労者として文部大臣表彰

を受けられ、平成15年(2003)には、勲五等双光旭日章を受賞されている。
 なお、平成14年(2002)には、小林西の教えを受けた粟茉郷音氏(本日「首引」に出演)

が、あらたに技術保持者としての認定を受けている。

 保存会の会員は現在十数名を数え、近年にない活況を呈している。保存会の活動は、週

に1度の伝習会と県内を中心とする様々な場での公演、市内の小中学校での狂言指導等か
                               たてこうじら成り立つ。伝習会は技術保持者である小林・米本両氏を中心に山口市竪小路の山口ふる

さと伝承総合センターで、毎週土曜日夕刻より行われている。

 年1回の定期公演(発表会)は、会員の発表の場として、市民にも広く親しまれており、

山口県教育会館での開催が定例化している。

 平成9年(1997)に、山口鷺流狂言は文化庁より「記録作成等の措置を講ずべき無形の

文化財」に選ばれた。その事業として、鷺流狂言記録作成委員会が組織され、山口に伝え

られた狂言台本・小舞集の翻刻作業が行われた。その成果は、平成13年(2001)3月に、

山口市教育委員会から刊行された『山口鷺流狂言資料集成』に結実する。この資料の刊行
                                     さいかと多年にわたる鷺流狂言の伝承活動が認められ、同年12月、保存会は磨乱ｭ大学より催花賞

を授与されるに至った。この賞は、中央以外の地で能楽の振興に顕著な貢献をした個人ま

たはグループを受賞対象の1つとしているもので、素人の狂言関係団体が選ばれたのは山

口鷺流狂言保存会が初めてであった。

 平成16年(2004)3月には、 「西京歴史フォーラム」 (於山口市情報芸術センター)に

鷺流狂言がとりあげられ、鷺仁右衛門派の芸を伝える佐渡鷺流狂言研究会(新潟県佐渡市)、

及び鷺流のみの演目であった「半銭」を伝える高志狂言保存会(佐賀県雑藩市)が一堂に

会して、上演とパネルディスカッションが行われた。これ以降、平成17年(2005)には、

佐賀で、翌18年(2006)には佐渡で、それぞれ鷺流狂言の集いが催され、お互いの交流を

深めている。

【上演曲目について】

「首引」

 登場人物:嶺茜ゆかりの者、親仁、姫鬼、鬼の春属(数名)

 あらすじ:鎮西ゆかりの者と名乗る若者が、慰磨の白峰を通りかかると、突然鬼が現

れる。鬼は、よい若い者だから娘に男食いをさせようと、姫鬼を呼び出す。姫鬼は恐る張

る若者に近寄っては、その扇使いや咳に驚いて逃げ、親睦はそのたびに姫鬼をいたわる。

姫と勝負して負けたならば食われよう、という若者の提案を受け、二人は「腕押し」 「脛

押し」をするが、ことごとく姫鬼が負ける。最後は互いの首に綱を掛けて引き合う「首引

き」をすることになり、親鬼は大勢の直属を呼び出して加勢させるが、若者が始終優勢に

立つ。ついには、充分に引き寄せたところで首に掛けた綱を放し、鬼どもを将棋倒しに転

ばしてしまう。

                           みなもとのためとも
 「鎮西ゆかりの者」と名乗る若者は、鎮西八郎と呼ばれた源為朝のイメージを踏まえ
た人物である(現行和泉流では、鎮西八郎為朝と名乗る)。この名乗り方をはじめ、山口鷺流

の台本(響旨逢う葎自筆本)の前半部は大蔵流に近いところがある。しかし、最後の首引き

の場面での掛け声などは、やはり鷺伝右衛門派の型に基づいているようである。

 三野が脛押しをせよと言われた時に、「わらわは脛押しより腹押しがようござる」と答
えて親鬼をあわてさせるが、このせりふについて、鷺伝右衛門派最古の台本である葦『事書籔
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本(享保9年〈1724＞以前成立)は、 「鷺大蔵共二近代ハ不云」と注記する。たしかに、

保教本に次ぐ望港i茗1安)li本(宝暦11年〈1761＞頃成立)や髄萩文庫本(嘉永・安政〈1848

～1859＞頃成立)のような台本には、この「腹押し云々」のせりふは見えない(ただし鷺仁

右衛門派の台本には存するものもある)が、そうしたせりふが山口鷺流に残存しているのは、

はなはだ興味深いことである。

(参考文献)

樹下明紀「鷺流狂言一考」 (『山口県文化財』昭和62年3月)

樹下明紀「鷺流狂言再考」 (『山口県文化財』平成9年7月)

稲田秀雄「山口鷺流」(国立能楽堂特別企画公演パンフレットr鷺流狂言の流れをたどっ て』

平成12年10月所収)
稲田秀雄「山口鷺流の演出」 (『新編日本古典文学全集月報』69、平成12年12月)

小林責「山口鷺流の歴史と芸系、現状、特質」(鷺流狂言記録作成委員会編『山口鷺流

狂言資料集成』山口市教育委員会、平成13年所収)

〔脚本〕

「首引」(本文は中西本による。鷺流狂言記録作成委員会編r山口鷺流狂言資料集

 成』、山口市教育委員会、2001)

鎮西:米本文明(県無形文化財技術保持者)

親鬼:伊藤隆

餓鬼:米本次郎

後見:土村廣隆・米本太郎

 「此は鎮西由縁りの者で御座る 某し訴訟の亨あって 久々西国に滞留いたいて御座るが 此度

 訴訟思ひのま、に叶ふて御座る程に 一先づ都へ登ろふと存る 先づそろりそうりと参ふ イや古郷

 忘れがたしとはよふ申した物で御座る 誠に帰ふと思へば心が浮き浮きといたす 定めし都でもこの様な

 亨とは知らいで某しの帰るを今日かあすかと待って居るであろふまでよ イや何かと云ふ内に是れはびょ

うび、う庸棚い鳩へ出た知何と云ふ所怖らぬイ燥れ‘綻め側側の扁野であろふ

 ハアー俄かに空の気色か変って空が曇り山が鳴るは 此様な所に長居は無役 急いで里近くへのこ

 ふと存ずる

鬼「イデ喰ふイデ喰ふイデ喰ふ

 「ア・ゆるいて下されいゆるいて下されい

 くママコ
オ「い喰ふ

チ「真平ゆるいて下されい

                                  しママ オ「ヤイヤイヤイそこな奴妥は播磨のいなみ野と云ふてモツ下って人の通らぬ所じゃこれ参ったは定

                      エいコ めて武辺に達した者であろふ これめあたまから一刀に出で喰・ふ

チ「ア、イヤイや其の様に武辺に達した者ではない 只々命を助けて下されい

オ「何じゃ命が助かり度い

チ「中々助けて下されい

オ堰翌ﾃ坊威し裾ろふ
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チ「心得ておりゃる

オ「イやあれへ来たは一段とよい若い者じゃ それに付身共姫を壱人持って御座るがいまだ初喰をさせ

 ぬ程に姫に初喰・をさせうと存る

鬼「ヤイヤイ己は命が助かり度くば身共の云ふ事を聞くか

チ「何なり共承りませ」、

オ「イや身共は一人の姫を持って居るがまだ初喰をさせぬに伺って己を姫に初“食にさするが喰わる・か

 イナと云へば今妥で身共が其のま・引きさいて一ロにかみくだいてくる・カ｛何とじゃ

チ財やとても助からぬ命ならば此オの御娘子に喰はる・までよ

オ「何じゃ娘にくわるると云ふか

チ「中々

オ「イヤー段と云ふた 其儀ならば今姫を呼ひ出す悶其処を一寸でも動く事はならぬぞ

チ「中々一寸でも動く事では御座らぬ

オ「イヤのふイヤのふ姫いさしますか いるかいるかヤーイ

             マわヒ「申し申しと・様妾を呼ばしせらる・は何の御用で御座る

オ「只今そなたを呼ひ出すは別の事でもない 今日はよい若い者が来た程にそなたに面喰いをさせよふと

 思ふて留めて置いた 早ふあれヘイテ喰はしませ

ヒ「1心得ました  ロ伝

ヒ「イや申し申しと、様と、三

二「何事じゃ

ヒ「見ればよい若い者で御座る程に命・を助けてやらせられい

オ「ア・ラ農な者 よい若い者じゃ樹乃って初喰さす事じゃ 其様な事を云はずと早ふイテ喰はしめ

ヒ「それならば参って喰べませふが妾は今だ生きた物をたべた亨が無い程にと、様かみくだいて下されい

ヲ「アー拠て潤て此オは某しの娘程もない卑怯な事を云」、其れでは娘喰初めのせんがない 早ふイテ

 どれからでもよい飛び付いて喰しませ

ヒ「其れならばかみ付いて見ませふ

ヲ「それがよい 早ふイテ喰・わしませ

ヒ「アイタアイタ…   泣ク

ヲ「ヤイヤイ姫何とした何とした

ヒ「妾をしたたかにた、きました

ヲ「何じゃた・いた

ヒ「中々

ヲ「拡て拡て憎い奴じゃ ヤイヤイヤイそこな奴

チ「ハアー

          けマコヲ「大切な娘をなぜに打着しをつた

チ「されば其の事で御座る 余り上気し暑いに依り扇をつかいましたのがさわったかも知れませぬ

ヲ「何じゃ扇つかいをした

チ「中々

ヲ「イやそれならば堪忍のしてとらせふ イヤノウイヤノウ姫今のは扇つかいをしたのが当ったのじや こわ

 い事はない サアサア早ういてしかと喰・付さしませ

チ「心得ました

ヒ「ヲウ;恐しや恐しや恐しや

ヲ「ア…何とした何とした

ヒ「したたかにしかりました

ヲ「抵て拡てにくいやつじゃ ヤイヤイなぜにしかりおったぞ

チ「イヤしかりはいたしませぬ某U斌・頁蝋1、御座。てすわ」、きが雌軸・そiKtcおじさせ卯た物で

 御座」、
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ヲ「何じゃすわ吹きをした

チ「中々

ヲ「ヤイヤイ姫そちはむさとした者じゃ 今キヤツがすわ吹きをしたと云ふ すわ吹きなぞ‘こおじると云ふよふ

 などんな事が有るものか サアサア早ふイテしかと喰らい付きさしませ

ヒ「心得ました

チ「イや申・し申し

ヲ「何事じゃ

チ「イや鬼神に横道なしと云ふ事が御座る 私も只々喰・はる、も余り残念に御座る程に何ぞ勝負をいた

いて負たならば喰はれましよふ嚇。たならば符翠命を珈ナて下されい

    けマコヲ「興れは最もじゃ 抵て勝負には何をするぞ

チ「腕押しをいたしましよふ

ヲ「腕押しを

チ「中々

ヲ「エイ身共が勝物じゃ イザ参ふ

チ「イヤイや此方'に「食はる、ならば此オ'といたしましよふ・が娘. 子に「禽はる、約オしじやコ程に娘子と勝負を致し

 ませふ

ヲ「漏れは尤じゃ さらば此由を姫に申そふ ノウノウ姫

ヒ「何事で御座りまする

ヲ「ただ喰はる、も残念なにより勝負をして硝しち負けに依而喰・はれふと云ふに伯って勝負は何をするぞと問

 」、たれば腕押しをせ」、と云ふ程にあれへいて腕押しをさしませ

ヒ「妾はいやで御座る

ヲ「是れは煤莱ｽなこと 其の様な事があるものか サアサア早ふいて腕押しをさしませ

ヒ「心得ました アイタメ翼Cタアイタ

ヲ「ヤイヤイ何とした何とした

         ママコ
ヒ「イや柔らかな妾を手にあのむくっけな手をすり付けました アイタアイタ

ヲ「抵て側て腹の立つ ヤイヤイ己れはニックイ奴の なぜにむくっけな事をしをる

チ「イヤさい前'も申す通り命がけの事で御座る程にチトはきっふあたるまい物でも御座らぬ

ヲ「此度は何をするぞ

チ「イやすね押しを致しませ」、

ヲ「一段目よかろふ ヤイヤイ姫此度はすね押しをさしませ

ヒ「妾はすね押しよりも腹押しがよふ御座る

ヲ「アア親の前で其の様な事は云はぬ物じゃ サアサアあれへいてすね押しすね押し

ヒ「心得ました アイタアイタ

ヲ「ヤイヤイ何とした何とした

ヒ「アー申しと、様妾の此の柔かいももへ又恐しいひげの足をいれてしたたかにすり付けましたアイタ

 アイタ

ヲ「ヤイヤイ己れはニックイ奴の なぜにむくっけな事をしをる

チ「イや最前も申し上げた通り命がけの事で御座る程にチトはきつふ当るまいものでも御座らぬ

ヲ「此の後つた強ふ当らぬ様にせい

チ「がってんで御座る

ヲ「抵て亦此度は何をするぞ

チ「此度は首引をいたしませふ

ヲ「儲れは石白かろふ ノウノウ姫々今度は首引をせふと云ふ 又あれへいて首引をさしませ

ヒ「ハアー

ヲ「サアサア此綱を汝の首に掛けい

チ「心得ました
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ヲ「姫も是. れを首に掛けい

ヒ「ハアー

ヲ「イザ引け

チ「ヤットナ

     ごママコ
ヲ「貼れはした 其様にあらけなふ引いてはならぬ イヤとても姫壱人では叶ふまい 今けん馬共を呼

 び出いて姫へかせいをさせる程にしばらく待て

チ「心得ました

ヲ「ヤイヤイけん属共けん属P共けん属共

皆々「ホウイホウイいで喰ふいで喰・ふ ホウイホウイ

ヲ「ヤイけん族共汝等を呼ひ出すは別の事でもない 首引をするに姫がオが弱い程に汝等も加勢をせ

 い
皆「ホウイホウイ

ヲ「是れからは身共が音頭を取る程に拍子に掛って引け

皆「ホウイホウイ

ヲ「エイサラエサラ エイサラエサラ

皆「エイサラエサラエサラ

チ「エイと・云ふたらエイエイエイ

ヲ「姫がオが弱いそ せいを出せせいを出せ

皆「エイサラエサラエサラ

チ「エイと云ふたらエイエイエイ

 大廻り二三べんしてしまいに大廻り引廻し橋掛リへ51き込み舞台ヘヤットハネ返す ケンゾクタヲレル

 色々ロ伝アリ

〔補説〕

 ヘ   へ

「をこの猿楽」から「狂言」へ

山口大学人文学部  根ヶ山 徹

 中国における散楽は、古代にあっては楽舞、すなわち民間の音楽を伴奏とする舞踏を意

味した。南北朝以降は舞踏以外のさまざまな芸能をも含むようになり、百戯とも言った。

 岡岬に至ると語義の変容が認められる。このことは、『春秋左氏伝正義』裏公二十八年

の孔頴達(574・648)の正義から明らかである。

正義日、優者、戯名也。 『晋語』有優施、 『史記』 「滑稽伝」有優孟、優栴、皆善為

優越、而以優著名。史游『急就篇』云、 「侶・優・俳・笑。」是優・俳一物而二名也。

今之散楽町制可笑即興、而下人之笑是也。

 正義に日う、優とは、演技者のことである。『晋語』には優施のことが記され、1『史

 記』「滑稽伝」には二二、優旛の事跡が見えるが、2いずれもわ薩ぎとしての演技を善

 くし、優として名を著わした。史游『急下篇』に「侶・優・俳・笑」という。3ここ

 から優・俳は同じ物であって名称が二つあることがわかる。今の散楽戯ではおもし

1 『国語』四七「晋語」に、「公之優日待、通干贋姫」と。

2 『史記』巻百二十六「滑稽列伝」。

3漢の史游『急就篇』に、「侶・優・俳・咲、観筒庭」と。
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ろい言葉を発して、人を笑わせるが、

ある。

(伝に「優を為す」というのは)4このことで

 ここに言う散楽戯とは、唐代に行われた参軍戯とよばれる滑稽戯のことである。

 また、唐・張鴛(658？・730？) 『朝野愈載』 「高崔鬼」 (『太平広記』巻二四九所引)に

は、弄痴を善くした高隠鬼のことを「散楽」と称している。

唐散楽高崔馬蝉弄痴、太潤蘭ｽ給使捺頭向水下、良久出制帽之。帝問。日、 「見屈原、

云『門門楚懐王無道、乃沈甲羅水。汝逢聖明主、何為来。』」帝大笑、賜物百段。

 唐の散楽開荷鬼は滑稽譜誰を善くしたので、太潤翌ﾍ給使に命じて頭を押さえつけて

 水の中につけさせ、しばらくして顔をあげたところを見て笑った。太潤翌ｪたずねる

 と、 「屈原に会い、『わたしは楚の懐王の道にはずれた世に出逢ったがために、泪

 羅に身を沈めることとなった。そなたは聖明な君主に仕えていながら、どうしてこ

 こに来たのだ』と言われました」とこたえた。太潤翌ﾍ大いに笑い、物百段を下賜さ

 れた。

 唐の滑稽戯「散楽」は、つづく宋においては、雑劇を意味するようになる。宋の雑劇は、

滑稽な問答を主とする滑稽戯であった。南宋・呉自由(？・？) 『高梁録』巻二十「山鼠」に

は、次のような記述がある。

雑劇中末泥翼長、毎一場四人或五人。. . . . . . 末泥色主張、引戯色分付、副朗色発喬、副

二色打謁。或添一人、名日装孤。. . . . . . 大抵全以故事、務在滑稽、唱念応対通遍。

 雑劇では末泥が長となり、一芝居ごとに四人または五人で演じられる。＿＿末一色

 が中心となり、引時色があれこれと指図し、副浄色が愚鈍をよそおい、副末色が笑

 いを誘う。もうひとり加わることがあり、装孤という。＿＿だいたい、みな故事形

 式をとり、滑稽であることにつとめて、全篇を通じて哨と響で応対する。

 金の堰蘭{も滑稽戯である。

 元においても雑劇のことを散楽と称し、戯班(劇団)のことは行堰浴A大行(大行堰?と

呼んでいた。これは、山西省洪洞県広勝寺明応了然正殿の壁画に「大行散楽忠都銀在此作

場 泰定元年(1324)四月日」の文字が見えることからも明らかである。ただし、元雑劇

は譜面を弄する内容ではなく、滑稽戯は堰蘭{と称して幕間に挿演された。脚本は現存しな

いけれども、杜仁傑(1197？一1282) 『荘家不識杓閲』には役者三人による堰蘭{上演の様子

が活写されている。5

 明においては、周回二朱有轍(1379・1439)『呂洞賓花月神仙会』雑劇第二折のト書きに

堰蘭{を挿演ずるとあり、6劉免(？・？)r新編金童玉女嬌紅記』(宣徳乙卯〔10年、1435〕

題序)には七箇所に堰蘭{挿演のト書きが見える。7この他、沈自晋(1583-1665)『工臨亭』

第二十三餉「誌面」に挿演される「柳下恵」の故事も堰蘭{であるとされる。8

4伝に、「陳氏・飽氏之團人為優」と。

5詳細については、子忌『宋金雑劇考』(古典文学出版社、1957)、田中謙二「堰蘭{考一その演劇理念の

 志向するもの」(『田中謙二著作集』第一巻、汲古書堰浴A2000。原載『日本中国学会報』第二十集、1968)

 を参照されたい。

6 前掲注2『宋金雑劇考』75頁。

7前掲注2『奨金雑劇考』266・269頁。

8 涯超宏「明代曲家曲事三題」(『君臣大学学報』〔人文社会科学版〕2003年第33期)。
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 小説にも堰蘭{上演の様子が描かれ、笑楽堰蘭{という名で呼ばれている。 『水濡全伝』第

五十一回「挿翅虎枷打白秀英、美髭公誤失小衙内」、第百十四回「段家庄重招新女婿、房

山繁双井旧強人」、 『金瓶梅詞話』第二十回「孟玉楼義勧呉月娘、西門慶大岡麗春堰浴v、

第三十一回「琴童蔵導引玉籍、下塗開宴吃喜酒」、第五十八回「懐妬忌金?卵ﾅ秋菊、乞膓

肉磨鏡曼訴冤」、第七十六回「孟玉楼解燈呉月娘、西門慶斥逐温葵軒」に笑楽堰蘭{上演の

描写が見られる。いずれも芝居上演の前座として演じられていること、とりわけr金瓶梅

詞話』第三十一回に「王勃堰蘭{」の脚本が残されていることは看過できない。

 さて、能と狂言は古くは猿楽と称され、いずれも中国伝来の散楽に淵源するとされる。

本邦に伝わった散楽は、雑伎類のみならず、滑稽戯も含まれていた。藤原明衡(？一1066)

『新猿楽記』には、当時の諸芸が列挙されている。

予廿余年以還、歴観東西二京、今夜猿楽見物許之見事者、於古今未有。就中究師・株

蒔舞・田楽・｛鬼偶子・唐術・品玉・置鼓・八玉・独相撲・独双六・無骨・有骨、延宝

大領之腰支・蝦漉舎人之足占、氷上専当之取直・山背大御之指扇、琵琶磨落t之物語・

千秋万歳之酒禧、飽腹鼓之胸骨・蟷娘舞之頸筋、福広聖之袈裟求・妙高尼之織線乞、

形勾当之面現・早職事之皮毛、目舞之翁体・巫遊之気装貌、京童之虚左礼・東人之初

項上、況拍子男共之気色、事取大徳之形勢、都猿楽之態、鳴市之詞、莫不断腸壁願者
也。. . . . . . 定縁者鳴呼之神也、先見其形、断一端之腸。形能者猿楽之仙也、未出其詞、

解万人之願。

 わたしは二十余年来、東西二面を巡りあるいてきたが、今宵ほどすばらしい猿楽の

 演技は、これまでになかったことである。とりわけ、 「號舗」・「繰求浴v・「田

 楽」・「穂櫨i羊」・「唐術」・「品玉」・「鰭鼓i」・「管玉」・「獲麟撲」・「強漿宍」・

 「i古曲」・「署讐」、「珪素大領翻心斐」・「媛繕契之箆つ往｝」、「莱韮:奪雪之最霧」・

 「笛皆笑御霊瀦」、 「琵琶磨落t之物語」・「歴巡零細之箔1緯」、 「欝籏『護豊胸

 骨」・「購蹟舞之頸筋」、「樒1皇運之袈裟求」・「妙高尼之雛老」、「形勾当之箇お窺」・

 「草識箏之葦笛」、 「省婁之欝聡」・「力塞ぎ窪之監襲鏡」、 「京童之虚窓ネi」・

 「東人之称景望」など、唯子方のようす、役者の長のようすを見ていると、みな猿

 楽の所作をして、をこの言葉を口にしたので、腹をかかえて笑わない者はなかった。

 . . . ，. . 定縁は鳴呼の神であり、はじめに格好を見ただけで、腹をかかえて笑ってしま

        ひじり う。形能は猿楽の仙であり、言葉を発しないうちから、顎がはずれるほど笑わせる。

 浜一衛氏は、この『新猿楽記』に列挙される諸芸のほとんどが中国の散楽にも存在して

いるとして、次のように述べる。9

軽業系の猿楽から劇的な猿楽がその中心となり、ついには猿楽といえば劇的なものの

みを指すようになる、ここにいう新猿楽である。中国の散楽という言葉もわが猿楽と

全く同じ用い方で、もう元代では散楽といえば完全に雑劇を指し、雑劇の俳優をも指

すようになっていた。. . . . . . 『新猿楽記』の猿楽の中心は滑稽解願の科白劇である、を
ヘ                                           へ   も                ヤ   も

この猿楽であったが、それにうたが加わりまいが加わって「能」になる。. . . . . . このよ

うな猿楽の発展経過は、中国散楽の発展して雑劇・二曲となる姿と甚しく酷似してい

9 『日本芸能の源流一散楽考』第五章「猿楽」「一『新猿楽町』の猿楽」(角川書店、1968)213・230頁。
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る。＿＿雑劇に多く見られる鬼神の舞も「打夜胡」の影響であり、わが能楽に見られ

る鬼神の舞も打夜胡の系統である究師の舞から来たものである。

          カ   ヘ                         ヘ   ヘ                 ヘ   へ

 滑稽解釈の科白劇「をこの猿楽」に「うたが加わりまいが加わ」って能楽へと発展して

ゆくこと、なかでも鬼神劇の源流は中国の「打夜回(三野胡)」の系統に属することが指

                           や摘されている。 「打豆胡」とは、神恵に扮した乞食芸人が鬼遣らいをする門付け芸能のこ

とである。

                                    ヘ   へ 『三代実録』元慶四年(880)七月二十九日の条には、宮中の武人によって「をこ人」を

髪髪させる散楽が演じられたと記録されている。

御仁寿殿、覧相撲。左右近衛府逓奏音楽、散楽雑伎各尽其能。出内蔵寮絹一百疋、賜

左右相撲人意一疋。右近衛生蔵冨継・長尾米継、伎善散楽、令二大咲。所謂潟濤人近

之 。亦各界絹一疋。

 二成天皇が仁寿殿にお出ましになり、相撲を御覧あそばした。左右近衛府の役人が

 順番に音楽を奏で、散楽雑伎についてもそれぞれ能を尽くして芸を披露した。内蔵

 寮より絹一百疋を出させて、左右の相撲人にそれぞれ一疋を賜った。右近衛府の内

 蔵冨継・長尾米継の二人は伎芸では散楽を善くし、一同を大いに笑わせた。いわゆ

 る潟許人はこれに近いのであろう。またそれぞれ絹一疋を賜った。

 村上天皇(926-967〔在位946-967〕) 「弁散楽」 (藤原明衡〔？一1066〕

第三)には、 「をこの猿楽」が中国から招来されたものであると明記する。

『本朝文粋』巻

散楽之興、旧来尚 。俳優入魯、還当断足回刑、鳴呼来朝、自為解団之観。仰尋前日

之伎歌、傭氏欄枕｡之風俗、不関弩弓旛人例解学、亦国漢典遠夷之所献。

 散楽が興起し、本邦に伝わって久しい。魯の定公と斉の景公が平谷で会見した際、

 斉の俳優・｛朱儒が道化たところ、孔子が腰張の刑に処した10ことがあったが、時をへ

 て「をこ」が来朝し、滑稽解願の芸を御前で演ずるまでに至った。これまでの妓芸・

 歌舞や、いまの風俗について考えてみると、周官の施人が舞楽を教えることを司り11、

 白二王唐鼓が入貢して後漢の二二に「遠夷町徳歌」 「焼夷四徳歌」 「遠夷懐徳歌」

 の三首を献じた12時代とは異なっている。

 山口建治氏は、 「打野胡」の「野胡」は疫鬼をおいはらう際の「邪智」というかけ声の

擬音語であり、本邦では一般に「嶋庫」と表記されるとして、次のように言う。13

中国の「二野胡」のような人間がこの列島に来て、寺社の庇護のもとに入りさまざま

な技芸で寺社に奉仕するようになったと考えれば、究師と猿楽者はもともとルーツを

同じくする渡来の芸人集団「ヲコ人」だったのではなかろうか。

10 『孔子葺替』巻第一「相魯」に、「有頃、斉高宮中之楽、俳優株儒戯於前。孔子趨進歴階而上、不尽一

 等、日『匹夫榮侮諸侯者、罪応諌、請右司馬速刑焉。』於是斬株儒、手足異処。斉侯催、有二色。」と。

11 『回礼』「春官・直人」に、「施人、掌教舞散楽、舞台楽、凡四方之謡言仕者属焉。」と。

12 『後漢書』巻八十六「西南夷列伝」に、「三白三王唐最等慕三帰義、作詩三章。. . . . . . 今回従事史李陵与

 恭護送詣開、井上其楽詩。」と。

13 「『散楽』日本伝来についての覚え書き」(神奈川大学人文学会『人文研究』第155集、2005)55頁。
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 ともあれ、中国において分化した演劇系の散楽がいかなる経路で伝来したか、鬼神劇と

滑稽解願の科白劇とがどのような関係にあったかは明らかではないけれども、渡来人によ

って「をこの猿楽」として招来され、それが狂言の形成に重要な役割をはたしたであろう

ことは想像に難くない。しかしながら、その形成過程については未だ詳らかではないのが
現状である。

 以上、新たな知見を披渥するには至らないけれども、最後に猿楽が狂言へ変容したとい

う野上豊一郎氏の所説14を引いて結びとしたい。

狂言は、系統的には、能の本系といふべきもので、初め猿楽磨落tたちは滑稽な物真似

笑劇を本業として演じてみた。それから能芸が分派して、猿楽磨落tたちも田楽磨落tた

ちも本業を拠棄して能芸に専ら力を入れるやうになり、鎌倉時代の後期もしくは遅く

とも吉野朝時代の初期には能芸は今日の能の前身としての形態を備へることになった

のはすでに述べた通りである。その時猿楽磨落tたちの手に取り残されてみた昔からの

猿楽の本業が即ち狂言で、狂言も能芸を演ずる役者たちの座で同時に演じられてみた。

〔司会・解説・出演・補説者紹介〕

森野正弘 1966年生。山口大学大学堰欄激Aジア研究科准教授。文学博士。日本中古文学専

攻。主著「昔という時間，古という時間一『伊勢物語』における虚構の方磨来黶v (『時間

学概論』恒星社厚生閣，2008年)、 「時間に遅れる光源面一『伊勢物語』への遡行と反復

一」 (『日本文学』2007年5月)。

稲田秀雄 1957年生。山口県立大学国際文化学部教授。附属郷土文学資料センター所長。

日本中世劇文学(能・狂言)専攻。主著『山口鷺流狂言保存会五十年の歩み』 (2004

年)、『山口鷺流狂言資料集成』 (共著、2001年)。

山ロ鷺流狂言保存会 昭和29年(1954)、結成。同42年(1967)、山口県指定無形文化
財第1号。技術保持者、茄屋勇翠浴・濯秣田野・籠笛亀久勇・娑藤芳芝。小林栄治、平成

12年(2000)10月、文化財保護磨洛ﾜ十年記念文化財保護功労者、文部大臣表彰、平成15
                         よねもとふみあき年(2003)、勲五等毫光旭日章受賞。平成14年(2002)、米本文明(本日「首引」出演)、

技術保持者認定。会員数、現在十数名。週1度、山口ふるさと伝承総合センターで伝習会。

県内公演、市内小中学校での狂言指導等。年1回、山口県教育会館での定期公演(発表会)。

平成9年(1997)、文化庁選定「記録作成等の措置を講ずべき無形の文化財」。平成13年
(2001)、山口市教育委員会『山口鷺流狂言資料集成』編纂。同年12月、磨乱ｭ大学催琵賞

授与。 (解説参照。)

根ヶ山止 1960年生。山口大学人文学部教授。文学博士。中国近世戯曲演劇史専攻。主著

『明清戯曲演劇史論序説一湯顕祖『牡丹亭還魂記』研究一』(創設社、2001年)、 「乾湿三

十六年版『面白裏』七編、八面の上梓とその改訂」 (『東方学』第98輯、1999. 7)、 「明

刻清康煕間工芸本『綴白裏合選』初志一『面白裏』の成書と転変一」 (『東方学』第93輯、
1997. 1) 。

14 「中世演劇一能と狂言」(『日本演劇思潮』演劇論2、河出書房、1942)106頁。
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(2)韓国「パンソリ」

〔解説〕

韓国のパンソリ
光州広域市文化財委員  姜 絃求

(和訳)山口福祉文化大学 李 文相

1. パンソリとは？
 パンソリというのは、一人が扇子を持ち立って歌い、一人が伴奏者としてプク(韓国の中

太鼓)を打ち、演者と聴衆がお互いに掛合い呼応すること(チュイムセ)15をしながら、音

楽・文学・演劇的要素の混じった芸術的公演のことである。演戯場での雰囲気さえ整えば、

いつでもどこでも最小の人員で最大の敷果が発揮できる。

2. パンソリの歴史
 パンソリに関連した文献資料の最も古い記録は、朝鮮英祖30年(1754)に柳振漢(号:晩

華斉)が漢詩で記した晩華本「春香歌」200句である。それによれば、パンソリは、少なく

とも二二(1674～1720)以前に発生したものと推測され、朝鮮時代前期の文献である「広大

笑誰之戯」が土台となっているとみられている。

3. パンソリの基本素材
 今日、5作品(春香歌、沈清歌、三宮歌、二割歌、赤壁歌)が主に演じられているが、元来

は12作品(春香歌、沈謡歌、野宮歌、興甫歌、赤壁歌、ピョンガンセ打令、江陵梅花打令、

ベビジャン丁令、ムスギ苛令、ジャンキ打令、にせ物神乱打令、片意地打令)があった。

4. パンソリと根源説話
 伝承されているパンソリの5作品には、すべて根源となっている説話がある。(「春香歌」

には言行御史説話、 「沈欝歌」にはヨングォンニョ説話、 「水回歌」には嘔吐説、 「興甫

歌」にはバンイ説話、 「赤壁歌」には三国志など。)今日歌われている「春香歌」は、平

行御史説話が基となる春香歌が春香伝(パンソリ系小説)となり、そして再び新小説の「獄中

歌」へと改変された伝承過程を辿っている。

 パンソリを享受する層は、老若男女や貧富・貴賎の区別なく誰でも楽しむことができる。

聴衆の水準によって時間と説話の内容を加減できる点ではオーダーメード型の歌も可能で

ある。パンソリの教授方磨翌ﾍ特異な口伝形式であり、一定の学習をした後の独自の声であ

るトゥグム(得音)16を持つレベルに到達したとき、はじめて名唱と呼ばれる。

6. パンソリの現況

15訳者注 チュイムセは、「チュダ(持ち上げる)」 「チュオジュンダ(おだてる)」に「セ」が付いた

不完全名詞。唱者のソリ(声)に鼓手や聴衆が合いの手を入れ興を高める。

16訳者注 得音(トウグム)は、唱者が厳しい訓練に耐えた後に独自の音楽的力量が完成域に達した状態

のソリ(声)をいう。トウグムの要素として、〟落ｫ説(歌詞)に合った独自の調子や粋が感じられる渋い声

②音色③曲調④抑揚の4つがある。
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 唱者による一作品は、完唱発表会を通じて全体を聞くことができる。(例:春香歌は8時

間)現在も全国で毎年、パンソリの新しい名四を競う大会が開かれている。(全州大私習、

南原春香祭、林芳蔚(イムバンウル)聖楽祭、宝城ソリ祝祭など)

7. パンソリの地域的特色

 ＊東通制ソリ:たくましく雄壮感のあるソリ(声・唱)をいう。蜷津江(ソムジンガン)

東側の智異山周辺のソリ:鳥嶺地方と呼ばれる南原、求礼、淳昌、 宋興醒(ソンフンノク)

を源流としている。

 ＊西便制ソリ:精巧さと膝を打つほど味のあるソリ(声・唱)をいう。蜷津江(ソムジン

ガン)西側のソリ:湖南地方と呼ばれる光州、羅州、宝城、 朴裕全(パクユジョン)を源流

としている。

 ＊中高制ソリ:高低の音をはっきり区別するソリ(声・唱)をいう。忠清道と京畿道地域

のソリ:廉季達(ヨムゲダル)、金成玉(キムソンオク)から始まった。

8. パンソリの多様な長短(拍子)

 パンソリに使われる長短(チャンダン＝拍子)は、チニャン調、チュンモリ、チュンジュン

モリ、チャジンモリ、フィモリ、オッモリ、オッチュンモリなどがある。この中のチュン

モリ、チュンジュンモリ、チャジンモリの長短が基本拍子となる。ここで“モリ”という

言葉には、“頭”又は “遠く”の意味があり、そこから“駆り立てる”という意味とな

った。この拍子は、パンソリの劇的状況に応じて選り分けて使う。余裕のあるゆっくりし

た場景ではチニャン調で、緊迫する状況にはチャジンモリやフィモリなどの速い拍子が使

われる。同じ拍子の中でも、唱者がソリを押し出し、つなげて、結んで、解くなど、それ

に応じて少しずつ、プクを打つ場所や調子が変えられる。チニャン調は哀調的な場景であ

っても落ち着いてゆっくりした感じを伝える時に、チュンモリは淡々と叙述する場景に、

チュンジュンモリは軽快で嬉しい場景に、チャジンモリは切迫した状況の進展や激動的な

場面で使われる。また、異色的リズムを持つオッモリの拍子は、意外な人物が登場する時

や奇妙な雰囲気を表現する時に、そして6拍のオッチュンモリはパンソリの最後の部分で

ある山場などで多く使われる。

 〈ソリの状況に応じて〉

  ア. 打って押す音(起)→プクを打つ棒で、プク胴体の前部分を少し強く打つ。:ソリ

  を支える役目。
  イ. 付いてつなげる音(景)→プクを打つ棒で、プクのてっぺん右端寄りを軽く重ね打

  ちする。:緩める役目。
  ウ. 結ぶ音(結)→プクを打つ棒で、プクのてっぺん真中を最大の強さで打つ。:ソリ

  を結ぶ役目。
  エ. 解く音(解)→左の掌でプクの左側の腹皮を重ね打ちする。:ソリを徐々に解いて

  やる役目。

 ＊チニャン
 チニャン調は24拍の遅い拍子で、パンソリでは主にゆっくりとした場面や俗世から離れ

て静かに悠々とした場面、悲しくて歎息する場面、叙情的な場景、劇的状況が弛緩しのど

かな雰囲気になったときに多く使われる。チニャン調は3分拍のゆっくりした6拍子で、

この6拍を“ハンガク(1刻)”と言う。一般に4刻を周期に変奏するためチニャン調の拍

子を4刻24拍子とも言う。遅い速度のチニャンを“サムゴンジェビ”と言い、速い速度の

チニャンを“セマチ”と呼ぶ。チニャンで有名な場景は

  春香歌一赤城歌、 (ゆっくり調子で長い)愛の歌、離別歌、獄中歌、博石峠の場景

  沈早歌一興碑がついて行く場面、ボムピジュンリュ、秋月満庭
  赤壁歌・堂々たるユヒョンジュ(劉賢主)、コダンサン(高堂上)
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 水宮歌・霊徳殿の後に、カジャカジャ(行こう行こう)

 興甫歌・家を建てる場所を探す場面、パクタリョン(瓢＝ひさご打令)

等がある。

 ＊チュンモリ
 チュンモリという言葉は「中位の速さで急かす拍子」という意味で、パンソリの基本

となる拍子である。チニャン調の次に遅い拍子で、2分拍系統の12拍子である。事情を

淡々と叙述する場面や拝情的情景で泰然とした安定的な雰囲気のとき主に使われる。韓

国の音楽がほとんど3分拍であるのに対し、チュンモリは例外的に2分拍で、普通は速

い12拍子である。チュンモリの1小節は12拍であり、これを4つの単位に分けると、3
拍×4単位の拍子となる。この4単位の拍子を‘刻'と言う。これはパンソリの拍子がく
拍子運行原理〉によっており、“打ち、付いて進み、結んで、解く”という求濫¥を含むか

らである。チュンモリで有名な場景としては、

 春香歌一スックテモリ(蓬髪頭)、獄中対面、あなた使道(サト)17様お聞きくださ

い、春香の遺言

 沈清歌一沈清母遺言、船頭について行く場面

 赤壁歌一月タリョン(鳥節)

 水宮歌一兎が竜王を欺く場面

 興母語一フンボがノルポに謝る場面、貧乏打令

等がある。

 ＊チュンジュンモリ
 チュンジュンモリはチュンモリとほぼ似ている形態で、チュンモリよりも速度の速い

拍子である。3分拍の少しゆっくりした4拍子であるが、大変速い12拍子にも感じられ
る。チュンジュンモリは踊りを感じさせ、劇中での興奮や踊りを踊る場景、闊歩や、ひ

どく泣きわめいたりする場景等に使われる。チュンジュンモリで有名な場景は

 春香天一箕山(キサン)領袖、千字文解き、チャジン愛歌、軍牢使令、御史(オサ)18

と義母(春香の母)
 沈清歌一沈清の母が息をひきとる場面、沈盲人が赤ちゃんを育てる場面、バンア丁令(米

響き節)、花草打令
 赤壁歌一お一い軍人たち、長丞(チャンスン)打令

 水平歌・兎の絵像、ココ天変、白馬走を急がせよ

 興甫歌一つばめ路程記、絹打令、花草模様のタンス

等がある。

 ＊チャジンモリ
 チャジンモリはチュンジュンモリよりも少し速い拍子であり、3分拍の速度の速い4拍

子である。主として、ある状況を順々に言い表すときや迫力があって緊迫する雰囲気の

ときにも使われる。大体劇的な場面が多い。 “トンドクンイ”とも呼ばれる韓国民俗音

楽の代表的な拍子である。ゆっくりしたチャジンモリとチャジンジャジンモリの二つが

あり、散調(サンジョ)ではチャジンジャジンモリをフィモリとも言う。遅いチャジン

モリは、ある状況の長い叙述や羅列する場景に使われ、チャジンジャジンモリは劇的な

緊迫した場景で使われる。チャジンモリで有名な場景としては、
 春香歌一ナグイ(ろば)のアンジャン(鞍)を付ける場面、シンニョンマジ(新年迎え)、

科挙の試験会場、御使出動
 沈謎歌一シムボンサ(沈盲人)が小川に落ちる場面、インダンス

17訳者注 使道(サト)は、自分より身分の高い官吏に対して使われる呼称。

18訳者注 御津(オサ)は、王命を帯びて地方に遣わされる臨時の官職。
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 赤壁歌・チョ朝廷の軍事訓練、チャリヨンが弓を射る場面、赤壁江に火を放つ場面

 水宮歌一兎の身の上、ヤックソン歌、兎を捕まえる場面

 興甫歌・ノルポの意地悪、フンボがノルポに打たれる場面

等がある。

 ＊フィモリ

 フィモラガンダという言葉の通りに、急き立てるという意味があり、一番速度の速い

拍子である。農楽ではフィモリをタンモリ、又はセサンジョシとも言う。2分拍の速度の

大変速い4拍子である。劇的状況が一気に急迫するとか、あわただしく繰り広げられる

ときや興奮した状況を表す場景に使われる。例外的に、2分拍の大変速い速度の4拍子
になる場合がある。フィモリで有名な場景としては、

 春香歌・春香が捕まえられる場面

 沈清面一沈清が水におぼれる場面

 興甫歌一雨と米が出てくる場面、食事の準備を整える場面
等がある。

 ＊オッモリ

 オッモリは2拍と3泊が混交する5拍子であるが、速度が非常に速く10拍子にも感じ
られる。斜めになったり行き違いになったりするときの「オッ」という言葉の意味のよ

うに拍子がずれる形になり、リズムの違う3分拍と2分拍が交代して現われて、10拍を
形づくる拍子である。異色的で神秘的な人物の立居振舞や、緊迫と劇的な場面に主に使

われる。他の拍子では拍が一定しているのに対し、少し風変わりな拍子である。オッモ

リで有名な場景は、

 沈清畠一僧が下りてくる場面

 赤壁歌一カンウンジャンを出る場面、チャリヨンが出る場面、チャンビが出る場面

 水玉歌虎が下りてくる場面
 興甫歌一僧が下りてくる場面

9. パンソリの保護政策

 国家・光州広域市と道の立場でパンソリの保護政策が採られており、重要無形文化財と無

形文化財の指定制度を通じて保存・育成・伝承できる。
 ＊重要無形文化財芸能保有者:韓スンホ(赤壁歌):成チメ翼塔Xン(沈清歌):成又香(春香

歌):朴ソンヒ(毒血歌):成スンソブ(赤壁歌):故チョングアンス(水面歌)

 ＊鼓手:重要無形文化財芸能保有者:金ソンネ:チョンチョルホ
 ＊無形文化財芸能保有者:光州広域市の場合:韓エスン(興甫歌):朴フメ翼¥ン(水浸歌):

韓ヘジャ(沈清歌):李イムネ(沈倭歌):チョンチュンシル(春香歌):朴ジョンジャ(水宮歌):

バンソンチュン(春香歌)

 ＊鼓手:無形文化財芸能保有者:光州広域市:カムナムジョン

10. パンソリの未来

 UNESCOは、パンソリを韓国の歴史と喜怒哀楽を共にして来た韓国口伝伝承文化の精
 髄であるとし、その独創性と優秀性を世界的に認定することを決め、2003年11月7日、

 パンソリを「人類口伝及び無形遺産傑作」に選定した。

11. おわりに

 醗酵食品の酒やみそ等は、発酵するまでに長年の時間が必要である。長年の時間はほか
でもなく熟成と醗酵のための時間である。このような醗酵食品と同じものが韓国の伝統音

楽だと私は思う。長期期間日差しと風に当て、心から面倒を見ることによっておいしい飲

食物に生まれ変わる。このように、歳月に耐えぬき学習した後、さらに穴蔵で自分独特の
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修練をした後で、細やかに練られた味のあるソリを作り上げることができる。それでこそ

本物の名唱であり名人であるといえよう。こうした過程を経て口伝心授で引き継いで来た

彼らを誰が軽々しく評価できるであろうか？ 私たちには、このように長年の修錬と努力

が伴う名人や名唱になることはできない。しかし、パンソリの内容と拍子を覚えて何度も

聞くことにより、パンソリを理解することができるようになる。パンソリを確実に理解で

きてこそ鑑賞することが可能となり、評価することもできるようになるでしょう。深遠な

パンソリであるので、先に辞説(歌詞)を理解し、後で拍子を覚えるようにすれば良い。

そして、千変万化するソリの裏を突き止めることができれば、あなたも耳名手になれる。

12. 参考文献

  『朝鮮唱劇史』チョンノシク、1946

  『パンソリ小史』朴フメ翼塔O、新旧文化社、1976

  『パンソリ五つの場』韓国ブリタニカ会社、1982

  『私のプクにピッタリ合う音はありません』金ミョソフメ翼塔刻q、金ヘスク他、根が深

  い木、1991
  『韓国民族文化大百科事典』精神文化研究堰浴A1991

  『韓国文化象徴事典1，2』韓国文化象徴辞典編纂委員会、東亜出版社、1992

  『天下名四 林芳蔚』チョンイドウ、現代文学、1994

  『お前はソリの泥棒女だ』ソングチメ翼塔Oスン、言語文化、1995

  『光州市史』4冊、光州広域市史編纂委員会、1997

  『パンソリ話』崔ドンヒョン、インドン、1999

  『南道文化』光州全南郷土史研究協議会、ナルビッ、2000

  『全南郷土文化百科事典』全羅南道、全南大湖南文化研究所、2002

  『韓国の民俗芸術』光州民俗博物館、2004

〔脚本〕

光州広域市文化財委員  姜 絃求

(和訳)山口福祉文化大学 李 文相

1. 短歌:「サチョルガ」 (四季の歌)

 チュンモリ拍子のこの曲は、4つの季節と人生を当てはめrr悠悠自適な生き方を歌う南道

特有の雰囲気を持つ代表的短歌である. 

  歌辞:
   この山あの山花が咲く確かに春だ/春はやってきたが世の中綻しいものよ/わしも昨日

  は青春だったはずなのにA”日‘ie髪情けない/t春は1bしを捨■t流水のごとく行ってしまった

  /来》tまた行くとわかっている春を喜んで何になろう/春よ来ても行くつもりなら行け/お前が行

  っても夏には緑の葉が繁り花も咲くと昔から言われている/夏:が去って秋が戻ると寒い北風が

  騒騒しいが己の節を西げない黄葡や紅葉もある/秋が去り冬が戻れば落董と寒い空寒風に

  白雪だけがひらひら舞い落ちて銀世界になる/見ると月白く雪白く天地は白・一色すべてが

  白髪の友だ/無情の歳月は留まることなく流れわしの青春も一度老ければもう取り戻せない/

  オワメ乱｢の中友よみんな・一つわしの言うことを聞いてくれ/人. 生は誰もが100、年を生きると言っ

  ても/病んだ日と寝る日気がかりや心配事を全部引いてみるとたった40年も生きられない人生

  だ/思いもよらずt:”一度死んでしまうと北郎山川のま. となるだけだ/死後の立派なご馳走も生

  「前の一杯の酒にゑ」tfない/

158



［歳月や歳月や歳月や行くでない惜しい若さがみんな年を坂る/歳月や行くでない流れる

歳月をどうする/垂れ下がっている桂樹の枝先はだらりとそのまま結んで置いて/国の穀物盗

む奴と父母に不孝をはたらく奴と兄弟喧嘩ばかりしている奴らを順番に捕まえてあの世に先に

送ってやり/残った友のみんなと一緒に座うてもう一一i5飲もうや/飲むのはこれくらいにしようと

か言いながら ゆったりと飲んで遊んで過ごそう］

 (［］内は、訳者補充『生活パンソリ教室』イヨンス、図書出版より引用)

2. パンソリ:「春香歌」の中の‘サラン歌' (愛の歌) チユンモリ～チャジンモリ

   アニリ(語り)19

   「いいえ、あなた だんな様、このような嬉しい日tcどうして死ぬお話ばかりをするのですか. 」「そ

  れでは・情の話でもしようかな. 」

   〔チュンジュンモリ｝

   ドウングドウングドウング私の愛する人よ オホ ドウングドウングドウング私の愛する人/あっ

  てに行きなさい後姿を見よう/こっちに来なさい前姿を見よう/お前と私は情が深いどうして

  中むつまじくないと言えようか/私たちの函縁は千年でも、万'年も変わるはずはない オホ ドウン

  ゲドウングドウング 愛しい人よ/愛だよ 私の愛/愛愛愛私の愛:しい人よ/愛しい人よ

  私の愛しい人よ 愛しい人よ 私の愛しい人よ/ああ多分私の愛しい人よ 洞庭七宥月夜

  の秋に巫山のように高い愛 悠々と陽落ちる 逮下問に咲く花のようにきれいな人/薄明かりの

  中で三日月がにっこり笑うお前/南窓」ヒ窓tcSが積もる積もり積もった愛:/愛:愛・長い長い

  愛:大河のように・長い長い愛/歳月や歳月や 行かないでおくれ/華語白霜で花が散れば'私

  の大切な人のきれいな桃色の顔が失せる/月よ月よ明るい月よお前がいくら忙しくても天にとどま

  っていておくれ/明日という日が来ないで百・年間も今・夜の姿のままで年を双らないようにしておくれ

  /愛よ愛しい人よ/オフメ翼hウングドウングドウング私の愛しい人よ

3. 伽椰琴併唱
  歌詞:

  (チュンモリ)

  愛愛子の愛しい人. よ オホドウンゲドウングドウングお葡「が私の愛する人だ/こちらから見

 ても愛しい人 あちらから見ても愛しい人/愛し合う私たちにも生死に限りがある/・…■度思いもよ

 らず死んだならお前の魂は花となり/私の魂は蝶となり二月と三月の春風が吹くとき/君の花房

 を私が抱いて 両オの羽をパッと広げてひらひらと踊っていたらお前はそれが私であることを 知っ

 ていておくれ

                  (文筆者) 姜 露霜 kangO342＠paran. com

                  (訳 者) 李 文相 1ee＠hagi. ac. jp

［ぞ博多］

  12拍子

［干｛｝】

2分拍(3/4拍子×4)

1 2 3 4 5 6 7 8 9

0＠×＠××＠＠×
曽 こま 叫 号 叫 叫 号 号 叫

12

K
号

11

J
号

-o

I
号

19訳者注 アニリは“語り”のこと。パンソリ劇の最初はアニリから始まる。パンソリの唱者は、伝承

 物語を文学的表現で記した筋書や歌詞の唱本である「辞説」(サソル)の特徴や、音楽的特性を考えて

 “唱”と“語り”を織り交ぜて演じる。
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 ◎歌辞(歌詞)と拍子は、イヨンス著『生活パンソリ教室』 (ソウル・図書出版)を

参照した。

   短歌肚7ト「四季の歌」λ｝翌フ｝(01妊刈忍妥01遡月)
1
.
 

O＠ × ＠ ×× (D＠× ＠＠＠

・・＠ol杢｝xl N  ee一 ol調日

・・＠この山あの山花が咲いたよ
2
.
 

o＠× ＠×× ＠ ＠×＠＠＠

…    甚噌ヨ 暑ol迷子耳. 

…    確かに 春だよなあ

4. 

(D＠× ＠ ××＠＠× oq｝＠

箸告計司ヨ｝. aE(『刈 碧 ｛｝望

甚しいよな わしも昨日は 青春だった
6
.
 

(1)＠×＠ × ×(D＠×＠＠＠

川怨を三 せ u個エ 砂越叡。1

わしの青春もわしを捨ててはかなくも
8
.
 

o ＠×＠× ×＠＠xqpdD＠
？｝ ■  観 暑 釜司戴叫，

嬉しがつたところで何になろう

10. 

o ＠× ＠× ×os x qD＠＠

司7㌃7｝E

お前が行っても夏になれば新緑の葉が繁り

12. 

(D＠×＠ ××＠ ＠×＠＠＠

明暑01フレエ  7｝音ol暑。｝2Pt

夏が去って  秋が 戻ると

14. 

op×＠× ×(D＠ ×＠＠ ＠

刈  遭7R(節概)暑   舌司xl讐セ

己の 節義を    曲げない

司暑。1司堪≒音唐杢(緑陰芳草)会糾λ1(勝花時)｛究

3
.
 

 (D＠ ×＠ ××(D＠× ＠＠＠

暑9妻。｝砥石マ｝｛｝ 翔な人ト

 春はやって来たけれど 世の中
5
.
 

 (1)＠×＠ ×× CD＠ ×＠＠＠

 照日 2u咽世 を唱 6｝ ？叫

のに 今日は白髪嘆かわしいよ

 7. 

 o ＠×＠ ××＠＠×＠＠＠

 7｝司張題目 鍛凝せ暑。｝1■暑音

 行つちまったので来てもまた行く春を
9
.
 

 (1)＠× ＠××os × ＠ ＠＠

暑。｝SU叫フ｝ 壱司フ『忌フ｝フ『叫. 

 春よ来ても  行くなら行けよ

  11. 

 (1XD ×＠ ××(D＠×＠ ＠＠

          喫早日 og司oAユ

  花が咲く  昔からそうなっている

13. 

(D＠×＠××(2)＠ ×＠q｝xD

Q呈な署(寒露霜風/朔風) R. Qen三

寒い北風が  吹き荒れても

15. 

O＠×＠×× (ZXD x＠＠＠

身号一を筈三 司司重｝エ. 

黄菊や 紅葉も あるではないか
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16. 

(1)＠×＠ ××＠＠ xcpd)＠

7｝｛｝olフトエ  靖含01暑6｝9. PtL

秋が去って  冬が戻ると

18. 

(D＠×＠××(D＠×＠＠＠

・豊一一一一一遽一翻せ司明

・ひら～～りひらり舞い落ちて

20. 

(DC)×＠××＠＠ ×＠＠＠

翌叫 翌叫   温刃咽司月

月白く雪白く  天地白一色となり

22. 

o＠×＠ ××＠ ＠× qDax［)

早戸矧翅芒  唄叡01著司フ｝ユ

無情の歳月は留まることなく流れ

24. 

(DCD×＠ ××(D＠×＠qjma

‘｝λ1恕｛｝芒・判司斜己｝. 

もう青春は取り戻せない

26. 

oo×＠ × × (D＠×＠xD＠

・・01用重｝巴暑司見一全. 

・・ 墲ｵの一言を聞いてみろ

28. 

(1)＠×＠ xx(D＠ ×＠＠＠

思回せ斗君芒せ

 17. 

  (1)＠×＠ ××os×＠＠＠

  落葉の寒い空    寒風に白雪だけが

 19. 

  (1)＠×＠××＠ ＠×＠ ＠＠

 四一一一一一λ1圃7トSJn‘旦PtL 9

  銀～～～世界になり見れば
  21. 

  (1)＠×＠ ××＠ ＠×＠＠＠

  玉！. ・早  7｝ 叫哩｝01 弓ミ01呈;iLL｝. 

  すべてが 白髪の友というわけだ

  23. 

  (1)＠×＠×× (D＠ ×＠ ＠＠

  01用 憩｛｝王   o｝ヌ｝を剋者(『ズ1遇

  わしの 青春も あ～ 一度老ければ

  25. 

  CD＠ ×＠××(D＠×＠＠＠

  01斗 λ1トー・ぽ  喫瑠1¶号

  オワメ?世の中 友の皆さんがた

27. 

(1)＠×＠ ×× (D＠ × ＠＠＠

 OJ Ag・1呈早フ｝普唱吟唱)9杢｝u｝コ. 司王

人生は誰もが80(100年差を生きると言うが

29. 

O＠×＠ ××(D＠ ×＠(D＠

病んだ日眠る日心配や憂いを引くと40年も生きられない人生あ～死んでしまうと

30. 

(D＠×＠ ××(2)＠ ×＠q)to

鳶職妊週(北郎山川)s2il 著。)呈子叫. 

北郎山川(中国河南省洛陽城北西にある郎山南麓の古田群のこと)の土となる

31.  32. (D＠×＠×xCD＠xCD＠＠ (D＠×＠××(D＠ xqD＠＠
λ｝一一一一・一一一雫ej梶頼＠遭や モ        轟轟 碧妙齢秩落闡?p三尉ぎ｝と建部. 
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死後の 立派なご馳走は

33. 

o ＠×＠ ××＠ ＠× qonD＠

翔魍。ト矧翅。ト翔碧Oト7図巴司叫. 

歳月や歳月や歳月や行くのを止めよ

35. 

¢＠×＠ ××＠＠ ×＠＠＠

・Hl｛o｝フ｝ス1叫叫. 7｝セHl｛司週;A 9. 

歳月や行くな  流れる歳月をどうする

37. 

(1)＠×＠ ×× (D＠ xqpd) ＠ (D＠×＠

晋五日司叫円蓉  ロ“望。｝寺ユ

垂れた枝先はぶらりと結んで置いて

 生前の 酒一杯にも及ばない

 34. 

 (D＠×＠××(D＠ ×(pmD

叫刀捨怨を暑。い斗着モ叫. 

 惜しい若者たちがみんな年を取る

36. 

 (1)＠×＠××(D＠×mo

 雪明剤一一翔一一tl r十旱

 老いた桂樹(月に浮かぶ想像上の樹)

 38. 

       ××(D＠ ×＠ ＠＠

号暑早司苛セ告斗 早呈暑五さ｝セ告斗

 国の穀を盗む奴と 父母に不孝する奴と

(白髪はバラバラにならないように先端を結んでふさふさとさせておく・・の意)

39.  40. (1)＠×＠ ××(2XD ×＠qmp op×＠ ××(D＠×＠＠＠

碧刈聾昇昊6｝モ告 涛司呈 智。｝q7｝ 刈一一一 MIなPtu刈旦用司司ユ

兄弟喧嘩をする奴らを順番に捕まえて   あの～～世に先に届けてやってから

41.  42. (D＠×＠ ××(D＠xO＠＠ (D＠×＠××(D＠ ×＠＠＠
叫司刈喫雇司斗Al:1z. 一一一Eaj Otk。囚  を冬｝口 唄杢. ユ梶藍?B 応唱刈

残った友の皆さんがたと一緒に座り 一杯飲もうぜ 飲むのはそれくらいにと言って

43. 

(D＠×＠ ××(Z)＠ ×＠＠＠

■三閣円石エ 刈用見叫.   (U・｝旦スD

大きな際して遊んで過ごそう

パンソリ「春香歌」 ‘サラン歌'(愛の歌) 入ド計7ト(を脅7トi)

  …・ユ剛(弓。1三馨芒を磐金司…斗エλ博フト昆苛迅寺6｝見モq一一一一. 

  そのとき、イドリョン(李道令)はチュニャン(春香)を引き連れて愛の歌を歌う。

【蒼呈司】チュンモリ
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◎12拍子(2分拍、3/4拍子×4個)で、強拍が9拍目にある特徴を持つ。3拍ずつ順

番に起(押し)・景(付いて行き)・結(結んで)・解(解く)求濫¥を含んでいる。

拍子 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

号 ○ 1 ○ 1 1 ○ ○ 1 ○ ○ ○

〟
裸
A
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

A｝Eo｝' '一””一' A｝一' i｛il'” ' '

 愛    愛

司一 一司 早一 号一 号一 一一

 オーホ   ドウング   ドウング

01一 司一 ］i！. o｝王用 人｝一 壱一

 こちらからみても愛しい人

♀司 号01人ト弓｝叫7｝ 一一 一一

 二人は他人同士で愛し合っているが

聾剋 o｝ヌ｝一一 舜(『 xl一 遇一

 一度思いもよらずに死んだなら

■Oj1(斜)喉｛｝(斜)一隅日1 9一(月一一

 私の魂は蝶となって

月妥 舎ol暑t秤7ト  皇｝エ 一一

 お前の花房を私が抱いて

Ll一｛｝ 一一一一一一 Ll一一一 一一一一一一・ 一一一一一一一 一一一・一一一一

 ひらひらと

1→一   7トー  せ一  ｛～1一   ｛垂一  ｛｝一

tn一一一 A｝iiil・ ol一一一 o)一一一 . 一一 . 一. 一一“. 

 私の愛する人よ

97トt料蓬回 一一xl。㌃一一
 お前が私の愛する人だ

刈一 一司 見。｝ 三用 λ｝一一一菅一

 あちらからみても愛しい人

ノ梶翼ﾉ「ト 7｝・一一一 を一   〇1一一 ユ司◎1  一一

 生死には限りがある

司潮 喜芒 昊一 〇1一一 司ユ 一一

 お前の魂は花となり

ol杢｝｛一 を一 筈一 八擢

 2月と3月の春風が吹くときは

早せ 川暑 碧・ 盟一 司エ 一一

 両方の羽をパッとひろげて

一一＠苦一 著一 季一 円E 一一

 踊るから

Oi｝一 司一 旦一 し十一 一一. 

お前はそれが私であることを知っていておくれ

【。四司】

“・H斜旦E剋瑠！SL昔。1壱ol尋芒せ暑君苛オ1舜セ豊門筈芒朝61入I R？“

 …  「やめてください だんな様 このような嬉しい日に縁起でもない死ぬ話を

   なぜなさるのですか？」

“ユ司唱層甘含司群！“   …  「それでは 情の話でもしようか」

［誉蒼判司1 チュンジュンモリ

◎非常に速い12拍子(基本形は、3分拍のゆっくりした4拍子にも数えられる。)

◎基本形の3分拍(3拍×4＝12拍子)の他に、2分拍(2拍X6＝12拍子)、3分拍

  と2分拍の混成分拍(3拍×2＋2拍×3＝・12拍子)があり、曲の途中でもリズムは
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またがって変化する。

拍子 1 2 3 4

号 〟様 II ○［ II OIOII Ol lO

〟
裸
A
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬

号  一  号  一  号  用  人｝ 一

ドウング ドウング ドウング私の愛する人よ

司  一  司  号  一  号  朗  人｝

一一ホ  ドウング ドウング私の愛する人よ

刈  一  司  7｝ 円  叫  畏  闘

あちらに行って見ろ 後姿を見よう

。1 マ｝ 吾  2  同  叫  os  司

少しこちらに来い前姿を見よう

司斗i-il・斗有一情一
お前と私はむつまじい仲だ

司一列叫一日多情一
どうして情けが深く無いと言えようか

呈｝ 一  一  一  一  甘  な  一

淡々と流れる長江の水

一 一  一 一f;F 一  R 2」 一

悠々として遠客の情を知る

苛  一  丑  暑  一  杢｝  一  一

 樹木が同情する宋之問の詩の一部)」

を  一  一  一  命  州  2」 白

河の樹に願いを含めた情

舎  一  呈  甘  一  王  暑  会

苛  甘  一  闘  牛  例〉 司  子

 「河南太守の喜有情」

杢｝ 一  iill  ＆  石 司(斜)咽  普

三
己

三
己

ato '一一 一

a  ス｝ 一

旦  ス｝ 一

司・ 日  一

6｝ 司  一

牛  一  一

層  一  一

舎  司  i-1

「河橋不相送(別れる人を見送りできない切なさを長江の橋に託すのを河岸の

                       恕

                       恕

「送君南浦不勝情(遠くに夫を送る焦燥感は情けでは勝てない)」

                       恕

                       一  王  恕

「三台六三(3宰相と6曹)」に「百官朝廷(公職)」

【ぞぞ呈司

拍子 1 2 3 4

号 〟様 II Ol II OlOII Ol lO
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⑭
⑮
⑯
⑰
⑱
⑲
⑳

杢  xl 呈1 恕  一  手  Oj

紙に真の情の気持ちを書いて その証をください

日  叫  苦  一  望  項  壱  恕     川

お前の心は真心がある(「一片」＝赤誠、 「丹情」＝端正)

呈1 碧 o困     曽  剋  唱 rg ol 身  lil

 「元亨利貞(根本の道理)」がある

v. v 一一一 pl iil一 )g ol 一 g A ol ptu

万一契りを破るようなことがあれば

昇  一  暑  哩  恕  一  zl 怨     月

 「腹痛絶情(情を終わらせる痛い気持ち)」の心配があるので

剤  恕  9  昆  梶? 一  一     碧  司

二人の情を 分かち合おう、という

ユ 一 恕 一  一 ス｝ k 司 叫 一
その情(ジョン)の文字を使った歌を歌おう

♀司縁甲芒千年01豆萬年われらの縁は千年も万年も

遇  曾  舎  7｝  (月  司  号  号     入ト

変わる事があろうか(変わるはずが無い)

人｝ e。｝' o｝ 9  子  し｝  i・｝1   λ博  ol

愛だよ 私の愛なのだ

入｝ er。 入｝  菅  入｝ …ま  i)］1   人博  。1

愛 愛 愛 私の愛なのだ

朴  菅  ol  呈  一 子叫  川  神     ol

愛だよ 私の愛なのだ

人｝   …蓉一   〇1    9    -    iLL十         人｝         ol. 9

愛だよ 私の愛なのだよ

6｝ 。｝ 一  〇｝ 叫  三       人馴  ol

ああ 多分 私の愛に間違いない

洞一庭七百一 月夜秋
洞庭七百 月夜の秋に

 叫 音

私の心は

碍7｝

二人は心情が通い合っていても

日
 
 
叫
 
 
一
 
社
 
 
馨
 
 
叶
 
 
叶
 
 
叶
 
 
干
 
 
叶
 
 
州

モ

暑

 ［秀号呈司】

［IEI＝ ＝E

165



。
τ一

〇
1一

神。
τ

 
に

望
蜘
エ一

詑

 
ジ
 

人

 
ン
 
 
な

叶
オ
壱
い

 
ウ
 
 
れ

 
る
 
 
き

 
が
 
 
よ

 
々
 
 
く

一一主一

朴し
τ

。
天一

積露

縛一

 
 
 
 
に

 
 
 
 
，
つ

 
 
 
q
よ
響

 
 
 
 
の

 
 
 
 
露

 
 
 
窓
た
暑

が
人
輌
 
 
愛

糊唐

髢k

f
遍
壱
帥

の
微
航
み
高

明
 
 
つ
 
窓
 
 
々

神一一

朴。
τ一

〇
1

刃
一

冴叫
 
れ
 
く
 
 
ら

碧
繍
州
敷
エ
働
・
-

 
い
 
 
し
 
 
な

司
な
な
て
一
い
色

 
か
 
 
つ
 
れ

 
行
 
散
 
、
き

 
月
 
 
で
 
 
な

 
月
 

柳
 

の

刃
一

〇
1

妥

。
τ一

一舜一

芒叫
一

 
愛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
愛
 
 
 
 
 
 
 
 
る

 
い
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
 
 
 
 
 
 
 
 
え

山
嫡
・
轟
一
塩
蔽
瓢
穀
叫
勲
朴
い
川
襯
叫
や
賜
与
耳
触
花
淵
円
明

 
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
 
 
 
 
 
 
 
 
色

一
鉱
漏
斗
伽
と
劒
翌
功
窓
北
暑
願
解
愛
一
鉱
卜
占
臨
蘭
島
伽

 
山
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
河
 
 
 
 
 
 
 
 
の

 
 
 
も

 
よ
 
 
と

世
月
ロ
T
く

 
い
 
 
し

 
る
 
 
忙

 
 
叫
詑

 
よ
 
糾

一
月
轟

 
よ
 

前

一
呵叫司

一

巫
巫
。
π
悠
昊
咲
。
一
覧
噛
に
南
南
叫
深
朴
愛
大
大
歳
歳
糾
華
。
T
私
桃
桃
望
月
司
お

司旦ス
τ房

人｝菅一

〇f 一一一

壱01一

壱一

〇1 一一一

菅一

菅一

菅一

暑叫叫

望一

剋τ｝一

〇｝ 一一 一一

王一一
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拍子 1 2 3 4

昇 〟? 11 Ol II OiOII 01 10

x

y

z

o

o

中  天  一  州  一  一

天にとどまっていておくれ

用  一  〇2  せ  一

明日という日が来ないように

百  年  煤? 日  。1 一

百年先までも今宵のように

。1 Y  誓  。1 一

事の姿のままで

旨  xl 豊  711 一  一

歳を取らないようにしておくれ

唱  弔  OA

皇  xl 巴

早｝ 一  一

0

6｝ (1 前

司  一  一

ヱ

を  。1 一

司  y  一

o

o

λ｝ 骨  01  呈  子  し｝  tll 人｝ 菅

愛だよ 私の通なのだ

司  一  聾  号  号  用  朴  壱  一

オーフメ?ドウング ドウング 私の愛

。｝ o)

〔補説〕

語り物を担う芸能者たち

山ロ大学大学堰欄激Aジア研究科  森野 正弘

1. パンソリの形態と演者

 朝鮮に伝わる民俗芸能の一つであるパンソリは、李朝時代(17世紀頃)に全羅道地方一

帯で広まったとされている。19世紀にサ達善の著した『広寒楼楽府』の序文には、 「我國

侶優之戯 一人立一人坐 而立者、同坐者以鼓節之」とあり、その当時のパンソリの形態

は、演者が二人で、一人は立って演唱し、いま一人は坐して太鼓により伴奏を担当すると

いうものであったことがうかがえる。一般的に前者は「唱者(チャンジャ)」、後者は「鼓

手(コス)」と呼ばれている。

 パンソリを生業としていたのは、 「広大(クワンデ)」と呼ばれる賎民階級の芸能者で

あった。彼らは無文字文化に生きる民であり、文字による芸能の継承よりも、口伝に頼る

ところが大きかった。そのため、彼らの芸能の真髄を文献で辿ることは難しい。このよう

な状況にあって、19世紀にパンソリの理論化を試み、著作として残したのが申在孝であっ

167



た。彼は、自身の創作による短歌(短いパンソリ)

備えるべき要件を次のように記している。

「広大歌」において、広大(唱者)の

広大なるもの、一番に争うべきは人品容貌のよさ、二番目は画廊のよさ、その次は得

音(遠声)にて、そのまた次はノルムセ(身ぶり物真似)なり。ノルムセというは、

味あり趣あるを要し、一瞬の移り変わりに、仙となり鬼となり、千変万化、風流人に

も豪傑にも化し、坐上の老少男女を、泣かせもし笑いもさするもの。その味と趣を出

すことの難きこと言わん方なし。得音というは、五音を分別し、六律を変化させ、五

臓より且つるソリをばよく整えて紡ぎ出すこと。これもまた難きかな。辞説というは、

精金美玉に比ぶべき美しき言の葉にて、鮮やかに目に見るがごと、色とりどりに錦上

花を添えしめて、七宝丹粧の美婦人が屏風の後ろに出つるがごと、十五夜の明月が雲

間より現るるごと、目を見張り楽しましむるもの。これもまたまことに難きものなる

ぞ。人品容貌は生まれつきにして、変うることは叶わねど、右の四つは深奥の内なる

ものがソリをする磨覧瘁B

 ここには、 「人品容貌」 「虚説」 「得音」 「ノルムセ」の四つが要件として挙げられて

いる。第一の要件である「人品容貌」は先天的なものであるが、それ以外の三つは習練に

よって上達が可能な技術であり、それゆえそれらは、パンソリを鑑賞する際の観点として

も有効に求濫¥するはずである。

【勢門(サソル)】

・高説とは、「演劇における台本のようなもの」と説明されたり、「語りの詞章」とか「語

りの本文」と説明されたりするものである。 「広大歌」には、 「山金美玉に比ぶべき美し

き言の葉」であることや、「鮮やかに目に見るがごと」き表現であることが求められると

あり、辞説の評価は文学的な観点によって下されるものであることがわかる。なお、ひと

まとまりの部分的な語りのくだりを「～の辞説」と称する場合がある。例えば、『春香歌』

というパンソリの演目の一節に「酒肴辞説」がある、といった具合である。つまり、パン

ソリの台本(串本)というのは複数の辞説によって構成されたものということになる。

【三音(トクム)】

 口音とは、唱声、唱い方のことである。辞説の状況に応じた唱い方というものがあり、

それを会得することが唱者には求められているのである。垂込永によれば、パンソリの唱

調の基本的なものには「平調」 「羽毛」 「界面調」の三種があり、鼓手の打ち出す七種の

伴奏のリズム(「長短」)との組み合わせによって多種多様な変奏が行われるという。ち

なみに「長短」の七種とは、「チニャン・チュンモリ・チュンチュンモリ・チャジンモリ・

ヒモリ・オッモリ」である。これら七種の長短と三種の臨調の組み合わせば定型化されて

おり、例えば、ゆったりとした場面では「チニャンと平調」、悲劇的な場面では「チニャ
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ンと界面調」、緊迫した場面では「チャジンモリと羽調」といった具合に、辞説の状況に

応じてそれらは用いられることになる。

【ノルムセ】

 ノルムセとは、演技のことである。衣装の袖を振って舞踊したり、扇や小布などの小道

具を象徴的に用いたりして、観客の感情移入を誘う。パンソリの視覚的要素を担うものと

なる。

2. パンソリの演目

 パンソリの演目にはどのようなものがあるのか。ちなみに、李朝期に宋二二(1769～1847

年)の著したr観優戯』には次の十二篇が記されていた。

(1)春香歌(チャンヒュンガ)。(2)沈琴歌(シムチョンガ)。(3)興甫歌(フンボガ)。

(4)水理歌(スグンガ)。(5)赤壁歌(チョクピョクカ)。(6)ピョンガンセ軽罰。(7)嚢稗

将打令(ペビジャンタリョン)。(8)雍固執打令(ウンゴジブタリョン)。(9)江陵梅花

打令(カンヌンメフメ翼^リョン)。(10)チャンキ打直。(11)日字打開(ワルチャタリョ

ン)。(12)仮字神仙打令(カチャシンソンタリョン)。

 これらの中には異称を持つものもあり、文献間において異同も認められるが、当時のパ

ンソリには、この十二篇前後のレパートリーがあったと推測されている。このうち、現在

も演じられているのは(1)から(5)までの五演目で、いずれも巷間に伝わる物語や説話を典拠

としている。例えば、(3)の「興甫歌」(別名「心打令」)は、ノル甫(ノルポ)と興甫(フ

ンボ)という兄弟の話で、燕(ツバメ)を助けた善良な弟(興甫)が、その報恩によって

裕福になるのに対し、意地悪な兄(ノル甫)は懲らしめを受けるというものであり、昔話

の「舌切り雀」と同じ話型となる。また、(4)の「水打歌」 (別名「兎竈歌」)は、昔話の

「猿の生肝」と同じ型の説話で、竜王の病を治すために兎(ウサギ)の肝が必要となり、

使者となった離(スッポン)が兎をだまして水制に連れて来るも、兎は求欄]を利かせて、

自分の肝は山の松の枝に結んであると嘘をつき、無事に逃げ帰るという話である。(5)の「赤

壁歌」は、その題名にある通り、『三国志演義』の赤壁の戦いの逸話をモチーフにしてい

る。なお、残る(1)と(2)の演目については、語り物という芸能の担い手について考えるうえ

で示唆的なものともなっているので、少し詳しく話の概要を紹介しておきたい。

(1)「春香歌」

 湖南左道の南原府に春香という女子がいた。母の月梅はもと官属の妓生で、四十歳を過

ぎてから下級武官と夫婦となり、春香を身ごもったのであった。春香は才色兼備の女性に

成長する。眉目秀麗の彼女に心を奪われてしまうのが、李夢竜である。夢竜は両班(ヤン

バン)という上層支配階級の出身で、時の南原府の使道(地方長官)の子息としてこの地

に来ていた。娘が玩び物にされるのではないかという春香の母の心配もあったが、夢竜が
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証文を差し出したことで、ようやく二人は結ばれる。しかし、程なく二人は離れ離れとな

ってしまう。夢竜の父が中央の官職に栄転したため、まだ十六歳で親掛かりの身でもあっ

た夢竜は、父と共に都へ戻らざるを得なかったのである。

 やがて新任の使道が南原に赴任してきた。好色癖のある新使道は、春香の美貌を聞きつ

け、春香を夜伽の相手にしょうと迫る。しかし、春香は貞節を守り通す。怒り心頭に発し

た使道は春香を捕まえ、杖打ちの刑に処し、牢獄につないでしまう。

 その頃、都の夢竜は勉学に勤しみ、科挙に合格して出世街道を歩み始めていた。若き身

で暗行御史(地方に潜行して官吏の不正を摘発する検氏頼ｯ)に抜擢された夢竜は、ついに

南原の地を訪れることになる。過客(放浪の旅人)の姿に身をやつして偵氏翌ｵた結果、南

原は「富者は敗亡(しんだいかぎり)、衙前(したやくにん)は逃亡、百姓は怨亡、出牌

は両亡」というありさまで、正しく政道の行われていない状況であることが判明する。使

道の誕生の宴が催されたある日、過客の風体で宴席に潜り込んだ夢竜は、衆目の前で使道

を懲らしめ、牢獄から春香を救い出し、晴れて二人は夫婦として暮らすことになったとい

う。

(2)「沈香(晴)歌」

 重唱の桃花洞に沈鶴九という盲人がいた。両班の後商でありながら零落した生活を送っ

ていた。四十歳を過ぎて、ようやく妻の郭氏夫人との間に娘を授かる。娘の名は沈晴。産

後の病を重くした郭氏夫人が臨終の際に、 「チョンの字は、目の玉の〈晴〉。われら夫婦

の一生の恨みは、目の見えぬことじゃった。この子が大きうなって父の手引きをなすなら

ば、その姿こそ蓉子のありよう。されば、この子は目の玉ではござりませぬか。」と遺言

して付けた名であった。

 妻を失った沈鶴甲は貰い乳をして乳呑み児の沈晴を養育し、沈晴が七歳になってからは、

沈晴が物乞いをして父の沈鶴九を養った。沈晴が十五歳になった時のことである。沈鶴九

が誤って川に落ちてしまうが、偶然来合わせた夢恩寺の托鉢僧に助けられる。その僧が言

うには、白米三百石を寺の磨欄ｰの修復のために寄進すれば、仏さまにお願いして目を明け

てあげようとのこと。沈晴はすぐさま勧進帳に名を書き入れたが、しかし、どうやって施

主米を調達したらよいものかと思いあぐねてしまう。折しも、船人が山村にやって来て、

身を売る孝女はいないかと触れ回っていた。事情を聞けば、 「南京へ商いに行く途中、印

制水なる難所あり、そこな竜王さまは人身御供を求むるゆえ、娘子の身を買ってお供物に

いたす所存」だという。沈晴は白米三百石でわが身を売る契約を取り交わし、約束通りに

印塘水で荒れる海に飛び込んだ。

 荒海に身を投げた沈晴であったが、彼女は玉皇上帝(天帝)によって助けられていた。

沈晴の孝心を知った玉皇が、あらかじめ南海の竜王に命じて、沈晴を水晶宮に迎えて懇ろ

に留め置き、三年過ぎたら人間界へ還すようにと手筈を整えておいたのである。やがて三
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年が経ち、沈晴は?翌ﾌ花の蕾の中に坐らされて印塘水へと送り返される。ちょうどそのと

き、南京へ商いに行った船が帰国の途にあり、沈晴の入った花はその船に掬い上げられ、

宋の皇帝のもとへ届けられることになった。皇帝が蕾を開けると、中から沈晴が現れたた

め、皇帝は驚嘆する。皇帝は沈晴のことを玉皇が送ってくれた仙女と見なし、香翌ﾆした。

 皇香翌ﾆなった沈晴が憂慮するのは、父鶴九のことであった。当の沈鶴九は、沈晴が身を

売って作ってくれた銭穀を利殖して、一時は豊かになったものの、その財産を目当てに近

寄って来たペンドクという醜女と淫らな生活を送るうちに財産を使い果たしてしまった。

やがて、父を捜す目的で沈子の催した盲人の宴に沈鶴九が赴き、ようやく父娘は再会する。

そのとき、沈四九をはじめとして宴に集った何万人もの盲人の目が見えるようになるとい

う奇跡が起きたのであった。

3. 語り物という芸能の担い手

(1)語り物における無文字性

 日本でパンソリに相当する芸能は語り物ということになろう。但し、語り物といっても、

その領域は広範にわたる。ちなみに『日本古典文学大辞典』 (岩波書店、1983年)では、

語り物について、

口承文芸の中、長編もしくはそれに近い物語で、しかも節を付けて語るもの。語り手

が聞き手と共通の関心を持ち、聞き手の意志を体して語る、その意味で聞き手の参加

を前提とする。現実には文字化されたり、語り手の個我も介入して多様な変種を文学

作品として生み出し、これらをも語り物に加えるのが一般的である。

と規定している。平曲・軍記・説教節・幸若舞・浄瑠璃・浪花節・祭文などがこれに該当

しよう。語り物の特徴は、その内容が語り手によって語られることではじめて現前してく

るというところに求められる。物語や小説などのような、いわば書かれた本文を読むこと

によって内容を享受する文学作品とは本来的に異なるものなのである。この問題について

参考になるのが、 『平家物語』の成立について書かれた『徒然草』の一節である。14世紀

に吉田兼好によって書かれた『徒然草』の二二六段には次のような伝承が掲載されている。

後鳥羽堰翌ﾌ平時、 (略)行長入道、平家物語を作りて、生仏といひける盲目に教へて

語らせけり。さて、山門のことを、ことにゆゆしく書けり。九郎判官の事はくはしく

知りて書き載せたり。蒲冠者の事は、よく知らざりけるにや、多くのことどもを記し

もらせり。武士の事、弓馬のわざは、生仏、東国のものにて、武士に問ひ聞きて書か

せけり。かの生仏が生れつきの声を、今の琵琶磨落tは学びたるなり。
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 これによると、13世紀初頭の後鳥羽堰翌ﾌ時代に、行長入道が『平家物語』を作り、それ

を生仏という盲僧に教えて語らせたとある。比叡山延暦寺のことは「ゆゆしく書けり」と

あり、また源義経のことは詳しく「書き載せたり」とあって、『平家物語』がく書かれた〉

本文としてまずは作成され、それを台本として平曲が成立したという記録となっているの

である。ただ、武士の事や弓馬などの武芸については東国出身の生仏が武士に尋ね聞いた

ことを行長に「書かせけり」ともあり、これらの条については語りが先行していたことに

なる。民俗学者の柳田国男は、この語りの先行性について次のように説いている。

明瞭に言ふならば語りの方が前なのである。文学は単に之を筆録し、又やS修正を加

へたに過ぎぬのである。今でも文字を識らぬ者を明盲といふ煤翌ｭ、盲は人間の最も文

字と縁の無い者である。盲が最初から語って居たといふ平家物語を、誰かS“書いて與

へたといふのが既に訪しい。

 平曲の語り手が盲目であったということは、彼らが文字を媒体として成り立つ文学とい

うものとは乖離した存在であることを証するはずだ、と柳田は言う。語りと、本文として

の定着と、どちらを成立の時点として見定めるべきかについては立場が分かれるであろう

が、いずれにしろ語り物という芸能の無文字性にあらためて気づかされる発言だといえよ

う。

(2)語り手の位相

 語り物を担う芸能者の淵源を遡れば、古代社会において神語りを職掌としていた巫蜆に

辿り着くであろうが、ここで注目したいのはその巫蜆の末喬、戦乱の相次ぐ中世(12～16

世紀)に活躍した語り手たちである。すなわち、琵琶の音曲にのせて『平家物語』を語っ

た琵琶磨落tと呼ばれる盲僧、そして、鼓を秩翌｢て曽我語りをした二女(ごぜ)と呼ばれる

盲目の女芸人。琵琶磨落tたちは特定の寺社の管理をうけつつ、勧進唱導を目的として諸国

を遍歴し、瞥女たちは貴顕の催す宴の場や寺社の境内などを渡り歩き、それぞれ語り物や

謡い物を伝えた。ちなみに啓女の前身としては、堰乱ｭ期(12世紀)に活躍した白拍子と呼

ばれる男装の妓女が認められ、更にその白拍子は塊二女や遊女といった漂泊芸能者たちに

連なる存在であった。後世になると琵琶磨落tは三直線を考案して浄瑠璃を語り、二女もま

た三味線を手に祭文語りをするなど、語り手と語り物の組み合わせば定型化と細分化の傾

向を見せてゆくが、いずれにしろ、盲目という不具性にかこつけて求翌黷ﾌ罪を負わされ、

村落共同体の中に定住の場を見出せず、俗世を捨てて寺社の庇護にすがるしかない、疎外

された者たちが、語り物という芸能の担い手だったのである。

 彼ら漂泊芸能者たちの語る内容は、平家の盛衰や曽我兄弟の仇討ちであり、戦乱によっ

て非業の死をとげたり、悲運に見舞われたりした人々の側に寄り添うものとなっている。

それら悲運の人々と同じく疎外された存在であるがゆえに、語り手たちの声は時代の流れ
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や権力から排除された者たちの嘆きを代弁し得るのであろう。あるいはまた、琵琶磨落tや

啓女における盲目という属性が、同じく闇に生きる死霊との交感を可能にしたのかもしれ

ない。そして、このような代弁者たちによって語られることで、敗北した者の妄執は浄化

され、憤死した者の怨念は鎮められたのである。

 なお、こういつた鎮魂のメカニズムは、実はパンソリの演目である「春香歌」や「自適

歌」の物語構造にも見出すことが可能である。すなわち、 「春香歌」では、牢獄につなが

れて杖打ちの刑に処せられた春香が、ついには「身動きならぬその体、屍に異ならず」と

いった状態に陥るも、朦朧とした意識の中で天界の星君に出逢い、再生を果たす。また、

「沈晴歌」では、荒海に入水した沈晴が、竜王の手助けにより、やはり再生していた。い

ずれも、いったんは疑似的な死によって異界へ赴きながら、再びこちら側に還ってくると

いう軌道を描いている。しかし、現実的には死というものは一方通行であるほかはなく、

これはおそらく、獄死したり、供犠として人柱にされたりした死者たちの魂を慰撫するべ

く、浄化装置として再生の回路がもうけられたものであろう。つまり、 「春香歌」や「沈

晴歌」には、非業の死を遂げた者への鎮魂歌(レクイエム)としての構造が読み取れるの

である。そして、その鎮魂劇を構成する登場人物たちは、漂泊者や卑賎者、あるいは妓女

や盲人など、いずれも社会の底辺をさまよう位相の人物として造形されており、そこには

日本の中世において展開した語り物という芸能の担い手と墨取する問題が見て取れるので

ある。

(参考文献)

＊申在孝(姜漢永・田中明/訳注)『パンソリ』(平凡社東洋文庫、1982年)

＊邊恩田『語り物の比較研究』12頁(翰林書房、2002年)

＊三枝壽勝「パンソリが文学に与えた影響」(『アジア理解講座1996年度第3期「韓国文学

 を味わう」報告書』国際交流基金アジアセンター、1997年)

＊石井正巳・小峯和明・高木史人・高橋亨・藤井貞和「物語会議一語りと物語事典」(『国

 文学』学燈社、1990年1月)

＊兵藤裕己『語り物序説一「平家」語りの発生と表現一』(有精堂、1985年)

＊柳田国男「物語と語り物(有王と俊寛僧都)」(『定本柳田国男集』7、筑摩書房、1968

年)

狂言r首引』と説話伝承

                               山口大学 森野正弘

1. 鬼を負かす話

 狂言はシテの役柄によって、「主従狂言」「女狂言」「出家狂言」などに分類される。

今回の演目である『首引』は「鬼狂言」に属するものとなる。 「鬼狂言」には更に下位

分類があり、 「地獄の鬼物」 「蓬莱の鬼物」 「雷物」などがある。 「地獄の鬼物」は、
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地獄の鬼が亡者に負かされるもの。「蓬莱の鬼物」は、蓬莱の島からやってきた鬼が人

間に負かされるもの。「雷物」は、地上に落ちた雷神が人間に嘲弄されるもの。「地獄

の鬼物」と「蓬莱の鬼物」とでは、鬼を負かす者が亡者であるか生者であるかの違いが

あり、また、それに伴って舞台が地獄などの冥界となったり、現実世界となったりする。

『首引』に登場してくるのは「鎮西ゆかりの者」であり、「播磨の印南野」を舞台とし

ているから、方程式に照らせば、生者が鬼を負かす「蓬莱の鬼物」となりそうだが、実

際はそうではなく、単純に割り切れるものではない。r首引』の物語構造は、「地獄の

鬼物」に他ならないのである。

 ところで、鬼の本拠地というのは、果たして「地獄」と「蓬莱」のどちらであるのか。

ちなみに「蓬莱」とは、不老不死の仙境のことである。「山」であったり「島」であっ

たりするが、いずれにしろ人間界から隔絶された場所に、それはあるとされている。本

来は幸をもたらす神のような存在がいるところである。鬼の棲む島であれば、そこは「鬼

が島」であろう。昔話の『桃太郎』で、桃太郎が鬼退治に赴く所である。この桃太郎と

いうのは、桃の中から生まれた小さ子(ちいさご)で、老爺と老婆に養育されるうちに

異常な成長をみせ、富貴をもたらす存在となる。小さ子として生まれた主人公が異常成

長を遂げるという話は「小さ子」謳と呼ばれ、御伽草子の『一寸磨落t』や昔話の『瓜子

姫』、あるいは平安物語文学の『竹取物語』などをその事例として挙げることができる。

また、「小さ子」課では、主人公が空洞の器に宿って水辺に漂着するという展開を持つ

ものが多く、これを「うつぼ舟」のモチーフと言う。この「うつぼ舟」には、不具者や

私生児、あるいは乱暴者などを舟に乗せて流し棄てた古代社会の習俗が投影していると

されている。そしてその遺棄された子どもが異国において成功すると幻想されると「小

さ子」謳が生成してくることになる。

2. 鬼が島と笹島説話

 鬼が島へ渡って鬼退治をするという『桃太郎』の発生経緯について、近世の読本作家

である滝沢馬琴は、 『保元物語』巻三に記された「為朝(ためとも)鬼が島に渡る事」

がその由来であろうと考氏翌ｵている(『燕石雑志』)。為朝は、清和源氏の流れをひく

平安末期の武将で、源為義の八男。通称は「鎮西八郎」である。1156年に皇位継承を

めぐって勃発した保元の乱では、崇徳上皇方として奮戦したが敗れ、伊豆大島へ流され

た。為朝はその流刑地でカリスマ性を発揮して島を掌握し、更にそこから鬼の子孫たち

が暮らす「鬼が島」へ渡り、そこを征服したという。もちろんこれは伝説であり、島々

を巡って珍奇な出来事を経験するという島島説話の型(ガリヴメ浴[型)を踏襲したもの

である。

 鎮西八郎為朝の英雄像を継承するのが、同じく源氏の御曹司、源義朝の九男、義経で

ある。源九郎義経もまた、与島説話の型を持つ伝説の持ち主であった。御伽草子の『御
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曹司島渡り』がそれである。これは、若き御曹司義経が北方の海中にある千島(蝦夷が

島)へ赴き、鬼の秘蔵する兵磨翌ﾌ巻物を手に入れようとするという話で、こんろが島・

大手島・猫島・犬島・松島・牛人島・おかの島・とと島・兜島・竹島・もろが島・弓島・

鬼界が島・蛭が島・今人島・裸島・女護島・小さ子島などの島々を巡ったのち、ついに

千島(蝦夷が島)の都に着いて、大王(鬼)から様々な兵磨翌�`授されるという展開に

なっている。

 為朝や義経は、歴史の上では敗北者にほかならず、周縁へと追いやられた存在である。

そのような彼らを、周縁の地に到来する英雄として回収していくのが説話の世界という

ことになる。彼らはいわば、川の上流からやってくる桃太郎として説話の世界に再生し

てくるのである。先に見た「うつほ舟」のモチーフが、これら巡島説話にも反映してい

ることを確認しておきたい。

3. 印南野という舞台

 「鎮西ゆかりの者」が鬼を負かすという『首引』の話は、『保元物語』にある「為朝

鬼が島に渡る事」や、その説話伝承の一形態である『桃太郎』に由来を求めることがで

きよう。そうであるとするならば、なぜ、『首引』の舞台は「鬼が島」ではなく、「播

磨の印南野」であるのか。田口和夫は、 「『いなミ野』『広い野』などは、六道の辻と

かよう他界のありようと、どこか共通する要素を感じることができ、ここに登場する鬼

が地獄の鬼であった可能性をしめしている」と説く。『首引』が「地獄の鬼物」である

とすれば、「鎮西ゆかりの者」は亡者ということになり、この鬼との勝負に負けると地

獄へ落とされてしまうわけで、実は大変緊迫した状況に置かれていることが判明してく

る。

 ここではもう一つ、別のイメージを古代の伝承から引き寄せておきたい。すなわち、

r播磨国風土記』に記された「南毘都麻(なびつま)」の伝承である。これは、美しい

と評判の印南の別嬢(いなみのわきいらつめ)を姿るために景情天皇が求婚に訪れたと

き、別嬢は驚き恐れ、南毘都麻島へ逃げ隠れてしまったという話である。求婚された女

性が結婚を拒否して逃げ隠れ、それを男性が探し出すというのは古代の婚姻習俗の一つ

であったらしく、この類型に属する話は記紀神話にも散見し、「隠び妻(なびつま)説

話」や「拒み(いなみ)妻説話」と呼ばれている。求婚者は、ある土地を支配するため

にやってくる外来者であり、女性は、その土地の神を祀る巫女としての役割を担ってい

る。したがって結婚の成立は祭祀権の争奪を意味し、その土地も領有されてしまうこと

になるため、女性は逃走するのである。「南毘都麻(なびつま)」の伝承が景行天皇の

巡行を語る文脈の中に置かれているのも、そのためである。狂言『首引』で、「鎮西ゆ

かりの者」が、最初は「普洛禔vと勝負を構えるのも、「拒み妻説話」の型を踏襲するも

のではないだろうか。そのように考えてみると、これは地獄へ落とされそうになってい
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るというよりも、鎮西八郎為朝の巡島説話に見られたような、

めの戦いの一コマのように映ってくるはずである。

「鬼が島」を征服するた

《参考文献》

＊柳田国男「桃太郎の誕生」 (『定本柳田国男集』8、筑摩書房、1962年)

＊島津久基『義経伝説と文学』 (明治書堰浴A1935年。大学堂書店、1977年再版)

＊田口和夫『狂言論考一説話からの形成とその展開』 (三弥井書店、1977年)

〔司会・解説・出演・補説者紹介〕

李 文相(イ ムンサン) 1955年生。山口福祉文化大学講師。山口大学大学堰欄激Aジ

ア研究科単位取得退学。言語文化専攻。 『ハングル読本一基礎から読解まで』 (共著、明

石書店、2004年)、『サランヘヨ！ハングルー初級から中級へ一』(共著、白三社、2007
年)、 「韓・日両言語における音韻添加一サイッソリと連濁・促音化を中心に一」 (『萩

国際大学論集』第6巻1号、2004年)、「韓国伝統民俗人形劇にみる韓国民衆の精神文化
一男骨堂のコクトガクシノルムと村芸能としての瑞山パクチョムジノリの比較から一」

(r東アジア研究』第4号、山口大学東アジア研究科、2005年)、 「韓国仮面劇にみられ

る譜誰性」 (『アジアの歴史と文化』第10輯、山口大学アジア歴史・文学研究会、2005

年)、 「日韓の言動様式の違いと精神文化についての考氏浴v (『萩国際大学論集』第7・8

巻合併号、2006年)。

姜 絃求(カン ヒョング)1952年全羅南端海南出生 全景大学校文理科大学国語国文

学科卒業(1978年) ○社会活動 下道民俗学会一生会員(1982年一) 韓国郷土史研究
全国協議会専門委員(1990年一) 全羅南道仏教文化研究会会長(1995. ”1996. ) 光州

文化放送TV国楽プログラム「オルシグ学堂」解説者(1995. 4. 一2001.  ll. ) 森解説家

協会常任代表(2003.  一2005. 3. 30)光州文化放送ラジオ「オルシグ我がリズム」解説

者(05. 10-07. 10) 光州広域市文化財専門委員(1997. 一2007. 2) 光州広域市文化

財委員(2007. 3. 一現在) ○論文  「仙巖寺ボクス(村守護神の長江)考」 (郷土史研

究全国大会，1990)/「野津郡の綱引き」 (湖南郷史会，1991)/求禮郡艮田面良洞村堂

山祭(金ヒョンギル教授停年記念郷土史論叢1997年)/「全州郷土文化百科僻典」民間信

仰部門執筆(甲南大学校湖南文化研究所，2002)/「燕路程記の名四金昌換」 (芸術光

州8號，1996)/無形文化財調査報告:東超制パンソリ「春香歌」バンソンチュン(光州職

域市，1999. )など。パンソリ完唱発表会解説:崔ジャンデイ「沈清歌」 (2003. 10. 05)

など。

林鐘福(イムジョンボク)1959年、全羅南道光州出生。1973～1980年、光dS怖立
国楽堰酪ｧ学生、国楽(パンソリ、舞踊、伽椰琴)学習。1980年、光州保健大学卒業，1983～1995

年、慶北無形文化財保有者。1985年、慶北無形文化財伝授奨学生。1990年～現在、慶北無

形文化財第19号伝授助教韓国国楽協会二二支会誌事浦項民俗芸術団長浦項国楽堰嵐ｷ。
1997年、中国西安市古文化芸術祭公演。同年、日本優思の時・奈良市公演、2005年、台
湾国際民謡祭特別出演、2006年、中国新安野山市巡演、浦項国際「明かり祝祭」公演など国

内外多数公演。臨地小川芸術祭国論全体大賞(2005年)、世界文化芸術大賞国楽部門(2005

年)、韓国文化芸術大賞(2006年)、浦項芸術人総連合功労賞(2000年)、全国シルバー国楽制

教育功労賞(2005年)、浦項ロータリー連合文化芸術部分奉仕賞(2008年1月)など受賞。

176



洪英(ホンヨン) 韓国国学協会光州広域市支会理事。光州民学会会員、光州大東文
化会員、小雲伽椰琴並唱保存会会員、湖南ヨンジョン国楽研修堰莱苑t団員、武珍伝統国楽

堰嵐ｷ。1962年、全羅南道長興郡出生。南部大学校(韓國音楽科)卒業。1985年、金束鎭流大

答散調学習。1986年、珍島太鼓遊び・太鼓踊り、良磨頼w習。1990年、元長賢流大答散調
学習。2007年、全国国楽競演大会綜合大賞(国会議長賞)受賞。1994年、胎拳道olympic種

目採揮記念「Orlando， Florida，U. SA世界大會」開幕公演(:Florida州オクヒル市長感謝牌

受賞)。1995年、ドキュメント記録映画 “回蹄”國樂音樂出演(ドイツ連邦政府支援、ヨヘ

ンヒルトマン監督)。2004年、韓日文化交流日本招請公演(日本西有田)。2005年、ソウル国

立民俗博物館招請公演など。

森野 正弘  既出(「山口鷺流狂言」)。

(3)台湾「捻歌」

〔解説〕

台濁「喩歌」藝術之綜合論述

台湾中興大岬町文系  林 仁呈

一、前言

 台漕「［捻歌」又稲作「捻硫酸」・転住「歌謡」(俗曲・小調)的基礎上襲展出來的説白磁

術20・主要由來自選南地嘔的移民(又穏福蛮人)・特別是潭州移民所傳怖・且在台湾不同的出

域(煤頼﨤ｲ到新竹・彰化以南・秘曲・恒春)・又轟轟出具有地方民歌曲調特色的聖歌藝術・

陣所調「捻歌」的「稔」是適度依照故事情節・透過自然語言聲調的攣化・或襯托情節情境・

里謡彷人物心理而表現出來的「説」;「歌」則是將七字歌詞(偶有「三・三」句磨?・套膚

合適的「歌謡」曲調作演唱・其最基本的表墨型態・是七八四句皮嚢或歌・也田遊「四句舞

台」・異常使用於生活場合・煤絡･宴或開店祝福・喪事嘆亡・事情或人物的介紹賛辞・若要

仔装生活戚受・或捻唱故事則再連結若干組的七言四句・主要採用某一曲調循環演唱・必要

時轄換曲調或播入稔説・以適磨情節螢展之聲情表現需要・而開学辮的來源・有演唱者即興

創作・也有根擦記載唱詞的「歌詠冊」(或稲「歌仔簿」)・再視演出條件(場合・時間長短)

的不同作増刷・可演唱華人社會的傳統故事・台湾開拓故事・庶民生活傳説・甚至接納新聞

事件為題材・而成為傳統社會重要的娯樂活動・過去除了有藝人於特定場合(歌縷酒館・廟會・

婚喪喜慶・費藥團…等)演出・民賑也可以在工作之鯨・掌起月琴唱稔・然而・随著社會環境

攣遷・這項傳統表演藝術已輕逐漸式微・幸好傍有許多老藝人與熱心的社會人士・透過捻歌

謡組織・文化中心白雪回向・心血大官・國民中小學社團教唱等方式・傳承這項深具傳統文

化内隠的表験藝術・

CD |聖慮《楊三浦的台湾説唱》(台北:行政堰藍ｶ化建設委員會・1992)・頁25・
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二、台湾喰歌的表演方式與場合

 台湾捻歌的表演方式・大多数的情形・是一個人懐抱月琴自弾自唱・有些人是則習慣以胡

琴(煤濫P子弦)自拉自唱・而透過這種簡便的表演方式・可以譲職業藝人充分雲揮其「説」・

「唱」等聲黒表演的技巧・也可作為業餓(農暇・三二)二言娯人的表演・二二這種演出形式

的基礎上・適細説唱題材(劇情)的需要・也有二人前唱的模式・煤覧Z合民間歌舞封唱(煤欄拷ﾔ

過渡・蛆矧歌・二子歌)或「答民心」表演的各類「相褒」・煤藍v妻相褒(罵)・自動車二二車

掌相吾等;還有一人懐抱月琴自弾自唱・再加一人以大廣弦伴奏的二人表演式・使音響致果

更加委娩・綿長・形成演唱者表現甲州的「野山」(最具有代表性的・為楊秀卿・楊再興夫妻

櫨演出)・学外・在白白演出的部分・傳統社會即有群聚伴奏・演唱而類似南・北管「子弟」

(意謂業蝕或半職業)社團(腸胃蘭壮三涼樂團)的表演形式・近年來・為了配合稔歌推廣教育・

也有多人演唱・多人伴奏・夏至加進其他鐘鋳・近似樂團伴奏的方式(煤絡^瑞珍説唱團及各地

社嘔地階)・更使聖歌演出八日多檬化・活澱化・而舞歌本有唱稔故事・進而模擬人物聲情的

表演方式・舞舞具禮動作・歌舞(車鼓・回縁等)搭配・則成為小戯「落地雷」(或稲「老歌扇」・

職業早歌鶏人呉天羅自述宮作「落磐掃」演出21)・乃至白櫛腰髄野面故事的「歌仔戯」・因

此・?欄c與青仔戯在曲調淵源上相同・能熱演捻霜月訓義戯並不足為奇・而許多稔歌藝人本

章就與歌仔戯班有楽密切的田圃・

 此外・勲臣社會的勧世歌演唱・形成走江湖式的稔歌表演・從廟會・市集・街頭到歌縷酒

館・逐漸騰為城市文藝的一部分・有漏藝旦也能語彙唱1捻22・還有設館授徒・記載「稔歌」説

唱藝術或1罷灘販歯固仔冊的「歌叢雨」23・至於「費鶴瀬」的演出需求・細動捻歌的表演・有

了商業磨用的単果・仕種結合費藥與丁台演出的方式・通常一人麗筆人遭難・又稲「猫念場」

24・顎脚「藥商管理」制度實施後・オ逐漸没落2s ・喪失「費種麹」演出舞台的藝人・有縛往

廣播障囲演唱者・使蝿帳表演有了鰹常・固定性演出的模式・藝人必須不断固鎚新的故事・

単襲即聴即刻編稔成唱曲演出・以懸付大罧傳播娯樂求新求愛的需要26・而面封歌仔戯乃至其

他潮時的競畢・捻華甲人也力求演出形式的豊富性・煤覧k秀卿的「□聖歌仔」・透過「表白」

(第三人稲的方式説故事)・説白(第一人稲方式模擬故事人物説話)・ロ古白(將劇中人物的内心

活動用言語表現)・於故事演述過程中・將人物的野情・性格・身分(男女老幼・甚至是擬人

化的胡蝿・蚊子・水族魚類)作豊富的聲情模擬;而画題珠吸血電吉転勤現代樂器獣肉臆突破・

為普莱ﾌ表題方式開出新的「可能」・黙黙陳寳貴剛柔搭配的封唱模式・甚至醇電信綜藝節目

所吸牧・轄為「鐵紅玉玲珠」表演模式・

21 ｪ擦《來自民間的歌聲:認識台溝民間歌謡特写唱》(台北:呼野磨乱l公共電視文化事業基金會，2002)・

影音出版品・呉天白州述録音・
22 綜O尉《1930年代台湾藝旦的音樂活動一霞《三六九小報》為主要分析文獄》(台北:台湾二二音樂學研

究所三士論文・2004)・頁63・整理自《三六九小野》〈早戸明記〉門閥柵戸長押・
z3

｣絃文《歌仔調之美》(壷北汐止:漠光文化・1998)・頁16・
24

ｫ秀庭《「頁藥團」:一個男類歌仔二二的研究》(台北:國二二術學堰吏B三二術研究所三士論文・1998)・
2s

ｯ註2・楊秀卿開明自身身世之録影(音)・
26

ｯ塵5・
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三、台湾喰歌的曲調

 随著函南地衣移民在清朝時期・大量移居台湾・許多民歌小調(歌仔)也随之而來・並在此

新開拓的生活剛域中・襲展出具有台湾特色的「歌仔」・有好襲農村生活・悲激人情・磨用

婚喪的【六月田面】(一隻幽幽)・【平画調】(恒春調)・【思想枝】・【牛尾絆】・【四季

春】(長下愚)・【花草曲】・【烏二二】・【去去二二】・【六月茉莉】・【乞食調】・【二

世調】(江湖調)・【卜卦調】・【五更鼓】…等;使用於歌舞小戯的【病子歌】・【桃花過

渡】・【草瞑弄雛公】・【蛆矧歌】…;還有來自南管・北管曲牌的唱曲・煤浴y百家春】・

【四季相思】・【福馬郎】・【廣東怨】…;而適磨著説唱・戯曲等表演的需要・更多的小

調商運而生・煤浴y七字調】・【雑念仔】・【実調】・【補甕調】・【留傘調】・【文明調】・

【愛姑調】・【快臨調】・【雪梅思君】・【南光調】・【悪馬調】・【中越調】…等・這

奇曲可能近作豊幡読唱故事善用・在部分與客家移加工切接燭的震域・客家山歌27・小調也可

能被吸牧・甚至1930年代後歩創作流行歌曲的曲調28・也可能為其随興演唱時運用・更増車

了1捻歌演唱表現的豊富色彩29・

 不過・並等所有的曲調都輕常使用・大知立的翁人也都有其面長的曲調・作為随口悪詞呼

唱之用・而【江湖調】・【七字仔】・【雑念仔】是最常被運用的曲調・其手・【江湖調】

切望【費産仔調】或【勧世調】・原自説追立蟹走唱江湖・推鎖藥午時所唱的曲調;而説唱

藝人和常以這種曲調填以島人爲善的詞句・所以亦稲「着替歌」・此調唱詞的特色在於末尾

之庭・以八個「憶」連音表戚嘆;【七字仔】源於白州民間小調【四空士】・因毎段四句目

毎句七言而得手・但曲調因字音土工攣・亦可於一句七言園外・加上蓋字・或依情境南攣節

奏・煤酪譓曙ンｮ・憤怒或快樂時・可以快板表現・而表現哀傷時・則為慢板・豊富加入突腔

云為「七字巽」・男工演唱中間圏以ロ白方式表現・注油「七字臼」;【雑念仔】唱詞多爲

長短句・曲調多一字一音・旋律因字音而改愛・結尾以虚字演出結束・由於「雑念」為「喋

喋不休」的意思・所以「雑念調」歌詞近乎ロ白・通俗易憧・此外・創自南光劇團的【南光

調】・痩馬楽譜的【青馬調】(1930年代閾南藝人郡江海取回歌曲調・揉合京劇・高甲戯唱腔

而作・又穏「改良調」・適鷹不同的表現内容・亦有中板面慢板之分)・不信成為歌謡戯的重

要曲調・亦常為継電所用・宝田使用的頻率・宜可和【七字仔】並列30・至於1920年艶歌仔

戯進入「内台」拙意・得到迅速襲踏当帰式【巽調】31・當也為稔歌所吸牧・特別是在表現悲

情・傷逝等情節的時候・具有催化情緒的敷果・

27

苻p客家移民的山回(又稲陶画十八調)亦畿磨出相當豊富的説唱独演・
2s

莱､順隆二言義捷螢出版社歌仔冊篇目・可見1945年之二二二流行歌唱本・煤浴s一夜二二》・《老青春》・《人

道》・《月光曲》・《新娘的戚情》等…・
29

M者於2008年7月30日老台北縣板橋市王玉川先生宅・聴聞王玉川・指継珠即興説唱・聴聞其試用客家
山歌曲調・以及毫語創作歌曲《心酸酸》・日本語歌曲《博多夜船》等曲調・
30

､友蘭《若年卿喰:歌唱故事》(宜蘭:國立台灘傳押土糞焼虜箒備虜・2008)・頁14・15・
31

･面文《歌謡説浴濫?t(急劇汐止:漢光文化・1998)・頁55・
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三、台湾陰歌的歌詞記載與録音紀録

 歌誌冊(簿)作為「稔歌」表紙所参照的底本・記載了稔歌的歌詞・早期的歌仔冊為木刻本・

由於是民間文藝・保存不易・多已散失・目前可見清朝道光・日豊年間的刊本・有《新刊台

湾陳置歌》(描二戸辮・誹議起事反清的鰹過)・《新刊陳姐歌》等;日本統治時期至戦後解

嚴(1987)之前・是歌声冊印行興野的階段・重要的出版(印行)庭所・除了台湾本地台北黄塗

活版所・新竹竹林書函・台中瑞成書局・嘉義捷畿出版社・玉珍書局…・尚有上海隠文書舗・

度門堰藍ｶ堂書野蒜・而鉛印版式此時期的特色・其中・新竹竹林書局至今・Vb然印行・出喜歌

仔冊・其他出版庭所或已戸閉・或不再出版配当冊32・關諸訳時期玉壷仔冊・議了台北中央研

究堰覧�j語言研究所傅斯年暗号館・有為敷不少的牧藏33・王順隆於網路上建立有閾南語俗曲

話本「歌仔冊」全文資料庫(全文白字・非影像)・中央類書館台湾分館及黄天横・王振義・

陳建銘等學者或牧藏家・亦有為敷可観的歌仔冊・部分已提供牧録在曽子良《響胴説唱歌仔(捻

歌)資料彙編》影印資料越中・可惜該彙編屡於研究計書資料・未能臨画刊行・此外・關於歌

仔冊篇目索引方面・除傅斯三州書館・王順隆34・曽子良的資料庫目録・戦前台北帝國大學東

洋文學會所編《壷潜歌謡書目》・就包含一部分歌仔冊35;戦後荷喬磨乱ﾐ學者施博爾(施舟人

Kristofer M.  Schipper)〈五百奮本「歌仔冊」目録〉共著録歌仔冊541種36;美國學者文伯

華(Wolfram Eberhard)以英文爲成《台湾唱本提要》(Taiwanese Ballads A Catalogue)・著

録250種以戦後出版為主的歌調冊37;而同様牧藏不軌歌風冊的富者陳兆南・編有〈閲壷「歌

冊」目録略稿一叙事篇〉・使學界或同好方便蜜語・閲讃歌仔冊所刊録盛期歌歌詞38・

 關於捻歌歌詞的採録刊行・二十世紀初叢論學者進行這項工作・煤藍ｽ澤丁東《壼湾の歌謡

と名著物語》所用「俗謡」之「閑臥歌」・就是1踏歌的唱詞39・此書並逐句作歌詞白日文意澤;

稻田サ《壷湾歌謡集》及其以連載方式刊行的〈台湾歌謡選繹＞40・謝雲影《台湾情歌集》41・

32
苒?瑞ｬ書局尚有轄嘗竹林梶野原歌仔冊・但本身不再印行・

33 厲z年重書購書離歌仔冊・属於上海及度門印行者・多薫製録於中央研究堰覧�j語言研究所俗文學叢刊編

輯小組編輯・黄寛重・王冠森・李孝悌等三編《俗文學二二》・台北:新山豊出版公司・2004・第362-366冊・

未増勢的部分(包括台湾版及部分的軍門版)於第366冊編有目録・並提供於平壌年尊書館半時的索引編號・
34

､香覧ｲ男有〈閾聖「歌劇冊」書目・曲目〉・《毫湾文献》第四十五巻第三期・1994年9月・
35 莓k帝大東洋文學會編《奎湾歌謡書目》(油印本・1940年10月)・三三仔旧名目三日語漢字音的羅馬字

母排列・共耳垂湾出版半開冊394目・中蒔出版歌仔冊85目・
36 {博爾〈五百醤本「暗証冊」目録〉・《注説風物》第十五巻第四期・1965年10月・頁41-60・
37 ｶ伯山《二二唱本提要》・牧入婁子匡編《亜洲民俗・社會生活二丁》第22輯(台北:東方文化書判・1974)・

含前言・索引・附録等・
3s ﾂ兆南〈台湾歌島重過〉・《逢自大敵中文學報》第二期・1994年4月・頁51・作者曽言及〈面壁「歌話」

目録略三一叙事篇〉一文三布因由・丁丁作此目録丁丁工作状況・但自謙「禮制未備・取例尚疏」暫誓願正

式刊行(僅牧於1983年「毫湾史蹟源流研究會」會内項物:《憂湾史蹟研究論文選輯》)・
39

Q看平澤丁霊(平七)《三品の歌謡と名著物語》(台北:論文館・1917)・頁1・73・
co

ｴ連載此文之虜・為《壷湾》第2巻3-8・10號・1941！4-10・
41 f雲聲《蔓瀬野歌集》(道州＝國立中山大部語吉歴史學研究所・1928)・此出国為「中山大冊民

俗叢書」第四冊(台北:福禄・1969年影印本)・
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東方孝義《台湾習俗》42・李献璋《台漕民間文學集》之「歌謡篇」43・乃至於《南音》・《三

六九小報》等報刊的「歌謡」牧集與刊登(包括文人採集與彷作)44・還有許多保留至今的黒膠

二月 45・盤然煤乱･針封倭歌歌詞作調集・出版・甘楽往往掛在「歌謡」的名目之下・與台漕其

他的音樂文學歌詞混雑在一起・無磨欄ﾊ顯其特殊性・仕過・判然使許多念歌的唱詞・録音獲

得記録・戦後許常恵・史惟亮・乃至於後績的簡上仁・王振義等紅痛學色砂心的採集工作・

亦記録了許多稔歌歌詞・1987年解除戒嚴之後・里離台湾本土研究工作漸受重視・稔歌藝人

水晶唱月)願意出版關於捻歌的有聲出版品・也有演藝界將捻歌素材融刷新的創作中(煤莱ﾌ手

照明章)・甚至回過頭來中断歌藝人出版專輯46・華華・季立翻印藝術中心・各縣市文化中心

陸叢論鉱油歌出人達詞記録・生命史報導罫書47・

 而透過民間的力量有計董記録・傳播念歌唱詞壇・磨首推洪瑞融解歌選與台湾付語社合

作・而獲得國家文化藝術補助・且曽獲得「金鼎漿」榮轡的念歌糸列書籍與CD・煤覧k予習演

唱的《台湾1捻歌》・《明暉咤岡東海》・《彦添丁傳奇》等・以及洪瑞珍演唱的《月琴稔歌》・

透過「台語文」記録與注音・譲稔歌藝術的語言記録與脳弓表現更接近・此外・新樂園台湾

歌謡工作室則襲覇王玉川・陳群動演唱的《台湾念歌》專輯唱月・並由呉國禎審定歌詞・男

外・月球唱月公司自1950年代以來出版許多台湾民間音樂・説唱的唱月(後改成録音帯)・亦

包含許多稔歌的專輯・例煤利C柳仙《周成過台湾》・郎鳳英《人為財死鳥為食亡》・阿清伯

《:二十殿閻君田世歌》・楊秀卿《勧世浪子修善》…等;難癖視聴公司則出版一套共30月(D

的《勧世歌》・牧録呂柳仙・陳青雲・葉秋雲・黄秋田・郎勲爵・歌豊凶・郎御迎等人分別

演唱的《台湾四大蟄居》・《雪起教子》・《陳三五娘》・《戸神蚊子歌》・《周成過台湾》

等四十個篇目的軍歌録音・是相當珍貴的録音資料・可惜未翻印行其歌詞・

四、台湾陰歌的表現題材

 前文言及稻田歩《台湾歌謡集》牧録許多謳歌歌詞・而訓辞右辺歌歌詞分為:銃後の歌・

新君上君の歌(鰭鰻の歌)・戒めの歌・人生のうた・情歌・挽茶相傘歌48・錐断固見得国歌歌

42 剣綠F義《台湾習俗》(台北:南天・1942)・此原為〈台湾習俗一憂門人の文學(本島人の文學)〉糸列文

章・連載於《毫湾時報》・其中歌謡的部分・刊於悲報第185-189號(台北:憂湾時報螢行所・1935年4-8月)・
43

寥｣璋《毫溝民間文學集》(必中:壷湾新文學社・1936)・頁3・158・

“關於《三六九小報》所牧歌謡的論述・可参看施酪琳〈民歌采集史上的一頁補白一瀟永東在《三六九小報》

的民歌彷作及其引値〉・量販中興大隠中國文學系編《第三層通俗文學與雅正文學研討會論文集》・(憂北:新

文面出版公司・2002)・頁275-310・
45

Q看王順隆:網頁ww32，0cn. ne. jp1・・sunliong！columbia. htm有日本甲立民族學博物館藏・戦前壷湾SP黒

膠相月目録・副司牧有為敷頗豊的台湾念歌唱月(謎歌仔曲・勧世歌劇)・
46

＠《卜聴民謡來試着一朱三二匠春民謡雨燕CD》・(台北:忌明心音樂工作有限公司・2007)・
47

B藝中心出版藝人生命史相關書籍・煤覧ﾑ円環《舞弄二陣一門學野夫婦傳統雑技岬町》(特旨:傳藝中心・

2004);劉秀庭《曽仲量的音調生涯(含曽仲影藤仔調作品精選集CD)》(宜蘭:傳藝中心・2002)…等;縣市

出版煤?余二二採集・整理《薬添登「七字二二」弾唱》(二二:台南縣立文化中心・1996);胡三川・陳益源

総編輯《雲林縣閾母語歌謡集(四)》(弾唄:雲林町立文化中心・2001)即是念歌藝人呉天羅專輯・
48

j田ヂ《憂湾歌謡集》(台北:乾臨藝術社・ 1943)・目次頁1-4・
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詞全貌・GP是目前可知封於台湾念歌表現題材最早的分類・曽子良《毫湾閏南語説唱文學「歌

仔」之研究及閏毫歌仔叙録與存目》則依「歌仔冊」篇目・將捻歌的題材・作了相當豊富且

細緻的分類・錐有部分義目與所牧篇目關係・尚値得商榴9・卸不失為認識台湾捻歌表現題材

的重要媒介・以下即依違分類梢襟留改・加入王順隆「歌仔冊」全文資料庫・中央研究堰浴u閾

南語典藏一歴史語言與分布愛遷資料庫」篇目・重行整理犀例煤莱ｺ:

(一)改編中國傳統小説戯曲及増悪話本類一煤落O國演義(《三國相影画》・《黄鶴縷歌》・《孔

明高高高城高歌》等);西遊記(《孫悟空大岡水宮歌》等);封神演藝(《鄭託蘭東海》・《旭

己敗討王歌》等);龍圖公案(《包公審尿壺歌》・《紙馬記歌》・《陳世美不認前妻》等);

陳三五娘(《陳三五娘歌》・《最新黄五娘送寒副産》・《最新黄五娘掻蕩古歌》等);其他(《醇

仁貴征東歌》・《最新池元和三駅頭全歌》・《呂蒙正面櫻配歌》・《李継娘汲水歌》・《玉

堂春三司會審歌》・《杜十娘怒況百賓箱歌》・《花梶酪洛刮ﾌ》(最新費油謎歌)等)・

(二)改編中國歴史與民間故事類一煤酪繻ﾃ傳説(《桃花女周公園磨洛ﾛ》・《大喝耕田歌》・《忠

孝節義大舜歌》等);孟姜女(《宮盛女配謡歌》・《謝謝女実倒萬里長城歌》等);梁祝故事

(識量多・除了竹林書局《三乗英台歌集》甲啓蟄集共四十八種曲目・玉珍・捷襲書局亦有類

《三伯卦帥平勾奴歌》等);白蛇故事(《烏臼蛇借傘歌》・《鳥白蛇放水歌》・《白蛇西湖

遇許与歌》等);雪梅故事(《雪梅思削回》・《商轄歌》・《愛玉歌》等);昭君故事(《離

婁君蘇蜜歌》・《王昭君和踊歌》等);劉廷英故事(《劉廷燃費身歌》・《劉廷英三嬌踊歌》

等);三州奇話(《瞳子凱歌》等);福建図案(《誤長親告御状新歌》・《謀害親夫青竹翻案

歌》・《黄宅忠審蛇歌》等);文人軟事(《韓国公聴十二懸歌》・《唐寅磨鏡珠箸記》等);

帝王軟事(《李世民進液果歌》・《乾隆遊蘇州歌》等);其他(《孔子小見答歌》・《方世玉

打播台歌》・《朱買臣妻迫爲離婚書》・《商略夢美女歌》・《掌記八命全書》・《大明節

略歌》・《十九路軍抗日大戦歌》等)・

(三)改編台湾歴史與民間故事類一煤浴s鄭國姓開田湾歌》・《賓島新台湾歌》・《蟻壁寳過

台湾歌》・《新刊勧人莫過聖歌》・《最新過番歌》・《楊本縣過台湾敗地理歌》・《白賊

童歌》・《周成盤台潭歌》・《台湾朱一貴歌》・《壷湾陳謡歌》・《台湾民主國歌》・《昭

和敗職新歌》等・此外・恒春藝人証仁義受台湾著名現代舞團「雲門舞集」創曲人島回民之

趣・以曲調【思想起】唱「唐山過台湾」的故事・而成為舞岡《薪傳》之敵本・其録音並成

為舞劇段落的「過書」50;水晶三月襲行《來自台湾底層的構音》專輯CD・牧有呉天羅演唱《主

公抗日歌》・其實内容為從荷蘭占擦台湾到蒋介石総統時代・約四百豊年的台湾歴史大事・

‘9

癆＠第二類的「其他」項分類似勇知雑・有些故事的篇目数量多・二王昭君・劉廷英三嬌會・通馬奇案等・

宜分列項目以凸顯;而篇目所出現故事的傳説背景年代・可知者依順序為佳;又部分故事來自宋元以來的説
唱話本(煤落O十二・費油郎)・文人文章作品(煤頼ﾘ文公祭十二郎)・蹄於「歴史與民間故事」似乎有待商権;

第九類「知識類」上牧録了中脳或世界的時事捻歌(煤絡R日救國・欧洲大戦等)・

50古前玲《毫湾後山好所在》(台北:台湾商務印書館・1999)・頁72・
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(四)改編民間案件傳説與時事題材(新聞事件)類一除了散篇散冊的《乞食開藝旦歌》・《中

部大震災新歌》・《王塗歌》・《台南運河奇案歌》・《林投姐歌》・《張秀英歌》・《基

隆七癖房惨案歌》・《義賊屡添丁歌》・《愛情與黄金歌》・《八七水災歌》・《二林鎮大

奇案》・《高雄苓雅市場大火災歌》等・

(五)勧世教化類一可再細分為勧世類(煤浴s人心不足歌》・《守己安扮歌》・《專勧少年好子

歌》・《勧世社會評論新歌》・《勧世了解新歌》・《最新浪子回頭歌》・《苦階下修善歌》・

《自聞継花女修善》・《為懸惨案勧善歌》・《從善改悪新歌》・《看破世情新歌》等);蝉

茸類(煤浴s廿四孝歌》・《家貧出孝子歌》・《勧人行孝歌》等);潤雷ｳ勧化(煤浴s地獄十殿歌》・

《陰間十殿刑罰歌》・《天堂地獄歌》・《勧化念佛鰹歌》・《目連救母》・《勧世因果世

間開化歌》等);勧戒賭(《勧改賭博歌》・《踊躍銭抜輸鮫》等);勧戒酒色(煤浴s暢大先痛

後尾歌》・《僥倖鏡歌》・《失徳了歌》・《勧改酒色新歌》・《勧孝戒淫書歌》・《焼酒

媒樂勧善歌》等);勧戒煙毒(煤浴s鴉月歌》・《勧改阿月新歌》・《自新改離歌》等)・

(六)褒歌一可約分為歌舞類(煤浴s思闘病子歌》・《桃花過渡歌》・《六十條手巾》等);特

定角色男女訴情門噛類(煤浴s少年男女挽茶相褒歌》・《自動車相褒歌》・《黒猫黒狗相褒歌》・

《単求落ﾔ掌相褒歌》・《釧路相自暴》・《封答膀空相褒歌》・《鮭鰻男女相八目》・《農

場相褒歌》・《旭某相罵褒歌》・《嬢仔配陣琴歌》・《覧同相褒歌》等);旅途(地名)韓唱

勧解歌類(《火車歌》・《豆蒔勧世歌》・《蘇漢到台北車帖男女相褒歌》等)・

(七)趣味歌類一煤浴s戸蝿蚊仔大戦歌》・《三婿祝壽新歌》・《水族出戦歌》・《最新錨鼠

相告歌》・《最新無国運猴歌》・《最新樂龍船新歌》等・

(八)世俗人情類一煤浴s新打弾歌》・《新刻手抄鍛鋼歌》・《戒世驚某歌》・《最新侶門賢

母的歌》・《束縛養女新歌》・《 鏡是司父開銭是司仔》・《乞食趨廟公歌》・《最新工

場歌》・《南洋遊歴新歌》等・

(九)華墨観念類一煤浴s文明勧改新歌》・《社會教化新歌》・《現代文明維新世界歌》・《自

由早婚早耳歌》・《婚姻制度改良歌》・《警世覧醒自由懸愛新歌》・《我国人生必両三歌》

等・

(十)鷹解悟一可再分解俗類(煤浴s食新娘茶講四句》・《牧茶甑講四句》・《討冬瓜講四句》・

《薄野琴歌》等);選學類(煤浴s嘉義縣第四屈縣議會議員競選歌》・《尤清博士選縣長歌》

等);語言引用類(煤浴s日台會話新歌》・《國語白話歌》等);事業類(煤浴s最新開天關地鰹

早歌》・《最新流行萬項事業歌》等);生活娯判明(煤浴s元宵夜倣燈謎歌》等)・

五、台滞1念歌的研究現況

 關於台湾稔歌的研究工作・最早從「歌仔冊」等文理銀経注意開始・而目前可推譲最早的

論述・是黄瞬時〈關於毫湾歌謡的捜集＞51 ・難文自在探究「台湾歌謡」的立場上・論及英国

51

ｩ得時〈關於壷鐙歌謡的捜集〉・《豊海文化》第六巻・第三・四期合刊・1950年9月・頁37・
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牛津大學圖書館(BodleianLibrary)中AlexanderWylie所牧集「歌仔冊」・並將之列為「歌

謡」研究的材料・而這批歌仔冊刊刻於清道光年間・1936年被註録在向達〈瀬涯項志一牛津

所藏的中文書＞52文中・不久・神田喜一郎注意向達文心中的台湾文献・透過〈牛津に存在す

る毫湾の古文献に就いて〉一文・介紹到台湾心界53・其中也就包括訟訴「歌仔冊」・訴訟今

租界關於「面革冊」的早期論述・這批歌仔冊｛乃鰹常被提及54・也可見早在1930年代・歌仔

冊已嵩置牧録・注意・只是常混清在「歌謡」研究的範疇中・封於歌仔冊進行實際的研究工

作・遅至1985年李李《壼灌陳辮歌研究》(文化大學)・オ有第一本專以歌仔冊為研究封象的

蔦蔓論文・而1990年曽子良《毫潭閲南愚説唱文學「歌仔」之研究及閏毫歌一骨録與存目》

則以対隅冊為中心・並補充了許多明月・録音・田調資料・成琴歌仔冊整燈研究的重要著作・

軍篇論文則丁丁志明〈台湾渤二丁的四丁關懐＞55與〈從「戸蝿蚊子大戦歌」談民間文學的創

作意識＞56;王振義〈淺説毫湾閏単語社會騎馬歌〉等・

 2001年忽有大量關於「三三冊」的三士論文出現・而依下校及指導教授・而有明顯的主題

趨向・其中敷量最為可観的・居然是新竹師範學堰?多由董忠司指導)・中山大學(多由林慶勲

指導)爾校先後産生多篇關於歌仔冊「語言」研究的碩士論文・煤嵐ﾂ姿Ufi《毫渚閲国語潮干類

歌上覧語言研究一斗竹林書癖十種歌仔冊為例》(竹師2001);李蘭馨《「開毫」・「過憂」

毫語歌仔冊之用韻書詞彙》(竹師2003);郭淑恵《歌仔冊〈八七水災歌〉語吉研究》(中山

2003);黄恵音《憂溜閲南語一字畳音研究一銭歌仔冊〈甘國寳飢渇湾〉韻脚為例的探討》(中

山2003);李｛凧玲《歌仔冊〈猿人莫道導漕歌〉的時代背景及語言研究》(中山2004)…等・

集印現象鷹里下於歌仔冊使用特殊的「華語文」刊行・有許多語彙資料正好成為語言潮田注

意的材料・而上述博碩士論文作者的「老師輩」・梢早早有運用「歌新里」作語言研究的排

印論文・煤酪d慶勲〈壼湾歌仔簿押韻現象考氏来鼈ﾈ《人心不足歌》為例＞57;銚榮松〈憂漕閲

南語歌仔冊的用字分析與詞彙解讃一遇《最新落陰油鼠歌》為例＞58;男柄華〈談歌仔冊的音

字與整理＞59…等・此外・歌仔冊所運用的「台語文」原本是藝人或爲作者(歌塁壁或出版商)

的「記音」語・並非有一定磨卵･・因而熟悉述語(閲南語)的人未必可以完全解讃・工期牽牛

在台湾長期重視「國語文」的環境下・越來越多於無磨乱焉E尊台語華年輕族群・因此・上述

52

?B〈濾涯項志一記牛津三下的中文書〉・《國立北平回書下館刊》第十巻第五號・1936年10月・頁9-44・
53

_田喜一郎〈牛津に存在する壷溝の古文献に就いて〉・病竃西川満編《愛書》第十輯・1938年4月・頁
91-94 0

54

蝟蛹｣璋〈現存せる清末の丁丁歌謡集〉・《華僑生活》・二巻八期(東京:華僑生活社)・1963年8月・頁

7・一14・:障壁蓉〈牛津大學無理有關壷湾的七首歌謡〉・《毫湾風物》第四十三巻第三期・1993年9月・頁177-196;

何榮三《時事題材之憂湾白河冊研究》(台北:國立春繹館・2008)・頁8-10・
55

A志明く憂湾渤善歌謡的社會關懐〉(上)(下)・《民俗曲藝》第45-46期・1987年1月・3月・頁142-151・

頁103・119・
56

A志明〈從「戸蝿竜子大戦歌」談民間文學的創作意識〉・《淡江大學中文學報》第1期・1992年3月・
57

ﾑ野勲〈壷湾歌仔簿押韻現象考氏来齠凵s人心不足歌》為例〉・「第五屈國際閾方言研討會」會議論文」(泉

州:華僑大日中文系主va ・1997年2月)
58

ｶ榮松〈憂湾閲南語歌仔冊的用字分析與詞霜解讃一天《最新落陰三二歌》為例〉・《國文學報》第29期・

2000年4月・頁193・230・
59

{柄華〈県歌仔冊的音字寸心理〉・《成大中文學報》第8期・2000年6月・頁207-225・
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的語言研究由傳承「歌仔冊」(捻歌)話語的立場看來・特有其重要性・民間撰述者杜建坊《歌

仔冊起鼓一語言・文學與文化》即有相當的篇幅・論述歌仔冊的「解讃磨雷y語言形態」・並

有「解讃例犀」・以方便讃者掌握歌仔冊所運用的「台語文」60・

 關於「歌仔冊」(迎車)的主題・内容與文化研究方面・梢晩於語吉研究亦有為敷可観的論

文・分散在台湾各大黒堰絡Z・煤?官宥秀《壷湾閲解語移民歌謡研究》(轡師民間所2001);

黄信超《墓閲翻案歌曲研究》(物師2003);桐榮三《有關新聞事件虚血湾歌仔冊研究》(成大

2003);丁鳳珍《「歌仔冊」中的壷湾歴史詮＊S一一一以張丙・戴朝春起義事件叙事歌為研究封

象》(東海2004博論);李美麗《〈憂南運河奇案歌〉研究》(中山2004);黄門鈴《門番主題

歌仔冊研究一以《王難君和番歌》・《陳杏元和番歌》為例》(逢甲2005):沈鮪薄《竹林書

局《高高二二二筋歌》・《坦己敗討王歌》與《孫悟空大闇水宮歌》神怪類歌仔冊研究一以

用字現象與故事内容比較為主》(台南大2006);張玉薄《日治時期壷湾歌曲冊直進e女性形

象kap性別思維》(成大2007)…等・仕払論文則有義芝螢〈閏南二十四孝歌仔研究＞61;曽品

澹〈從歌仔冊《最新十二碗菜歌》看毫湾早期飲食＞62;呂興昌〈戦後歌仔冊中的災難主題＞

63凵c・男外・選有歌仔冊的作用與技巧研究・煤覧ﾑ博雅《壷湾「歌仔」的勧善研究》(南華

2004);林傲伶《壷湾梁祝歌仔冊叙事研究》(南華2004);謝静恰《歌仔冊教化功能之研究》

(花師2006)等;特定時代的熱冷研究・煤莱ｩ文車《日治時期台漕福倍歌謡研究》(中正2005

博)・名為「歌謡」但實際探討日治時期學界・報内牧集之捻歌(閑子歌);特定出版社歌仔冊

研究・遠猷崇仁《毫中渡成書局及其歌詞冊研究》(逢甲2004);纏縫華《練磨讃唱黄銘版歌

仔冊研究》(逢甲2004);特定捻歌藝人與演出型態研究・煤嵐|槍華《細密卿歌謡説唱之研究》

(文化1990);丁凱莉《玉屋翁人楊秀卿之探究》(台南大2005);林依華《陳再得及其歌心研

究》(中興2006);書面庭《「責梅壷」一個男類歌仔戯班的研究》(國藝1998);凶変慧《「鐵

獅玉玲朧」研究一庶民文化與媒艦交流》(北藝大2003)…等;此類軍篇論文尚有曽子良〈台

湾地震歌一兼懐民族説唱藝人呉天島先生＞64;陳塗輿〈台薬嚢仔襲爵仙師説唱藝出牢文學＞

65・均値得注意・

六、結語

 台湾「1謡歌」(捻歌登)是公認最具有代表性的台湾福俺縦軸(閲南移民)説唱藝術・以其來

自民間歌謡(俗曲・小調)蜜豆傳統懸口深入基層・成為民戸畑ロ可以呼唱的休量産樂;又以

60 m建坊《置戸戯置鼓一語吉・文學與文化》(台北:台湾書房・2008)・頁47-174・
61

ﾊ壷楚〈肉南二十四孝歌仔研究〉・《大豊學報》第14期・2000年5月・頁207・217・
62

]品澹〈從歌仔冊《最新十二碗菜歌》看憂湾早期飲食〉・《毫湾風物》第五十二巻第三期・2002

年9月・頁9-18・
63

C興昌〈戦後歌熱論中的災難主題〉・「戦後初期憂湾文學思潮出際學術研討會」會議論文(在中:

東海大學中文系・2003年1月)・
M曽子良〈台湾地震歌一統懐民族説唱半人呉天羅先生〉・《2003年説唱藝術學術研特旨論文集》

(宜蘭縣:國立傳統藝術中心・台北市:国立台湾藝術大廻1出版凶行)・2003. 12・
65

ﾂ兆南〈台湾歌心八柳面的説唱藝術與文學〉・同註45・
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其封於故事題材的多元容納性・加以曲調多元豊富的運用方便性・譲職業藝人得以鑑活且充

分地螢揮其聲情表現的能力・成為自廟會・市集到歌櫻酒館不可或鉄的表演藝術・錐然・随

著社會環境的愛遷・「稔歌」也面臨生存危求浴E但是・透過學術界(包括文學界・音樂界・戯

劇界)的蒐集・調査與研究成果・使其藝術内涌獲得保存・文化償値得以外到重視・再再由過

去幾年・政府相擁部門封於寒冒台湾民間文化的重視・例煤?007年國家文藝奨「音樂類」・

能暫捨罧多古典音程演奏・作曲家・而藤江稔歌旗人楊秀戯女士;再加以民間若干社章與人

士・資深達人・為延績「稔歌」藝術熱心奉献・為鶴舞「捻歌」弓術各地公演不適辛勢・都

田人見到這項傳統旧懐的希望・不過・近六十年幽晦語言環境制約了台語畿展・以及近年來

社會文化趨向豊富多元・在現代人忙砥生活追求迅速・戚官刺激的現空中・覆羽來自傳統社

會・有著傳統監情與民間文化内涌的表演弓術・賦課能不断度過難關・・Ob然今人善心・因此・

煤莱ｽ能顧及其裂干藝親様精緻特色・駆動順磨社會環境饗宴新的三月苛苛・進而求其永績書

展・並成為建立文化認同的媒介・則需要所有關心・喜歓「1捻歌」的各方人士・持績關注・

思考及研討・

關於「台湾喰歌」(簡版)

   台湾中興大學中文系助理教授    林  仁昼

(和訳)山口大学大学堰欄激Aジア研究科  徳永 彩理

(韓訳)山口福祉文化大学講師      李  文相

關於「台湾捻歌」(簡版) 「台湾捻歌」について(簡略版) 「q1梶卵蘒tト」州閉胡(そ｝軒髪｝)

台湾中興大學中文系助理教授 台湾中興大学中文系助理教授 秩翼}｝秀薯1羽叫ぞ｛鋼怪司皿牛

林 仁呈 林 仁呈 林 仁星

一・ O言 一、前言 1. 司司雪

台湾「慮歌」壷皿作「捻 台湾の「捻歌」はまた「演歌仔」 司R｝q「宅フ｝」「唱7トス｝」叫ユ王

歌仔」，是從「歌仔」(俗曲、 とも称し、 「歌仔」(俗曲、小調)の 園圃♀司，‘7トスγ(舎尋，杢王)暑 フ1

小調)的基礎上襲展出商的説 基礎の上に発展してきた歌物語芸 出直苛α1雪剤司名智フト翌聾司含

唱藝術主要由來自雌紐地医 術であり、主に間南地区の大陸移民 01τ｝. 手樽剋甘順子到 司号01剋

的移民(又稔福姥人)，特別是 (福姥人ともいう)、特に潭州移民の (昇｝二〇J 01叫エ側柱)，号司を条

潭州移民所傳俺且在台穂不 広めたもので、かつまた台湾の異な 01剋01冨剋葵。1【目，圧面｝t取｝到

同的厘域(煤頼﨤ｲ到新訓、彰 る地域においても(基隆から新竹、 叫喜刈望司証明建議(フ1号書 司

化以南、宜蘭、恒春)，又襲 彰化以南、宜蘭、恒春など)、地方 昊を剋奇，藤島 。1甘，斜畳，奄を
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展出具有地方民歌曲調特色 色をもった民歌の調べを特色とす 号)，ス博団音口司 ・遭フ國蚤音暑

的捻歌藝術。 る喩歌芸術を発展させた。 号州皇昆司・ゼ宅フ｝司含暑壁旭λ1嶽

而所謂「喩歌」的「捻」是適 いわゆる「捻歌」の「捻」とは、 u｝. 

度依耳順事情節透過自然語 適度に物語のストーリーに照らし、 01忌叫 ‘唱7γq‘宅'o爬｝，瑚望司

斜脚調的愛断煙襯托情節情 自然な言葉の声調の変化を通して、 越糾到ム呈司列司苧(戎スト望ム司｛｝

境或模糊人物心理而表現出 或いはストーリーや情景を引き立 望斜前王q胆重橿野司，菩芒と皇

客引「説」;「歌」則是將七 て、或いは人物の心理を模倣して表 司叫苓石音暑見01刃1言｝囚叫，菩芒

字歌詞(偶有「三三」句磨?， 現される語りであり、また「歌」と 長句潮碧司暑里. 噛言団豆週を翌

軍用合弾求浴u歌仔」曲調作演 は、七文字の歌詞(時には「三、三」 重｝01ロ1，ヨ三‘フド壱r7 フ“｛｝スト≦殉 フト八ト

唱。而刀心僻黙劇源，有演唱 の句磨翌??で、ふさわしい「歌島」 (ロ説三ニモ∋‘3，3'≦4 子唱01 ■雲一g一一)星. 入1 01

者即興創作，也六根擦記載唱 のメロディとあわせて演唱する。そ 列を吸セ‘7トスγ釧哩呈q十哲手

早的「歌仔冊」(或構「歌仔 して慮と歌の字句は、演唱者の即興 殖尋重｝U｝. ユ司エ‘唱':叫‘フドqスド子

簿」)，再調演出條件(場合、 的創作であったり、歌詞の書かれた セ，望居ス國誉菩揖剋な冬｝・1円叫，

時間長短)的不同作増剛，可 「歌仔冊」(或いは「歌仔簿」とも 7｝・入㍗フト 恕司 銀モ∋‘フトスト乏勾，(薯｛≧‘7トス｝

演唱華人社會早帰統故事、台 いう)に基づいたりしており、さら 早，己｝コユ玉三 哲)｛｝ フ1室呈 司・二E 9雲ユ，

湾開拓故事、庶民生活単調， に上演条件(場合、時間の長さ)の異 日♀フ1杢｝・a 過重(眉♀1封入1:d・を

甚至園丁新聞事件為題材，而 同を見ながら増減をおこなって、華 oD潮01暑(弔副司満車入1ラ『，秀叫

成為傳統社會重要的娯樂活 人社会の伝統的物語や台湾の開拓 剋令制到組筈召下糾叫t音吐7正

理。 物語、庶民の日常伝説、甚だしくは 零翌室｝，刈夕潮梶頼ﾃ遭墾，碧♀州

過去除了有藝人於特定場合 ニュース事件をも題材として、伝統 叫芒囚モ箭と朴君王杢ス翻心言明

(歌棲酒館、廟會、婚喪喜劇、 社会の重要な娯楽活動となってい 面骨入団q秀豆重｝皇骨豊暑01宅じ｝. 

尊卑團＿等)演出，民罧也可 る。 01趣川セq司勉01号苓電｝有♀

以在工作之絵，掌蘭月隣町 以前は芸人が特定の場合(演芸酒 (望小金召，豆司，宅｝薯甘刈，q｝を

喰。而捻歌本有唱喩故事，進 場、理会、冠婚葬祭、薬売りの一団 増齢望毎号)潮杢｝耳茸(川，剋ぞ号

而模擬人物聲情劇職演方 など)に上演する以外に、民衆も仕 野望苛セ王誉q叫そ｝書01吾司

事の合間に月琴をとって舞歌を歌 刈尊君暑寸毫1 鵯フト暑早旦芒下

車鼓、野馬等)搭配，海成為 うことができた。喩歌はもともと物 叫. 宅フ桂…廻司田鼠暑と翔呈早忌

小秩浴u落際遇」(或稻「老歌 語を歌ったのが、のちに人物の声や 喫。｝，幸州寸断q号杢司叫重岡菩

仔」)，乃至唖蝉展為扮演故 情を模擬する上演スタイルとなり、 瑚川モ…杢｝望と叫卸量塚町ユ，干刈智

事的「歌仔戯」。 具体的な動作・歌舞(車鼓や子馬な ？1暑糾・フト早(対ヱし｝王叫号)井虐

ど)と組み合わされれば、寸劇「落 号(咽，委号‘』図杢'(前芸‘土フ｝スγ

二、表現方式與場合 地掃」(或いは「老歌碑」という)と 叫ユ哲)丹qエ，円フ1州翌尋暑甚

台湾喩歌的表演方式大多 なり、さらに物語を扮装して演じる を言ト(月望71酒庫‘フトスト号，立話λi曽

数的情形是一個人懐抱月琴 「歌仔劇」に発展するのである。 組計切宅じ｝. 

自弾自唱有鳥人懸想習慣以
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三、主要曲調 の総合芸術番組に取り入れられた E｝(翌｛｝三望古団，哩司日困q暑曽

各式民間曲調(包括農村 ばかりか、 「鉄獅玉玲瑚」の上演ス 司金互呈ユ望芒号暑‘翌朴舎…碧筈'

小曲、歌舞小曲、南北管曲、 タイルに用いられたのである。 q杢｝qと叫望司三人｝甚！司銀じ｝. 

新製戯曲或説唱曲)都可能成 このほか、アマチュアで上演され ユ恥(刈，毎朝柔(月唱詠潮招q芒

為「歌仔調」，而為捻歌表演 る分野では、伝統社会には群集が伴 。圃刈セ，遭暑人団剛到｛朔01当

所運肚然曲調種類錐多【江 奏し演唱するという類似した南、北 手糾ユq書目自適歯面司会をヤ｝・

一調】、 【七字仔】、 【雑念 管の「子弟」(アマチュア或いはセ 有意可ス圃'(・ト・ド手明薯｛｝や1三

仔】蟷螂最常被運用的曲調。 ミプロの意味)クラブ(宜蘭の肚三涼 皇同道季｝)吟唱(潮弓｝朝を甘馨q｝

湖中，【江湖調】又稻【責藥 楽団)の上演スタイルがあり、近年 忌)q9甘qム叫望01銀ユ，｛…這01

仔調】或【渤世調】，原簿説 來、喩歌の推進教育に適合するた 司，唱フ回薄型皿｛馳噌司曽仁王薯

唱藝人煙唱江溝推錆藥品時 め、多くの人が演唱し、多くの人が 鴇｛｝入鴇｝号01望月｝5｝ユ梶酪_古ト朔，

所唱的曲調下説唱愚人也常 伴奏し、さらにはほかの楽器まで加 里 U｝亜目フ1η｝ス1虐暑φ斜胆三

唱這種曲調填以渤人爲善的 えて、バンド演奏のスタイルに近い 一手と叫望司井η｝金閣司呈(薯λi

詞句，所以亦稔「勧世歌」， 形で(即功珍の説唱団および各地の 越q墾な量喫z｝ス回;室・号叫皿q

単調唱詞的特色在於末尾之 小中学校のクラブや地域大学》、さ 寸書・ト斗ス1斜tn叫)，空宅フ回甘

威以八個「臆」連音表感嘆; らに捻歌の上演を多様化させ活発 q書棚磐重｝入図豊雪国2卜剤古トユ

【七字仔】源於鳳町民間小調 化させている。 銀面. 

【四空仔】，因毎段四句，毎

句七言引導名，但曲調因字音 三、主なメロディ 3. 手且哩呈q

而改攣，許可於一句七言之 各種の民間メロディ(農村の小曲 叫寸言《｝梶嵐誨(矛き潮杢号01

外，加上襯字，或依情境改饗 や歌舞小曲、南北管曲、新しく作ら

節奏，煤酪譓曙ンｮ、憤怒或快 れた戯曲あるいは説唱曲)はみな 明剤司尋薯金翌智暑)セ呈早‘フト

樂時，可以快板表現，而表現 「歌仔調」となるだろうし、捻歌の スト王'フト甲唄。同，宅フ回気野州

哀傷時，則為慢板，地響加入 上演に用いられる。 人間宅叫. 

突腔而為「七字実」，男有演 曲調の種類は多いが、【江湖調】、 等王到暑三井 幼立1斗，【そ｝立坑】

唱中間爽鞘口白方式表現稻: 【七字仔】、 【雑念仔】は、最もよ 【7ス｝ス｝］ ，【条｝唱ス｝】 ゼ フレそ｝を三

里「七字白」;【雑念仔】唱 く使われるメロディである。 ◎1三陸呈司・1叫，

詞華爲長短句，曲調多一字一 そのうち、【江湖調】はまた【売 ユ号，【そ｝父王】芒！王【・料スト

音，旋律因字音而改饗，結尾 薬生時】とも或いは【勧世調】とも 王】己｝エ見始｛｝【週切売】叫エ三

尊虚字施腔結束由於「雑念」 いわれ、もともと説唱芸人が旅をし 言論，鬼司翌をq(司剋01α籾曾

為「喋喋不休」的意思，所以 ながら歌ったもので、薬売りのセー 有し｝，曾そ｝λレトλ碗望ろ琶剛ol早旦

「雑念調」歌詞近乎口白，通 ルスに歌われたメロディであり、説 苦肉呈q呈. ，翌熟｝望(弔妾言蔦｝甘01

俗易憧。 唱芸人もつねにこうした曲調に勧 司梶乱q王(弔1斗週旭瑚剋σ1干暑子

量的な語句をアレンジしたため、 朴蝕フい可呈州，「ZJ NIフト」叫ユ三早

四、台濁捻歌的表現題材 「勧世歌」ともいわれる。この調べ 三才. 01書暑qフトλトq耳胡名巴司
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局、度門會文堂書局等，其 訴える歌』など。 01斗引井刈呈立杢司・セと司号. 

中，新竹竹林書局至今傍然印 (八)世俗人情の類一『妻に脆く歌』、 (8)刈1舎剋層暑昇一「o｝朗・川州早

行、出害歌仔冊，其他出版慮 『乞食が廟へ急ぐ歌』、『最新工場 呈考セ上司」，『を剤剋01旦呈刈

所二二二二，或不再出版二二 歌』など。 早旦セ上…珊」，「…司型号そ｝7b 号. 

冊。 (九)新時代の観念の類一『文明勧改 (9)くユλ圖g1モ｝唱暑昇一 「｛｝噌週

歌』、r婚姻制度改良歌』、『勧世 7刊フ｝」，「薯剋刈三7謄フb，「週

人生必群書歌』など。 矧剋想望抄入1フh 号. 

(十)応用の類一『新井の茶を食する (10)音書フト誉昇一 「明豊01斗暑

に四句を講じる』、 『選挙の歌』、 ロ｝・入1ロ1 4二子暑 干人｝重｝亡ト』 ， 「く旦71

『国語白話歌』、『元宵節の夜の燈 フレ」，「号明芳容7ト』，「廻杢翌唐

籠のなぞなぞの歌』など。 等号暑今牛列列土司」 号. 

五、文字と音声映像の記録 5. ｛≡｝スを斗・暑一碧 (習～ま91 フ1尋

歌開平(簿)は「喩歌」を上演する フ｝ス國(日T)芒 「宅7b暑な望曾

のに参照される底本であり、捻子の 明司響王9ゼズ1芒01明，宅フト井朴

歌詞が書かれている。早期の帯下冊 井序詞刈駆引. 茎フ回フ｝ス國町回

は木刻され、民間文芸のため保存が z｝皇呈λ胴嶽エ 聖君暑州・11隷フ1

容易でなく多くが散失してしまつ 剛｛…・朔旦男声プレ｝唱重留Oト司早

た。いまのところなおまだ見られる 甚・1杢｝唱只蜘斗. qス“・同遇尋司一

のは清朝の道光や威豊年間の刊本 百工皇図セ碧t刊q呈壱011斗哲暑

であり、日本統治時期から戦後の戒 思事q社爵号，(ヨ薯暑肉入レ回刈

厳令(1987)が解かれる前まで、歌仔 そ1卒q  フ朗(苔馨(1987)01 ｛｝モ巧71 そ1;ワ｝・

冊の印刷発行は隆盛の段階にあり、 ス】セ7㌃ス｝司q三等豊碧・1音碧妊

主な出版(印刷発行)所は、台湾本島 モ｝刃回1叙銀」≧二月，手豆を平｝(剋頚

の台北堅甲活版所や野竹竹林書局、 唐歌)杢セ，司只｝再三到ε｝o圃01

手中瑞成書局、嘉義理発出版社、玉 屠王笹豊杢t斗忍奇奇壱入4号，叫01

珍書局…があり、なお上海には開文 号刈菊刈…｝，7回崔｝を￥｝入L｛斗萢

書局、度門には會文堂書三等もあっ 刈…号…01戴ユ，圧甘司・・1(引回・7隠

て、そのうちの新竹竹林書局は現在 刈号，λ圃(川町司｛｝望刈号号王銀

に至るまでなお印刷発行をおこな セ吼ユ秀斜杢1奇奇唱入構'芒qス刊

っており、歌仔冊を出版販売してい 叫・1量フ叫ス1・躯1司剋時世判金

るが、ほかの出版所はすでに閉店し 苛叫7カ日｝酬含を梶酪秩p州古｝ユ銀

て、もう歌仔冊を出版してはいな 立しト，叫忌巻平｝杢セ。回洲召古町

い。 01ロ1冴ス國暑巻垂糾ス1｛装セ叫. 
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〔脚本〕 ［Hg

1. 「螂二二東海」 (一) (二) 1. 叫ε｝7｝暑司暑入1u輸711 Q｝i］｝一(1)(2)

(一)aStFE出生

【七二調】

李二二二三塘關・

學了仙磨蘭｢完全・

度厄煤絡ﾋ去下凡・

去封虚血把守關・

二二師父度二二・

學了仙磨洛ﾜ行符・

也會騰雲和駕霧・

二二學得全身躯・

(漢訳)山口大学堰欄激Aジア研究科

(和訳)山口大学人文学部

(校正)山口大学大学堰欄激Aジア研究科

(韓訳)山口文化福祉大学

(一)「g二二」の誕生

李靖は陳三関に住む・

仙術学んでまだ成らず・

度厄の命で世に下りて・

紺王防いで関まもる・

二二の師たる度厄は・

五行の符を学びとり・

雲や霧もあやつって・

武芸百般身につけた。

喩
波
記
相

珊
美
泰
文

王
離
李

(1)叫叫q唐層

。困｛1剤望宅｝(al人圖，

旭金書日“♀叫。伺yス｝叫，

三山qPtas OIPt｝jZ.  t個斗，

27Q｝書叫6囚茎毘暑xlヲ1司. 

・困到ム会剋三酬芒，

閉門早暑日号糾(『，

子暑。1叫？｝7“三早司エ，

早ql組月｝音暑州q畷司. 

二二鎮守二二鎮・

他妻叫下段夫人・

二時正好有身孕・

邨咤投面上自身・

李靖は関の総鎮で・

その妻たるは股夫人・

この時赤子を身ごもって・

刀履Bは母の身に宿る・

。困｛｝宅提菩冷司，

ユq刃ゼ芒叶叫早剋，

ユ明。レ1暑7圃，

t｝三三司ロ1暑州(誹引戴司

【江湖調】

aSvE二二欲出世・

他是玉二二二見・

三時夫人三二胎・

三年六月オ生伊・

邨託坐胎三年半・

他母煩悩掛心肝・

出世落地真好看・

一穎丁丁像卵蛋・

生まれんとする卍巴は・

玉帝に仕える霊三児で・

このとき夫人は懐妊し・

三年六月で生みおとす・

三年半の懐胎に・

母の心配限りなく・

生まれてみれば美しい・

たまごのような肉の球・

司明せ丹ε｝セ，

舎刈暑梶落Oモ(ぱ雫叫呈，

ユ圃早皇1芒望旭言団，

3遇6フ“翅州Ysuqvil，

3殖月國望旭(91

司器皿z困を01叡エ，

llu olし｝St目。陪τト忌，

望な斗三壱｛｝＆子. 
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一穎肉球真是美・

無脚會行真可愛・

を苛司. 

不知即興或亭亭・

李靖畢創將剖開・

均整とれた肉の球・

脚も無いのによく歩む、

おのれ鬼か妖怪かと・

李靖は剣で切らんとす・

量碧を看重1号F，

叫司王叡セ1荊を王君司，

嘘吐01iilくユ。博豆コ1叶6｝Oj，

o困01石ユ呈圃司エ古圃. 

鄭託出世賑賑行・

肉球裏面在慮聲・

剖開一高小高子・

李靖懐疑是妖精。

感温落地心虜胞・

剖開一個小男弦・

徳山寳貝楚真好・

一條温光透天曹・

心証生まれてすぐ歩き・

二二の中から返事あり・

球切り裂けば子供が出・

李靖は化け物と怪しんだ・

二二落ちて転がって・

中から子供が現れた・

二つの宝はすばらしく・

光はとどく天宮に。

し｝ε｝モ司嫡叫音月｝■エ，

号干舎・ll Al朗官三計(月，

号・暑 ;奥◎1 ス｝旦1」n o｝ol 7｝ L｝斗，

o困｛｝三列u1ヨ｝ユqo團戴司. 

舎干舌司望国項，

舎6個6回7｝L｝E｝｝xkvll，

早7“91見号芒唄刃51，

喫・9母戴同1四号(潮. 

【都馬調】

肉球心包高子身・

中央一條細面藤・

雨乱費三品裡面・

玉上賞賜事是真・

刀履B出世就會走・

也會講話真訟訴・

一條紅綾折三折・

温品出品局温温・

一個金籏恨精巧・

起耐力在八卦櫨・

神兵神將為保護・

元始天尊賜金籏・

李靖生出梛託子・

一半歓喜一半驚・

同地引過三天正・

太乙真人來命名・

二二子供の身を包み・

真中に一本“二五鰻”・

二つの宝は中にあり・

まさに玉帝の贈り物・

鄭托はすぐに歩き出し・

話す言葉もまた巧み・

紅の綾を三つ折りし・

それを局にかけていた。

金のたがは精巧で・

まず八卦炉で焼き・

神兵神将これ守る・

元始天尊の贈り物・

李靖は刀履Mの姿見て・

喜ぶやら又驚くやら・

生まれて丁度三日目に・

太乙真人名を付ける・

四千叫。回号音'舛エ，

重｝薯￥｝州を二丁芒旭号叫早，

早7閥且暑芒9｝州叙立月，

毬昆・卑刈9旭暑. 

9E｝ゼ音UJ■フ1λ1 7」｝・ti”，

01 ot71 tl・11 vSE…iE旦旦司，

喜門司豆音刈モ｝阿片智明，

ユ凌含司凋州を刻エ戴銀司. 

君司モ…苓皿苛α1，

♀組豊翔昆州刈干♀1，

AJ eg AJを0屠xlヲ1州，

廻λ1冠芒冒ΩレLl号. 

o困｛｝L｝ε｝潮E合含見司，

フ1荘司叶邊xl王巷司6ト響xl. 

司(粧図N人陪瑚せ州，

e197J oJ ol o悟音勾銀圃. 
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【都馬尾】

太乙真人要設磨浴E

aSn E算是有縁扮，

盤面師父太乙仙・

他出太乙面面縁・

血温武出域設磨浴E

七歳咳子真属害・

乾元山頂金光洞・

那是太乙的重出・

十二門人倣血統・

翁面徒弟縷開通・

q那ロ毛大兄名金咤・

木［｝E二丁第二名・

三個都是李靖子・

emtFE第一有名聲・

(二)大蘭東海

【江湖調】

同那咤住在陳塘府・

因為太熱洗身躯・

二二東海丁丁事・

好個玉帝婁賓珠・

太乙真人は術つかい・

aSll£は彼と縁があり・

師匠と弟子の間がら・

太乙仙と縁があり・

卿毛に武芸を教えれば・

七歳にして無双の腕前・

乾元山頂なる金光洞・

そこに太乙仙は住み・

十二の門人助手務め・

弟子を集めて教授する・

卿毛の長兄金iiEと言い・

木iiEが二番目に生まれ・

三人みんな李靖の子・

一番有名なのが鄭咤・

闘音剤剋芒ロ｝f八｝y，

叫叫ヒユ斗q望・1戴司，

とt二三ス図《｝。1己｝，

闘音旭斗勉《巨・10A(8，

叫叫(湖1早(al暑フ｝9丁目，

望晋磐(弔早磐q二二. 

d2」杢｝恕q二身暑暑，

1フ回1闘暑旭01磐エ，

望二三q三千フ｝司司，

刈ス陪EO｝フ｝旦閃司. 

叫E｝釧梶藍ﾉ9E｝ヨ｝苛エ，

昇叫フ｝早PtL dl呈司(沸叫，

Ml・9呈早・困qス囚，

Al og舎噌電｝刈L｝叫. 

(二)大いに東海をさわがす (2)ヨAl暑司暑λ1五唱剋叫

陳塘府に住む同那ロ毛は・

暑さ避けて水浴びに・

東海に出て騒がした・

天帝様の霊ある宝珠・

剤暑観(引入｝セ叫叫ゼ，

司望潮男物｛｝刻誤立司，

暑司呈叫斗入1ユ昭司司

冠刈瑠潮(口秩?1引芒見手

【状心証】

刀来齧ﾑ去到東海港・

血塗落水水愛心・

魚油水兵都驚慌・

害死兵馬敷萬人・

邨面面到東海邊・

走到東海沖融綾・

温血水兵全部死・

他把温酒倣手巾・

刀卵�ﾍ東の海に行き・

紅ぎぬ水を赤く染め・

魚類はみんな大慌て・

兵隊数万みな死んだ・

油画は東の海に行き・

海で紅ぎぬ洗ったら・

魚類は全て死滅した・

タオル洗っただけなのに・

叫叫三二司二三三二7｝，

菩三日1モ｝直音豊尋州暑暑明，

信義モ呈早ヨ11な身，

囎香牛R｝呈早奇気司1. 

t｝叫と暑胡三三フ｝，

叫1斗・ll Aa三州日田叫目，

◎1昇三里. 早λ｝噛suv11. 

牛君＆二刀｛｝讐｝二日1. 
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騒那ロ毛賓綾悼落海・

海底的水涼起來・

龍宮果然不安穏・

真像山頂臆髄風。

海底降水沸騰液・

白蝦水兵煤雷�I・

伯是龍王厄運臨・

就領兵馬出來巡・

紅ぎぬ海に浸したら・

海の水が湧き起こり・

竜宮城は揺れうごき・

山から台風吹いたよう・

海の水が湧き起こり・

魚類は恐れおののいて・

王に悪運来たるかと・

兵馬を率いて巡氏翌ｷ・

菩棚1モ｝叫叫司曾ユ月，

叫臭暑。1器司書ヨ｝，

・8号層芒！i1喜号司エ，

杢｝(引刈司署｛妾凌壱Lll. 

叫臭暑。1器司金e｝. 

司昇セ早…身♀｝望司. 

讐(湘1叶｛｝芒喫。1古宅，

思叫暑。階エ金を苛司. 

恥毛賓綾一下拡・

魚蝦半里浮上水・

被人採去吃恥曝・

龍王鮎兵出里下・

aSE Eが紅ぎぬ海に入れ・

魚類は死んで浮上して・

人の胃袋満たしたため・

竜王あわてて偵氏翌ｷ・

石｝叫フ｝喜日博廿｝qOj1專皇目，

明昇暑引明旧号斜呈陰険｝司，

oJ Z｝音曽筈ヌ］＆フ回，

甚ミ｝な身苛αlsa aj s｝vll. 

“惇！”       「ふむ！」

龍王就叫水夜叉:   竜王すぐに夜叉を呼ぶ・

 “夜叉過來！”    「夜叉・これへ！」

“赫！來了！”    「はっ・御前に・」

“龍王！有田麿粉附？” 「竜王様・何か御用で？」

“去看水面荘園様・  「海面を見て参れ・

魚蝦水兵死日那磨多！  魚類が大勢なぜ死んだか？

到底水面上弄甚麿事・ 海面で何が起こったか？」

給車掌來・！”     捕まえて参れ・」

“遵旨！”      「かしこまりました・」

 “菩！”

 暑讐暑。｝ヌ陪早喜叫. 

 “o｝ヌト。憐露呈！”

 “唱，富国呈！”

 “顧｝唱，￥t望呈？”

 “司里含暑。ト見エ斗叫，

司昇フ｝朝朗司喜。1舜戴L｝？

司堪(9｝Al￥金og。1望(判獄と叶？

 “を望6視張u｝”

 “を望鍛入｝音日亡ド'

夜叉要落水面上・

即時走出他的水晶宮・

來到水面・“糟了！”

磁到輕那咤咳子性・

見面被掌賜又槌・

夜叉は海面へと向かい・

ただちに竜宮あとにして・

海面みるなり「失敗した！」

無邪気な刀履Bが見つけると・

いきなり捕らえて蹴りこづく・

・トヌ｝モ…司望金枝司，

尋入1暑7含斜jZ古｝セ日1，

司里島山ス｝叫ス｝“裡弓長叫！”

組剤を叫石｝暑昆エモ，

暑q看。囚升ユ司川フ1暑刻司

夜叉被他痛打一下・

一時鱗不開骨脱臼・

走回龍宮去討救命・

龍王荘園オ鴫野・

夜叉は痛打をあびたため・

逃れきれずにホネはずれ・

逃げて救いを求めるや・

竜王知っておどろいた・

。｝ヌトセ9厘｛lR｝1gy，

三差三遍刻エ明フ｝暑司叫，

王陰刻司干2」｛｝恕苛ゼ刃ヨ｝，

暑♀｝。1望エ巻tavll. 
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咬！悪逆畜牲！

真是可悩！來人ng ！

龍王就叫三太子・

去捌那ll毛來磨成灰・

大網敢闇噌水府・

即時甲兵銀他門・

「おのれ・性悪め！

腹が立つ！誰かある！」

竜王は三太子をすぐに呼び・

刀卵��ﾆらえて微塵に致せ・

水府を騒がす不将な者じゃ・

兵を率いて彼奴とたたかえ・

“司ol告，エ01重｝告！

糾フト叫司！1｝叡とし肩”

暑遅脈曾闘ス陪奇λ1暑司，

司書同感790｝フ｝早y司，

牛・早筆λ1皿当鉦セエ‘～｝告，

男香告ol晋ユユ告暑書斜. 

太子随時就旭町・

門下呼量倣先鋒・

熟魚展下刷的野猛・

蛙殻罪旧殻雨月・

太子はすぐに兵を整えて・

カメは勇敢なれば先鋒に・

サメは猛威をあらわして・

鴬賀は二枚のカラが堅い・

 司ス｝セ否入1n聞香9声望，

 等号。1セ甚そ｝6｝日月早(81，

 な網場咽♀褄｝叫叫声エ，

叫曽芒01ロ胴1年三01曾梶落i. 

【江湖調1

烏賊展平等放狼煙・

河豚展現弛會鼓風・

鰹貝一尾煤嵐|管・

鯨魚就倣総兵王・

イカは円円をあげられる・

フグは太鼓で士気たかめ・

マテガイは尾を竹管とし・

クジラはまさしく総大将・

暑皇子司モ甚s群書司エ，

昇司セ号平平朴フ1蓋。1エ

明王川ミ…Li Ot暑ζ謹｝コ. 呈，

エ司セ組碧誉閉を. 

【南光調】

白魚小円臼煤乱瘁E

龍門出戦奉金叉・

嫡蟹罪牝手脚好・

人人用走弛用爬・

カワヒラ白い腹を持ち・

イセエビ金の刺股あり・

カニは器用な手足あり・

人は歩くがカニは這う・

咽司唄フト舜。1司エ，

司苛ゼ号砲妥・回フ｝壱・1，

11セスn2F■芒岸壁開炉日，

oJそ｝芒■セr3)州セフ圖. 

海丁丁一箇大鳥類・

就是等魚最害伯・

物魚町是最軟弱・

染病就死屍満地・

アホウドリは大型の鳥・

饒魚が一番恐れるもの・

物魚は最も軟弱であり・

病に罹ると大量に死ぬ・

杢1起音”険λ“ゼ～『τ｝〈｝λ“，

且(判州芦刈望早司｛｝凌，

号(『巴町望djLΩ｝6｝L:1，

男ol L｝唱tn開立呈判司. 

【理念仔】

比目魚第一箇無能魚・

出門不敢去戦勢・

悪運撞倒鄭成功・

身躯被他吃一半。

ヒラメは役に立たぬ奴・

戦が恐くてあとずさり・

運なく鄭成功と出会い・

身体の半分食べられた・

眉刈多頭立国モ告，

舛苦01早司斜路を音召，

を叡(→陰徳陰唄叶匹司直，

音くユqQ｝｛｝智6凹Ulvll，

198



創旗魚鳴唇穿透甲鎭・

水針臓金鎗第一長・

飛魚展現物飛恨遠・

海難一培煤酪�ﾄ。

の鎗り緩は嚇で鎧を穿ち・

サヨリは長い槍を持つ・

トビウオ遠くまで飛べ・

クラゲはまるで蒸籠だ・

暑な(a手号01呈春昊薯エ

暑ロ1司モLl尋書7図ユ，

せ刻セ望司刀｝xlせ。｝叫，

司叫司セ叫無智叫子月評. 

鰹魚第一箇肥大魚・

生性惜命伯州殺・

又是肥大又佑海・

太子不 粘関聯・

カツオは図体大きくて・

生まれながらの臆病者・

肥大で海の場所ふさぎ・

太子は招集したがらず・

フト叫碧。1セ望肉梶来�?C

司(→L｝剋ノ『早日右図901. 

毫毛苛明叫叫斜を杢叫フ1，

司ス｝i杢召告浩浩蕗。ト. 

黒鮪魚尤其大身燈・

生性好動又事理・

遡源這類最筆癖・

準準朋友無半個。

スマは図体でっかくて・

暴れん坊のいくさ好き・

海一番のつむじまがり・

誰もつきあう者はない・

ム叫セ 望刻刻刈，

廿尋碧。1呈外書碧。1，

叫τ｝刈望潮里廿告，

o｝早三杢｝司9｝6｝vl｝. 

海鰻第一個最遅緩・

一天吃飽装軟軟・

被津軽住不浮孔・

通海就是這類計装優・

ハモは一番のんきもの・

一日食って寝てばかり・

捕らえられてもがかず・

海随一のおとぼけぶり・

狽そ回セ刈‘翌斜叶組フト昆，

芒奢望q(輔コ杢｝マ｝ス｝コ. ，

所感司三唱司号三9｝ヌ1ゼ，

書落刈望フ｝モ古記望01. 

【江湖調】

還有一種海蝉螂・

通海田類最頑皮・

飛管走壁馬上到・

走時水面練網頭。

まだ海蝉螂が後にいて・

海一番のわんぱくもの・

身軽にどこでも現れて・

水面で拳磨翌�m古する・

o團司な菅。1畏組州刈刈，

旧｝じ｝刈望7トゼ7“子79 ol，

暑7｝甚司。洞モ｝t柞｝叫組，

普雷l(弔刈r望唱｛｝喜q糾司. 

海黒確實無能魚・

出門夫妻都相帯路・

一旦去静定照降隻死・

被人抵到倣水輪。

カブトガニこそ無能魚・

外に出れば夫婦が一緒・

死ぬ細いつも二人して・

捕まりゃ柄杓の材料だ・

早干刈。隠呈早号を(刈薔，

鼎沸三痔皇梶卵¢￥去｣｝，

舜書u調SJ替暑01壱。1，

看銀音梶絡?X｝91刈豆. 

粗皮厚殻是石降・

雨穎同勢紅紅紅・

看人手脚梢微振動・

粗い皮厚い殻は石降で・

二つの目玉は真っ赤つか・

人の手脚が振動すれば・

円租sil早早外岳省召斜司な，

 早川q心心01λ凋豊川刈，

 OJ Z｝9翻し｝心組暑言杷，
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伯死鎭進石頭縫・ 怖くて岩にもぐり込む・ 早刈♀1叫斜λ胴1含・判司司q1. 

烏喉伯有畿聲鼓・

吃得全身黒戚戚・

鴉月敢吃下肚子・

喉嘘黒又到朶願・

烏喉は太鼓を持つ者か・

食べて全身まっくろけ・

さては再発を飲んだのか・

喉から願まで黒ずんだ・

η｝叫iil号芒薯暑暑告剋升，

Pt aPtL遭忍・1λ刊刀圃刈，

判司6囲｛｝q無鉤，

昇(alン『自刀｝x］■早司司，

苦飼第一個無能魚・

太子算他半払丁・

減尊母海會成群・

真像北國的俄羅斯兵・

苦呵は全く役立たず・

一人前には扱われず・

呼べば海中群れを成し・

まるで北国のロシア兵・

エ言｝転売豊筈ERII…告，

暑エフlt聰王制梶翼G，

早旦堪叫臭舎含uifi xl ol i ｝La

叫肉号尋叫己｝司入1。博香. 

白魚為人最愛美・

吃得一身侭肥肥・

上司命今梢微騰・

緊張櫛占満面垂・

姑魚は天性きれい好き・

食べて身体は肥え太り・

命令あればすぐに来て・

緊張のあまり満面の涙・

ユ明モ自転・1有用吾，

q(咽暑(弔せ・1音e｝，

唱…蓼川司唱尋λい糎;

7ul x6LV L凶刃R｝望(引ゼ暑

烏魚面前善跳躍・

蕉魚真像朝茶錬・

紅魚一尾野老鷹・

海参一興業香蕉・

イカは目前よく跳ねて・

サメはまるで鋤の金具・

エイは鳥なら鷹に似て・

ナマコはバナナのよう。

号皇碧(月b昇迅(弔を項ヱ

な(壮…叫ヌ1フト司斜斜を剤

藩屏ヒλ“ぞ(Al・1暑馨エ，

司杢｝・9叫L｝L｝を司. 

蘇張倣了巡還官・

通海這金戟覧L能・

曝書真是伯人出・

一邊殻依罪石頭山・

タイは海の巡遷となり・

頭がいい事この上なし、

九孔はすごく人見知り・

殻を岩山に貼りつける・

三司セ叫じ｝q金高電q(『，

土嚢季フ1輻射巴邊凌叡エ，

七子極言｝暑λ1フ団，

省崔｝暑杢｝ol｝暑。圖. 

【台北調】

鰻魚寺運総督官・

獅魚恵那個江湖壷中・

無風倣台割卦相士・

通海這類最凶猛・

二べは総督官を拝命して・

白魚は江湖の医者となり・

マナガツオ占い師となり・

海ではこれらはならず者・

剋(導ゼ奢昇宅｝｛｝旧閥き団，

人差セを立qSi1 A｝フ｝月エ，

7｝t＝十n理 01 二道茎璽 olフ｝ 工司Oj，

叫叫司ユ暑金暑馨剛. 

馬頭魚勇猛野土將軍・

龍占魚善游泳倣総巡・

馬頭魚は勇猛で将軍となり・ 叫雪明暑召書刈をテ。1月エ

竜占魚は泳げて総評となる・ 三層(→司望を祠壷金を. 

200



花腹鯖藍圓参去議論・  サバと蘭円参とは議論して・ ユ号司斗壮梶酪窓燗樔渇ﾕ司，

議論竹鰹干來撲船・  マテ貝の竿で船こげと言う・畏王7閥看司呈剛刈立叫古個1，

第一無能狗母魚・

假装一尾軟弱魚・

鰍魚算來最雑色・

也有黒紅斑鮎魚・

狗母魚はいちばん役立たず・

わざと軟弱魚のふりをする、

ケツギョはいちばん雑色で・

赤黒まだらの種類まである・

干呈(弓セAl oa讐司叡セ告，

os早漏q聾を刈党｝τ｝. 

君臨ゼ刈望q峯囚皇昆

司菩四望号召斜暑昇刀図oA vll

鰻魚就倣了総督官・

賓刀魚倣江湖郎中・

銀娼就是倣丞相士・

寄生蟹行路舶舶響・

二べは総督官を拝命し・

獅魚は江湖の医者となり・

マナガツオ占い師となり・

ヤドカリ歩けば音たてる・

望明セ奢暑￥｝含日腿梶雷ｩ

λ回セな立9到朴フ｝判エ

7｝じ｝…撃『相 ng ol 7｝月51

杢叫湘壱皇望杢司7ト痔珊

【江湖調】

第一好臣大目孔・

十分之三軍龍王・

無影無躍蹴滲講・

太子派他領先鋒・

いちばんの妊臣は大目玉魚・

聞きかじりを竜王に奏上し・

でたらめばかり取り混ぜる・

太子は彼を先鋒として送る・

刈望到社忍芒讐噛苦セエフ1

期そ｝9｝刻司厨暑皇｝捌。国(判

日野日工モ…肩下｝巻明寺司

司ストセユ暑Ad号2」2見t閥. 

赤鯨住在上外海・

住在龍王水晶宮・

奉著上司的命今・

身穿紅襖出封亭。

赤鯨の住居は海の外・

竜宮城に住んでいる・

上司の命今たてまつり・

赤装束まとって出陣だ・

司尋q手円ゼ醤トτ回鼎，

功過層(¶磐エOA司，

なλ回噌三和暑(沸，

司潮面昇ヌ団(召エ蒼7J olτ｝. 

海韓毎日冒失鬼・

牝住龍王宮殿下・

上司愚母一到來・

開顕相似被火焼。

ナマズは毎日あわて者・

竜宮城のしたに住み・

上司の命帯下ったら・

火事のように大慌て・

Pt1フ1モせ叫τ｝望…碧碧。1，

暑号層望州磐司

なλ回Pta。用司遇

暑01廿昊。1ヨ刈牙身. 

2. 王玉川「勧孝歌」 (前半部)

(整理)具

(和訳)阿部

(旧訳)李

禎
気
相

國
泰
文
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第一父母是著敬重・

像不通不孝無天良・

親はしっかり敬うこと・

不孝はおおきな罪悪だ・

早呈セ碧1割香層曾裂，

暑立ゼAqil｝司叫。同司. 

父母例愛子若寳貝哩・  親にとって子はたから・

彼老母著愛給kui・kui・ 母の愛はこのうえなし・

・1FS！. ot1 A｝OAIolス困芒見暑，

司司月λ博｛｝司量t｝♀1叡ユ. 

損損損蹄腹肚十個月・

有人順月母身猶得倣・

こどもを抱えて十ヶ月・

それから先も大しごと・

。レ陪7困刈107魍，

ユ司エユ早州三〇2。11So｝. 

若樹生産猶有大問題・

生若洲過手締難酒芳・

若生無過手換六塊板・

出産すること大しごと・

出産できればおご馳走・

できなきゃ命と引換だ・

春望｝梶莱､芒望剋司，

蒼杢｝金を金字剤奈層室｝，

ユ望xl蕗立遇胡噌斗q旦書. 

朱黒父母的恩情非常重・ 父母の恩こそ重いもの・

像不通去杵逆著序大人。 父母の言には逆らうな・

粛呈斜｛｝司・障呈早円｛｝漠，

早呈有畜(明セ刻9刻巴突. 

講到父母哩按咤例帽子・

按咤含僥冶清來共子晟・

坐具伊都惜語末・

不甘馬子例些些聲・

父母はこんなに子を愛し・

やけどさせず食べさせる・

子供を一番かわいがり・

子供が帰けばたえられぬ・

早呈セ・博刈三ス帳入博州，

vl)苦rp｝王碧司・ul曽含uil o｝ Ll｝. 

ス囚音午十nq調司斜司・エ，

ス囚・1音望od週早ol. 

若較無間面様也著抱・

不甘乎子例土脚趙・

若立答辛棒真好・

辛苦病痛父母心著糟・

暇が無くても子供抱き・

子供が歩けばまた心配、

厄介ないといいことだが・

病気になれば落ち着かぬ・

取｝・1叡朝王ス面舵エ，

ス個。1壱Pt1斜遇王z帽，

■吉富02勉憩フ1遇奪立屯梶浴C

閤。1t｝遇碧糾古擢昊6｝vll. 

彼個辛苦病痛真重要・

時時刻刻撹量子抱柄稠・

父母的苦心是用不少・

驚寒驚熱就是驚子栂・

子供の病気が気がかりで・

子供をあやして休み無し、

父母の苦労ははかれない、

寒いか暑いか食べものか。

ス団団閤。1z困と司斜，

ス囚音望旦と叫望λ調三叡・1，

早耳到エ碧芒司。｝望牛St vJl，

4♀ヰロ♀叶早｝芒q銀叶，

為子開鏡無制限・

非常辛苦置例養子難・

子供のために銭惜しまず、

育てる苦労も並じゃない・

ス圏斜剛冠芒三・圃刈ogエ，

フ1暑剛エ想王見筈01e｝L｝. 

無論好薄墨散赤・ お金があっても貧乏でも・ 芒ol叙(刈Eフト蓄財三，
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若一寡好物倹乎子食・ いい物あれば食べさせる・ 手・9書司蚊立唱ス囚q。1vll. 

若飼到大人心熟愛野・

大人熟不認母共多埃，

像不通濟子來餓死琶・

濟個新婦講來磨大家・

成長すると心が変わり・

母も父もかえりみぬ、

子供助けて父を棄て・

妻を助けて母責める・

ス｝qqN・陪・・1遇胡，

呈剤三菱組三江tixl蓄司，

ス困項目暑エ早鎚音司司，

oド臼項暑司呈組干喫司. 

若有人孤子呼較欠鋏・  子供が何か欲しければ・

若欲食一頓去祷底khoe・ 食べ物すぐに工面する・

ス困。1週7トqエ翌τ樋，

告剤暑音晋唐叫起糾司. 

父母上子虚血三無議論，

子忌到大人・

講兄弟仔飼父母按急講・

彼兄弟語用土留・

父母の子育て条件なし，

子供が成長すると・

兄弟互いに相談し・

順番決めて養うことに・

早呈Wス囚ヲ陪早王迅，

ス四。1嶺｝古偲，

閣刈刈富盛｝6｝dj，

金山暑;§両三。＆司16ト孟口. 

聴講去倣兵縛來呼！

父母按1尼辛辛苦苦

二二去随會仔・

二二招一塊二二

二二給伊子妻某本・

抑若死照雨仙鏡事例・

死押下仙鏡仔相町分・

索話父母山子無論飯・

抑若子到凶漢例

飼父仔母按咤不据當，

抑若乎伊食盛

就那例給伊敷頓。

徴兵終わって帰宅すれば・

父母はとても苦労して

子供のために互助会で・

いくらかのお金を借りて

こどもに嫁を嬰らせる・

もし死んで遺産があれば・

遺産をめぐって奪い合い・

子供にご飯は欠かさぬが・

しかし子供が大きくなると

父母の扶養にこうも無責任・

子供に食事に呼ばれると・

食事の回数かぞえられる・

芦刈別言iilフ｝6｝Pt，

6回暑斜司な王司(梱，

望叫そ｝q寸書望司

ス囚(朝lo｝Wt暑受州を叫. 

マ｝聾人ト川州弁杢｝解糖旭，

弁明金号冴舛エ碧を迅. 

ス回pl q召」zxl og116｝叫，

ユ司L｝ス｝司。1叫叫旭

早E早磐剋。1司三早Pt OA，

スレ判刈剤人山暑高高7阻，

剤λ㍗唄牛rp｝xl租じ｝州. 

〔補説〕

『ナタ海を騒がす』説話について

山ロ大学大学堰欄激Aジア研究科 阿部 泰記
(和訳)山口大学人文科学研究科 岡村 和世
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1 はじめに

 『ナタ海を騒がす』説話は中国及び台湾において多くの人に知られており、子供でさえ

知っている物語である。しかし、原作の『封神演義』は中国の童話『刀濫ﾓ闇海』のストー

リーと異なる。ナタは原作の中では、自分が出生の時持ってきた宝物、紅綾「混点綾」で

九三河の水で体を洗い、思いがけず、その宝物は不思議な力を持ち、龍宮を揺り動かし、

下湯夜叉が彼を罵ると、彼は宝物の金の腕輪「乾坤圏」で夜叉をたたき殺し、龍王三太子

が彼を罵り、彼はまた三太子を殺し、龍の筋を取り出した。以後の説話文学作品、たとえ

ば二代の『封神門』、台湾の歌仔冊『曙那ロ毛闇東海歌』はすべてこのようなストーリーを上

演している。しかし、中国の童話は新しいストーリーを創造している。即ち、龍王をわざ

と雨を降らさず、生賛を要求する邪悪の神に変えている。筆者はこの文章の中で、ナタの

故事の展開を検討し、ナタの故事の起源と意義を論じる。

2 磨翌�轤髏_

  ナタはサンスクリット語のNalakuvaraまたはNalakubalaの中国語訳である。唐代仏

教の経典の中で「那羅鳩婆」、 「那ロ毛鳩伐羅」、 「那咤倶鉢羅」などと漢訳され、ある時

は「那ロ毛」と略称され、 「郷唾」の漢字を用いるのは、明代の通俗小説からである。彼は

毘沙門天王の太子で、仏教の護磨乱_である。彼は宝物「金剛杖」と「金剛棒」で悪人を打

ち殺す。自適の不空讃『北方毘沙門天王随軍護磨雷V軌』は次のように記述する。

臨時那ロ毛太子・手遠戟・以義眼見四方・臼乱言:……我護持佛磨浴E欲撮縛悪人・或起

不善之心・我壼夜守護國王大臣及百官僚・相與殺害打陵・煤乱･之輩者・我等那ロ毛以“金

剛杖”刺其眼及其心;若為比丘・比丘尼・優婆塞・優婆夷起不善之心及殺害心者・亦

以“金剛棒”打破頭・

3 骨肉を切る

 宋代以後、ナタが両親に自分の肉体を送ってから、本身が現れ、超人的な力を発揮する

伝説が現れた。たとえば南宋普済『五燈会元』巻二「西天東土磨化聖賢」では、

那唾太子析肉還母・恥骨転語・企画現本身・運大神力・為父母説磨浴E

 しかし、このナタ骨肉の伝説は、後世で生まれた故事である。明刊『三教源流四神大全』

巻七「那ロ毛太子」の中の解説では、彼が両親に肉体を返す原因は、彼と父との間で矛盾が

発生し、血縁を断絶したからである。彼は道教の神であり、李靖家の第三子に生まれ変わ

り、たった五日過ぎて、東海で体を洗い、龍王を殺し、また魔女石下下娘の息子を殺し、

父李靖から叱責され、肉を切り取って父に返した。釈迦は彼が妖怪変化を降ろすことがで

きるので、彼を復活させた後、変化無窮、妖怪を懲らしめる神にした。
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那［iE本是玉皇駕下大羅仙・身長六丈・首帯金輪・三頭九眼八腎・ロ吐青雲・足踏盤石・

手持磨覧･・大轍一聲・雲降雨從・乾坤櫟動・因世界多魔王・玉帝命降凡・以故托胎於

托塔天王李靖・母素知夫人生下長子軍EiE・次木U毛・帥三胎那ロ毛・生五日・化身浴於東

海・脚踏水晶殿・翻身上品高宮・龍王以踏殿故・二二二二・帥二七日・即能戦・殺九

來弓箭・射死石記紀娘之子・而石記興兵・引取論壇“降魔杵”・二二而鐵之・父以石

論義諸魔之領袖・怒其殺之以惹諸魔急心也・帥遂割高刻二二父・二二真弓求全二世尊

輪密旨・親受木長子三字・遂能大能小・透河入海・移星縛斗・三一聲・天頽地場;呵

一氣・金光面心;錦一聲・龍順虎從;槍一搬・乾旋坤轄;繍球去起・山崩海裂・

 また、宋代山鼠「那(iE」詩一首(『蘂招集』三雲巻一)には、ナタは愚かな狂人で仏も

父も拝さなかったと言っている。

北方天王有狂子・只知拝佛不拝父・佛知其愚難教語・寳塔今父左手墨・見來見佛頭輻

｛府・且與拝父略相似・

 小説『西遊記』第八十三回ではこの故事を発展させて、父を拝さない原因は、自分の肉

体をもともとの父に返したので、父とは血縁関係がないからである。彼は李天王に復讐し、

釈迦は李天王に宝塔を送り、彼らを和解させたと言っている。

後二二殺天王・報那別記之盤・天王無二・告求我三三來・煤利ﾒ以和為尚・賜他一座玲

瀧別品舎利子煤来ﾓ黄金山塔・那減上層層丁丁・艶艶光明・喚口那咤以佛為父・平野了冤

儘・所以穏為托塔李天王也・

4 道教の神

 小説『封神演義』第十二回に、ナタが異常出生する不思議な説話が創作された。彼が生

まれた時、李靖の夫人は妊娠して三年半になっても出産せず、道士が夫人は麟麟の子をと

りあげると言う夢を見た。彼はひとつの肉球から飛び出して来て、手に金の腕輪「乾坤圏」

を持ち、腹に「曇天綾」を巻いていた。

元配段氏・生瀬二子;長日金品・次三木ロ毛・股夫人三又懐乱三身・二二三年零六個月・

尚不生産・……當晩夜至三更・夫人睡;得正濃・夢見一道人・……道人日・“夫人快接

麟見”・……只見雨曇侍回暦忙詰紙・“敷老爺・夫人生下一個妖精來了・”……只見

房裡一團紅氣・満屋異香・有一肉毬・滴溜二二煤覧ﾖ・李二大驚・二二毬上一畳石欠去・

劃然有聲・分開肉毬・跳出一個小子二見來・満地紅光・二二傅粉・右手套一二錫・肚腹
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上團著一塊紅綾・金光射目・這位神聖下世・出在陳塘關・乃姜子牙先行官是也・婁珠

子化身・金錫是“乾坤圏”・紅綾名日“混天綾:”・此物乃是乾元山鎮金光洞之賓・

 この小説は道教の色彩が非常に濃く、もともとの故事に出現した釈迦はすでに現われず、

釈迦の代わりに現れたのは道教の太乙真人、すなわち李靖ナタ父子の間の矛盾を和解させ

たのは、太乙真人が頼んでやって来た経商道人である。

道人日量旬日・“像且脆下・我秘授像這一座金塔・万歳毛不服・像便三重国祭起・僥

他・明βロ毛在傍・只是暗暗叫苦・道人日・“明区ロ毛・伯｛父子從此和睦・久後倶Ck一一一・殿之臣・

輔佐明君・成其正果・再不言其前事・梛ロ毛・像回去罷・”ng511£見是煤絡氈E只得回乾元

轟轟了・……道人日・貧道乃是璽鷲山元畳洞燃燈道人是也・……道人原曲太乙真人請

到此間・磨明区咤之性以認油田情・心乱父子四人・肉身成聖・托塔天王乃李靖也・

 作品では道教の宝物はものすごいと書いている。ナタは道教の宝物「宿陣綾」を使って

体を洗い、東海龍王の水晶宮を動かし、 「乾坤圏」で巡回夜叉を殺した。

明β重日・“不妨・”脱了衣裳・塾主石上・把七尺“混天綾”放導水裡・越水高燥・不

知星河菅平湾河・乃東海ロ上・郷咤將此寳放在水中・曲水倶潮紅了・搦一梶・江河晃

動;揺一揺・乾坤白丁・那刀落蜻闡〟E不畳重水晶宮已晃動的謡言・……夜叉來面向湾

河一望・……大曲日・“融融子將甚麿作怪東西・把河水映紅・宮殿揺動・”虚説立頭

心猿・見水底一物・面煤覧葡�E髪雌紐砂・手持大占・梛ロ毛唐・“像那畜生・是個甚東

西・也説話・”夜叉大工・“吾奉主公丁丁塩海夜叉・急罵我是畜生・”分水一躍・跳

上岸來・望鄭旺頂上一斧壁來・agK［FE正赤身帖立・見夜叉來得勇猛・將身縣過・把右手

套的“乾坤圏”・望空中一一ge・此寳世系箆喬山玉繭宮所賜太乙真人鎮金光洞之物・夜

叉那裡鰹得起・那賓打飯下來・正副在夜叉頭上・只打的拶漿遜流・即死於岸上・

 彼が夜叉を殺したのは、宝物の神通力を用いることができたからである。李天王は問題

を引き起こすことを恐れて、彼の師太乙真人が彼を守り、逆に龍王が天命を知らず、物事

がわからないと批判した。

真人自重日・“錐然q那ロ毛無知・誤傷敷丙・這是天敷・舳敷壷錐是龍中之王・最密布雨

興雲・然上天垂象・豊得推為不知・以此一小事干漬天庭・真是不諸事禮・”忙叫・“鄭

ロ毛過來・像把衣裳解開・”真人以手指在郷咤前胸・董了一道符録・粉附口那ロ毛・“伽到

賓幽門・煤絡沐ｪ頭・事完後・庭回到陳塘關・與像父母説・若有事・還有師父・軽薄干

凝父母・像去罷・”
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5 ナタ海を騒がす

 「ナタ海を騒がす」説話については、現在最も古いものは上述の明の刊『三教源流捜神

大全』二七「二二太子」である。また元明の無名の作家『猛烈那ロ毛三変化』の第四折に「ナ

タは神のように威力は大きく、志気は激しく、怒った時海がわき川の水がひつくり返り、

気を悪くした時天が暗くなり地が薄暗くなる」を参考にできる。これはナタの神のような

力を表わしている。

 後になって独立してこの説話を歌い語る作品が現れた。それは台湾寸寸冊『q那ロ毛闇東海

歌』、 r李刀落ｶ抽龍筋歌』である。国宝級の俳優二二卿女史の説唱本『鄭咤闇東海』 (2

002、洪瑞珍旧注)は『明区ロ雷魚東海歌』に基づいて編集したものである。三冊の本の始

めは似ている。次のとおりである。

黄塗版《明堰莱ｪ東海歌》 竹林版《李郷叱抽龍筋歌》 楊秀卿《明堰莱ｪ東海》

李靖帯在臨画關

L學仙磨卵e未完

m恵叫伊三下凡

脂ﾁ憎憎伊憎憎

李靖帯在念慮官

L生血磨酪ｬ完全

m恵二二二士下凡

脂ﾁ十王伊霧關

李晶帯在陳塘上

L學仙最初未完

樗樗樗昼脂ｺ士

視､討二軍把關

 歌仔冊『明β上毛蘭東海歌』のひとつの特徴は、龍王三太子が出陣兵を数える部分で、多く

の種類の魚が登場する。次のとおりである。

《梛咤闇東海歌》 《李鄭高上龍筋歌》 《邨託闇東海歌》

太子随時去貼兵

ﾀ置好感倣頭前

ｹ急相打展二二

蜴迯ﾟ憎憎二平

太子随時冷血出

武ｸ好膿論陣前

ｹ魚相打展伊猛

樗酎抽k伊二平

太子随時山高兵

T精好漢山頭前

蝟蝟蝟蛹ﾋ伊猛

v子葬伊殻雨月

 ほかに小巻・蹄魚・鯉仔・海面・白魚・龍蝦・蝿仔・二二・水尖・飛烏・海提・海加走・

海校・恥毛・鰹仔・暗串・海鼠・許飼・海山・烏喉・脱塩・芋仔・大門・紡仔・海参・赤

潤浴E東鏡・角仔・大目孔など、非常に多くの魚が登場する。まさに一篇の「魚類賦」であ

る。台湾は海洋国家であるため、このような魚類賦が現れたと言うことができる。

 児童の読み物にもrq那ロ毛嗣海』説話がある。児童の教育を考慮して、その中の一部分を

改編している。台湾の『口那ロ毛闇東海』 (2006、風車図書出版社)は、李天王がナタ廟

をこわしてしまい、ナタが李天王と戦う部分が削除されている。
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 中国の童話『q那ロ毛閣海』 (2007、外語教育与研究出版社)などは、すべて東海龍王

を邪神に変え、庶民に生賛として男の子、女の子を出すように要求し、ナタは海辺で体を

洗い、龍宮を揺らし、龍王三太子と戦い、彼を殺すことに改めている。

 この童話が原作r封神演義』のストーリーを改編した原因は、児童が勇敢に邪悪に対抗

する思想を育てるためである。しかし、この改編はナタは護磨乱_であることに基づき、一

切の邪悪と戦うという伝統的な観念から生まれたものと言うことができる。元の雑劇r二

郎旧情撃茎魔鏡』では、邪堰落蛯ﾍ二郎神とナタに命じ、牛魔王と百目鬼を捕まえさせる。

明雑劇『猛烈那iiE三変化』では釈迦がナタに命じて焔魔山五鬼王と夜叉四魔女を捕まえさ

せる。京劇『aSll四聖海』 (京劇翠煙辞典20ページ)では龍の子は常に風と波を作り、旅

人を傷つけたため、ナタは激しく義憤し、すぐに海に入り龍の子を殺し、害を除く。

6 結び

 ナタは上代の仏教経典の中の毘沙門天王の太子で、仏教護磨乱_である。彼は宝物「金剛

杖」と「金剛棒」を用いて悪人を懲らしめる。宋代に肉体を両親に返し、仏教の神になり、

両親のために説磨翌ｷるという伝説が生まれた。またナタは父を拝さず、釈迦は父に宝塔を

渡し、ナタに仏を拝んで父となす伝説が生まれた。明代、『三教源流捜神大全』と小説『西

遊記』はこれらの伝説を飛躍的に発展させ、ナタが東海を騒がす伝説が生まれた。 r三教

源流捜神大全』では次のとおりである。玉皇は魔王を処罰するため、ナタに天王李靖家の

三番目の子に生まれ変わるように命じた。ナタは生まれて五日東海で体を洗い、龍王の水

晶殿を壊し、龍王を殺し、釈迦の弓で魔女石記の子を殺し、李天王の「降魔杵」で石記を

殺したが、父に叱責され、彼に自分の肉体を返し、釈迦は彼が化け物を取り除くことがで

きると考え、?翌ﾅ彼の骨肉、筋を作り、彼を復活させた。ナタは命を得て、神のような力

を使って妖怪を降伏させた。小説『西遊記』では次のとおりである。その後ナタは彼を自

殺を迫った父に復讐しようとし、釈迦は李天王に宝塔を送り、ナタに釈迦を父とし、恨み

を解いた。小説『封神演義』では、ナタの異常出生を描き、彼が生まれた時、母は三年間

彼をやどし、道士が置賜の子をとりあげると言う夢を見た。彼は手に金の腕輪「乾坤圏」

をし、腹に紅綾「混天綾」をまき、ひとつの肉球の中から飛び出してきた。この小説は道

教の色彩が濃く、ナタが東海を騒がす原因は、宝物「乾坤圏」と「混天綾」にあり、釈迦

に代わって太乙道人が現れた。その後の口唱文芸はすべて小説『封神演義』の内容を上演

している。台湾は海洋国家で、歌仔冊『明区風動嗣東海歌』は地方の特徴を持ち、龍王三太子

が兵を数えている様子を詳しく描き、まるで一篇の「魚類賦」のようである。児童の読み

物はナタを英雄的な人物とみなし、児童の教育を考慮して、ナタと李天王が矛盾を発生し

た部分を削除したり、龍王が生胆を求める悪者に改編したりしている。しかしナタはもと

もと邪を追い払う神で、元の雑劇、京劇ともに同様の説話を演じている。従って、後者の
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改編はある程度の道理がある。中国で発展したナタの説話が日本に伝わって来なかったの

は、どのような原因なのか、将来の研究課題とすることができる。

(参考文暦)

1. 薫登福く刀履M湖源〉(國立中山大堺清代軍術中心・新豊強子宮管理委員會主編《第一

  屈明区ロ毛學術研討會論文集》(新文豊出版野分有限公司・2003)

2. 陳琴南く壷例説唱的邨托愚説〉(同上)

3. 鄭阿財く佛教章典中的nSK［FE形象〉(同上)

4. 徐信義く論《鎖魔鏡》與《刀卵ﾁ三攣》雑劇〉(同上)

5. 洪明珍製作《楊秀卿台湾民謡捻歌・三二咤嗣東海》(台湾台語社・2002)

6.  《李鄭叱抽龍筋歌》(竹林選局・1989)

7. 王順隆整理《刀落ｶ關東海歌》(黄土活版所版)

8.  《邨咤岡東海》(風車緯書出版社・2006)

9.  《q那ロ日嗣海》(外語教學輿研究出版社・2007)

10. 《理那咤紅海》(四川出版集團・天地出版社・2007)

11. 《傳奇刀卵ﾁ》(北方婦女鬼童出版社・2006)

12. 《京劇一目妙典》(中置戯劇出版社・1989)

〔司会・解説・出演・補説者紹介〕

阿部 泰記  1949年生。山口大学大学堰欄激Aジア研究科教授。比較社会文化博士。中国

物語文学専攻。主著『包公伝説の形成と展開』 (汲古書堰浴A2004)、 「善書宣講における

勧善と娯楽」 (『南民国調論集』、東方書店、2007年)、 「聖浴乱骰uの歴史一果報故事の

付加」 (アジアの歴史と文化12巻、2008年)。

林仁呈宜蘭難事，1969年生。中正大飛砂國文學博士。現任國立中興大學中文系助理教

授。以歌謡、俗曲、説唱藝術、佛教文學、黒煙學為研究領域，著有《唐代浮土讃歌之形式

研究》、《翠煙佛教歌曲之研究》等葉書;並有〈敦煙本「五毫山曲子」的演藝探究〉、〈「三

島依」歌曲的初歩整合探究〉等二十絵篇論文。課絵關心属文推展工作，並幅有散文集《知

音》(宜蘭縣文化中心出版，一九九七)好襲感想，且有短論多篇刊載於《表演藝術》等報刊，

並協助宜蘭準率館從事地方佛教史考査工作，已完成報告二篇襲表於《宜蘭文献》。

楊秀卿 1934年出生於台北縣新店屈尺・台湾「國寳級」説唱藝人・4歳時因戚冒畿焼延誤就馨・

而導致隻眼失明・10歳時在養母庭習得説唱技藝・11歳就開始在茶櫻・酒家・廟口等地沿村走唱・

13歳在台北圓環一帯駐唱・打製了「□肉親仔」的名聲・其後榎津遊走各地的費藥商人・以精湛

的説浮輪藝吸引観賑聚集・22歳與楊再興先生認識・進而相懸・結婚・楊先生放棄原本修車的工
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作・與楊女士一起胞江湖・並以大廣弦為之伴奏・1969年民本電台開始廣播楊秀卿女士的説唱・

從1981年起・開始於汐止等地傳授「捻歌」的技藝・還受聴於行政堰藍ｶ化建設委員會的「民間劇

場」表演・同時也鷹遜到全台各地的文化中心以及各級學校演出・1988年楊秀卿女士前往美國巡

廻演出・1989年獲教育部頒民族藝術説唱薪傳漿…・2007年榮獲第十一届「國家文藝奨」音樂類的

最高榮轡奨章・

王玉川 1933年生，新竹市人。第二次世界大縞後，開始同坐李金宝學湘南管子弟三面俗稻

白字戯或九甲戯。十九歳開始拝師李新襲走江湖責藥，並和郭時日結婚，之後在内台歌仔戯

班演三花角色約七、八年之久，到了三十一一歳才出班(離開戯班)，夫妻二人＃泰豊製藥廠老閲

林泰崖為師學習藥理，並到虚演唱兼責藥:泰豊益壽丹(顧胃). 泰豊肚血丸(補血)，由於藥好、

唱捻倶佳，1968年起和陳美珠合作在電台及四虚責藥演出，断断績績約有二七年之久，其間

改學補鼎也有七、八年之久、整牽亡陣十一年，整孝女陣三年，整梅佳、梅閣歌仔戯團七、

八年，在勝珠歌劇團當頭手弦六、七年，新玉聲歌劇團二、三年，目前居住板橋市。

鄭美1948年生台北市人楊秀卿女士第三代弟子. 洪瑞珍捻歌團團員自幼喜愛傳統藝術

學習二胡. 月琴. 古箏等樂器 2000年、随楊秀卿女士於國家劇堰莱縁o。2005年、獲全國業鯨

黄鐘奨古箏濁奏第二名。台北市街頭藝人月琴弾唱項目審議通過。2007年、随團赴加＄大. 

美甘参加台商傳統週演出。常赴養老堰? 竪堰? 看守所等作公益性表演。

葉 文生 1951年生母台湾苗栗養母裡鎮。國環海洋大學電子工程系口業。長呼便器訓浴覧L

限公司経理、宏碁電拶公司経理、升普融融公司負責人、Asir阿舎養生館負翁人。眼厳峻瑞

珍老師學習月琴弾琴十翌年、洪瑞珍老師師承國首夏秀卿傳承月琴弾唱文化、亦從彦錦棟老

師學習大廣弦、老前輩王玉川，重美珠也大力指導獲益良多。2005年7月獲得台北市街頭道

人月琴弾唱表演類護照。台北市二十一世紀婦女會月琴弾唱班講師。多年來随洪瑞珍捻歌團

巡 台湾。

4.  晶晶資料

(1)山口三流子吉

〔解悦〕

美干山口鷺流狂言

   山口具立大学   稲田秀雄
(双舜)山口大学人文学部 根山 初

【山山和現状】
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  作力日本代表性的佳統戒刷之一，狂言是在十四世妃中叶，杁被称力“猿牙”的表演芝

木中， (与以戸粛的歌舞力中心的能牙)一起分化出来的。是以対・活力中心的喜刷。平成十

三年(2001)，朕合国教科文組銀杁定了能、狂言(均称能牙)力“世界元形遺声(人美口

述和非物本質声代表作)”。

  現在狂言有大宰、和泉二介流派，以前込有一一一AI流派単簡‘蜀流'。蟹流派是以鷺仁右

エ1］潤洛ｺ(1560～1650)力実馬上的祖先的流派，官幣介江戸明代，宮作力幕府宜属的流派

与奪単流一起享有吉事的規格，特別是作力蜀流本家甲声右エ白的口第家受到了狂言家掌1'1

人的待遇。

  可是，由干明治堆新的哉乱，明治28年(1895)本家断絶，作力取並流派的鷺流天井了。

然而現在，其乞木流派却在山口市怪事ト行演員，奇迩般地継承着。

  現存山口的鷺流，属臣事戸吋代以来被長州藩雇佃的狂言演員的流派。長州藩的狂吉掌

1'1人早来二大藏、鷺的二介流派。在江戸壁代末期，一般民力斥力大声早耳春日家、解明、

山本家，作力鷺流有江山家、山本家、島田家。

  山口早早之実早上的普卵c，是明治初期麩承春日家的第十代刷子人春日庄作 (荘作)。

根据戸口，文化14年(1817)庄作配力長州藩士佐々木三右エ『］的次子出生。不辻，根早就

有人指出，他出生遠回早天干地支有向題。

  根据近几年重新友現的資料，iA)ki庄作是文化13年(1816)出生是正碗的。与山口市国

史民俗資料坪網《狂言之絵》(画巻)一同装在箱里的，庄作崇箸需写的題力〈狂言絵入名

寄〉的目附最上，愚亭‘明治18年(1885)……七十歩'. 山口具立大学附属多土文学資料

中心牧藏的小舞集《葛城他》底賃上写有‘明治28年(1895)……八十翁'，与〈狂吉絵入

名寄〉的氾述相承。

  煤莱ﾊ以此記述，按準則倒着算，可以断定春日庄作出生在文化13年。根据他明治30年

(1897)三世的事実，也就中悦，其享年不是以前所悦的八十歩，而是八十二歩。男外，庄

作的墓地在山口市道場口前的本囹寺。

  壁流有本家仁右エロ派和分家佳右エロ派的二介流派，各自刷本和演出都不同。根国以

下的資料，我伯得知春日庄作的演技属劇中倍旧エロ派。

  首先，前面提到的小舞集《葛城他》中，氾泉了安政5年目1858)4月22日在鷺寛太郎

家接受了早口小舞之佑授中事。這賢所悦的肇寛太郎頓興第十代鷺佑右エロ，因此可以断定

庄作是単二右エ1'1派的演員。美学遠件事，近三年友現了新資料。

  新資料甲山口鷺流狂吉保存日藏春日庄作崇箸写平等吉脚本。脚本中氾景了嘉永7年(安

政元年)(1854)在諏坊高島藩領地内，庄作曽倣師夫鷺佑右エ肖的対手戒之事。那吋，己

与佑右エロ有師昇給系，所以，庄作当然那以前入1'1的野。

  因早馬治雄新的混乱，被長州藩震｛用的狂騰演員没落了。明治10年(1877)2月，庄作

也旧地春日早早，在厚狭郡善和村(現在的宇部市)難事衣並，明治18年(1885)出辻戸主

枳，変成平民戸籍。
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  同一年，庄作胸契前面提到的山口市坊史民俗資料棺藏《狂吉之絵》，一同牧:藏在一起

的〈狂言絵入名寄〉中写有“到山口去二十五日住一宿”。根据迭介妃述，可以得知他杁那

吋升始到山口来了教鯨狂言。但是，庄作来山口定居，佑汁是19年(1886)被趣清到野田神

社上梁典礼中，表演祭神侠式之能之香欄I事情了。以香浴C庄作教山口的夕卜行伯狂言，(同吋，

抄写神秤的脚本)回暦晩年。

  据悦在山口春日庄作的弟子有以豚児安太郎力首十数名。庄作与他的弟子逝世香浴C推考

衰微了岬山口鷺流是田口光三、野僧安太郎，以及吉見的弟子中西治郎等等。春日庄作墜下

来的山口肇流，可以悦四則中西与吉児的弟子河野晴臣(本名:三十)的尽力保持到現在。

特別中西治郎保管多科狂吉脚本(被称呼‘手附本')，一宜流佑到了今天，値得称賛。現

在，那些資料大部分保存在山口具立大学附属多野文学資料中心。

  昭和29年(1954)3月，結成了山口鷺流狂言保存会，同42年(1967)1月，山口鷺

流甲州時世定了山口具指定元形文化財第1号。以香浴C加屋野幸治、小林茱治、梶山亀久男、

安藤方声作平声木保持者参与了鷺流狂吉的魅承。

  其中，小林茱治受到了中西治郎的教子，是至今回刷了山口鷺流芝:木櫛引的有功母人，

現在他同門全力開戸千三伯的技芝。因此，平成12年(2000)10月，他作力文化財保炉磨洛ﾜ

十年陽平文化財干網功芳者接受了文部大臣表揚，平成15年(2003)，荻得了助五等双光旭

日章。

  男時，平成14年(2002)，接受了小林的教尋的米本文明(今天登台演出〈首引〉)被

重新杁定力野木保持者。

  保存会的成員現在迭到十多名，呈現出空前的盛況。保存会的主要活劫是毎周一次的佑

授会、在具内各地区的公演、在市内的小学、初級中学的狂言指尋等. 佳授会以技木保持者

小林、米本二人力中心毎周星期六傍晩在山口市9小路的山口故多佳承綜合中心挙行。

  毎年一次的定期公演(友表会)，作力成員友表的舞台，受到山口市民 没好季，定期

在山口具教育会御召升。

  平成9年(1997)，山口鷺流狂吉被文化庁逸力 ‘必須馬取i己景作成等措施的元形文化

財'。読了推避事並，組帯了鷺流狂言氾泉委員会，対干佳到山口的狂吉脚本、小舞集送行

了翻刻工作。平成13年(2001)3月，其成果作力山口市教育委員会友行的《山口順流狂吉

資料集成》得以出版。遠弔的出版和蜀流狂吉多年的麩承活劫被承杁，同年12月，磨乱ｭ大学

授三保存会〈催花奨〉。遠奨旨旨奨励奈京以外的地区対能弁的振X有量著貢献的介人或者

団体。等外行的狂吉団体当逸的，山口鷺流剣吉保存会是第一介。

  平成16年(2004)3月，在〈西京坊史槍」云〉上(於山口市情扱芸木中心)鷺流狂吉被

提起，銚承引仁右エ肖派演技同等渡壁流狂言研究会(新潟具佐渡市)和継承鷺流独自的演

出門戸〈半銭〉的高志狂言保存則(佐賀具神埼市)会集一堂，遊行了演出和寺題付課会。

之香浴C平成17年(2005)在佐賀，第二年(2006)在佐渡，挙行美干鷺流狂吉的集会，加深

了彼此的交流。

212



【美干演出市目】

〈首引(抜艀子)〉

  登場人物、与鎮西有塚的人、父鬼、姑娘鬼、鬼的来戚(数名)

  梗概，自称鎮西有塚的青年恰巧路近播磨国印南野，突然出現鬼。父鬼覚得他是好青年，

干是想辻姑娘鬼並立巨人，画面出姑娘鬼。姑娘鬼哉哉競競地挨近青年，青年的扇夙和咳噺

圷鉋了地，父鬼毎次安慰姑娘鬼。青年提出与姑娘鬼比率，煤莱ﾊ建干地軸被始自棄。姑娘鬼

答庄了，二人傲〈扱腕子〉、〈腿脚角力〉，全是姑娘鬼輸了。最香絡ﾝ彼此的失上系上蝿索倣く振

艀子〉的比審，父鬼叫出余多的来戚力姑娘鬼加油，但青年始終赴干仇勢。最香浴C青年在使足

了力『拉了鬼伯，在美鍵吋候松掠脾子上的縄索，使鬼伯像棋子一祥一介圧一介地倒了下去。

  自称〈領西有壕〉的青年，沿買被旧作領置八郎財源三朝的人物形象(現行和泉流自称

鎮西八郎小川)。以遠介自称力首，山口鷺流的脚本(春日庄作来箸写本)前半部分墨型藏

流的脚本非常相似。可是，在最香乱U脾子場面等号子声等，男好象旧卒照鷺佳右エロ派的形

式。

  雪鬼命令姑娘鬼倣腿骨角力吋，姑娘回答“比起腿脚角力我更喜炊交購”，遠辻父鬼椋

野失明。美干平句子等，右下右エf］派最古的脚本享保保教本(享保9年〔1724)以前完成)

増注“鷺埼大平近代都下右下悦”。碗実，保教本早期的宝坊名女川本(宝坊11年〔1761〕

左右完成)、常磐松文庫本(嘉永、安政〔1848～1859〕左右完成)，都看不児迭介〈交購云

云〉的台洞(有的鷺仁右エ1'1派脚本中存在)。在山口鷺流中残存着迭祥的台洞，実在有趣。

(参考文献)

墜下明多書〈鷺流狂言一考〉 (《山口具文化財》昭和62年3月)

樹下明妃〈鷺流狂言再考〉 (《山口具文化財》平成9年7月)

稲田秀雄〈山口鷺流〉 (国立能町堂特別汁剣公演小冊子《追尋鷺流狂言之譜系》平成12年

10月所収)

稲田秀雄〈山口鷺流帯留演〉(《新編日本古典文学全集月扱》69、平成12年12月)

小林 責〈山口鷺流之坊史与演技系統、現状、特性〉 (鷺流狂言記最作成委員会編《山口

鷺流狂吉資料集成》山口市教育委員会、平成13年所収)

〔脚本〕

〈抜:綿子〉(底本用山口具立大学藏中西本求欄幕ｶ言妃景作成委員会編《山口

豊流狂吉資料集成》，山口市教育委員会，2001〕)

(愚母)山口大学人文学部 根山 御

領西有稼今人(領西)
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父茉鬼(父鬼)

姑娘鬼(姑娘)

鬼的茉戚(茉戚)

領西、我鎮西有壕人是也。因力折松我在九州地方逗留了好久，那件事己圓満解決了，不問急

 祥我将返答都城。息之慢慢地走就行。 ‘故多唯忘'，遠句俗活悦得好。一旦真要回故多，

 真三門不自禁。都城的家属一定不知我的所在，他伯在一心紛望我的返回。悦遠悦那吋，

 己到了寛 三岡的原野。遠里是什広地方？ 遠里一定是播磨国印南野咀。岐，忽然要桐

 天k-L的祥子，天明下穿来且山凡作駒。遠祥的地方再也不能久呆了。急忙地走到村落附近。

父鬼1要吃了，要吃了，要吃了。

領西:下町，清一命，清下命。

父鬼門吃了。

槙西:清焼命。

父尉，唄，隈，隈，弥迭家門，這里是遠播磨国印南野，日暮之罪人也不走的地方。祢既然

 来了遠里，想必武木一定根出色咀。辻我杁柴一口吃捧弥。

領置:不，不，我的武甲不出色，只是求平筆救我的命。

父鬼什広？ 称想辻我救祢命？

鎮西:清元槍煤莱ｽ救我一命。

父門別幼！

領西・明白了。

父鬼、冴，那里子的甲介好青年。男外，我有一介姑娘，地込没吃迂人，我想辻姑娘鬼吃悼

 他。

父鬼:唄，隈，弥煤莱ﾊ下寺命，答庇町的要求喝？

領西1不平三四我都下庄。

父鬼、我有一Al姑娘，地込没吃迂人，我樽町堅甲堺町好喝？ 弥煤莱ﾊ不答1立，我現在蜥裂

 祢，一口咬碑称。弥答不答1立？

領西・平然念広也不救我一命，就辻小姐吃咀。

父鬼・什広？ 称答庇辻町姐吃。

鎮西，是了。

父鬼門来奇巧，那広現在我喚小駅出来，一一tw也別劫。

領西知道了，我一型也四劫。

父鬼・隈，唄，小姐在喝？ 喉，在野？

姑娘:唆，唆，父来，祢有什広子笹我。

父鬼門是別的，我喚祢出来，今町堅雪介好青年，再割四則琴唄採住了他。快去那迫吃他. 

姑娘，暁得。   口授
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姑娘・隈，隈，父茉，父来。

父鬼急広了？

姑娘3一看他就是介好青年，清救他一命咀。

父鬼、咬啄，正因力他是好青年，我オ想辻弥吃悼他。少庚活，快去吃。

姑娘:那好，我去吃。我杁来没吃辻活的人，清父茉給我咬砕咀。

父鬼、祢悦出那祥胆小的活，真不象我的女几。我代弥咬砕的活，就没有意又。快去吃，朴

 門門吃就行，杁螂里吃都行。

姑娘:那ム，我試着咬咬看。

父鬼1那好，快去吃。

姑娘、痔！痔！   芙泣

平門:唄，隈，女几平平了？

姑娘:他使門地打我。

父鬼1称悦他打子鳩喝？

姑娘:対。

父鬼多門可悪的家侠，隈，唄，隈，祢。

領西1什広？

父鬼・力何打我可受的女几？

領西・呵，罪因力我果奇這度，覚得根熱，扇凡的扇子可能磁上小耳。

平門＝弥悦弥扇夙了？

鎮西、是。

門門、那祥的活焼野祢。隈，唄，女几，剛オ他用扇子磁的像，平門柏，来9阿，快去好好地

 咬。

姑娘、暁得。

姑娘，咬明:！害伯，害柏，害伯。

父鬼咬啄！急広了？ 急広了？

姑娘:平戸凹地責各州了。

父鬼・多門邪悪的家秋。嘔，唄，力什広責各始？

槙西・我三四三姫，我近来有点彷夙咳漱，始可能害泊咳噺声。

父鬼門広，イホ咳漱了喝？

槙西是了。

父鬼、隈，隈，女JL，警急広那広友呆。他悦他咳漱了。邨有害柏咳噺的事的。来咽，快去

 狼門地咬。

姑娘、畳秩浴B

鎮西:唆，弥明:。

父鬼急撃了？
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槙西:俗活悦3 ‘鬼神無邪'，我芭能白白地辻小姐吃悼。我佃比奏什4～咀，煤莱ﾊ我輸了，

 小姐吃了我。煤莱ﾊ我荻姓，清救我一命。

父鬼・弥悦得対。比什広？

鎮西:板三子咀。

父鬼1割干子叫？

領西・是了。

父鬼，那当然是可能腔。来咀。

鎮西:不，不。煤莱ﾊ弥吃我，我与称争腔負，因力悦好了被小姐吃，所以与小姐争姓:負。

父尉・称悟得対。那広，我告垢女几。隈，隈，女几。

姑娘、有什広事？

父鬼、他悦白白地子小姐吃悼惜柾，所以要一争姓負，根据駐負，決定被吃込是不吃。我向

 比什広？ 他門扱腕子。弥去那迫振寄子。

姑娘:我不 意。

父鬼1力什広物？ 那不行，来咽，快去板腕子。

姑娘，暁得。痔！疹！

父鬼隈，唄，忽広了？ 急広野？

姑娘:他用堅硬的野Vl［住我的柔軟明手。疹！痔！

父鬼・休真辻人生代，隈，隈，遠介可悪的家伏。急広不洪理？

領西1像我剛オ我inLt的那祥，是排上命的比審，磁疾了是根正常的。

父鬼:遠平門什広？

領西・那広，腿脚角力咀。

父鬼:平田。隈，唄，女几，室隅開脚角力。

姑娘、比起腿脚角力今更喜旧交購。

父鬼，在父茉面前，梛能悦那祥的事。来咽，去那逸腿脚角力。

姑娘:暁得。痔！痔！

父鬼:隈，隈，忽広了？ 急広了？

姑娘、琶釜，平爪恥毛全的脚揺入我的柔軟的大腿，使効躇。痔！痔！

憎憎隈，唄，可悪的家門。急広不皆野？

領西像我剛オ我inLt的那祥，是排上命的比審，磁疹了是根正常的。

父鬼門香藍ﾊ磁三野。

鎮西暁得。

父鬼那広，遠野比什広？

甲西;遠舟板艀子咀。

父鬼1那有意思。哩，隈，女几，他悦遠次板艀1子。再去那迄扱膵子。

姑娘，是。
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父鬼＝来咽，将遠条縄索套在弥的艀子。

領西、暁得。

父鬼来咽，女几也將送条縄索套在艀子上。

姑娘:是。

父鬼拉。

鎮西噛嘲。

父鬼:糟了，称別使効地拉。女几一Al人急広也肚不了。我現在喚出巻属都助地，等一会几。

鎮西暁得。

父鬼隈，隈，来戚伯，来戚伯。

茉戚＝隈，隈，隈，吃悼他，吃掠他，隈，唄。

父鬼、隈，茉戚佃，我喚出称伯来，不是別的。現在板脾子，女几弱。弥伯幣助姥。

茉戚，是了，是了。

父鬼・現在升始我帯美，イホ伯和尚面子直面. 

茉戚:四通，是了。

父鬼;噛喚，聴冴，聴拗，噛啄。

豪戚3噛喚，噛啄，聴町。

領西＝噛噛，聴，晦，噛。

父鬼:女几臥病輸了，加州，加油。

楽戚、聴胸，噛明:，聴嘲，噛啄。

領野:噛嘲，聴，聴，噛。

   他佃在舞台上僥大洲几丙三次，一遊鏡大育几一逸帯着到赴鞍，最香欄梵ﾍ式通路拉遊来香浴C推翻舞台。

  巻属伊都鉄倒。美干場伯跣倒的祥子有科秤悦磨? 

〔ネト充悦明〕

         杁打野山向狂言的演変

                      山口大学人文学部  根山初

  中国古代四散三原指将回向音牙作力伴奏的牙舞。南北朝吋代以香藍?ﾜ舞躍以外各和技

能:，一称百戒。

  一層宋丙代散示的i吾文又有変化。《春秋左氏佳正文》嚢公二十八年的孔穎迭(574-648)

正文悦，
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   正又日:仇者，戒戎名也。《晋培》有仇施，66《史氾》 〈滑稽佑〉有仇孟、仇旋，67

   皆善力仇戌，而以仇著名。史游《急就篇》云・‘侶、仇、俳、笑。'68是仇、俳一物而

   二名也。今之散牙戒力可笑之活，而令人之笑是也。69

  孔野州丑日的散尿野里一般被称力参軍戒的唐代滑稽戒。唐張鷲(658？・730？)《朝野倉

載》 〈高幽鬼〉(《太平 記》巻二四九所引)中将虫干装痴上絵人的高崔蒐称力〈散牙i＞

(指表演散牙隼人)，

   唐散斥高詠蒐善弄痴，太潤蘭ｽ給使捺来向水下，良久出而笑之。帝問。日:‘兄屈原、

   云“我逢楚杯王元道，乃沈泪夢水。汝逢聖明主，何力来。'”帝大笑，賜物百段。

  町代的滑稽戒〈散尿〉，在宋代一称力奈刷。宋代的余刷是以滑稽座対力主的滑稽戒。

南宋昊二三《三三最》巻二十〈妓尿〉悦3

   奈刷中末泥力長，毎一場四人或五人。……末泥色主振，引戒色分付，副浄色友喬，

   副三色打渾。早馬一人，名日置孤。……大抵全以故事，劣在滑稽，唱念座対照遍。

  金線的堰蘭{也是滑稽戒。

  在元代称呼三悪力散尿，称呼母班(甲線)力行堰浴A大行(大行堰?。山西省洪洞具 

月生雪明庇王店正殿培面所絵的壁画上有“大行散尿三都秀在此作場 泰定元年(1324)四月日”

字祥。諌早奈刷下中滑稽戒，当吋滑稽時称力堰蘭{，官是体幕尊堂演的。愚挙刷本馬流帯下

来，但杜仁平(1197？・1282)的《庄家不沢杓杜》生幼地描写了由三ノト演員出演堰蘭{的情況。

70

  明代周究王朱有望(1379-1439)《呂洞箕花月神仙会》奈刷第二折最有堰蘭{一一秤，71刈

克(？・？)《新編金融玉女妖紅妃》(宣徳乙卯(10年，1435)隔子)也有七赴揺叙渉及有

美堰蘭{的資料。72此外，沈自晋(1583-1665)《望湖亭》第二十三出〈迎婚〉中描演的〈柳

下恵〉故事也馬廻力是堰蘭{。73

  小説中也有美干堰蘭{演出的描写，堰蘭{在小半中帯称呼力笑牙堰蘭{。《水刷子佳》第五

十一回〈播駅馬秩卵ﾅ白墨英美髭公俣失小鉢内〉，第一百十四回〈段歩庄重招新女婿房山

暴双平茸強人〉，《金瓶梅洞活》第二十回〈孟玉楼又幼子月内西門床大飼雨春堰浴r，第三

十一回〈琴童藏壷買玉箭門床升演吃喜酒〉，第五十八回〈杯妬忌金?卵ﾅ秋菊乞騰肉磨鏡

曳垢冤〉，第七十六回〈孟玉楼解恨昊月娘西門床斥逐旧跡軒〉中可引算到演出罪刑堰蘭{的

66 見《国悟》巻七「晋悟」:‘公之仇日施，田干珈姫。'

67 児《史記》巻一百二十六〈滑稽列佳〉。

68 見双出歯《急就篇》＝‘侶、伏、俳、咲，繰出庭。'

69佳＝‘隊氏、王氏之園人力仇。'

70清参照胡忌《日金奈刷考》(古典文学出版社，1957)，田中謙二〈堰蘭{考一演刷理念的意向〉(《田中謙

 二著作集》第一巻，汲古お堰浴C2000。原載《日本中国学縁近》第二十集，1968)。

71 同上5《宋金二二考》75頁。

72同注5《平金背戸考》266・269頁。

73児涯二選〈明代曲家曲作三題〉(《漸江大学学扱》〔人文社会科学版〕2003年第33期)。
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描写。遠些堰蘭{都是作力戒刷演出的埜場戎来表演的。留存在《金瓶梅洞話》第三十一回中

的〈王勃堰蘭{〉的刷本尤其令人注目。

  現在将器題鞍向日本。能和種卸古称猿尿，都被膜力源自酌中国佳来野畑斥。佳到日本

的散示，不仮是奈技，也包含滑稽戒。藤原明衡(？一1066)《新猿斥記》中列挙当吋的各紳

技芝:

   予逆撃年三込，潤雷K寄附二二，今夜猿尿児物緊張旧事者，於古今未有。就中究師、

   徐儒舞、田尿、イ鬼甲子、唐木、品玉、船町、耳玉、独相撲、独双六、元骨、有骨，

   延劫大領之腰支、蝦漉舎人之足仕，氷上寺当之取袴、山背大御之指扇，琵琶磨落t之

   物活、千秋万歩斗酒祷，砲腹鼓之胸骨、母娘舞之頚筋，福 聖之袈裟求、妙高尼之

   早世乞，形勾当之面戸、早取事之皮笛，目舞之翁体、巫遊之『装貌，京童之虚左礼、

   眠人之初棒上，況拍子男共之『色，事取大徳之形勢，野猿置旧志，鳴呼之洞，莫不

   断腸解願二黒。……定塚者鳴呼之華墨，先鞭母野，選一端黒腸。形能者猿尿耳茸也，

   未出其洞，解万人之噸。

  演一エ指出《新猿明記》中所列挙的技芝大体上都存在干中国胡散尿中，野司、74

   猿牙的内容杁椋険染技性的京西逐漸向演刷性的奈西変化，宜到猿尿最葵只指戒刷，

   遠就是《新猿尿記》中所悦的‘新猿尿'。中国的‘散牙'遠郷洞和日本的‘猿潤?的用磨来齒ﾋ，

   到了元代，所滑散牙指的己是奈刷，也指野葬的演員。……《新道尿記》中興尿糖滑

   帯解願刷的‘鳴呼之猿景'，官添上歌曲和跳舞就変成‘能牙'。……猿尿的遠秤友展述程非

   常酷似中国散華的演変，中国的燭明香雷ｽ軍時弊奈刷(元曲)。……染刷中常児的鬼

   神舞受到‘打夜胡'的影ロ向，日本的野畑中所ynL到的鬼神舞早臥三四干打製胡系統的究師

   舞。

  遠段'半年出，滑稽解願刷的‘鳴呼野猿尿'，添上歌曲響岩舞而変成‘能潤?，其日的鬼神刷起

源干中国的‘百夜胡(打開胡)'。‘打野胡'是追帷川蝉中打中井神骨筆乞付人挨口碑鬼的一秤表

演乞木。

  《三代実録》壁床四年(880)七月二十九日条妃最的，是非宮中武人表演美似鳴呼人的

散尿的情景:

   御仁寿殿，覧相撲。左右近エ府通奏音叉，散耳擦伎各尽其能。三内緊緊絹一百疋，

   賜左右相撲人各一疋。右近］内藏冨麩、長尾米麩，伎善導尿，平人大咲。所滑早業

   人近事 。亦各賜鍋一疋。

  村上天皇(926-967〔在位946・967))〈弁散開〉(藤原明津〔？一1066〕《本朝文粋》

巻第三)愚子‘鳴奇峰猿尿'是杁中国引遊来的:

   散尿之果，其来尚 。俳仇入魯，込当駅足之刑，75鳴呼来朝，自力野牛類規。仰尋前

   日之伎歌，傭氏欄枕｡之凡俗，不美周礼母人押所学，76亦殊双典逸夷之所課。77

74 《日本乞能之源流一散系考》第五章〈猿景〉〈一《新感冒記》之猿尿〉(角川IS店，1968)213・230頁。
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   山口建治杁力‘打野胡'之‘野胡'力追帷侠式中的咳喝声‘邪呼'之拡声司，在日本一般lli:弓

‘鳴呼'、78

   中国的‘打野師'乞人確守日本，受到寺郵駅庇扮香浴C以各秤演技致i芳寺店，煤莱ﾊ遠介推

   測三野，根可能究附和猿尿者的始祖同是杁中国佳来平芝人集団‘鳴四人'。

  忌之，煤莱ﾊ我伯不明了中国演刷性的散牙由忽祥要路径佳来，不明了鬼神刷和滑稽解重

刷有期広美系，就根ヌ志野象経由中国佑来道芝人引写来的‘鳴呼之猿牙'，対狂吉的形成是起着

何等重要直作用。当然，美干狂言的形成冠程至今｛乃不能悦己径完全弄清楚了。

  綜上所悦，淡不上有什広新知新児，最香嵐ﾒ我用野上羊一郎美干猿牙変成狂言的看磨?9作

力結菊吾、

   杁系田上悦，狂言可以悦是能牙i的本系，当初猿尿磨落t的表演以滑稽的模彷笑刷力本

   並。 (煤酪繽鰹q，)此香濫¥芝:分出一派，猿尿磨落t和田牙磨落t均放奔本並而寺心致力

   干能平，在官露悪代香頼匀ﾟ者至退在吉野朝吋代初期，能乞己蛭具各了今天的能尿前

   身軽形恣。那吋猿島磨落t世懸盤猿牙本並就是狂吉，狂吉也墨摺芝演員的舞台上同吋

   演出。

(2)韓国「板索里」

〔解説〕

韓國的板索里

 光州廣域市文化財委員  姜 絃求
(漢謬)山口大學東亜研究科 徳永彩理

 1. 板索里是什麿？

  板索里・是一種結合音樂・文學・演戯的藝術表演;一個演員掌扇子帖著唱・一個演員

打Puk(韓國的中大鼓)伴奏，藩臣和聴賑単相Chuimuse(封□説話)・煤莱ﾊ有了戯場的氣氏浴E随

時随地主最小初演員能図郭最大的演出致果・

2. 板索里的歴史

75 児《孔子隠江》巻第一〈相各〉・“有頃，芥奏宮中之尿，俳仇冷血戒出前。孔子趙避坊防而上，不尽一

 等，日:‘匹夫焚侮諸侯者，罪庫珠，清右回耳速刑焉。'二二斬伏儒，手足昇赴。丁丁擢，有噺色。”

76児《周礼》〈一半・施人〉，“旋人，信教舞散尿，舞言開，凡四方之日舞学者属焉。”

77 見《香卵o弔》巻八十六〈西南夷列佳〉:“今旦狼王唐鼓等慕化感文，作侍三章。＿＿出遣細事史轟轟与

 恭炉送二二，井上二二侍。”

78 〈有美《散牙》日本型来的平泉〉(神奈川大学人文学会《人文研究》第155集，2005)55頁。

79 (中世演捌一能和狂吉〉(《日本演刷思潮》演題槍2，河出IS房，1942)106頁。
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  關於的文献資料・最早的紀録・就是朝鮮英祖30年(1754)劉振漢(號:晩華齊)用漢詩形

式爲作的晩華本《春香歌》200句・

  檬這本子・我椚能推測板索里是起砺粛潤?1674-1720)以前装生・能認為以朝鮮時代前期

的文献《廣大笑解明戯》為基礎的藝術・

3. 板寄算的基本故事(作品)

  今日主要表演的是《春香歌》《沈清歌》《水撃歌》《興甫歌》《赤壁歌》5篇作品・

原里帰有《雍固執唖聾》・《江鈴梅花引致》・《野稗筆勢今》・《武叔打今》・《長技打

今》・《假神仙打今》・《頑固打今》等一具12篇作品・

4。板索里與根源故事

  ロ傳的板囲講堂五篇作品都有根源的故事・(《春香歌》的原話為暗行御史故事・《沈清

歌》的原話為yongwonnyo故事・《水宮歌》的原話為嘔吐説・《興甫歌》的原話為ban'i故

事・《赤壁歌》的原話為三薄志)今日表演的《春香歌》的相傳過程是，首先以暗行御史故事

為基礎的春香歌改爲成《春香傳》(基干板索里演出節目而編爲的小説)然後再次改爲成新小

説的「獄中歌」・

  板索里的魏i罧階層是可分男女老幼，不論貧富貴賎田園以享受・按照聴罧的文化水平可以

随意加減時間和改編内容・書置一事上可学説是定倣型的歌曲・板索里的教授方磨絡ﾑ用特別

乞田頭古田形式・鰹過一段訓練之後達到濁特的聲音tugumu(得音)的水平時好容易オ稲呼

為名唱・

6. 板索里的現状

  唱者的作品(故事)可三囲過先唱畿表會豊漁全膿作品・(例子:春香歌需要八小時)現在車

群國各地累年也川州開板索里的新名唱的競墨継會・(全州大潮習・南原春香祭・林芳蔚

(imuban'uru)単声祭・寳値間里祝祭等)

7. 板索里的地域性特色

  ＊東便制索里(聲音):是指有健壮的・又有雄壮的索里・蜷津江(somuj i ngan)東側的智異

山周邊的索里:被叫長鳥嶺地方的南原・求禮・淳昌・宋興禄(sonfunnoku)作為源流・

  ＊西中制索里(聲音):是指精巧和拍大腿那檬有滋味三韓里・蜷津江(somuj ingan)西側暗

索里:苗印倣湖南地方的光州・羅州・寳城・朴裕全(pakuyuj on)作為源流・

  ＊中高制索里(聲音):明確嘔別高低聲音的索里・忠清道和京畿道地嘔的索里:從廉季

達・金成玉(kimuson'oku)筆軸開始的・
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8. 板索里的多様的長短(拍子)

  在板索里中使用的長短(chandan＝拍子)有chinyan調子・chunmori・chunj unmori・

chaj inmori・fimori・ommori・otchunmori等・其中以chunrno r i・chunj unmori和

申力“遅走”的言詞・這些拍子，置据板索里的戯劇場面挾選使用・在從容翻訳書暢的場景域使

用chinyan調子・在緊迫的場景時使用chaj inmori和fimori等快節奏的拍子・即使在同様

的拍子中・唱者控制住聲音量再解放等情況下・根鉱毒者的聲音也可以以細小地打puku(中大

鼓)的方式改選其調子・Chinyan調子用在即使在悲調中但其中也有鎮静悠閑的戚覧傳達給聴

罧時候・Chunmori用在悟明地叙述的場景・Chunj unmori用在輕快高興的場景・Chaj i nmori

用在緊迫情況和動畳的場面・同時有特色節奏的Ommo r i拍子用在意タト人物登場的時候和表現

奇怪氣気的時候・還有六拍的Otchunmori多用在測索里的最高潮的部分・

 〈適慮索里的場面〉

a・

b・

C
d

推進的轟音(起)→用puku(中大鼓)的鼓槌・以軽微用力敲打puku本体面前部分;主要

作用是支部索里・

践者走的聲音(景)→用puku翻印槌・在puku的頂右角部輕輕地象液髄様敲打:主要作

用是拉緊和緩和・

連接的聲音(結)→用puku的鼓槌・以最大力敲打puku的頂正中:主要作用是連接索里・

再開的聲音(解)→以左手掌把puku左側的皮革象液縛檬敲打:主要作用是漸漸解開索

里・

＊ Chinyan

  告陽調子是24劇的慢拍子・官主要多使用於煤莱ｺ場面上;安穏的場面・離開俗世過悠閑

自得的場面・悲哀嘆氣的場面・好情性的場景・走出波瀾情況後到了風平浪静氣鼠的場面・

Chinyan調子是3分拍的慢速的6拍子・這個6拍子叫倣“hangaku(1核)”・一般以4核為

一周旧幕進行攣奏・所以告陽調子的拍子也被叫倣4核24拍子・慢速的立位面恥

“samugonj ebi”・快速的奮陽叫倣“semachi”・以晋陽調子聞名的場景煤莱ｺ;

  春香歌一赤城歌・(調子開創切長)愛之歌・離別歌・獄中歌・博石嶺的場景

  沈類歌一畳碑追随的場面・bomupij un ryu・秋月満庭

  赤壁歌一梶来ﾌ的yuhyonj u(劉賢主)・kodansan(高堂上)

  水準歌一議首梶濫V後・kaj akaj a(走筆走唱)

  興甫歌一技地蓋房的場面・pakutaryon(瓢打田)等・

＊ Churmo r i

  Chunmori是「以不快和睦的速度趨走的長短(拍子)」的意思・是板起里的基本拍子・宣

的速度次干Chinyan調子・慢速的拍子・是2分拍糸統的12拍子・官主要使用在民旧地叙述

的場面恥仔情性的情景中有泰然穏定的氣気的時候・與韓國四大部分音樂是3分拍相比・
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Chunmori的2分拍倣為例外・通常為快速的12拍子・Chunmori的1小節為12拍・要是把一

個小節按軍位拍子分割的話・可以分成3拍×4軍位的拍子・這時把4軍位拍子叫倣'核'・因

為板索里的拍子包含著以く拍子運行原理〉進行“敲打・眼者走・連接・解開”的求濫¥・以

Chunmori調子型名的場景煤莱ｺ;

  春香歌一sukkutemori(蓬雲脚)・獄中見面・使道(Sato)先生請悠聴・春香的遺言

  堅甲三一沈清母的遺言・銀者船夫走的場面

  赤壁歌一setaryon(章節)

  水宮歌一免子欺騙龍王的場面

  興甫歌一funbo向norubo道断的場面・貧困打今等・

＊ Chunj urmo r i

  Chunj unmo r i是和Chunmori大燈上相似的形態・速度比Chunmori更快・錐然官是3分拍

的慢速度的4拍子，四過也會甲州畳得深酔快的12拍子・Chunj unmori黄人聯想起舞踏之類・

宣使用在劇中的興奮和四郷的場景・闊歩前進和置屋地號実的場景等・以Chunj unmori調子

聞名四場景煤莱ｺ;

  春香歌一箕山(kisan)領袖・千字文解・chaj in愛歌・押脚使今・御史田鰻母(春香的母親)

  沈清歌・沈清母的臨終場面・沈盲人薫育小賓賓的場面・ban'a打今(興米節)・花草打今

  赤壁歌』畏，軍人椚・長丞(chansun)打今

  水宮歌一帖子的肖像・COCO天趣・使白馬鉋的更快

  興甫四一燕子路程記・綜鯛打今・花草紋的衣欄等・

＊ Chaj i nmo r i

  Chaj inmori的拍子比Chunj unmori梢微快・是3分拍的快速4拍子・主要使用在依次説

出三半情況的時候・或者表現拍人心弦的緊張氣氣中・大髄上多使用干富有戯劇性的場面・

官有時津倣“tondokun'i”的些事民俗音樂的代表四拍子・有明速習Chaj i nmori和

Chaj injaj inmori・在散調(sanj o)中使用時把chaj injaj inmori也叫倣fimori・慢速的

Chaj inmori使用在叙述或羅列某些較長情況的場景・Chaj injaj inmori使用在富有戯劇性又

有緊迫的場景・以Chaj inmori調子著名的場景煤莱ｺ;

  春香歌一備nagui(騒)的anj an(鞍)的場面・shinnyonmaj i(迎接新年)・科學的臨場・御

使的出動

  四四四一shimubonsa(沈盲人)揮到小河的場面・indansu

  赤壁単一cho朝廷的軍事訓練・charyon射箭的場面・向赤壁江放火的場面

  水弔歌一中子的境遇・yakkuson歌・採免子的場面

  興甫歌一norubo豚草作劇・funbo被norubo打的場面等

＊Firnori

  象fimoraganda這個言詞的意思一檬・官有催逼的意思・是速度最快的拍子・在農樂中

把fimori叫倣tanmori或sesanjoshi・2分拍的速度非常快的4拍子・使用在波瀾的情況一
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ロ氣攣得吃緊時・或慌張地展開的場景和表示興奮情況時・在例タト情況下・有的時候以2分

拍打速度特快的4拍子・以Fimori聞名的場景煤莱ｺ;

  春香歌一春香被捉住的場面

  沈早歌一期清即時於水撃場面

  興部歌一鶴即興出撃的場面・準備飯菜的場面等・

＊ Ommo r i

  O㎜ori譲人戚畳築2分拍和3分目混合成為速度非常快的10拍子・就象傾斜或走盆闘魚

的「4恩」言詞的意思一様，其拍子以錯開而成的・其節奏是3分拍和2分拍交替奏出倣力10

拍子・E主要使用在特色人物或神秘人物的墨止上・或緊張和波瀾的場面上・與其他調子的

拍子都固定的情況相月・這個調子早打得特有的調味・以Ommo r i調子聞名的場景煤莱ｺ;

  沈華車一僧侶下刈的場面

  赤壁歌一離開kan'unj an的場面・有charyon登場的場面・有chanbi登場的場面

  水宮歌一老虎下來的場面

  下男歌一興傘下來的場面

9. 板索里的保護政策

  在中家和光州蝉声早筆全羅北道的立場上野響板索里的保護政策・四過重要無形文物和

無形文物的指定而即行保存・培養和相牽引措施・

  ＊重要無形文物四四保有者:韓sunho(赤壁歌):成chiansun(沈清歌):成又香(春香歌):

朴sonfi(秩蘭ﾔ歌):成sunsobu(赤壁歌):故chonguansu(水宮歌)

  ＊鼓手:重要無形文物技藝保有者:金sonne:chonchoruho

  ＊無形文物技藝保有者:光州廣関市的場合:韓esun(興早歌):朴fason(水車歌):韓

hej a(沈弾歌):李imurie(沈清歌):chonchunshiru(春香歌):朴jonj a(水宮

歌):bansonchun(春香歌)

  ＊鼓手:無形文物甲信保有者:光州廣域市:kamunamuj on

10. 板索里民未來

  学界里被UNESCO認定為與韓國歴史一起分享喜怒哀樂的濁特而優秀的韓國□碑文化的精

髄・並且2003年ll月7日被選定為人肩甲傳以及無形遺産傑作・

11. 結束

  屡州県酵食品的酒和醤等・需要長年時間オ能完成・多年的時間不是別的就是成熟和襲

岡岬時間・我想這様的螢酵食品與韓國的傳統音樂是一様的・多年的期間在陽光下瞭曜精心

照料オ能作成美味的飲食品・野選・鰹過歳月的磨練四達到了猫自境界的人オ能唱出更柔軟

細風単果滋味的索里・四郷這様牢人オ配稲為真正的名唱，也可以配稲為名人・封子鰹過這様
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的過程以ロ傳心授相傳過來的他椚・誰能輕易地給予評償咤？當然我椚自己倣不了需要多年磨

練努力的名人和名唱，不過我椚鰹過多＝欠聴戯可以記住劇情和拍子能鉤理解板索里・只有全面

理解板索里オ能欣賞官，也可以評償宮・即使只有其内容・也先去理解，後來自己會作拍子也

可以・或者，只有在'1千変万化“t運筆里之中暑出tt千篇一律”的芝木規律，オ能成為耳塞唱・

12. 参考文獄

 『朝鮮唱戯史』chonnoshiku・1946

 『板索里小史』朴fangu ・早早文化史・1976

 『板索里五個的場』韓國不馴顛公司・1982

 『我的puku中没有engiru聲音』金myonfankusuru・金hesuku其他・根深的樹・1991

 『韓國民族文化大百科事典』精神文化研究堰浴E1991

 『韓國文化象徴事典1，2』韓國文化象徴眠目編爲委員會・東亜出版社・1992. 

 『天下名唱林banuru』chon'idou・現代文學・1994

 『伯く是索里的盗賊女』songuchiangusun・語言文化・1995

 『光州市史』4冊・光州廣域市史下界委員會・1997

 『板索里話』崔donhyon・indong・1999

 『南道文化』光州全南郷土史研究協議會・narubi・2000

 『全南郷土文化百科事典』全羅南道・全南大湖南文化研究所・2002

 『韓國的民俗藝術』光州民俗博物館・2004

〔脚本〕

   光州廣域市文化財委員   姜 絃求

(漢学)山口大四大學堰欄決沍､究科 徳永彩理

 1. 短歌:「四季歌」 「sachoruga(四季之歌)」:

  Chunmori拍子即妙首曲子是把人生適用手四個季節，詠唱悠間自得的生活方式，是南道特

有年時的代表性短歌。

  歌僻:

     這坐山群坐山看見開花確月映春天到了1錐然春天到了不過想到世間畳得根寂

   真1我昨天以為自己還在青春中朝手帖天就成為白髪惨了ノ我的青春也拡棄我拠得好

   像流水一檬外開了1又來又去早春天從心底戚到喜悦又急麿檬？ノ春天咽像又要走就走

   唱1即使像走也一到了夏天從古説到今到威饗成緑陰芳草盛開花期1夏天過去秋天回

   來的話寒露霜楓 不管周園iEf境的喧鴛也挺立在寒風中的黄菊和丹楓ノ秋天過去冬天

   回雨戸早落木紛紛霜露寒天寒風習習白雪紛紛到威即成銀色世界1月也白色雪也白色
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天地只有白色全部都和白髪倣成朋友酌ノ無情的歳月無影無躍地流地過去意想不到

轄瞬間青春也過去一旦老了青春是再不返回的1世間上的朋友椚駒1現在馬上試著聴

一句話唱人生煤莱ﾊ大家説要買一百年1可是從中拒去所有生病和睡眠等措心挫念事的

話只能活到四十年的1意想不到死了一次只化成北郎山川的土1死後萬盤珍差不煤乱ｶ前

一杯酒

2. 板索里:「春香歌」中的'Salan歌'(愛之歌)Chunmori～Chaj irmori・

 (Anili)

   不・三道今先生・這様的高興的日子里急麿説要死的？ 那麿説一説情話唱・

(Chunj urmo r i)

   喀喀喀我所愛的人Oho喀喀喀我所愛的人1像到那邊去譲我從後面看一看伽

  身姿/EK溢血邊來譲我從前面看一盛像身姿ノ像和我之間有愛情難道説不多情1我椚

  開聞分有一千年・萬年也愛不了Oho喀喀喀我的愛駒1判所愛的人無我所愛的人駒1

  愛愛野芝所謂的黒駒ノ所愛平人駒我所愛的人駒愛野人二黒雲門的人嘲ノ咬啄大

  概我所愛的人嘲洞庭七百月夜的秋天 象巫山那麿高貴的愛悠悠夕陽・象遠征間裡

  開花般的美麗的人1在微光中新月笑嗜喀地浮出笑容的愛1象在南窩北窩上下露水般地

  長期積累的愛1愛愛長長的愛大河一様地長長的愛1歳月駒歳月嘲不要流過去1華

  柳白霜花散落我心愛的人的象桃花般瞼色就消失1月亮駒月亮嘲明亮的月亮嘲伽再

  忙也遍在天空偏執1希望明天不潔來一百年間保持今夜的身姿不譲給我椚増加歳敷1

  愛甲所愛鋸引ig/Ofa霜融自我所愛的人離

3. 與伽椰琴合奏

歌僻:

(Chunmori)

   愛愛山所愛心人吻Oho喀1冬柊伽就是我所愛乱人1這這晶出也是我所払雷丸
 野州平等也是肝所愛野人1円相愛野我椚的生命下野有限的1結果意想不十死了一次像

 的篁魂成力花ノ我的婁魂成為半玉二月和三商的春風吹来的時候1像的翠煙我躍増抱起

 来偏臥起乱獲希望伽感畳到那只瑚蝶就昔話・

〔補充説明〕

説唱故事的野手明

   山口大学大学堰欄決沍､究科 森野正弘
(漢課)山口大學大學堰欄決沍､究科 徳永彩理

1. 板索里宮形態和白人
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  在朝鮮流傳下來的民俗文藝之一的板索里是一般認為李朝時代(17世紀左右)在全羅道一

帯傳播的・在19世紀弄達善著作的『廣寒棲樂府』的序文裡有煤莱ｺ一段「我國侶優秀之戯一

人立一人座而立者・唱三者以鼓節之」，由此可見當時的板索里的形態是有雨位演人・一人立

著演唱・男一人緊縛澹任鼓伴奏・一般被稲:呼為前者叫「唱者(chanjya)」・後者叫「鼓手(kosu)」・

  以板索里為職業的是被叫倣「廣大」的賎民階層的文藝者・他軸壁生活於無文字文化裡

的人民・因此文藝継承断口傳心記甚干文字・為此可以装用文献追潮回鷹峯文藝精髄是困難

的・在野様的状況下・曽在19世紀有嘗試過板索里的理論化而留下著作的人物・他就是申在

孝・他在自己創作的短歌(簡短的板索里)「廣大歌」中・封於廣大(唱者)磨該具備的條件記

載煤莱ｺ・

廣大回春人，第一一磨該具備的是人品容貌好，第二是辞説好，下一個是得音(唱聲音)，

再拝一個是nolumuse(動作彷敷)。 th Nolumuse，要有田味和情趣，在一瞬間轄換耳茸成

仙鬼，千愛甲化，也明徹成風流人物画球界豪傑，能鉤使座位上的老少男女又芙又笑的。

呈現出那個滋味和情趣是不可吉状的困難。読得音，就是要辮別五音，使六律攣化，從五

臓腰出來的索里要根好地調整並紡織出來的事。這難度也根大。説辞説，就是比得上精金

美野駆美麗詞匿，看若鮮明地響眼前，使五光十色的織錦添上花，立若七寳丹赦的美婦女

姑障屏風後，或煤酪¥五夜晩的月半自云彩的縫隙露出來，令人瞠目結舌地観賞。這難度

也又根大。人品容貌是天生的難聴攣，不過畢著右邊的四個是深奥内部的東西即興野里

的磨覧瘁B

  根擦湖畔説明，甲羅出塁煤莱ｺ四個條件;「人品容貌」「i辞説」「得音」「nolumuse」・

第一個條件的「人品容貌」是先天的，重過其他三個條堅甲以通過鍛煉而群羊提鞘的技術，因此

這些事手作響板索里三筆賞角度磨該即興掬網敷作用・

【欝説(saSOIU)】

  世説以説明為「類似演劇的脚本」，又「挙白的詞章」偉者「半白的正文」・「廣大歌」

裡説明為需要「比得上精金美玉的美麗詞匪」和「看若鮮明地在眼裡」的表現・軽薄可見群

説的評償以文平角度為下定・再興・有的時候把一段道青麻部分稲車「～的絶景」・讐煤浴E

就象『春香歌』這部板索里的演出節目中有一節「酒鯖群説」・総之板索里的脚本(唱本)可

以説是由幾個的群説所構成的

【等等(tokumu)】

  所謂得音是指唱導和唱磨浴E磨該有根擦辞説的情況帯封磨粉唱磨浴E唱者被要求其唱磨欄I

掌握・野際漢同説・板索里的基本唱調有「平調」・「羽調」和「界面調」的三種・根撮鼓

手打出來的七種伴奏的韻律(「長短」)要進行多種多様的糾弾・順便用・所謂「長短」的七
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種就是「奮陽・中莫里・中中莫里・孔緊莫里・揮莫里・恩莫里・恩中莫里」・這些七種長

短和三種唱調的組合被倣成定型化，讐煤浴C就象在箭緩的場面中配「奢陽和平調」，在悲劇

性的場面中配「晋陽和界面調」，在緊迫的場面中配「札緊莫里和羽調」，根擦僻読的情況

而配合。

(nolumuse］

  所謂nolumuse是指演技・揮動著服装的袖子舞躇或象徴性地使用扇子和小布頭等的小道

具・使観罧的感情移入子其中・官承捲著板索里的硯畳要素・

2. 板索里的演出節目

  軍事里中有切麿演出節目？順便説一下・李朝期間由宇晩載(1769～1847年)窩的『観優

戯』裡載有煤莱ｺ十二篇・

(1)春香歌(chanhyunga)。(2)沈清歌(shimuchonga)。(3)興甫歌(funboga)。(4)水宮歌

(sugunga)。(5)赤壁歌(chokupyokuka)。(6)pyonganse打興。(7)蓑稗將打令

(pebijantaryon)。(8)即興早打令(ungojibutaryon)。(9)江陵梅花打令

(kannunmefataryon)。(10)chanki時令。(11)日耳打令(waruchataryon)。

(12)卍字神仙打令(kachashinsontaryon)。

  這些劇目中也有別名的・並且在文献之間也有被護現的異同鮎，不過目前我椚可以推測當

時的板鍬里中有理些十二篇左右的四目・其中等現在還在纏績演出的從(1)到(5)的五個節

目・全都凹凹回訓街巷間的故事和同説作為書本耳擦・讐煤?3)的「珊珊歌」(別名「朴打今」)

是有畑名月諾噌甫(no l ubo)和興甫(funbo)的兄弟故事・救燕子的善良弟弟(興甫)・由燕子的

報恩而成為富裕・與此相反壊寄寄(nolubo)受到懲戒・這與日本的童話「切掠舌頭的麻雀」

是同檬的故事形式・還有(4)的「水宮歌」(別名「四四歌」)與日本的童話「猴子的鮮肝」是

同檬形式的故事・龍王為了治病需要免子的肝，被選為使者的驚(甲魚)把免子騙帯來水宮・

不過求嵐q的脚半撒読説自己的肝繋著在山裡的松樹枝上平安逃回的故事・(5)的「赤壁歌」是

與其題名一様・以e三國志演義』的赤壁之戦的逸話単為主題・冠者，關干留下的(1)和(2)的

演出節目・津市封説唱故事的旗手問題的思考上，這些節目給予散護・所以我要梢微詳細地介

紹故事的概要・

 (1)「春香歌」

  在湖南左道的南原府裡有一個叫春香的女子・姫母親的月梅原來是官妓・過了四十歳オ

與下級武官倣了夫妻懐孕春香了・春香成為オ貌兼備的女性・被吸引眉目秀麗的姫就是李夢

判・夢龍出身於叫倣雨班(yanpan)的上流階級・當時他父親當上南原府的使道(地方長官)，
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夢龍倣為他見子來到了這個地方・春香的母親憺心夢龍是否玩弄女兜，不過夢龍給始提交謹書

後・総算雨個人結成夫妻。可是・不久雨個人離散・因為夢龍的父親榮升了中央官職・還以

十六戯虚心父母生活的夢龍也不得点與父親一起二心京城・心高新任的使道赴任子南原・有

好色面新使道・並幅春香的美貌・他強迫使春香面心・可是春香徹底生節・怒上心頭的使道

捉住春香・庭答刑・叫始坐牢・那個時候京城的夢龍通過刻苦學習，目溢及格開始走向成功大

道・

  夢龍儘管年齢還輕但被提抜暗行御史(潜行地方掲露官吏的管私舞弊的検氏頼ｯ)・他単相

「富者敗亡，軽罪(下級官吏)逃亡，百姓怨亡・出牌雨亡」那裡没有興行廉潔的政治・被願行

使道的誕生宴會的那天・化装為過客的打扮潜入錘席的夢龍・在累人眼前懲罰使道・從監牢

耳払春香・他椚錦見名正言郷地回章夫婦・

 (2)「沈清(晴)歌」

  土州的桃花洞裡有一個叫沈鶴沼的盲人・他錐雌鶏雨班的後軸側過論落的生活・過了四

十歳・早算與妻子郭氏之間判得了女共・女見聞叫誉田・産後病情悪化的郭氏即興臨終時説

「chon字彫眼準歌く晴〉・我個夫婦的一生的怨恨就是眼不能看見・要是這個核子長大以後能

倣父親的向導・那個身姿オ是倣為瞥者的核子的真正身姿・那麿這個核子難道不是像的眼

珠？」謄躍留下的遺言命名・喪妻的下草下給沈晴吃要來的妨養育，後国隣晴到了七歳・姫

倣乞再扶養了父親・沈晴成為十五戯的時候，沈華華不留神樟在河里，幸腐偶然走過的夢恩寺

的托鉢僧救他部・按即位僧侶説・煤莱ﾊ眼贈三百石白米以便修復寺堰欄I磨欄ｰ・可以向佛請求

父親的眼晴嵩上。沈晴馬上在韓華甲上野上了名，可薄地不知急難籠措施主米才好。 正下柳

時，一個船人到山村章章半音通知有無費身的孝女。擦他説「往南京去倣生意出路上田叫印

工水的瞼地，那里的龍王要求活人犠牲，所以要買個姑娘倣為供品」。牢晴策訂了以三百石白

米出費自己的合同・然後按約定土入曲直塘水駅荒暴的海裡・投身於波濤淘湧的海賦的沈晴，

居然玉川上帝(天帝)救四聖的命・玉皇上帝知道沈晴的孝心・預先下今南海龍王引水引当迎

接爆沈晴並熱情地招待・過了三年後要把姫還陽・不久三年過去・沈晴被座著荷花的花蕾中

送回到印塘水・正好那個時候從南京蹄國路上的商船携起那朶花送到宋朝皇帝之下・皇帝親

博打開花蕾時寛然草中出現沈晴・皇帝非常驚嘆並感到沈晴是玉皇送下來的仙女，干是把姫作

為皇香浴B

  沈酔成為皇香濫V後時刻残念父親仙鶴九・那沈鶴甲・黙然他一時以運用沈晴費身的露量

同訓，蝿秩卵ｼ州以財産為目的而接近於他的叫pendoku的醜女人一起過淫蕩生活中制裁了全部

的財産・不久・為了難技父親為目的而由沈晴主持単行的盲人宴會上・練算父女雨下再次相

見・正好在那個時候・出現以沈鶴九為首的聚集在一起的幾萬個盲人重見光明的奇蹟・

  以上就是「春香歌」和「沈晴歌」的概要・「春香歌」是貴公子和卑賎的官妓的女児之

間的血紅讃・「沈謡歌」是有盲父親的貧窮女見的孝順課・要關面的是這些故事的構造;提起

以官妓面詰人爵都是翁忌會低層抱怨自己不走運鳥人個為主人公・以故事的最高潮的宴會的
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場面為轄求浴C他椚的不利條件被崩清而迎來大團圓・被杜會蔑覗・現實上一生中與杜会疏近的

宮椚・只有被園起了板索里這個戯劇1生的空間中，オ可以肯定倣一刹那間之夢・所説的官妓和

盲人還有李夢龍装扮成的「過客」的存在・或者沈晴承受的活人犠牲的作用等・其實這些與

日本的説唱故事的藝人椚所虚干的杜會位相和作用都是重畳在一起的・

3. 説唱故事的文藝旗手

(1)説唱故事的無文字性

  在日本和板索二相當的文藝二二是説唱故事・但・錐説是説唱故事・那個領域渉及廣浸・

附帯説『日本古典文學大辞典』(岩波書店・1983年)三三於説唱故事規定為;

口傳文藝中，把長篇或者近似長篇二二事而且抑揚頓挫地説唱的。読唱人與蕪罧擁有共

同的二心，艦高著聰二二用意二二唱，那個意義上必須以聴罧的弓加増前提。在現實上

官被文字化，二者二二人的個性也介入了其中，言為文學作品創造出多種多様的野種，一

般這些也屑干説唱故事的範疇。

  頂相當於平曲・戦記・説教節・幸若舞・浮琉璃・浪花節・祭文等・読唱故事的特徴是

只有痛虚説唱人被自由幽幽内容的情況下オ可以戎面的・官和泊象故事和小説等，以通過閲讃

被窮出露虫文章享受内容恋文學作品本誌就有差異・關於這出問題可試供参考的出血關於『平

家物語』的成立被窮下來的『徒然草』的一節・14世紀由吉田兼好窮作的『徒然草』的二二

六段中有煤莱ｺ口傳・

後鳥羽堰欄I時候，(略)行長入道窩作平家物語，有翁面生佛的盲人，叫他學習談話。

国画，關於山門的事窩得特別詳細。九郎判官面浴覧ｹ解旧情後座入。蒲冠者心事可能知

道得不多，有毛多面窟的地方。武士的事和弓馬的技藝，一生佛出身子東國，他二面武士

所知道的内容使窟下來。依難這生佛的天生聲音，今天的琵琶磨落t椚口傳學習。

  按上述引用・13世紀初後鳥羽堰欄I時代・二三入道窮作『平家物語』・他把這個故事，有

個三生晶晶盲僧叫他山習談話・比叡山延暦寺二士有「窮得詳細」的記載・又源義経的事有

「載入」的記載・由此可見『平家物語』二二被製作為く被窮〉的本文・然後根擦那本書為藍

本而成立了平曲・不過・三三武士的門門弓馬等的弓藝，也有東國出身的生佛去打聴武士所知

道的内容山行長「二二來」的記載，因上封干這一段旧説，談話還是先行的・橡民俗學者柳田

國男・關於這談話的先行性説明三下・

椚現在回読把不識字的人叫徹明盲，盲人就是人類中最與文字無關係的人。可疑的是以盲

人從最初説唱的平家物語，御説成為有人先窟後給盲人的。
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  柳田説，平曲的説唱人都是盲人的話・就磨該可以諦明他個是與以文字為媒髄而成立的文

學相乖離的存在・説唱和作為本文固定，以梛一個為堅定成立時鮎，這個問題可能由於立場不

同讐方出現分岐，不過無論忽麿説這個畿言使我個重新認識到説唱文藝的無文字性・

  (2)説唱人的位相

   煤莱ﾊ追撃到奉唱故事的文藝人的淵源・可能走得最古代杜黒革以説紳作為職務的巫蜆，不

 過我想在這裡要關注煤乱･那巫蜆的後難・野戦郵相継野生的中世紀(12～16世紀)活躍的説唱

 人・他椚就是被稲作為琵琶磨落t以和者琵琶説唱『平家物語』的盲僧侶，還有被構呼為瞥女

 (goze)以邊打小鼓説唱「曽我話」的盲女中人・

   琵琶磨落t個一方面受取特定的寺堰利a神杜的管理以勧怖施説教作為目的周遊歯舞・暫女椚

 走遍富貴心行的宴町中寺堰利a神郷堰欄燗剪n方傳達了説唱故事・順便開悟女的前身被判明為

 在堰乱ｭ期(12世紀)時活躍的被稲作為白拍子的女扮男装的娼妓・並且這個白拍子的存在，後縄

 於「偲青女」和「華墨」等漂流的文藝人聞・

  到了後世琵琶磨落t設計三味線(日本三弦)説唱浮瑠璃・瞥女又阜著三味線談祭文等・説唱人

和三唱故事的組合走向定型化和細分化的傾向，不過無論急麿説以盲脚達残疾為借口的岐視

下・被加上汚穣的罪責・在村落共同禮中戎不到定居場・只好拐樟俗世依葬寺堰利a神肚的被疏遠

的人個・他面重厚説唱故事這個文藝的旗手・

  他椚漂流文藝理説唱的内容沖融家的盛衰和曽我兄弟騒騒仇・這些内容較貼星取戦乱死於非

命，遭野川厄運神人椚・

  説唱人的爵号之所以可以代群舞排除在時代的流動和権力的人椚田悲嘆，是因為他椚也與迎

撃苦命人椚同檬被疏遠的存在・

  或者・琵琶磨落t和暫女的屑性是盲人的・這也許譲他紙能無與同様黒暗裡活者我鬼魂交流・

  並且・梅園這幾代辮者謬説唱・無恥思弁敗北者的妄念被浮化・又把憤慨而死的怨恨也被鎮

定・

  再者・図様的串魂的求絡¥，聴取是在板索裡的演出節目的「春香歌」和「沈黙歌」的構造裡

也回訓戎出惜的・

  也就是説，在「春香歌」中被坐牢而虜答風向春香，終於「一動也不能動的那身re ・無非就是

一具屍禮」的状態・朦朧的意識中墨見天界的星君・獲得了重生・

  同時在「沈晴歌」中華入波濤淘湧的海裡的沈晴・姻唱題得到龍王的保佑即興陽・

  雨個墨描壷著一旦死亡的棒倒暫時離開躯禮，前轡師異界後再興還回來的軌道，不過現實上

死没有軍程之外・因此恨可能為了慰撫死在獄中的或被活埋在水下的璽魂而被設置了重生之回

路・

  総之在「春香歌」和「沈選歌」裡我椚草藤開封纏頭非命者的安魂歌的構造・

  旧刀絡¥成這割安暗黙的劇中人物椚都被造型為事流者和卑賎者或者娼妓和盲人・在魍魎我想

包藏燈燭日本的中世紀的説唱故事的共同問題一安魂這個主題・
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1968年目

(3)壼湾〈稔歌〉

〔補充説明〕

田干《邨唾即知》故事

山ロ大學大學堰欄決沍､究科 阿部泰記

一 序言

  《馳毛闇東海》・在中國和毫湾是家浴洛ﾋ曉・連小核也知道的故事・但原作《封神演義》

和中國童話《明概岡海》的情焔有嘔別・明区ロ半在原作裡用了自己出生時帯來的寳貝紅綾“混

天綾:”在九潜河的水裡洗燥・不意那寳貝有不可思議的力量・晃動了龍宮・巡海夜叉罵他・

他用了寳貝金錫“乾坤圏”打死了夜叉・龍王三太子罵他・他又殺死了三太子・抽出了龍筋・

以後的説話文學作品・例煤乱ｴ代的《封神榜》・壷湾的歌仔冊《明区ロ毛閣東海歌》・都演出這

様的情節・但中國童話本創造了新的情節・就是把龍王改為故意不降雨・要求犠牲的邪悪神

明・筆者在這文章中・探討明区ロ毛故事的展開・論童話故事的來源和意義・

二 護磨乱_明

  “刀莱?h・是梵文Nalakuvara或Nalakubala的漢語翻澤・在唐代佛鰹頬被翻澤為“那

羅鳩婆”・“那ロ毛鳩伐羅”・“門門理解鉢羅”等・有時簡稲“那ロ毛”・使用“明区ロ毛”的漢字・

是明代通俗文小説開始的・他是毘沙門天王的太子・是佛教護磨乱_・他有寳貝“金剛杖”和

“金剛棒”一死悪人・馬引代不空繹《北方毘沙門天王平門護磨雷V軌》記述:
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爾時那咤太子，手捧戟，以悪眼見四方，白佛吉;……我護持佛磨浴C欲撮縛悪人。或起

不善之心，我書夜守護國王大臣及百官僚，相與殺害打陵，煤乱･之輩者，我等那iiE以“金

剛杖”刺其眼及其心;若為比丘、比丘尼、優婆塞、優婆夷起不善之心及殺害心者，亦

以“金剛棒”打其頭。

三 離析骨肉

  宋代以後・出現了OPKII毛茸父母還自己的肉膿後・現出本身・襲揮神力的傳説・煤欄?v普

濟《五燈會元》巻二く西天東土鷹化聖賢〉説＝

那iiE太子析肉還母，開戦還父，然後現本身，運大神力，為父母読磨浴B

  然而封這刀翼獄ﾑ革越生肉的傳説・後世産出了新故事・川蝉《三教源流捜神大全》巻七く那

ロ毛太子〉裡解説・他給父母還肉膿的原因・是他銀父親雲生矛盾而断絶血縁的・他是道教的神

仙・投胎李靖家第三子・織過五日・興野東海・殺死龍王・又射死魔唾石海霧娘的見子・被

父親明輝叱責・割肉還父・佛祖嘗胆能降魔怪・把他復活後・當倣能浄化無窮・懲治幽鬼的

神明:

那iiE本間玉皇閣下下墨仙。身長六賊，聯帯金輪，三頭九眼八壁，口吐青雲，足踏盤石，

手持磨覧･，大軍一聲，雲降雨從，乾坤燥動。因世界多魔王，玉帝皐月凡，以故托胎於托

塔天王李靖。母素知夫人生下長子軍PE，次木［iE，帥三胎那唾。生五日置化身陸田東海，

脚踏水晶殿，翻身上寳塔宮。龍王以踏耳蝉，怒而索戦，帥時七日，即能戦，店飾龍。老

龍無奈何而哀帝，帥知之，戴戦於天門之下，而龍死焉。不意時上帝壇，手搭煤利ﾒ弓箭，

射死石記娘娘之子，而石記興兵。帥取父壇“降魔杵”，西戦而裁之。父以石記為諸魔之

領袖，怒声殺之以惹諸魔之単軸。帥遂割回章骨還父，而抱真霊難訓坤軸尊之側。世尊亦

以其事降魔故，遂折荷潤筆骨，群党肉，鯨為筋，葉為諸腰生之，授以磨覧ﾖ密旨，親受木

長子三字，遂能大禄小，難敵入海，移星轄斗。嚇一聲，天頽地場;呵一列，金光軍世;

鏑一聲，龍順虎從;槍一撮，乾旋坤轄;繍舞踏起，山崩海裂。

又有子代蘇聞く那ロ毛〉詩一首(《樂城集》三集巻一)潮時平等愚毒的掛子・所以他拝佛不辞

父・

北方天王有罪子，只知笄佛不非理。佛知勘注景教語，寳:塔令父左手畢。児來見佛頭

輯術，且與拝父略相似。
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  小説《西遊記》第八十三回螢展這故事説・其不拝父的原因在已鰹把自己的肉禮還給了

原來的父親・所以眼父親没有血縁關係・他要復仇李天王・佛祖給李天王寳塔・譲他椚和好・

後戸要殺天王，報那別骨眼鯛，天王無奈，告求華華煤利ﾒ，煤利ﾒ以和為尚，賜他一座玲瀧

別刷舎利子煤来ﾓ黄金寳塔。那遡上層層早算，艶艶光明，喚郷粍以佛為父，解繹了冤雌，

所以稲為托塔李天王也。

四 道教神明

  小説《封神演義》第十二回・産生了卿毛異常出世的神簿記事・他出生時・李靖的夫人

懐孕三年半還不出生・夢見道人説夫人快接麟見・他從一肉球中跳出來・手帯金錫“乾坤

圏”・腹園紅綾“混天綾”・

元配般氏，生野二子;長日金iiE，次雌木iiE。股夫人後首懐孕在身，己及三年零六個月，

尚不生産。……當晩夜至三更，夫人睡;削正濃，夢見一道人，……道人日，“夫人快接

麟見”，……只見雨個侍見慌忙前倒，“敵老爺，夫人生下一個妖精來了。”……只見房

裡一團紅氣，漏屋異香，有一肉毬，滴溜溜轄煤覧ﾖ。李靖大驚，望肉毬上一創欣去。劃然

有聲，分暁肉毬，跳出一個小酒律令。無地紅光，面煤絡a口，右手套一金燭，肚腹上園著

一塊神郷，金光射目。臓卜神聖下世，出難陳塘關，乃姫子牙先行官是也。霊珠子化身，

金錫是“乾坤圏”，紅綾名日“混天綾”。此物乃是乾元山鎮金光洞之寳。

  這小説裡道教色彩相當濃・原來的故事裡出現的佛祖已鰹不出現・罪代佛祖出現日長道

教的太乙真人・筆陣調節李靖明区ロ毛母子之間的矛盾的是太乙真人請來的軒燈道人・

道人喚李靖日，“弥煙煤下。我秘授弥這一座金町。煤預sp｛不服，弥便將此塔祭起，焼判。

明β半在傍，門門暗暗叫苦。道人日，“PSK［i£，称父子從此和睦。久後県営一殿之臣，輔佐

明君成其正果再不言其前事刀雷h称回去罷”螂咤見是煤絡汨?ｾ道乾元山群了。……

道人日，貧道乃是霊鷲山元覧洞燃燈道人是也。……道人原是太乙真人請到此間，磨螂ロモ

之性以認父之情。後配父子四人，肉身成聖。托塔天王乃李靖也。

  作品裡爲著道教賓寒土属害・q那ロ毛用道教的寳貝“混天綾”洗燥・動癒東海龍王過半晶

宮・用“乾坤圏”殺死了巡海夜叉・

螂旺日，“不妨。”単二衣裳，坐在石上，把七尺“混天綾”放在水裡，醗水洗燥。不知

這河是九湾河，乃東海口上。刀莱ｺ降此寳放在水中，把水閣映紅了。i鷹一搦，江河晃動;

揺一畳，乾坤動捻。那刀莱?�〟C不覧那水晶宮己晃動的略奪。……夜叉煙弾九湾河一
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望，……大叫日，“那核子將甚磨作怪東西，把河水映紅，宮殿揺動。”邨ロモ回頭一看，

見水底一物，面煤覧部ｮ，髪似殊砂，手持大斧。螂曉日，“称那畜生，是個甚東西，也説

話。”夜叉大怒，“吾奉主公鮎差巡海夜叉，急罵我是畜生。”分水一躍，跳上岸來，望

邨㎎頂上一業壁來。梛託正赤身姑立，見夜叉門門勇猛，白身白白，白白手套的“乾坤

圏”，望空中一星此寳原系崖嵩山玉子宮所賜太乙真人鎮金光洞弄物夜叉那裡経得起。

那寅打將下來，正落在夜叉頭上，只打的拶漿送流，即死於岸上。

  他殺了夜叉・是他三三二丁的神通・李天王伯惹事・他的師傅太乙真人保護他・反而批

評了龍王不知天子・不憧事膿・

真人自廿日，“錐然邨託無知，誤傷門島，這是天数。今散光雛是龍中之王，只是布雨興

雲，然上天垂象，豊得推為不知。以此一小事干漬天庭，真旦不諸事髄。”忙叫，“P”Kr托

過來，休把衣裳二二。”真人以手指在郷託前胸，壷了一道符録，粉附郷託，“称到寳徳

門，煤頼C胆此。事理後，十界到陳工事，與弥父母説。若有事，還有師父，決不干磯父母。

弥去罷。”

五 刀履B闇海

  至帯く明区ロ毛闇海〉的故事・目前最早看到的是上述的明刊《三教源流式神大全》麗麗く那ロ毛

太子〉・也綿繰参考元明無名作家《猛烈OP511毛三愛化》第四折脚・“若論那哺神威浩浩・志氣

子仲・怒時節海沿県単・悩時節天昏地惨・”宣表現著明β咤的神威・

  後世有罪濁立奪取這故事的作品・就是壷湾歌謡冊《agsll毛蘭東海歌》《李刀落關ｻ黒戸歌》・

國費級演員楊弓卿女士的説唱本《鄭ロ毛闇東海》(洪瑞珍編注・2002)・是眼接《明区ロ毛嗣東海歌》

本子編的・三本的開頭相似・煤莱ｺ:

黄塗版《明区ロ毛嗣東海歌》 竹林版《李邨断絃龍寄歌》 楊秀卿《馳舞岡東海》

李平帯一門塘粉

悍{仙磨卵e未完

ｦ時叫伊割下凡

脂ﾁ討王伊霜關

李靖局在飛騨關

L罪仙磨蘭蜉ｮ全

m恵叫伊去着下凡

脂ﾁ討王伊霜關

李聯帯珊珊塘關

L半男旱初回調

x厄叫伊去下等

視､討王伊把關

  歌仔冊《ngsll毛嗣東海歌》的一個特色・在龍王三太子出陣難兵的部分・根多種魚類上場・

煤莱ｺ:

《明区ロ毛岡東海歌》 《李三門抽龍筋歌》 《隅那ロ毛闇東海歌》
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太子随時去貼兵 太子随時去鮎兵 太子随時著貼兵

鐘好月虐倣頭前 亀精好謄倣陣前 亀精好漢倣頭前

沙魚相打展伊猛 沙魚相打三三猛 黙魚相朴展伊猛

一蛤任罪殼伊二平 蛤三二二三二平 蛆子皐二丁雨月

  降誕有・小巻・立言・鯉仔・海翁・白魚・溢出・蝿仔・丁朝・水玉・飛烏・海賦・海

加走・密告・石降・遊士・暗串・海鵬・油漉・涙雨・烏喉・脱西・芋仔・大盛・西旭・海

参・赤渕・東鏡・角貝・大目孔等・根跡魚類上場・真是一篇“魚類賦”作品・可油壷・毫

湾是海洋國家・幽霊現出了正篇“魚類賦”・

    ＊

  見童讃物也有〈q那ロ毛航海〉故事・但考慮兎童的教育・改編了其中一部分・毫湾《邨幽閑

東海》(風車圖書出版社・2006)・剛悼李天王毅悼明区ロ這出・明区ロ毛銀白天王戦斗的部分・

  中豊童話《鉱区ロ毛虫海》(外語教融融研究出版社・2007)等・都把東海龍王改元邪神・向百

姓要求犠牲童男童女・二二咤定在海邊洗漂・揺動了龍宮・眼龍王三太子戦斗・打死毒他・

  這童話改編了原作《岳神演義》扇情節的原因・在培養見出勇敢封抗邪悪的思想・素論

可旧説這改編是根櫨由干鄭唾是護磨乱_・銀一切邪悪斗＄的傳統観念而産生的・可以参考元

雑劇《二郎神醇射鎖魔鏡》・駆邪堰落蝟ｽ二郎神和郷咤・檎掌牛魔王和百眼鬼;明雑劇《猛

烈明βロ毛三墜化》・繹迦佛命明区ロ毛檎掌鮫魔山五鬼王和夜叉山四魔女;京劇《明区ロ毛嗣海》(《京

劇劇日豊典》20頁)・龍子常興風圧浪・傷害行旅・明区ロ毛激於義憤・遂下血將龍子殺死・為一

方除害・

六 結論

  螂咤在盛代千歯中是毘沙門天王的太子・佛教護血道・他用嘉賓貝“金剛杖”和“金剛

棒”懲治悪人・古代産生山盛血膿還給父母・當了佛教神明・為父母説磨欄I旧説・又産生了

U”Kll毛土蛮父・佛曲調父親寳塔・譲明区二毛拝愛山父的傳説・明代《三教源流捜神大全》和小説

《西遊記》飛躍地畿読了這溢血説・産生諸士三口顔面東海的傳説・《三教源流捜神大全》説・

玉皇為了庭治魔王・命触毛托胎托塔天王画面家出血三子・梛年忌五日洗晒東海・殿滅龍王

的水晶殿・殺死了龍王・又用了佛祖弓箭殺死魔女石記的子・用李天王的“降魔杵”殺死了

石臼・被父親叱責・画面自己的四面・佛祖認為他能除悼魔怪・用?蘭嚶?ｼ的骨肉筋衣復活

了他・明区ロ自得了性命・運用神力・降服了妖魔;小説《西遊記》説・後口ngKll毛要復仇逼他自

殺的父親・佛自給李天王賓塔・譲邨旧註佛面訴父・解繹了謡曲・小説《封神演義》描爲邨

ロ毛的異常出世説・他出生時・母親懐孕三年半・夢見道人直接麟兎・馬手帯金錫“乾坤圏”・

腹團紅綾“混天綾”・從一肉球中跳出來・這小説有濃厚的道教色彩・説鄭咤闇東海的原因

在賓貝“乾坤圏”和“混天綾”・代替二丁出現太乙道人・後來的説唱文藝都演出小説《封

神演義》的内容・毫溝是海洋國家・歌二二《ng511毛闇東海歌》有地方特色・詳細描窮龍王三
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太子貼兵・像是一篇“魚類賦”・見童讃物・把明β咤看待英雄人物・考慮見童的教育・有的

刷略梛ロ毛和李天王螢生矛盾的部分;有的改編龍王是要求犠牲的壊蛋・然而明区ロ毛原來是駆邪

神明・元雑劇和京劇裡也演出同様的故事・所以後者的改編有一定的道理・在中國畿展了鄭

ロ毛故事・但E没有傳到日本・這由甚麿原因・可以作為將來的研究課題・
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雪司望早q司♀暑梶卵ﾕ1斗. 

 ユel L｝一Pt1 01 x)(明治)弁忍到喜Qgsl， ql 01 xl 28 k豊(1895)司セ奢井フ｝毒司刈エ八｝フ1

昇三王呈到♀叫呈刈斜司フ｝蓄千旦フ｝Z7｝xlo1101判司1斗. ユ司号q好手0101昊叶叫

子司入1・梱6｝叫半・判フ｝曾・n. 6｝i柳通皇呈刈フ凶瑚皇呈甘・｝戴叫. 

 叶判子刻州竜洋苛早撃フ1昇セ(引戸フ1暑暑胡字劃名言(長州藩)斜竿♀1暑梶涌ト皇ra

切通剛♀斜1町名・ol芒A. 01 i｝一. 茎弁遇到四通雪諸司セ零墨皇四馬叫・A｝フ1(大蔵・

鷺)Pt早フ｝ヌ1弁叫升戴銀皇司，司三巴フ10」｝ li皇室早叫昇呈刈｛｝日ヌ1・苛琶ト申事呈豆フ｝

(春日・原・山本家)，朴フ1昇呈刈セ(¶叶叫・oMEiE・λ1叫叫フ｝(江山・山本・田家)7｝戴銀

τ｝ヱそ1胡室1叫. 

 叶妹子ヌ1舜フ］下智唱刈陸中王ス｝モ…，司。1ス1室71司金目刻(春日)7トqloq1圃q7｝引

音01｛｝｛∋月ス1・査朴早(春日庄作:荘作)011斗. 査朴早セ立尋(¶到司・遇前罪剋入トλ｝A｝ヲ1

杢｝(昨呂(長州藩士・佐々木三右衛門)斜升甘ggAl 1817唱司1暑想瘁雷ｩエ6｝｝，ユ9暑想

を司到ZVX)(干支)・1］是刈升戴叫エ中止早日勾苓q明銀1斗. 

 ユ司叶モ野州川呈豊君宅ス｝豆(¶91寸陰朴干91著想薯1816這01叫号苛じ｝セ凌｛｝

望戴1＝｝. 斉，叶叫干ヌ同町半可舎ス｝豆普至そ｝q『狂言明弁(豆麺深深)』(ユ唱早早叫司)(引

早フIS 「狂言絵入名寄(温ILIユ弔導坑喝暑)」01叫セ刈昇到査神岡ス｝望｛｝野州1885遇，

70矧i斗セフ1含ol明君q銀1斗.  o)v｝〒・刻子沼司叫早舎愈皇｛｝叫叫且紐司杢そ｝杢早唱r葛

城 他(7｝3er71到)』9雪｛多司モ，1895遇朔80補叫エ瑚一考直な着到王E｛. ＞gX)

蕗セ叫. 

 01己16LV フ1含号◎ll 垣戸｝ユ≦判 し｝01暑 ⊆月杢｝6R dPtL，査入「ト三〒Lモ∋1816這ノ選ol 望 参！olじ:ト. 

空明1897思(¶矧な｛｝ul｝設u｝セ回合ol v1軒唱司・q，ユ91脅思芒暑司早日旭司対芒

80矧フ｝o｝月叫，82矧フ｝qセ繕01叫. 叫｛｝司，査朴早耳豆勾セ叶叫干ヌ1入1三♀周回越

中三旦早刈(山口市道場門前本囲寺)ol 9. 

 ユ野司λ｝フ)昇Oj1 i京升剋小引暑叫(仁右衛門派)斗 甚フト剋岡引暑叫(伝右衛門派)フ｝

朝刈Z｝Z｝司暑・1し｝q巻｛｝量司言｝エ叙飯U｝. 査入｝早到・n)皆刃1暑・1ユ号到λレ1剋

州円筒銀叫セ喫芒，q捨gス｝豆州刈王90J63外気叫. 

238



 望刈，♀1(¶刈三フ1含重｝杢早唱『葛城 他(7｝3叫フ1到)』(引1858遇4｛22望(¶

朴71社叫呈(鷺寛太郎)q州刈並通杢早q組キ暑里鍛叫セフ1金ol戴叫. α1フ回刈

魅陛■ptgb 10朗入レ園州呂暑豊言同，・I Zi. 9Sl. E査入停7Bレ1 udl oll暑叫q

un 一Sl一 Ex q-e野芒甚四囲，・｝酬Ptudi'”1 Eモ圃・胆｛｝ス｝豆フ｝曽掴銀燭. 

 ユ唄舎叶叫子ヌ1朴フ1引例三戸善司杢そ｝91査入｝早ス｝遭. 隔週朗薯91珊甚誉，1854遇司1

ム舛三升λ1叫剋(諏訪高島藩)鵯朗(9｝戴司ム舎勉朴フ1剋州呂到な司q｝暑田平エフ1号

月明銀叫. ユ入lxS(¶刈剋朔二子入圃囚社01銀τ冷遇，査朴早q唱｛｝芒なq司ユ01

xJ ol｛表01τ斗. 

 司0図♀忍q薯萱99明弁剋(長州藩)Pt卒2」音世0ト芒部材秩浴界 A9暑ol号唱胡

ゑ叫. 査朴早王1877遇2題列｛｝目今フ國7｝昇暑■1半周，叫亙テ豆入1斗｛｝(厚狭郡善和

村，竜. ♀ell Al)州刈」ま唱6η胡弓｝6｝円し｝殻ゼ司，1885引物芒フ｝昇鉢前71手エ噌剋立呈

立苓｛｝叫銀竃斗. 

 壱判司611査縛早セ11叫フ｝野州刈フ1含を叶叫〒・ヌ1λ1qllλ｝男神叫豆野晒を斜『狂言

之絵(豆剋ス団)』暑子唱襯ゼ司，円フ1(引当名「狂言絵入名寄(豆剋ユ弔Ot。尋)」Oj1，「山

口行連廿五日来一泊して(o)v｝ ii ft1野牛25望司望下司・エ)」叫エ司司朗銀立司，ユ早

唱早日oVv｝子ヌ1(al q四四苛司皇モ｝平銀叫セ葵野望ヰ銀身. ＝］1-R｝，査朴早言。)u｝

子刺州層手糾モ奏書，ユ01号胡1886ki到土叫くユ人｝(野田神社)醤馨剤q刈司(能)墾

A｝oll主期四七o囚銀書奏01じ｝. ユ卒，査朴早国争一子ヌ191叫群肝(＞1号州711玉P盟暑

フ｝galユ(空， grgフ図4歩脚薯暑ul) zzll埜哺司梶李ﾁ｝見嘲1 gq・

 oVu｝ iZ ft｝(¶戴明刈弓田λ｝干斜｛｝古｝想皇呈，9入1ロ10)ムerY(吉見安太郎)暑司昊司唱

裡・1開門エ妊u｝. 査入停斗ユAlス匿。圃杢賠口廿屯潮耳を。｝・トニ桝人レ併

二見弁司芒架薯，叫干ヌ1ロ1主王(田口光三)且λ1ロ10)ムPtg喫庫入1司到｛妾苛想q

L｝9｝Ll Alス1 y(中西治郎)叫エ司・割引梶｝暑01銀叫.  o｝雪下月入｝斗91入1且入1ロ1｛｝苛想望

エユニ苛早皇ロ1(河野晴臣)(暑1吾弓手)釧剤弔万世，査呼野 01司冷罵男子ヌ1朴フ1昇戸冠

暑eqス瞬刃刈咽野物コ越脅・撚叫. 9司，9ヲH入1 xl gi霰≧石川薯〔計

牛薯(手附本))ol己｝碧脅)書旦普苛α1冠襯叫モ…夷薯号遭qフ國フ｝拝撃葵01 u｝. ユ拳

骨斜醤唐牛セ，む礼。回干梱訓叫早舎脅豆｛強ス｝豆租日司diPtL S Ot蜘｝・

 1954遇3｛◎ll e o｝:ロ｝二子iklλ｝フ1・蒋一. 温竈 旦芒司フ｝・召ノぎyOj，1967思 1・望。刊 o)ロ｝ iz ft1ス｝

フ19SPte・t・停ヌ四阿早強｝鯛Nl 11フ｝珊叫. ユ卒，フle旦♀ス障刈入レ1

昇Sdl 9組会司香入種｝λ梶｝万国刈ゼ7｝o)1. ヨヌ1(加屋野幸治)，エ本々入1 ej1 o｝ xl(小林

栄治)，ヲ図。｝叫ヲ1早9(梶山亀久男)，々｝王叫亙弁ヲ1(安藤方之)9α伺甚暑01亡ト. 

 ユf，エ叫。同Ot1・図列ゼ，9ヲ川λ図判明x｝王国梶浴EL・㌃・ド例朴フ1nii・Al・ej q｝

99囚訓冠を暑呈ス｝。回，aLス睡卒週釧フl fス1 EO」｝稠苛エ平野. ユ剥皇昆
ユL日ト。｝入1列:1三 2000思 10・理，9LL:聾ス肩 . 里. 立唱 50思 フ1唱｛蚤:糾ス］ 、塑. 立・一丁ス｝書入1 ｛｝≒Lτ列忍

q丑尋暑梶嵐ｬエ，2003思叫セ 芒5号男声辛望を(勲五等双光旭日章)隣刀翌ﾈ蝕叫. 
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 空2002思州セエ叫叶入1列到xl E暑里芒9Lll E9早ロ1叫ヲ1(米本文明)列〔2W

「昇喝プレ1(首引)」・1)釜OjL〕フ｝，川呈01フ1金豆♀ス｝y・”1 Pt剋相暑梶卵ﾕ亡卜. 旦芒司司

♀1芒竜ス刊唱キ噌立呈9・『モ・思司昊旦望9フ1暑司エ銀叫. 旦舌司釧9暑薯，1手(君

州重｝思苛芒社告司斗竜用暑ぞ割判呈をα1司を杢司1刈叫号唱，入1珊斜主・号叫皿

州刈干亘剋X｝E号七旬干e『叫フトエ気τ｝. xJ feqセブ1明旦♀ス回ユ叫。トλ1列9｝一R-LII

E呈南郷入｝eo12i・，So)EEI(判国隣『■外囲1 u｝司玉1刈(竪小路)司1銀モ…o)P｝子ヌ1ヱを組

告朔曽紐日司レ『ロ刊手呈且望厚目刈社章司｛碧潭囚エ戴叫. 

エ蚊皇嗣叶叫干ヌ園:皿号司普・川口層フ凶皇堰?圖！司エ戴u｝. 

 1997遇(刈10)v｝ iL ft1λ｝フ1昇置通｛｝｛｝糾碧立呈早El「フ1号4叫号91王痢7＆『■早ao｛L;

糾スn」」1z. Al旭寄月返し｝. ユ入｝(召gyAl朴フ陪置週フ隅ろ困♀:】♀1司フ｝王国司・1・ト叫子ヌ1

・ll冠有司. 豆剋q1薯・杢・早碧到剋冴(翻刻)x9 ee ol唱入国銀叫. ユ想斗呈利，2001 ka 3｛

朔叶叫子ヌ囚電撃♀1望司ぴ碧到『o｝叫子肉朴フ)昇置翅ス｝豆唱想(山口鷺流狂言資料集

成)』Pt君唱暑 旦蚊叫. 01スト豆到君憩斗1斗雇社州碧冠朴フ1昇翌通9 xJ舎豊暑01

剋碧背骨。ト，せ芒胡12里量見善司芒1スll 01(磨乱ｭ)秩雷ｩ立国市司司糾甘(催花賞)ol

・午(月月フ1η｝ス1州01gv誠r斗. 01杢｝二塁(まユPt Pt頸司刈｝ニフト早(能楽)到冠山州む刈

を暑む金を7聰…三セユ9暑・午磐司甘q言lgs苛ゼz. ). 9. 呈，・ト叫柔・平9温越普

Ptいi凋フ｝忍引剥葵芒・㌃叫子ヌ1λレ1昇豆背臨芒司フト郊含・11斗. 

 2004唱3望州セ 「朴01亘(西京)『朴偏平」(叶叫干ヌ1入1調書司含半日(¶刈フ個)・ll

朴フ1昇豆剋01糾早フ｝国々，朴フ1日州暑叫(鷺仁右衛門派)潮ajL ql膏石司・i朴三(佐渡)

朴フ1昇豆週唱子司(月フト叫む舜王入1(新潟県佐渡市)喫，朴フ1昇梶落ﾎな望叫を剋「梶酪T(半

銭)」音そ3言｝iエ入1豆通且善司(符フ｝竜君府ヲい1(佐賀県神埼市)フ｝妊スト司州. 里明，甘r旦

斗朝豊q6ラ『旭0101旱朝ゑ叫. ユ卒，2005過叫モ…， A｝7｝(佐賀)c，1レ日，ユ01暑胡2006

週司1モi∋λ｝玉三6」) Al之tz｝入ト71昇」鼠剤91呈oB ol倒懸杢｝重jl j芹百計｝1雪司言｝エ 戴じ｝. 

【杢｝djL吉岡朔t肩司】

「・昇 なフ1フ1」

 号を剋暑:剤刈01(鎮西)『亘エス｝，早呈r『くユ，挙手荊くユ，荊旭91香舎(牛噌)

 司な看円司:テ弁スト唱エス｝叫エス認吉野野芒01フ｝，苛司叫01叫ロlk(播磨の印南野)暑

9暑♀q司刈耳衆矧，暑q調忍・1叫叫廿叫. 早El AJ・g碧エ■e告。19スレ19
司圃製庚｛｝、旦(月。ト裁τ斗エ想:z:卜6｝ail号・手引耐暑早喜叫. 号手r『くユ合王忍釘碧盈｛｝01

司刈u｝フ｝フレ『セ，早ヌn耳珠フ1蘇芳歯列朝駈三vJ司M，早E■ AJ 01ユ剛叫τ斗号手引

五百対塁重｝τ斗. 副手1斗告口司刈歩止看6団司裁t斗b蜀，会。回Al o｝99 暑9「豊

望フ1」「」6a 7El一。1望フ1」百世早暑苛刃只｝，皿早朝手判司。1そ1叫. 叫x)vg・通甘司周到9

・刊リ:ヒ看暑召明 「号Ut。フ1フ1」暑司・州司厨モ日1，早. E■くユ01還魂暑暑呈早暑選好矧
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暑λレ1味翻≧。園朔叫叫フ図昊妊叫. 叫ス回煽卦合・レ㍗馴1遭庚暑暑碧唄智

・｝なゑ叫フ｝？。圖司目，IAJ gg 7. V71 ajg・1喫叫己｝早司勾昊潮呈ス｝叫Pt司屯珠

「7J AI・1望エス｝」モ斗エス｝碧司・i盈・901セ，萢刈01司・刻呈(鎮西八郎)モ斗エ暑銀q司耳

E. . E］＝1斗圃呈呈(源為朝)qo1ロレ『州フ1茎暑モ｝勉暑01τゴkq墾。｝ろロ1♀叫司刈セ，剋刈

。1言國呈qql Eヲ1叫エス困妊叫). ・悟暑早旦セ噛楽｝目俣胡。)vト■il入｝71 FPt

OP;51(｛｝日ヌ1査人停到ス｝99)9週梶卵‘ 29i7PtiSt廿桧重｝司フ｝艇｝. ユ司庄叫

囚叫q号Ut。7レ1を遇州刈到刻セitet。号9望入1入レ博醗叫q碧暑elg糾エ
銀u｝エ薯じ｝. 

 号手荊忍書層な。1望フ1暑苛叫芒雪州 「ズlk相な01望フ1旦叫日n望フ1フ｝司書舜

芒日1」己｝エ司冒苛dl早E刊くユ｛｝曽身苛川糾ズ1梶浴C ol司朴升朴フ1剋州暑叫到剰エ(最

古)明戸閉u一・1。｝ム土司旦皿暑(享保保教本，1724哩01週司層唱)司刈セ，「神フ122iF

叫司刈ゼ，モ明州セE早・1司朴モ｝2xl鴇セu｝」叫エ手フ国01戴τ｝. 是噌司，旦皿

薯(保教本)暑翔奇糾モ…立司ヲ1し｝司ヲ｝≦斗暑(宝暦名女川本，1761遇ぞ相唱)■19王ヲ1舛叫

3(常磐松)｛｝エ甚(1848～1859這ぞ噌唱)益せ千引暑州セ01「志望フ1｛｝金」潮司朴ゼ

耳皇刃｛薯ス1(じ｝マ｝スレ｝月。刊・呂9｝一 Pl dl暑6」1｛…銀モ…喫王銀じ｝)吐ユe16LV朗λレト。)v｝＋

装入｝フ1昇司室｝｛出動τ｝ゼ架芒・A♀菩・偉岳02・1q. 

(君エ｛｝竜)

樹下明紀「λ｝フ1昇豆通02ユ」 (『日吉干ヌ1皆掛糾ス肋1987唱3翅)

樹下明紀「λ｝フ1昇豆遇刈エ」 (『叶叫子畳む｛｝糾刈』1997週7坦)

稲田秀雄「。VV｝ iL 」1 A｝フ陪」(号唱土7｝早(能楽)号盟71司号望暑著喫r朴フ1昇豆趙q立暑暑

     司号朝』2000遇IO｛午尋)

稲田秀雄「o｝ロ｝:〒・:え1入㍗フ1・昇gj 勉蒼」 (『新編日本古典文学全集月報』69、2000遇12｛)

小林 責「。㌃団子ヌ1朴フ1Fg望λ功能刃L観な、号召」 (舜フ1昇豆通フ1号z｝碧♀1亀司

     唱刈『o)v「■肉入｝フ1昇豆越寿豆唱碧』変怪干司入1皿号♀1勉司、2001kg盛暑)

〔［H暑〕

刊伺ヲ1(9「｛1・フ17D

(Pt 9)・ト叫子ヌ1暑ス1暑糾t調尋olぜな

〔萢刈01(鎮西)姐エス｝(xl)，早y刊記(ヨ『冠・荊)，号手張くユ(号)，調くユ

香三二(呈早じ｝，玉L早)〕
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侶｛｝芒9升H AI gojl蟻｝. λ｝フ陪豆剋(司号)フ隅ろ困斜廻司Pt 7B r。叫〒閃入トフ19

a9・‘■LI(司号)ス｝豆唱闇』，・)v｝ iZX入1正矧組軋2001)

「・1朴直｛≧xJ AI・1 qエス匡，・判梶蘭ﾛ舎宅捌q OSIz皇喫駅｝刈尋勾磨・81 Al刈昇ε｝7｝

。1剋杢舎01巽朗呈をロト早司ろ！ユ，二二牛王呈な石ヌ㌃州一♀・旭含含＊JuA暑司瑚ヱ

そ｝叫. o/02エ重ト99～暑冷叡。｝エユ午7ト豊殻qエ. 遭石暑。｝7｝et憩z｝苛月叫｛｝01

早号号暑Eq. 遭石・午Ei611 Ll十〇1週置垂山里. 旦エ010ト旱フ刊7｝暑。｝皇芒せ1｛｝皇巻望毎

川警ヨ叫司・司フ1τ十望日1ス1. ・1・1・1剋刈遇巴暑司・じ｝旦日，明と人皇・順7Ll冨刃い翻剋

暑豊. 司フ17｝直直エ司・ゼ剋刈二三1斗，0101(司7Ll遭λ1司・司叫9101 i斗ロ1号豊01司｛斗. 

SlO1暑望司・巻Aq 01暑・遇司・エPt高高・O｝列司日杢｝ol金剋1斗. 01遇三州皇三二じ｝7トゼ

季書州叡皇司叫. 骨司叫書升叫01呈コ1司・司エ司・モ1訓. 

割くユ:

ゴ
門
ズ
，

ズ
，
調
ズ
，
ゴ
門
刈
ゴ
u

ゴ
門
ズ
.
 
ゴ
u

ズ
，
ゴ
q
ズ
，
荊

なそ｝事解q(『. 遇吾智。トq(判. 噛吾看。トq(判. 

olo1-9. Al司・杢. 青刈司・杢. 

7“O｝ pt oj. 

剤淵01暑芦刈司手λ1早雪.      一

〇Pq/02010｝01 A)銀モ告，明フ1セ司・司P｝9101し｝ロ1暑R｝■1叫司・司望晋胆

111 Otフ｝E朴菅01昊ズ1叫セ昊剋司. 司告(叫叫)01芒壱. 旦日週入1早含(¶軒を

有望平日. 期升司告金朗フ｝司早日EV OA Oj1甘朔川司叶裁τ｝. 

01・1。｝1［ZO｝1・t. ユ司早金州軒をスト升叫目豆. ユ刈昇含梶濫ﾖ司手杢. 

￥4叫，昇含書盤司望叫エ？

早q曾司手頃. 

ユ壱7ト梶落i戴01叫叫. 

望i奴告日じ｝. 

010］01告01珊書エ季ei｝01叫し:い斗. ユ司エ旦L1珊州司・叫戴セ号2F(引刈

。ト司剋社庚音昊旦銀皇月署斧州刈参！畏書旦明。拷艮1斗. 

oPol oAol Lll告，昇含010｝:q｝♀Ptu朗望'｛｝暑dlセ7｝. 

舟町ス1暑エ望舌査. 

0102. 用刈号手7㍗司・叫戴ゼ1110同人｝菅庚｛｝昊. 旦銀立目司告含号手《珊州

Pt ol 11司・Ot e cll看。団司裁セブ｝？醤叫エ司・PtL X)君司71λ1 Ut 7｝ユ司呈 喫司

山月を唱6刊碧oj甘ヲ1 Ot｛e q)明国重｝ユ. 

010］(8ヌ国奇｛｝・昇含。｝i斗三冠91叫瑠邊ε騎1斗看。｝輔司裁ぐ・τ｝. 

判司・. 畦Ojl A｝看6ト唄司裁tキコ. 望・戴L｝. 

6ト早二言査. 

01三豊を載叫. ユ専叫堪三智暑手暑暑司公司日■71(弔晋二世エ戴円己｝. 

暑暑♀］K. 湿田・蕗エ以裁牛1斗. 
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iil:o/4刈フ1010ナ刈フ1号早，. 州OAとヰ？刈OA ol？o炉1

号手:・祠 o)，6岡叶苛λ回墾早三入1頚セロ1早・金020レLl 7｝且. 

iiil: xl音望早喜迅τ斗吾010｝目ユ2昔芒萄エ奪金告01 ql鍛フ1州，司州環庚音

  . 旦。団エ看。ト景皇鈍調吾刈を(身刈峯｝o円三号司叫. 

号:望裁告申斗. (子迅)

号:010労刈フ1，叫u1勾 oトu1刃

i］1:宿舎室内エ. 

号:を終日祷盈エ■芒ス回日昇含書管司手λレ『£. 

il:(，1司。耳叶，馨エ■金告。1日叫｝［！庚憶見。固モAl o｝日歩. ユ剋巴巴エ早叫

  7“o｝用司. 

号  ユ碧7囚Pt ol見裁合L1じ｝梶浴C AL o｝司杢｝剋社｛｝Pt ol呂司ol叡立月。｝Pt zl 7｝

  を刈摺・男手λ図a. 

iil o1早合な書・9. 自害咽豊曾x三〇SA)司組重｝古音6｝寺…子嵐斗.  o圃刈。㌃轡弔刃

  裂庚｛｝. 見露霜銀ズ1｛慧と1斗. (＞1 Al豊司(s q・『早日叫王奪皇し:8望・司号(判q(『

  叫叫. 

号:ユ尋者福塩司輪転互裁司且. 

iil:ユ司叶ズ1. 咽吾朔刈刎暑朝. 

号:o｝6)o国…   (｛｝1斗)

iil:oAol oPqノ為手早船211 olし:ト. 早金望01叶. 

暑:刈暑矧州1期銀合月1斗. 

荊:剰包卜. 虚威τキ？

号:ユ専會目τ｝. 

itl:恕雪世司書告01司.  o炉10炉10炉11フ1州oA-t一司01告

ス1:al)一

iil:杢誉電｝用曽暑朝剛威1斗. 

xl:ユ州ol e合xl a. 同芸州甚司《1市銀フ1・ll早ヌ“呈?穀嘱目ユ11馨蚊叫普日嗣. 

iil:判｛斗，早ヌ呪豪雨戴1斗？

xl:ユ司告a. 

iil:0102ユ蛾叫望暑刈苛翔L｝. ・ノot±9010k±9号手叶刈昔ユd早ヌ刊召曾剛

  州響鍛欲目〒・し｝. 早刈斜9■叡・乳ス｝ス｝，咽厚飼。トul ol. 

xl 望裁合日叫. 

  Rヂ柔柔♀1. 早刈♀1. 早刈斜豆. 

調  01刊oa olヰ. 団七01叶. 

号  刈暑晋λ1干裂銀合月τ:｝. 

   芝d層曽司駄目010A“. 酵01叶。ノ早合切呈畦｛｝干喫銀(『
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x):平梨τ｝目且. A｝ 7トgi 71尋フト岳。1銚咽フ困書重珂呪ig・1引石月τ杷，ユ

   円1曜｝(引寺毅し｝. 旦益. 

調:引叫エ碧01引知τ｝エ

xl:ユ尋含目叫

i1:叶01叶01号手・｝，司三を碧言ト子L｝x｝i｝。1告潮望。1フ困音戴じ｝セ子し｝. ユ

   P｝5)碧呈早刈斜胡や｝埜裁と叶. A1・1Z1・1ス｝Oj Al咽吾・梱9暑明｛50」. 

号: 望鍛・判a. 

ズ1: ズ1. (判旦査. 

1: ￥lo). 

刈:・1・瑚忍州旗入｝三7｝叡‘｝エPtg qR｝，刈王ユせ杢S・団司セ迅目早q＆司・q

   週フ｝f￥暑召エ珊フ｝刃唱看。囲司三秀杢梶浴C珊7｝oレ1唱早τ1昇f暑鴛司

   剣淵. 

調: ユ王妾芒(叫叫)碧z｝01τ｝. ユra司早吐合・早暑量亙？

ズ1: 豊望フ17｝S裁會q t｝. 

itl: 虚日フ1？

ス1:ユ馨含t1叫. 

iil:Ojl・1 Wt 7｝・1翌別魍苛刃讐ゼ叶. ス｝暑明叫. 

ズ1:010Lolok 6｝目益. な忍州看・凹剋じ｝唱ユ司三季告目u掬｝，叫昭重｝司看叫q望

   曾舎・19叫眉斗二丁暑月評叶スla. 

「『:ユ三ユ馨ズ1. ユ唱ユol ft暑i｝2FOj1 11唐司旦裁叫. 上ヂ上ヂ号手. 

暑:嫡嫡望。圃且？

i・1:ユせ看。船卸可動01斜普雷ｩ苛目会早暑刃引刈olフ1エ石州叫叫xg・｝q司

   裁U｝エ司噌三会早セ翌ygN司・エ暑銀司目9望フ陪司・ス｝エ苛日豊望

   フ1暑司. 旦円叫. 

号:刃モ醤・合目τキ. 

皇:ユ:d正号壱巴。1ヰ. ユ剋杢司フ｝・”q oAヰ.  A1・Pt1・1叫・判刈豊十9フ1暑

   女牢｝. 

号:雪鍛明£. o｝o｝o｝o羊。国

itj:02010201。肩叶朝ユ司と1斗. 朝ユ司. 

号:01叶 早三司｛｝刈(ロ｝叫)舎＆t斜碧ユ司｛｝舎gs｛Lle戴G目。｝. 叫叶・｝・｝

iil:o｝目恕巴糾フ｝叫司.  Ofol oAo1帰。1雪司を告. 朝ユ叫♀｝引書6｝とi一］1. 

ズ1:透織王巴戴昊ol号舎召エ司・セ望？1司叫杢補川早喫望奈王戴告ズ1豆，

iil:01剋留翌司・o酬a. 

xl:o/o］層な01望フ17｝季di v31 R. 

itl:司辛季刈.  o炉ノOfol o1剋州芒恕な01望フ1暑司叫包卜
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号  刈ゼrg 7｝ol望フ1、旦叫秩蘭]フ1フ｝司等λト音日叫. 

iil O］0］oN H1望州刈ユ遇vlol(a q oA”. ノ］0］メ101怨な01望フ｝q. 碧な01望フ1. 

暑  望鍛(判R. o｝o)o｝e)

iil (＞1｝0/oLol oj心月ヰ朔列隷司. 

号  01刈，0圖刈刈早三司｛｝冒司じ｝司州t斗E早想刃1奈宅01B｝｛｝1斗司暑響エセ

   oト手・Hl 711｛｝召司戴前月τ｝.  o｝o)o｝o)

itl Ofol ofo1司01曽司聾告。｝，朝ユ叫♀1引薯司・せ豊011斗. 

x) 6ト祷三世告三張昊。｝君朴司皇呈苛ゼ望剋司王晋芒補州早喫望冷E蚊舎xl且. 

iil ズ旧ギ一日セ禰州司刈世経輪司己｝. 

  唱碧苛ス1且. 

  ユ剋司01同苗ヨ三望igL7？

ズl o1剋剋昇をフ｝71 7｝61哩;外豆. 

  ユ囚ス洞戴奴r叫. 上・9」cヂ号手詠出フ1フ隠司叫司刈ユ司司er銀皇月9

   唐フ｝フ1暑 司l y｝i斗. 

暑  ql. 

iil 4・μ1・1ス｝，・1土モ書志q昇・¶■Al. 

湘  Oj1. 家裁告月τキ. 

  号手王01壱昇(Al養(ホ斗. 

号  ・91. 

iil スL看叫唐Pt. 

xl 9歩干

iil ・91。1。1告・｝(叫叫)，ユ司17U 11量7偲皇国刃. ・ノ・労・梓司三号手薯ス囚セ昊

   ・ま司感じ｝. 府音■舎暑暑呈早島司重重圃暑λレ裂日・τL1看λ1フ1τ｝司ヨ｝. 

ス1:創唱糾裁合目τ｝. 

調:0炉ノ0炉ノ呈芒♀司尋舎暑 否舎・暑 尋舎号

呈早:＃7019・1讐司Ptス｝明言周ス｝970/97・ノ

itl:・汚・1■舎9＆早9■じ｝暑。16川エ昇なフ1フ1暑司・モ1訓号手尋。1聾司・フ圃

   曾矧断書。ト裁1斗. 

E早  イヲ01弓ヲ01

itl:刃君早日t瞳升調戯告曇を剛日鋼ス｝(弔曇条明唐牢｝. 

呈早  ＃701901

itl :  ol｝ O】 A｝er(川人｝モ三｝6刊01 λト叫(刈1λ｝己｝

E￥:州01人｝叫(91λ｝斗(al olλ｝i斗(¶λレ叫

刃: (al ol e｝JnL司・望oll 01(91 01(91 ol

iil: 敵手尋01聾司・L1碧瑚i斗碧川
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呈早:・ll olA｝叫州人｝q・ll ol入｝叫(91人研

xl: 州01｛斗エ苛遇(弔。回。回01

早AI LI剋書ヨ)引暑エ叫凡・図叫・羽Eヨ11暑エ出方フ団コt国州召エ引昆

し｝ス｝叫X｝cl q￥dis1川暑湿・囲刈y￥フト面明二面・1 Pt鯛祠司。胴暑・1子稠司

川司9叫. 

〔旦をA2 rll〕

「. 9. 粗壁≦尋 λト早・7ド子」 呈・早・日  「」豆Z堵童」 ◎1｝

0｝ロ｝子ヌ回重｝剋｛｝司・ギ・vll 7｝o｝叫三皇早

(剋『)oトロ｝子肉昇ズ1｛｝麟朗叫 ol｛｝な

 ぞ号理工強奪到杢｝叫(散楽)名エ司(¶戴σ三口叫早尋，剋そ｝潮｛｝q陪裂手言｝セ苦

音戸ロ鳳じ｝. 甘葺王・1卒セ皆。回到α伺司甘暑王草｝言｝1)q明明司ヨ｝エ王早911

身銀τキ. 

 Ut。・舎(唐・宋)州。1百司刈セ世巽司厨号音q碧曾牛銀叫. 01セ 『を女好朝潮碧

到(春秋左氏伝正義)』(ま暑(裏公)28週qt”ed。望(孔頴達，574-648)碧qq岨暑州λ→王甚

青黛u｝. 

  正義日、優者、戯名也。 『倒語』有優施、 『史記』 「滑稽伝」有優孟、優栴、皆善為

  優戯、而以優著名。史游r急就篇』云、 「侶・優・俳・笑。」是優・俳一物而二名也。

  今之散楽戯為可笑之語、而令人之笑是也。

   層到豊，♀(優)己｝重｝芒唱フ1ス陪磐をビト. r萢司』・1)♀入寮朗胡フ)皐月 Oj銀

   エ8・r入レ1』「暑肺画。ll k♀咽，♀入回入凶。1929S・，暑τ｝qフ陪を胡

   刈，日珊♀(優)呈刈。陪｛｝望ゑ叫. 入｝♀r晋引週』司1セ「i｝・♀・日肩・杢」己｝ヱし｝9

   叫. 82・司フ｝・ll Al♀・喉…社9架暑巽言回早フ図噌碧・1戴銀叫モ架｛｝望・午

   ma. むス胴妊叫司(散楽戯)司囚モ…ス胴銀モ雪暑古団入｝eg昊フ1セ日L偲。ll

  「♀暑。隠τ｝」)叫ユ重｝・会)・1暑唖｝U｝. 83

80 r号(『』週7 r剤司』司「公之優日施、通干七姫」叫エ. 
81  『A｝フ1』 週126 『r晋ヌ11～皇組 』 . 

82 重｝(漢)のλ｝弁(史游)『量目週』司「侶・優・俳・咲、観筒庭」01叫エ. 

83 組(伝)司，「陳氏・飽氏之圏人為優」叫エ. 
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司フ1(¶刈菅苛セ妊叫司畳，Ut・ ej(Oj1胡胡萢書是司(参軍戯)叫エ苛唱♀ム碧ム己斗岳晋

翔司(滑稽戯)暑雪をt斗. 里，吃トを香(658？一730？)『王。困スn(朝野愈載)』 「エ司斜(高

崔鬼)」(『囲碧普フ1(太平広記)』週249杢剋)司モ「8ヌ1(弄痴)暑甘｛｝望フ1暑を戴叫エ

古｝セエ司斜暑「杢LVog」o)q暑・滋τ斗. 

唐散楽高岡鬼昌吉痴、太潤酪竰ｬ使捺直向水下、良久出汁笑之。愚問。日、 「見屈原、

云『我逢楚明王無道、乃沈泪羅水。汝奇骨明主、何為来。』」帝大笑、賜物百段。

な塞くま叫エ尋斜モ…ミ洲胡町｛｝を銀u｝エ6｝司，日1薔01骨λ回翔温品t刊司

司耳標着司刈華年司召ユA)耐乏フ｝，召λ1早望量書5表暑旦エ昊戴1斗. 

司暑01暑銀司日，「書2」(屈原)暑R｝叫，ユフ｝ 『し｝セ室(楚)斜司暫縮図司叫司昊

廿矧な司を昊遠隔叫暑q(泪羅)Ot199看フ11) 司SU x｝9｝司セ朗層q｛…ス回

テ州俗梶酪給�ｼ月フ回皇洲威と叶』己｝エ暑銀告月u｝」包トエ引宕戴叫. o)(Oj1司

暑01ヨ州昊皇λ1司号餌豆(物百段)書誹朴苛娯叫. 

 喝四潮著翔司「杢｝叫」芒，舎朝州暑明フ囚セ看号含qロ1射芸1幽魂. 舎到看号芒

q世ム遇岳官暑柔順6｝11暑剛司銀じ｝. 甘舎・皇スト昇(南宋・呉自牧)Pt(？一？)『暑馨薯

(夢一手)』週20「フ1叫(妓楽)」(A｝k，亡母斗証書フ｝含ol銀τ斗. 

雑劇中墨下平長、毎一場四人或五人。. . . . . . 末泥色主張、引堤色分付、副虹色発喬、副

難色中学。罪質一人、留日装孤。＿＿大抵全以故事、船引滑稽、唱念応対通遍。

看号司囚セ望月暑♀与司司呈苛α｝，OdL■f叫τ｝司噌薯9叫唄噌。1甘望音を

q. 豊勢州01号・目。1判エ，厚司州・1。固己｝刈謝己｝xl入1暑苛エ，早有州・1♀岳を

調苛司早臥齢(副乳)州01昊州♀王重｝叫. を電01砧巻剛王様芒司，ユ暑をエ(装

孤)叫ヱを叫. ＿＿t咽三，気早エλト碧司暑引当司前出計測相 Oj)碧溶明xJ vj暑

暑司刈を斗朗入ト呈暑1飛｝1斗. 

 Bく金):ll gl 2」暑(堰蘭{)三朔家司叫. 

 望(元)司司銀司λi王看号音妊叫01i斗断獄エ，司梶浴k号を〕暑月毛(行堰?ol叫

司軟q國鋤01己｝エ丁銀u｝. o回診青刈モせ刈寸止苦む署奢入㍗喝音磐止立起(山西省

洪洞県広勝寺明応王廟正殿)到単比(¶「司噌祉叫奢Eキスn■x｝萎｝(大行散楽忠都秀在

此作場)司層廻遇(1324)4璽望」o)叫t｛｝ス｝暑P叫三￥vOt。6M. 1斗蛙，廻司q看号芒

司三音看フ1芒朗暑◎16国叫，9Pt1司“i廻薯。1叫碧き｝(月叫そ｝・¶曾望！司銀u｝.  z｝;ピ舎
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♀補魍1Pt 6uv廻暑な望q EG・1碧～醒言圃且人国明銀u｝. 84

 噌司司銀。『刈モ，・手司讐手弁芒(周憲王朱有徴，1379-1439)『呂洞賓花月神仙会((月暑剋

糾望型旭司)』看号刈2碧ス1｛到廻呂音甘較｝じ｝コ. フ1含司酬戴エ，SSF aj(劉免)(？

一？)『新編金童玉女嬌二二(忍週言暑薯t『丁丁71)』(旭q暑且〔10q，1435〕刈スi)Oj1 li 7フ肩

杢旧事愚智望潮xl￥to1旦剋u｝. 86ユ射司1，召ス困(1583-1665)『望湖亭(喝立碧)』刈23

糾唱「唱言(迎婚)」Oj1替唱月明「柳下恵(♀6｝al)」qユ朴王2」暑gs2逼洲剋叫. 87

 杢翌朔三組暑・ぽr旦91白面01旦入｝S Oj杢叫心計01叫bo1面心呈出上金叫. 

『水濡全伝(牛七二石)』刈51司「二二二二打白秀英(智入1立井叫遡牛(の，美髭公誤失小衙

内(ロ1宅暑皇舎杢叫川)」，刈114司「段家庄重招新女婿、房山塞双井旧強人(曾フ｝を号主

杢1(月♀L唐杢｝ヌ肩丁丁干な剋)」，『金瓶梅詞話(言男秩欄?ｾ｝)』 刈20司「(孟玉楼義勧呉月

娘、西門慶大岡麗春堰?咽・警早釧週皇亀曽，λi｛｝Pto dl司・司を組)」，刈31司「琴童蔵壷観玉

箭、門慶開宴吃断酒(君暑を堂普舎杢，呈ぞ川q暑司・手)」，刈58司「懐妬忌金?卵ﾅ秋菊、

乞膓肉磨鏡曼訴冤(司早フ1晋週叫条号，召冒葺ロレ暮午杢組)」，第76司「孟玉楼解怪呉月

娘、西門慶斥逐温葵軒(野鳩早旨旨皇亀卜，刈｛｝ぞ恥骨｛｝テ竜)」・ll杢叫2」暑磐望到西

入陪暑・午叙し｝. ユE￥7｝望号な望赴。ll暑験｝叫セ降神司， r舌唱・刊人団・』刈

31司ull et「即断堰蘭{(讐早撃薯)」qz｝薯。1甘。｝郎u｝モ…唄9そ｝斗邊牛難中oa ol叫. 

 ユも司，土(能)斗豆旭(狂言)薯皇闘石州セ朴早フト早(猿楽)叫暑司銀皇明早フ図叫

ぞ号野司斜杢｝叫(散楽圃フ囲を叫エ趙胡遇珠9i｝Ot1祖胡剋杢掛｛≧看フ陪獣｝・｝

目モ斗封戸司三王片月(＞1準則1斗. 

 卒囚斗モ斗と。｝ヲ｝司M(藤原明手，？一1066) 『忍入｝早井早フ1(新猿楽記)』州セ喝入1qEe

司甘01望7国(月戴叫. 

一働余年以還、歴観東西二君、今夜猿楽見物許之見事者、於古今未有。就中究師・｛朱

儒舞・田楽・偲一子・唐術・品玉・輪鼓・八玉・独相撲・独双六・無骨・潮干、可動

大領之腰支・蝦漉舎人寡男仕、氷上専当之取袴・山背大御之指扇、琵琶磨落t之物語・

千秋万歳半酒疇、飽腹鼓之胸骨・野球舞之頸筋、福広聖之袈裟求・妙高尼之雛繰乞、

形勾当之面現・早職事之皮笛、目市之剛体・雪遊汁気装貌、京童之虚左礼・東人之初

84 甘矧梶莱S書、立フ1(胡忌)『宋金雑劇考(二君二号ユ』 (エ赴｛｝叫壱￥｝符、1957)、田中謙二「望薯エ

ーユ癖馬ol S ol

 xl 616｝モ裂」 (『田中謙二刈z｝唱』刈1週、霊肉刈斜、2000。廻刈『望土弄エ子叫司見』刈20唱，19

 68) 室｝至 ti｝？

85三時手2『押字三号エ(特金雑劇考)』75剥101ス1. 

86 趙台ii 2 r舎音看号エ(宋金雑劇考)』266・269司olス1. 

87

 讐皇男(涯超宏)「下司号フト号糾3刈(明代曲二曲作三題)」 (『奨ヨ. (漸江)司一下'見』 〔明野四丁斗叫笹

 〕2003思川33フ1)。
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京上、況拍子男共之気色、事取大徳之形勢、都猿楽之態、鳴呼之詞、莫不断腸解願者

也。. . . ＿定縁者鳴呼之神也、先見其形、断一端之腸。形能者猿楽之仙也、未出其詞、

解万人之願。

 朴早升早潮回フ1b司湘裂薯79 01叡叫. 号司，「手を入｝」・「廿そ｝01苦」・「剋

 7｝￥(田楽)」・「千早Z:卜入1(偲偏子)」・「な含(唐術)」・「9金(品玉)」・「昇エ(輪

 鼓)」・「豊舎(八玉)」・「喜ス困暑(独相撲)」・「喜叫手入ト♀1(独双六)」・「早暑(無

 骨)」・「♀晋(有骨)」、 「q暑囲噌潮  司司梶藍ﾉ(延動大領之腰支)」・「補♀召三

 71 79 o］世巻唱(蝦漉舎人之足仕)」，「咽甘遭喝到呈司叫升叫氷上専当之長袴」・

 師之物語)」・「週苧梶頼?朴升網7｝(引(千秋万歳之酒薦)」，「王昇エ到書士(飽

 腹鼓之胸骨)」・「ol旦囚当身。回引込フ1(蟷夕霞之頸筋)」，「昇醤闇剋qフ｝応仁

 (福塩聖遷袈裟求)」・「且エφ会長早zzヲ1召司(妙高尼濡話繰乞)」，「碧子喝到遇

 む(形勾当之面出)」・「杢入1ヲlx｝潮碧召害心(早職事之皮笛)」，「謙虚叫。回苦Al

 (目舞振翁体)」・「早出潮糾を呈舎(山遊玉藍装貌)」、 「出自到隠田司(京童之

 虚左)」・「継端q型旦甘ぞ(東人之初点上)」号，日牌剋苛叶λレ｝叫潮E告oM

 H刊♀到を列暑. 旦エ叙ス偲，E￥入｝￥フ｝甘心igN-9一苛エ，皇位q豊・1魍1刈

 1斗皇唱剛暑勉エft x)讐セス｝7｝叡銀τ斗. . . . . . . 恕q(定縁)｛≧2. 9. (鳴呼)釧AJ 9 Y，

 対音州ゼユ呈告梶雷ｩ王H刊暑梶翼G臭司司美浦. 土手碧司セ神旱フト早9起子

 ・1司・一豊三？｝戴モ日1王膚・1叫ス1E号ftAl重｝じ｝. 

 言｝叫01ヌ1・ll ol(浜一衛)列｛…・01「杢1入｝早フト早フ1」・1］望71宅EE(al X gl司早甚01ぞ

号到杢｝叫州王｛套ス手絡ユ遠征司，叫9斗壱・1望を叫. 88

   年商翔q亙早升月越早七号瑚字引早フト早書ユ盲想01q司，叫中川セ朴早フ｝早

   冴エ善書号瑚剋麹｝9フ圃ヲ1円い司銀面日L。候・1司フ打餌里言｝セ杢1当振升

   早・1叫. f号潮杢｝叫王♀司潮入浮7ド7書翰｝｛1月鋼立呈，望血潮El 2」 01 Oj1モ…・

   杢｝叫・1己｝ユ言回向摩込看号暑7｝司i穀芒司L輩を智号q日刊♀η藩王フ圃ヲ圃

   司銀叫. . . . . . . rくユ朴早7ト早フ1』9朴早フ｝早q 29 N ol暑測司01(滑稽解願)Pt箕面

   寸切，皇陵qλ｝早フド隙q葵・1，;Aフ1。刊と司フ｝且朝明ス1エ｛｝・1虐gaj)Pt Al

   「M(能)」フ｝只銀t斗. . . . ＿01舛惹喜朴早フ｝早Pt世冠ぞ♀li七号杢｝叫01曽石

88 『望閉口1号到皇1昇一杢｝叫エ』ス刊5xJ「人｝早フ｝・旱」 「一『くヨ人｝早フト『ユフ｝』釧入｝早7｝一早」

  (フ｝1三ヲト≦心入lxB，1968) 213・230洲01ス｝. 
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司司1｝号・組暑皇昆遇里，苛セ呈含コ｝薯λ｝6｝q. ＿＿至｝号(弔刈書01暑・午銀セ

引忍斜奢E「叫。)立(打夜胡)」q(9脅。回，♀il; 91 hフド子(能楽)・ll Al暑今・銀セ

i『くユPt苦1三正斗。)立斜刈薯剋手函入トq二二刈｛｝奏01τ斗. 

 暑謝司0191閉λ｝号「皇ヨEgt入ト早7ト早」司1 「土野フ｝. 旦司ズ1エ｛｝01帽暑◎i刈」刈と二

7｝i79高石胡フト高高層，ユぞ州刈王調忍号到望昇ゼぞ号斜「ε｝○ト1」q月1暑司

舎重｝叫エ刃司宅亡ト 「叫。腫」畳，調忍立呈甚そ｝〈｝召司(用剋01■AJ書曇モ…碧唱(al号

暑雪章｝01τキ. 

 『3［刊 ・毬・薯一』 (880遇)7翅 29《暑91 ヨ三屠(弔美…，号ぞ≦斗 」旱・棄！◎刊 到司  「9＿9L (竃ユ」 ｛｝ 噛暑ラ『1

6｝11杢｝叫01端艇q銀叫セフ1号O)戴叫. 

御仁宝殿、覧相撲。左右近衛府逓奏音楽、散楽雑伎課業其能。出内蔵寮絹一百疋、賜

左右相撲人各一疋。右近衛内蔵冨継・長尾米継、伎善散楽、令人大咲所謂潟漕人近之

 。亦各賜物一疋。

豆♀スal 01 aa 90)剋煎剤(al國ヌ｝6｝入回ムE(列暑)暑旦台目. 料♀エ土州早起吾司

号01ヌ｝司呈音叫暑『亘手糾エ廿叫看フ回司剤刈王zレ1望唱司上(能)暑甘唱戴

t斗. 用を団長早日日1赴咽望ol肉池斜三斗♀9ム呈モ(¶朗l z｝4日1豆聾遭ol 6｝入｝

司飯1斗. ♀エ土州早潮♀荊早船豆ロ13子・耳フ｝皇国司主フ1到早右書フ圓司戴明刈

セ杢｝笹書をさ団，OS暑9を昊フ1暑戴小昼，。1喜連皇ヨ剋◎1・1葵・羽フ｝rp｝9架

O｝叫. ！iE Z｝Z:卜司吐Pt遭ol苛朴身銀t斗. 

 早言升目1週身(926・967〔川♀1946-967〕)「自動叫(弁散楽)」(早xl St叫be。｝ヲ1司叫

(藤原明衡)〔？一1066〕 『芒王｛｝引(本朝文粋)』週刈3)司ゼ，「9. 9・Pt朴早7ト早」7｝誉号

oll Aa左司宅葵01｛斗ユ噌フ国01戴じ｝. 

散楽之興、直来尚 。俳優墨画、還当盗足之刑、藤蔓来朝、自由解顧盛観。白重前日

之伎歌、｛府氏欄枕｡之風俗、不関周礼施人之所学、亦殊漢典遠夷之所献。

 AJ og ol望明叶，芒号三冠寸書ス1皇司叫. ｝i:一(魯)到層号(定公)斗刈(斉)釧碧晋

 (景公)ol督暑(山谷)州臨場君熱暑iii”，強迫剛♀・せ碧017｝モ客気畳音早口司目，

 暑ス｝7｝R社Pt ig Oj1司を89司・1戴銀刈只｝，スll望・1著司r皇ヨ」7｝唱哩古㍗叫e”

89 『7ストフ｝ol(孔子家語)』ZJ XII 1「な明(相魯)」叫，「有頃、斉一宮中之楽、俳優田野戯明前。孔子趨進

 歴階而上、不尽一等、日『匹夫焚侮諸侯者、罪応珠、請右司馬速刑

 焉。』於是斬二二、手足異処。斉侯催、有噺色。」01叫エ. 
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刃圃。回aj1？9司組朔刈qフ博フ1刀｝ス同。1 geAq. 囚号η図到フ1司・フ｝￥し｝，

ス1音到署舎(91司胡想Z團且遇，早毛｝(周官)q呈剋(施人)ol早叫暑7ト旦刻ゼ

望暑畳。レH襯エ90 咽菅暫号引(白狼王唐最)7｝『空号糾α1早重｝到噌刈刎「21 01

叫qフ｝(遠器楽徳歌)」 「亀01商客フ｝(遠夷慕徳江)」 「組01司qフ｝(死時懐寄歌)」潮

3十暑叫鼠望9・入圖斗セ亘叫襯亡ト. 

 寄鍋子ヌ1型刃(山口建治)列セ 「叫叶堂」斜「叶立」芒『引暑斐叫司望明q「邪呼」

叫エ早三品干立qq層司01明，薯…隠州刈二二温気皇呈「二二」包トエ丑7国(囲銀亡トエ

言洞，亡陪コ｝召・1迅司萢τL92

誉号斜「叫。半室」斗壱｛｝剋社0101望三(刈1暑。『斗，八トを斜日1立暑梶覧ｧ司t斗

誓をフ圓肉入越州暑入トさ圃yq.  qエ想聚｝叫吐4tA｝士人浮フド7なqス臣

副司壱｛｝早上呈三囲養｝(弔q召豊「皇. ヨ，q」oloト月飯｛｝ガ｝. 

 明硬｛…，ぞ号朔刈甚糾重｝前号刃回杢｝叫0101 ul Q｝有呈呈起司9戴モ引，引忍号斗暑

翔胡。回ql A｝号ol(判国を豊刃1司10m銀モlxl ll芒噌ヌ1鴇皇1斗，三司剋(引到司「皇ヨユ到

朴早フト早」呈刈主司斜司，ユ唄01豆訊斜噌層州ぞ且を的鷲告瘁絡趨ｩ01叫セ菱息唱

Al有要邊‘｝:銀叫. ユqgユ碧層斗棚1二胡刈セス信州図再主七言図og-9一突・1

竜ス間な身。11斗. 

。レぽ，λ胆｛｝スr君g一｝i！一。レ1刀図ゼ・偉ス10｛Xorkス1吐・図叫gs亙早フ停フトagLPtJ 9

昆遇腐蝕叫ユ司・ゼ｝＝7｝ロ1Ego1 ft)(野上豊一)列到丸寝(所説)＿93暑i7n 8｝目晋喫霜

雪(割1di杢ul言ト裁τ斗. 

温AJ芒，翔筈零謹呈ゼh(能)到暑刈叫エ暑司。ト奇霊。回，茎フ1司λド早フト早遥遠

暑01♀・告翔甘到吾川暑用モ…杢号暑一呂鵯立呈銀t斗. ユ草 be(能)司ユま01是叫

6｝(月，入ト早7｝合唱歩留王油井旱(田楽)噌朴暑王芒認証召エ皇呈ス1と州昔。η碧音

フ1音01刈99，フト叫早モ斗(鎌倉)入1秩卵?1薯｛｝美明三富λ1上王入1口1、茎フ回航be

so

91

92

『手司1(周礼)』 「を普(畦豆)・

go. 1(施人)」・1｝「上人、掌教舞散楽、四夷楽、凡四方直話舞二者二二。」01叫エ. 

『幸妊刈(後漢書)』ZJ 86「刈甘01望起(西南夷列伝)」・ll，「今白二王唐鼓等慕化六義、作詩三章。＿. . . 

今遣従事史冊陵与恭護送詣閾、井上其楽詩。」01叫ユ。

「『杢｝叫(散楽)』望薯遭司(弔書聾z｝人1」 (7｝97｝ej(神奈川)司叫剋｛｝司q『剋｛｝勉子』刈155相，

 2005) ，55Wh 01ス). 

93 「誉刈1q号一M(能)9｝粟興(狂言)」 (『左前q1号朴王(思潮)』djL Ef暑 2、河出書房、1942)106 SU1 olス1. 
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7｝皇巻せ到土到遭組皇呈刈潮碧司暑契苧翔月飯叫セ奏金・1ロ1甘含を日｝斗

社叫. ユ剛豆剋唱朴暑q舎州甘刃翌唱喫早日q朴早フ｝早q薯鵯・1iagL■J o)

明，旦竈王三州号暑ajLフ｝苛セ日刊♀号9料・咽暑入回甘qg銀叫. 

(2)毬号「梶卵S司」

〔さ腱〕

〈究明9￥｝全司〉

光州昏昏市文化財委員  勲等求

！ksang1gf110342＠

1. 平｝杢冷罵｝？

 を入梶ト9早刈暑暑エ刈直土同轍エ，聾朴君三百奏者呈出昇。1萢叫.  唱者斗
聴衆01刈呈島島苛屯λ→(手oe入刊)杢司暑01σ1♀司三下望刈σ1q刈叶最ノ」・到人員9呈

最大斜敷果7｝旦を月ゼ音樂・文學・演劇的要所7｝混在宅公演藝術olq. 

2. 豊高曇釧歴史

 垂杢司外張聯宅文献資料フト言詮井を皇恩記録・9，朝鮮英租30年剋1754唱
柳振漢(號:晩華齊)。1漢詩y司｛｝晩華本「春香歌」200句。)q. 

。1呈見。ト暑杢司芒斗出三血忌(1674-1720)以前最戸生苛戴湿ろ1立呈推測糾エ，

梶酪纃c山山朝鮮前期文献州tio)i廣大笑誰之戯7｝三門フ｝丁銀金誤皇二丁71二
重｝τ｝. 

3. 豊丘＝司到基本叫壱

 9記せOjl li亡ト陸陸を(春香歌，臨急歌，水霊歌，興甫歌，赤壁歌)ol手話歌唱斜出

組司セ12叫馨(春香歌，沈丁歌，水門歌，興甫歌，赤壁歌，遇を斜叫碧，な暑司糾叫噌，
秩落iをE｝eSe，早奇01 Pt eSo，そ｝;列叫ero，フト舛旭旭叫閣，・8一エ召正斗eto)91土司升eA en t｝. 

4. 豊杢司斗根源説話

 傳承月モ暑杢司叫唄叫喝金呈早根源説話フ｝三四. (〈春香歌〉:同行御史説話，

〈沈清歌〉:望週目翌糾，〈水宮歌〉:子豆刈翌，〈興甫歌〉:噛Oレ暑叫，〈赤壁歌〉:替号刃)2昔

暑i〈春香歌〉セ暗行御史説話暑叫馨立呈春香歌(梶蘭ﾛ司)7｝春香傳(豊杢司測

小説)gy叫入1獄中花(新小説)呈改作月セ傳承過程暑密エ銀叫. 

 暑杢司釧享受暦ol男女・老少斗貧富・貴賎到子唱。1 St e1午子1斗看召牛銀立明，

聴衆潮水準斗射象・1)叫叫時間斗欝説内容書加減萱牛戴セ奨苦碧土司7ト

号杢司(得音)暑7囲叶名唱01叫早暑叫. 
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6. 垂杢司到現況

 杢司モ釧を叫馨完唱獲表會暑薯胡全曲暑暑暑牛戴叫. (剣:春香歌:8時間)
現在E全國・1) Al秩雷�?諡煌＠杢司名唱金署セ大會升01明刃エ戴亡卜. (全州大私習，

南原春香祭，望砦書國樂祭，費城杢司祝祭号)

7. 垂杢司釧地域的特色

 ＊東男制野司:下司苛エ雄牡堪蜷津江号外吊目異山手堪杢司:南原，求禮，

淳昌:宋興録陛下租S糾エ銀叫. 
 ＊西便制全司:精巧苛エ召型平押セ蠣津江野州杢司:光州，羅州，賓城:

朴裕全皇普卵d呈糾ユ銀叫. 

 ＊中高制杢司:蓋附ol升分明聾忠清道平等町道地域杢司:唱翔引回苓三舎司刈
司昊三野叫. 

8. 梶乱瘟ｺ釧多様を長短
 暑杢司・11！EO1 1■長短芒写角，号旦司， f暑9司，スト冠呈司，9E司，唄野司，唄吾呈司

号9Y。1フト金司吾呈司，奢fyet，スト萢呈司そ｝赴0171薯そ｝赴。1 u｝. α」フ囚

'呈司'ヨ｝bろ捨'下司'三Eセ'暑01'叫エ三さト芒司 '暑。｝ZM'己｝ゼ望(引回毅τキ. 。1

を牡号芒垂全司斜号司な尋子午叫フ固刈朴暑斜セ司明弁一型司昇(刈レ『セ財部，

7Ll叫聾な著司囚セスト剋里. 甲子潮呈司号潮叫喜を豆01 A｝｛｝yL叫. をなt胴囚呈

千客01杢司暑望エ雪エ喫エ￥セ［ll ・ll叫己｝刈王君斜耳暑ヌ1セ早甚叫フ｝9。1

望e｝剤じ｝. 剤誓，会。珊牛馬tj 901 r斗項糾呈｛｝と昭薯手馴剛，号(司)旦司セ冒冒古圃

刈金糾恥辱昇，四号呈司ゼフ1里エ石司聾閉昇，スト組呈司セ者叫をな響剋冠。1叫

月例科そ｝唱，oレ雪男尋モ｝万万呈司をモ｝｛｝釧斜到剋暑01号そ｝9 Wh L｝電ム遇

占｝♀レ匿丑む梶雷ｩ，6叫91唄旧里. 司平日｝杢司ロ図叫早口三斜晋01司囚畏01埜剋u｝. 
〈野司潮杢｝響(引子叫＞

 7｝. 望エ叫7｝セ杢司(起)→ヌ”呈昇暑到望暑王骨刈州:杢四聖梶卵ﾎ手セ

干唱叫. 望エ叫フ｝e嗣子(景)→刈町勢暑四四司フ1皇喜遇里. 刈干暑フ㍗判司舌司

碧:奏条σ1早セ子唱叫. 喫ゼ杢司(結)→刈呈昇戦守尋司フ1を井金司暑・刊♀測三

石:杢司暑喫弾子手勢. ￥セ判司(解)→宅舎叫92呈昇釧廻遇7｝i？金舌司碧:
門司暑刈刈司￥1∋子磐
 ＊そ10g

 xJ o. )合24的弓』屯長短99暑早引司囚手呈閑暇聾場面，俗世暑司叫小暑苛エ

項苛刈朴セそ｝唱，干潮刈歎息尋ゼを唱，刈層司剋司昇，号司甘身01弛緩望聾井暑エ

刈三三剋を望州曽01埜剋τ斗. 萢曽芒3甚叫と剋6叫ス｝呈，016叫x｝暑'耐7■'01叫エ

電｝1斗. 喜司4z｝暑手71呈攣奏6｝71 u飛｝州xJ o＆をモ｝｛｝4z｝24叫ス｝ e｝一エ三妊u｝. と遇

速度釧網(ま暑 ‘智暑噌01'叫苛エ，叫忌舎三釧xJ o｝暑 ‘dl uヌザ叫エ

早喜平. 剋(ま99有名を司昇芒
  ＊春香歌釧一苓層フ｝，剋朴壱フ｝，離別歌，獄中歌，配電月司昇

  ＊碧層7回一喫阿智甲子セ司，唱司奇昇，秋月満庭

  ＊司qフ回一曽曽を弁観手(劉賢主)，エ脅な(高堂上)

  ＊四号ツト到一霊徳殿9呈，フ｝ス｝7｝X｝ △喜旦フ｝釧一7BEI看セ司，叫叫閤号010Ai斗. 

＊奇呈(i，1)司
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 ぞ呈司叫セ巴芒'号社叫旦フ1呈暑。｝フ｝セそ｝モ｝'。1叫セIEgS梶蘭ﾛ司長短到

基本。｝叫. 剋磐叫音g呈と遇な豊。回，2甚叫翔薯到12叫ス｝ol叫. 朴望暑甘曾6｝pt1

刈を糾セ司昇01し｝好情的勉司昇イ｝。1aj djL6碧エ安定宅甚♀171(弔手呈b62M. 韓國

音樂ol司早甚3甚叫剋司目1司号呈司セ例外的9呈2甚叫州τ｝且暑叫旦フ1剋
12叫ス｝ol Cト. 奢ロ」 q 聾 そ｝赴. 巳 12叫≦≡L呈， olろ1・｛｝一モ｝・♀1叫ス｝Sl し｝午PtL 3叫×4モ｝・♀1

叫ス｝所帯昔牛銀鱈. 01剛斜4豊♀1叫x｝暑 ‘刻'01叫エ6｝iull，01ろ！薯暑杢司

唐モ｝(月琴oi刈く長短運行到原理〉剋 ‘ヌ1エ ・せエ ・喫エ・半セ'フ1音01

王脅月神明叫. 奪司(E)司呈有名竜Oj昇99モ
  ＊を聾フ｝一町司寿司，獄中相逢，司里朴ヨ三唱暑王入19，春香遺言，

  ＊沈清同一唱酬呈弁勉，船人叫叫井セ司
  ＊揖q升訊n叫噌 △・午号ツ｝一豆vlフ｝龍王暑舎01セ剛，

  ＊喜旦升一菩見フ｝着旦州刈司セ司，7ト廿1斗閣暑ol銀叫. 

＊誉ぞ呈司

 号吾下司贈号呈司斗野津司会重｝む剛剋q1，秀荘司見τ｝日宇喜そ｝モ｝01亡｝. 3甚叫到

香:」壱4叫府01叶可♀罫引12町立呈:」閃刈71三梶翼ﾑ｝. ぞ号旦司セ著苧セとZLi P 1

妊日刊01旦響町foll Al興奮糾エ奇条ゼ囲昇，闊歩苛エ，痛実さトセ司昇号oll

埜剋τキ. 号誉呈司呈有名井井昇9
  ＊釜磐フ｝一フ1 AJ唱 ‘？， id x｝著。)，スト剋λト馨井，｛卍二朴噌， ol A｝siFを呈

  ＊判明三一唱層戸戸モ司，李下朴oPlフ1旦セ司，噛。ト1斗噌，6｝，illi・E卜閣

  ＊瑚 eq 7｝一α1叫声ぜ平井叫，半群叫碧

  ＊水戸歌一戸列糾甘，エエ週遇，囲射手質的瑚早雪

  ＊喜見フ｝一等司路程記，司豊明碧，糾釜を号ol戴叫. 

＊x｝xJ E司

 叫剋早早セ吾号呈司里芋王号中暑長短立呈3甚叫到叫喜4拍子。｝q. 柔呈司屯
な身暑持司呈年期寺フ『iI一迫力戴エ剋叫言明Pt。壱IV甚♀1フ1州埜。回司期劇的剋

場面。1喜叫. '望司号01'叫エ三岡門司民俗音樂斜代表的剋長短ol叫. 奏書
叫萢呈司斗 叫剤X｝7J呈司早7｝JKIフ｝OA-t-cll，曇王州刈セスト冠スト剤里. 司暑潮里.  et e｝

苛フ1呈■vq. 奏名ス1前野今戸ol週望金弱勢刈含糾円鞘叫脳室セtj昇Ojl as。回
スト剋ス｝xJ E司ll町端01エ同時聾司昇司囚埜望叫. ス｝xJ E司 jz有名聾t肩昇99セ

  ＊釜書フ｝一1芋餌勉を，忍q畏01，科畢場，御使出頭

  ＊忍層7㌃一忍筈入｝7刊羽州叫刃厚司，剋甘牛

  ＊赤壁歌一王王ぜ舜王遇，スド喜。1豊川ミ…司，赤壁江暑X｝9bcal

  ＊牛号フ｝一豆列忍矧，叫層フ｝，1Eul看O｝三司モ…司

  ＊喜見7トー昔見忍含，喜見7｝萱見州711秩来ﾘゼ司号。｝銀叫. 

＊剰学修

 望ユ司呈潮暑oR｝qゼ一陣呈フ楼｝叫暑を牡01τ｝. 農樂州刈セ9yet暑牡. 里司，
圧セ刈1妊婦λ1｛斗。)暑叫. 2芒叫Pt可♀叫喜4叫ス｝ol u｝. 号揖な響ol可♀急迫6｝■｝

芒午糾明電明円セ司昇，興奮宅甘酒暑耳叫声セ司昇州1621i斗. 例外的剋2甚NlgS
剛♀叫忌4叫ス｝9対叫. 9E. 司呈有名を田昇立呈モ…

  ＊急替7トを磐01看。ト厚司セ司  △沈清歌一碧層01号ol｝病臥芒司

  ＊興甫歌一号'切身。1叫皇寸切，甘ヌト司セ司号01銀叫'

254



 ＊環呈司

 唄呈司ゼ2叫斗3叫01混合月明明♀叫喜10叫スト呈と羽囚フ1三. 聾τ｝. 司列刃叫

明昊t｝τ｝セ'唄'01叫磯豆9意味刈碧喫呈上斜司吾芒3笹叫斗2是叫潮刈呈u｝喜

司晋著。1交代9耳叫耳10叫畠。1早セ長短。11斗. 異色的01エ紳秘を人物到畢動01叫

緊迫糾エ劇的剋場面列条呈！521叫. τト忌そ｝量到叫ol望噌梶頼ﾂ州ロ1胡香州叫喜

叫ス｝呈起叫。二二二二有名梶嵐ｬ二二

  ＊噌碧フ｝一号用両町セ司

  ＊弩遇フ｝一暑岳を■皇“■cll，スド忌01し｝皇セ司， rg ti1叫皇ゼ司

  ＊水宮歌一Pt ol用司皇セ司  △菩g7｝一ぞ川司皇セ司

9. 豊杢司保護政策

 國家・廣域市斗二二梶雷﨎ｖﾛ司保護政策99重要無形文化財斗無形文化財指定
制度暑薯剛保存，育成，傳承斜エ銀叫. 
  ＊重要無形文化財藝能保有者:憩会立(赤壁歌):層なを(沈清歌):層♀磐(春香歌):

叫・二二(興甫歌):舎金唱(赤壁歌):故層二二(子宮歌)

  ＊鼓手:重要無形文化財二巴保有者:三層翔:層町立
  ＊無形文化財藝能保有者:光州廣野市到石♀:聾・取｝(興監置):叫糾く亜(水宮歌):

  を胡ス｝(沈清歌):01望司(沈清歌):碧を唱(春香歌):叫層ス｝(水宮歌):噛層を(春香歌)

  ＊鼓手:無形文化財藝能保有者:光州廣野市:二巴奢

10. 梶卵S司潮未來

 UNESCO二二杢心乱韓國釧歴史舛喜怒哀樂金智列胡・9韓國口碑傳承文化到
精髄9ユ掲創性斗優秀性質世界的9S認定苛αi 2003”u 11｛7望人類口傳喫
無形遺産傑作9S選定誹二七. 

11.  PR-t-V

 醸酵食品剋含ol叫宅そ｝号ol oa Oj 7｝セ過程芒2剋時間。1杢且望叫. 9剋入1社金

叫暑叫望熟成斗醸酵斜時間01叫. 。1三三醸酵食品壱芒唄。1韓二三二二
音樂01叫エ二二想z｝越亡ト. 皇翅期間暑製喫斗叫壱二型エ精誠9Y見学遡叶庚せ

飲食9呈司明叫セ唄刈唱二二聾歳月二君q用乳下習習野司猫功糾エ，叫旭R｝91

ユ巻金梶嶺葛ｩ名・￥晋40レH看二丁叫芒杢司暑梶酪去i川叶望榊秩?1名唱。回
名人01叫. ol起斗臨書口霊活授901σ1芒ユ号告午量暑唱;用二二曽今・銀裁セ升？

♀司7｝o三碧2超修錬斗努力ol随件斜i名人斗三唱019帯下三四コ. 糾干割呈，
二二司斜欝説斗長短金q1司エス｝干二品皇望望三斜エ，確實司oto｝o)鑑賞E吸01

叫司二丁三二キ戴フ¶望漠01叫. 梶蘭蜴i梶雷褐箞�l望刃僻説暑理解苛エ長短暑

釜暑登望Oト阿附エ千攣萬化糾モ杢司釧裏面畠禰器嫡叶司呈杢71名唱ol斜セ
環。lq. 
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 r朝鮮三洋史』碧土剤，1946
 『亮tL∠A. ＿モ珂孟＝入ト』 叫莫｝.  くユ子｛｝司一人｝。.  1976. 

 『ミ｝杢司  τ｝づ蝿ロ『トτ冒卜』 喬｝・ヨ手当己11…羽i-ilラ『司，入｝・.  1982

 『川昇州og 7a杢司フ｝叡蜜豆』ぞ噌ミ｝古金. 録画｛≒到. 割去釜芒山留・. 1991

255



r韓國民族文化大百科事典』層くユ｛｝叫望子超，1991. 

r韓國文化象徴事典1，2』聾号｛｝糾な碧朴遭遇尋♀1亀司，暑ok｝梶蘭p，1992. 

『天下名唱oe HE)'＆』旭01早. む司｛｝叫. 1994

『唱 杢モ身 玉三謹直！01α1 』 層禿｝｛｝.  OjL◎」｛｝糾.  1995

『壱手入1入】一』4モ⊇. 看手看円入1人｝一屯室｝♀1廻司. 1997

『平｝杢己1 010)フ1』 司」ぎ一竜.  ？ユ暑.  1999. 

『甘玉三｛｝糾』 壱条. XLI id-6S S入｝・(週『■「碧s)il司.  せ喫.  2000. 

r全部郷土文化百科事典』畔引甘三. 全戸大湖南文化研究所. 2002. 

e韓國到民俗藝術』壱手剋判例暑豊. 2004

 今日公演:短歌:「人｝翌7｝」:号司司長短斜。)曲芒司翔碧山人生暑唄司司

悠悠自適選言暑土器苛セ南道特有到フ｝90｝讐。ト銀セ代表的山冠歌ol叫. 

 歌群:01杢｝xl ALV昊01七日甚噌ヨ暑。｝ 9十L｝. 1暑｛｝曇。ト儲君論外世上事

訳告司子叫. ノ叫三σ1刈青春望司月9巻白髪剋唱司子し｝. 1川青春三せ司司エ
舎智恵017圖二五し11鍛亡卜看歪。｝e暑弓馬刃竜号｛11Rll斗1・暑。ト鍛1斗7｝

せ司出張7｝■ q1目7｝7｝三φ暑01 S PtL緑陰芳草勝花時叫dj1早εi望司銀エ1

司暑017トエ7｝暑ol暑。ト皇唱寒露霜楓B. o胡E刈節概三者司ス1書セ黄菊丹楓三

司u粒｝エノ7｝暑。17｝エ■暑。1暑。ト皇唱落木寒天二三菅州白雪梶蘭]一週剰せ司σ1

銀一世界聾月評芒1月白雪野天地白司日呈早u｝白髪斜曳01呈子t｝1無情歳月薯
唄叡01書司フトエ01用青春EoB｝妊剋旨明刈望τ｝Al青春芒明司♀1叫1四辺刈一一三

巴唱司号101川を梶酪泣ﾐ1見杢人生薯旦早叫百年暑祉叫エ胡呈1特写せ包帯写
せ項層モ層1斗刈糾遇且四十三昊曇人生10ト対穀剋奇明ス1望北邨山四型
吾01呈十叫1死一後朔漏盤珍差置不煤乱ｶ前一杯酒梶浴H

 ＊惑全司:「春香歌」フト金司  ‘朴深井'吾司司～スト萢人｝馨7｝

 (o｝し1司)o｝q司旦三尊瑠01JltV o｝71讐せ01列目モ…モ｝吐血小言｝入12，ユ碧情談書

望囚耳

皇目叫望司暑旦叫ノ同斗し｝斗有情司日司列。｝U多情司司1♀司縁分舎
千年olB一萬年社高山量舎7｝明司号号川朴壱1朴壱。1毛子1斗iH朴壱。1 o｝・1朴壱
入｝W入｝壱川・K｝ i｛iY 01 O㌃1入ト馨01電子1二心λドを010ト入ト…乏｝01丁子耳川人｝馨01 97し十1

0｝o｝～o｝P｝三三朴馨01叶洞庭七百月夜秋・ll巫山壱01蓋舎朴思弁昇叶望

組層社61レ巽斗壱01エ金朴壱1立ム暑聾茎想せ01｝昔唱曽唱昊セ朴壱1南窓北窓到
露積せ01叫暑iil一号讐剋朴壱1人｝W朴壱7」7Ll朴壱大川を017J 7Ll朴馨1歳月。ト

Lll｛o｝7図暑叫己｝1糾昇叫甘弓手01ス1四一♀・司眉エ. ｛｝望量桃花色ol神叫萢叫1

01唐を0101uo＆o圖呈tsxl古字16｝(牢キg 1λ侵｝o】呈〒・叫 i ilλ｝ i乏il一 01 oト1

明正毎号用八レ壱～

＊伽郁琴蚊唱歌詞
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 (吾9司)舜壱朴壱iR斗壱01叶d司早暑号目フ｝用朴壱。図叶1望旦。ト三用入ト壱
刃明司旦6ト呈朗入隠1♀司暑。1入ド9日・フ｝想入レ｝Pt。1郭判1を堪。トヌトf(8ス偲

司到喜・9昊。1stlエ1司斜喉｛｝叫日国明。1 al梶翌�嵩?0」｝1司巽・害・1暑川フR｝司

早せ7刊暑遍Pt司エLl暑し1暑碧・手71モ…・Lll 7｝せ剋歪暑ot et早・叫. 

(3)台湾「喩歌」

〔旦を詐言〕

rL｝正斗胡暑入1丑「目司kユλ｝』ol｝司司

凹凹四刻司雪廻暑0ト入10｝『jL十斗  叫剛o16ヲ1

(剋『)61叫干ヌ1昇ス1暑叫門司・ ・1 暑な

1 司…㌍｝

 r耳叫司暑入1五唱司セエ朴』b二号喫司梶落i1州踏｛≧人梶｝暑司今若冑朗戴司

明屯0｝01二三を0トセol O)フ101 q. ユ司耳，梶融｝『ユr暑忍q到(封神演義)』i誉号暑糾

r叫二胡引入)n唱Ptq』斗ゼム豆司フい斗9叫. 耳三下三冬ト9ス｝忍・1蒼碧脅叫州ス1

鼠唱旦暑，薯暑「薯三号」(紅綾「混点綾」)9Y子下を暑呈暑音丁銀暑圃，巽鼎州

王ユ旦暑芒。楼鍾｝♀樽立三門号暑月喜丁銀叫. をを苛q・)ヌ｝(夜叉)フ｝ユ暑芒査司

呈剛三門門，ユb二二到舌豊列「君芒モ1(乾坤圏)」9SO)ヌ｝暑剛司奇φ. 暑讐甘司

スレ｝ユ暑・肩三SUi 1一. ユセkt甘子ス丁子旧卒筈到聾垂暑剛級τ｝. ・1早内兜糾門

司・4署，a｝｝暑音明，恕(清)t判潮『暑忍噛(封神榜)』，司梶嵐ｪフ｝ス｝司(歌仔冊)「耳叫フ｝暑司

暑入1五唱司芒上鋤芒E￥。1司をム呈司呈萢憩杢｝r塑u｝. ユel v｝，そ号到暑糾セ

λ刊呈｛｝ム豆司暑を王襯叫. 斉，暑皇｝暑望早司司三昊川司刈糾エ刈暑暑9干6｝k

入｝叫q忍皇呈叫干SU u｝. 9ストセ暑エ・梱，下身斜エ入回xJ 7R g君昆さド月身叫到エ

入回フ團斗ejgOjl q圖芒掛エス｝〈｝r｝. 

2  唱音ス1ヲlIi・AL)

 叫叫セ杢｝とヨ司三司91Nalakuvara聾セNalakubala ej暑…｝(『望01τ斗. な(唐)i｝1

暑エ到碧遭司「L｝｛斗子立｝(鳩婆)」，「し｝叫子里叫(伐羅)」，「耳叫干唐叫」号皇呈重｝ス｝呈

遇円9dl d1と剛芒「し｝叫」叫エ舛碧司(『，「邨旺」斜をス隠芒夷｛｝，噌(明)Oj Pt暑

舎s翌。個早司・1弓. ユenl入｝￥L rduPt。 Pt司ス｝s:. 9・7L9立唱忍。1珠ユセu9「舌な

有」斗「舌な暑」9Y叫『旦書瑚司奇勉u｝. 司暑暑望喝引斜暑号宕(不空課)r昇電

司二二三三幸ぜ立咽到引1(北方毘沙門天王随軍護磨雷V軌)』司刈到フ1含芒叫音斗社叫. 
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  爾時那旺太子，手捧戟，以悪眼見四方，白佛言:……我護持佛磨浴C欲掻縛悪人。或起

  不善之心，我査夜守護國王大臣及百官僚，相與殺害打陵，煤乱･之輩者，我等那託以“金

  剛杖”刺其眼及其心;若為比丘、比丘尼、優婆塞、優婆夷起不善回心及殺害心者，亦

  以“金剛棒”打其頭。

3量吉書ス隠叫
 舎(宋)用ol雫，叶叫フ｝早呈(朝1スレS到号AJ暑旦川エLl-Aa，暑司潮並立呈｝q叫

主剋司望碧含U9 6｝-xJ Aa ol想ゑ叫.  all暑暑週，甘S見Al(普済南宋)r皇号司勉(五

燈会元)』週2 「詐害総高号糾碧竜(西天東土磨化聖賢)」司囚芒

那託太子析面輪母，析骨還父，雨後現本身，盛大神力，為父母説磨浴B

 ユ司叫，。1叫叫晋号xJA｛金，竿矧州俗囚廿エλト。1叫. 心延■6g r甘心翅昇李・包司週

(三教源流捜神大全)』週7「叫E｝iIIス｝」誉(羽し｝9セ三面司λ4セ，ユフ｝早隠州洲号AJ曲

見梶浴Bト痔セ，早スレ取｝。刊呈｛｝。1想刃望全音器戴フ1曜｝。1q. ユセE・7LPt組皇呈，

01相フ｝(操守家)9Al 3'tg-s2妻入｝司(『し｝， s 02 olス1し｝府，暑司嫡1刈跡含奨エ，暑惑

暑奇01エ，圧叫同病フ1菅馨(剛強娘娘)Pt o｝暑暑奇01エ，ユ釧早島ol層三川干ス1菅

9暑エk，磐存寄豊己｝i｝1(『。圏ス10」｝ Al見威U｝. 司フトセユフ｝R三毛告暑司智康和

じ｝エ想Z圖司ユ暑早9入1剋卒，遇脅叡・1gq暑望苛セ型・I SAI SU C｝. 

那旺本是玉案一下大盛仙。身長六丈，皇臣金輪，三頭詩眼八胃，口吐青雲，足踏盤石，

手持磨覧･，大副一図，雲降雨從，乾坤燥動。因世界多魔王，玉帝口外凡，以故托胎烏

瓜塔天王李靖。母素知夫人生下長子軍咤，臥木咤，帥三胎那咤。生五日，化身死臭東

海，脚註水晶殿，翻身上長塔宮。龍王睡臥殿故，怒而索戦，十時七日，即能戦，殺九

來弓箭，射死石記娘娘之子，表面記興兵。帥取父壇“降魔杵”，一戦画商之。父以石

記為諸魔之領袖，怒其殺之以惹諸魔之兵也。帥遂割肉刻骨還父，而抱真鑑求全於世尊

輪密旨，親受木長子三字，遂能大能小，透河入海，移星縛斗。嚇一聲，天頽地場;呵

一舟，金光軍世;錦一聲，書套虎從;槍一別，高論坤轄;繍球云起，山崩海裂。

 壁，舎司杢碧(廃除)「叫E｝」λ16｝F(『角層唱』甘召)週1列セ，批評7ト朝司司芒モ｝rユ

。回，腐肉し｝早萢望司刈王司司暑奇。図認戴叫エフ1含9明銀叫. 
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北方天王有狂子，只知拝佛不拝父。佛知其愚難教語，

傭，且與拝父略相似。

寳塔令父左手墨。見來見佛頭輯

杢翌囚♀フ1」刈83司・咽モ。1エス屠曽石λ國，早冠司1州司司暑奇・1x｝鴇｛12」

望朔司胡，スレS到音杢1暑暑湿到早出。刊翔見威71畷｝。1｝，早ス図社q望望昌昌レ｝

器明ス梱叫エ戴叫. ユセ。1週留目洲昇牛言｝エ司フ涯…01週磐叫川旦曽(宝塔)暑旦川，

ユ暑暑糾胡入1軽口エ9司銀盤. 

後便要殺天王，報那軽骨之饒，天王無奈，告求我高楼來，煤利ﾒ以有為尚，賜他一座玲

瀧別注舎利子煤来ﾓ黄金宿守。転註上層層有心，艶艶光明，喚螂旺陰白為父，解繹了冤

雌，所以稻立前塔李天王也。

4 王皿曲調

 杢翌r筈くユ望フ1(封神演技)』刈12司司，叫叫7｝。1な智主音をじ｝芒01なをユ縛7ト想

ゑu｝. ユフ｝司朝威音剛，01相潮早oJ断礎忍をxl 3這梶浴B1 xl耳E書杢｝暑6｝x｝鴇鍛

皇吐三入｝モi早rユ・1フ1屯9・｝・1臥せセ9暑干銀u｝ヱを叫. ユiをフ四号〒・(道幅)

司刈瑚座し｝斗，舎(¶晋豊列「君芒週(乾坤圏)」一升エu耳Oj1セ「薯冠暑(混天綾)」四谷

書呈合ol銀鉱. 

元配股氏，生有二子;長日金PE，次日木旺。股夫人後又懐孕在身，已及三年零六個

月，尚不生産。……當晩夜至三更，夫人睡;得正濃，夢見一道人，……道人日， “夫人

快接台見”，……只見雨個侍児慌忙前來， “敢老爺，夫人生下一個妖精來了。”……

只見庫裡一計紅氣，満屋異香，有一肉毬，滴溜溜轄煤覧ﾖ。李靖大面，望肉毬上一剣歓

去。劃然訓導，分開肉毬，跳出一個小外見來。満地稲光，面煤利喆ｲ，右手套一戦錫，

肚腹上毛著一塊紅綾，金光射目。這位神聖下世，出在陳遠山，乃姜子牙先行官是也。

蟹珠子化身金錫是“乾坤圏”，紅綾名日“混天綾”。此物乃是乾元山鎮金光洞之寳。

 ・1至翌｛≧壷皿潮祖ヌnフ｝・ vA♀看胡望司早日ユス回1蒼観を司フ｝芒。回見・1ス1

鴇エ，司フ｝t秤くユL卜叫廿須強吟皿q司劇暑q(太乙真人)，召号。困朝し:卜E｝ Pt早ス｝ス1

7d91凝縮音糾司入1剋唄芒遠音萢剋。｝早暁胡刈芒望号三q(燃燈道人)。1叫. 

道人朝潮靖日， “伽且湖心。我秘授像這一座金塔。煤預SPE不服，伽便將此塔祭起，僥

. 他。PtPE在傍，只是暗暗叫苦。道人日，“OPPE，像父子從此和睦。久後倶係一案磨利_，

輔佐明君，成其正果，再不言其前事。PtPE，伽回去罷。”OPPE見是二見，只得回乾元
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山去了。……道人日，貧道乃是藍鷲山元寛洞燃燈道人是也。……道人原是太乙真人請

到此間，磨UtPE之性以認父之情。後來父子四人，肉身成聖。托塔天王乃李靖也。

 4署(明刈召出エPt十号。｝碧そ｝6｝τ｝エ埜α因戴u｝. ｝叫モ…王皿斜罫紙「潮面号」｛｝

州刈暑暑饗ユ，団団暑暫釧幸層号暑瑚喜暑司，「君芒週」立呈念書δ旧叶升暑奇

剋u｝. 

邨旺日，“不惑。”脱了衣裳，坐在石上，把七尺“巨匠綾”放出水裡，蒸水洗操。不

知這河是九濁河，乃東海口上。OSPE將此寳放在水中，把水毒映紅了。搦一搦，江河晃

動;一一揺，乾坤動憾。那那旺洗張，不動智水晶宮已晃動的齪響。……夜叉來直喩濁

河一望，……大立日， “那孜子將甚慶作怪東西，把河水映紅，宮殿揺動。”UtPE回頭

一看，見水底一物，面煤覧葡�C髪似殊砂，手持大斧。OPPE日， “像那畜生，是個甚東

西，也説話。”夜叉大怒， “吾奉主公鮎差巡海夜叉，急罵我是畜生。”分水一躍，跳

上岸來，望aSPE頂上一当壁來。 OSPE正赤身姑立，見夜叉來得勇猛，將身蛛過，把右手

套的“乾坤圏”，望空中一章。此實原荘厳脊山玉虚宮所賜太乙真人鎮金光洞干物，夜

叉那裡経得起。那寳打將下紐，正落在夜叉頭上，只打的上鎌送流，即死於岸上。

ユフ｝・㌃ヌ匿そ望午叙戴唱架芒旦暑9想暑司含筈奈銀銀フい暇｝・1τ｝. ・1週睾ト9，一

￥LAI吉書立ヲ1セ自書早言五言ト司，ユgjと｛i 21 aj ＆7J OJ 9Sl 6｝oj eユ暑ス1ヲ111掛エ，

月｝司呈奇言01冠噌｛｝古創エ入｝暑到01ヌ1三E喜虚器司暑蝕u｝. 

真人自思日， “錐然OSPE無知，誤傷敷丙，這是天数。今赦光錐是龍中之王，只是布雨

興雲，然上天垂垂宣得巨鐘不知。以随一小事干漬天盛真是不諸事髄。”忙叫，“邨

旺田翁，伽把衣裳解開。”真人以手指在OPPE前胸，壷了一道符録， i！h附OPPE， “伯｛墜

下唐門，煤雷Y曲此。事完後，b7回睡中辿書，與伽父母説。若有事，総有師父，決不条

里父母。伽去罷。”

5 申斗7｝叫じ｝暑入1刀自剋t斗

 h斗叫フ｝叫叫暑熱1五唱剋叫」到エ入ト司上露，む川フ柊｝皇威宅架芒な含聾Pt。(明)

司到社翻r甘皿盛昇旧くユ司冠』週7rt由縁闘ス｝」ol r斗. 西廻・Ot。(元・明)tll gl早電797｝

9「噌輩季｝し｝正斗潮刈1遇糾」s)il魂4相州「梶欄Kし｝叫91くユ露台芒♀t自 01ヨエ， A｝フ1フ｝

吾週言回，糾威｛｝入回モ…ti｝qフ｝器ヱな号・1瑚召司明，召層・1甘襯暑入回モ苛巻・1

司早♀図ユPt。01苓苓司剤亡卜. 」暑峯｝エ呈琶・午。τキ. 01セiA・E斗司刈ゼ・S斗社・96B ol

銀1斗事誤音叫正斗川エ銀τ斗. 

 ユ卒等唱零物呈・1ユ朴暑hont｝司入㍗翌言丁ゼ4晋・1し｝ε｝獄じ｝. ユ奏・1噌｝フ｝ス國
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(台湾歌仔冊)到 『耳pt7｝暑洲暑入1五唱剋1斗』，『司叶召苧暑モフ｝(叱抽龍筋歌)」ol T斗. 

し｝叫910Jそ｝｛｝糾朗晋剋HR♀(ま幸碧αiλト91翌を暑『r斗叫7｝暑司暑入1五唱剋t斗』 〔2002，

喜刈萢屯手〕セ 「し｝E｝7｝暑胡暑λ1五唱司モ…｝i:'…ill」91司書フ怪呈週唱を葵01叫. 

3週到司到梨早計芒司紅痛明，叫告斗壱tト. 

前沼最密醐東緻》1竹林版《輯叱擁筋歌》1楊秀卿《概閣繭》

李靖帯在陳塘關

L學既判粗未完

m恵叫伊去下市

脂ﾁ討王伊剛材

李靖帯在陳塘關

?･仙磨酪ｬ完全

m恵叫伊去着下凡

詞雌｢王伊霜關

李靖帯在陳塘關

囁s仙磨酪塩｢完

x厄耳普雷脂ｺ凡

視､討王計図關

フ｝ス｝斜脚叫フ｝暑司暑入1五唱司セ］・en」斜6Nej尋碧息暑暫到ス個ス｝7｝f

萢噌(出陣兵)岡引セ早塔司囚，回書尋昇釧暑エ7レ｝号を重｝叫. 既判斗社財. 

《明匠ロ毛岡東海歌》 《李四三抽龍筋歌》 《明区宮町東海歌》

太子随時去鮎白

pﾏ量謄倣頭前
ｹ魚相打展伊猛一

ﾑ任罪殼伊二平

太子随時去鮎兵

T精好零墨陣前

ｹ魚相打百聞猛

ｸ仔罪時偶二平

太子随時著白兵

T精好漢町頭前

n魚網卦百年猛

緖q罪伊興雨月

ユ燐。二巴週，暑な単層スL司暑，三明，豊川♀潮スL叡｝，牛融せヌ1，二二，司

フ｝4，6A・7L，司な，7｝qw。1，0ePtL，胡・L舌，郊｝鰍｛｝吐望札♀ス｝， i lil入L尾｝ス｝，

胡怯苓暑，号石，z■スL ilil号四号，秩浴鞄ｼ｛≧暑エフレ｝号そ｝を叫. ・國を週q回昇

早」・1τ｝. 噌｝｛≧司(誓言7｝・1フ1圃｛IOj1 ，。1己iを明昇早7トt斗日・獄じ｝エ雪琶幸叙身. 

 o｝才学到91暑駐求?¶王rLI-E｝フ｝照照封入1闘乱剋τ斗』到エ祥フ｝戴叫.  o｝暑Pt皿音暑

J-Let 6｝(月，ユ 2tF Pt (君・￥Lモさ｛｝ フ刊廻戴じ:卜. ［｝1 R｝到 『し十モ…｝フ｝・苦胡暑 ・入1日目 g重ユ三二』 (2006，筈ヌ｝

三刈奢豊人bゼ，ol週磐01し｝叫且(廟)暑早斜手張フ1剛呈司，叶叫フ｝。1冠讐斗舛♀芒

早甚014刈月増τ斗. 

 ぞヨ苧≦≧1 暑糾 『L］FE:｝フ｝ 日｝・t二｝暑 '入1ユ1 i召711重｝tゴト』 (2007，≦高価◎I JnL・≦｝斗 ajLこ子釜翌｝'入｝・)

号｛≧，E￥暑胡暑磐音ス聡q AJ gSZ叫平叶ス杷州洲Al暑gN入圖。回，明スト6回暑

川叫エ豆干言団，し｝iE｝フト胡遇州入→暑9喫ユ，暑号暑潮菩暑エ，甚暫q杢矧ス｝9｝一承團，

ユ暑奇01モ…用暑立呈出週蝕叫. 01暑糾フ｝組4『封神演技(暑忍望フ1)』到ムEagフ刊
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嶺｝2］・Je，。｝暑号・1暑そ｝古囲1朴鯛1恥斜セ入恩暑ヲ1♀フ1羽さ個。｝q. ユ司叫，

・1川週芒し｝叫7｝立唱組・1叫セ碧州モ｝フ『言回，E5早有司司屠載叫エ苛セxJ暑xg

モ珀州刈R｝暑(→忍τ斗ユ薯τ斗. 

 砲(元)司到看号『二郎神酔射鎖魔鏡(01菅忍引入圏叫フ創』Oj刈，朴廻柔(邪堰落?io］

省くユ嫁し｝叫司囲1噌暑川司，♀叫讐(牛魔王)斗上昇荊(百目鬼)暑看別を叫. 噌(明)朗釧

看号『名望耳叫3遇糾』司1自知升井叫朝州刈ni。 a。6｝(月，ロ｝Nglpte(焔魔山五客語)斗

叶対司熟し『(夜叉四魔女)正看州を叫. ぞ号『耳碍フ｝叫叫暑λ1丑唱剋叫』(碧号号音亙石

20Pt) ol xl)(引寒暑ス｝(龍子)フ｝野並叫君コ｝斗王暑望皇朔刈，(司胡ス煽惑ヌ1川糾9，01

0」1年子を耳叫フ｝否入1叫主潮暑・判フ｝暑ス陪十・1エ胡暑叫セ叫. 

6 喫セ曽

 1斗瞬ゼな(唐)qj到暑皿ぞ石到歯入レ呂週磐斜日1叫01明，暑J7L1Pt AJ O) q. ユゼ. 旦暑

「晋なス1暑01」斗 「君な筈」参州刈叫剋畠里を亡ト. 舎(宋)司藁葺剋暑島国臨書. 旦川

エ，暑皿白くユ・1司・『，磐萢音羽司刈黄雲を叫芒自由01想嶽u｝. 三E耳er7｝早起州刈

Pt q導引・1ス1｛薯礼司フ｝i早萢一円1 d曽9創ト手吐gq-古団君早刻宅暑轡刊

6｝A)苛エ?iJ ol斜洲苛セxJ AS ol想刃威叫. 噌(明)司，

『甘皿望昇野面司馬(三教源流捜神大全)』斗二重『刈♀71』セ01司をxJ AS含司叫狽

99畳石入個，1通塞フ｝暑胡蝶入1五唱重1τ斗セxJ Ag ol奢美獄叫. 

r杢｝皿廻底冷冠切組』州刈9t肩暑｛｝τ斗告コ｝壱τ斗. ・警身・ぽ刈モ叫真書刈高言レ1♀圖，

し｝1斗知歯長薯01層(引剥)フ羽島凋。｝暑」■1斗λ1出演L｝王号白鼠川tai｝. 1斗正斗セ

言言廿ス15望只｝oll暑司会刈罫書喫エ，暑讐91・午層燕脂早・午エ，暑讐音奇. J叫. 

司升q暑y叫L『司フ1(石記)Pt o｝ol暑奇霊セ司，01起磐到「竜叫刈」(降魔杵)呈司

フ屠fOR叫a一‘早冠司州宮司歯牙｝スLユ・朝1ス創面・鞭1暑旦田珠司フ接ユフ｝Pt

暑射影司翌・午戴τ斗エ碧z:t6｝ail， q止立旦ユq晋号，碧縁極梶酪許ｾ，ユ暑早豊洲

重｝τキ. 申斗セ前功｛｝目明，くユ斗壱・96B-9州刈9司暑脅談判圃6｝M. 杢翌『刈弁

フ1』州刈芒q陪斗そ｝τ｝. ユ芸州酒量ユOj1 11ス｝A9-9一を且画品萢。1｝ 11冷点古曲エ

6｝1■;“A・9. 旦エ，層フ1セ・1XL Pt。。削旦99」i！.  Ut耳E糊淵レ目フ｝暑。回スl g唱礼2」

重｝暑芸州搬じ｝. 

 杢翌『封神演義(暑くユ望潮)』叫スiゼ，申斗潮01磐暑想暑旦朴糾明ユ7｝司(判せ剛，

呈週・93k蚊｝望λ1苛司，王神フ｝フ1乏91叫◎1暑せぜ晋客語銀雪. ユセ舎611晋豊列

「君モ｝週」暑ヌ｝エ，杭州毛並号「自評号」含召エ，を州潮音十(肉球)舎司富盛日航，

01杢翌芒E」7L ej州ヌnフ｝796｝ユ，耳叫フ｝暑胡暑入｝ll陸陸セ呈1剋01. 旦暑「君モ｝週」斗

「喜冠号」州戴エ，司フ｝暑t羽忍司刈aj音EoJ ol叫叫云叫. ユ卒到官医｝(詠唱)呈司セ

E￥杢翌「暑杢JojL潮」到川暑暑甘・上司銀叫. 噌｝訳註祠号フ樟，フ｝ス圃r点前フ｝暑
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胡暑λlu唱司セ土司』iス博潮号碧音ロエ戴エ，暑eePt補司ス｝7｝ぜλ陪暑補エ

戴ゼy含暑甘禰司ユ周，叫閃を週91rσ1尋早」斗王社1斗.  o｝暑q 9鼎畠円司司刈セ

1斗モ斗暑曽暑狽勉剋暑9そ｝手6｝エ，叫暑玉1号暑ユ司言団，叫1斗舛01冠讐01ヨL｛｝暑雪

想言｝州を早甚暑4刈苛711斗，甚讐01刈暑暑且干苛セ叫q皇昆フ刊週糾71叫戴τ斗. ユ

司叫1斗E｝一 le組司刈望書 委自用セ忍皇呈渇望(元)1”ej看号， Pt。号翁面早壱名エ

入陪qフ種｝q. 叫叫凡幸ス回フ哩芒司と層王王司フト臨画i号・1) Al豊迅を叫叫

到エ入レト望洋・81xJ 6n xl xl｛薯芒i直航・綱聾廻剋。個剋フ｝。い羽胡刈セ望皇呈到唱干

コ圃。1叫. 

6. 参考資料

〔解説〕

一品善鵠《打碗記》的創作一善二二N用文形体分析一

山口大学大学堰雷梭沍､究科 林宇薄

 善弔是以幼善力目的的一一ze宣排，宿起源干宋代中期。代表性的作品是《太上下二丁》。

到了清代、統治者以“宣排蚤愉”的形式香覧F民余的道徳和磨覧･双念。清代末期，朝廷編輯友

行《宣講集要》以香浴C《宣講拾遺》等多秤弔籍，陪鎮編集発行干全国各地的善堂(慈善団体)。

到了民国初年宣講善書創出了旋律、帯上了娯尿性，以曲芝的形式主要流佳和盛行干湖北省

汲川市地域，命名力“1又川善A”，享誉民生。現在遠矛血忌貴的三二回向曲乞逐漸消失，只有少

数芝:人麩鎮演出和創作。

  汲川善1！i是由“宣”和“洪”丙秤形式姐成的。“併”就是像小悦似的叙述案i正，“宣”就是通辻

像白活似的龍文(対洞)来表迭人物的感情。遠形式量然有文芝性辰，服一般的排演不美似，但宮

竪文芝形式糞力了吸引所余而オ有的，依然有躁併演的性辰相似的地方。

  杁場所剣分，排演有会場耕演。宣排善弔可以悦是会場宣iI，宣洪的会場原来是公所或祠店。

民国以来有了菅並性以香浴C会場移鞍了弔嬉。現在双川市耳口領屯影棺就是官的会場。但宮的肩

蒙作用迩活着。

  杁内容外分，憐演有社会活幼洪演。宣憐面外社会香蘭ﾖ活劫。宣洪詠人現在磨覧ｹ生活表演，

串原来不適娯潤頼??C南朝粋的社会活劫。杁表迭方式士分，正妻有記叙性、峡愴性、打情性的排

演。凶相善弔的表迭方式有毒有唱，'2都附帯着正面的煽止性、以槍性和打情性。
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  針対性、鼓劫性和有声性，是演排的特点。宣排也排得多是所森最美心、最感巣趣、最想了

解的内容. 表迭方式也因所森的文化水平而更易，十分注意敷果，感劫所余，悦服所余，以情感人，激

友共鳴。排得也悦耳劫所，通俗易憧，明白煤頼?C幽黙夙趣。

  双川善需《打碗氾》是門川市昌口鎮民力学人真大昌(湖北汲β日人。1928～)的作品。

其内容、文体、唱腔都歯面好心，1987年“第十一汁汲之夏”的歯向文芝:活二面荻得仇秀奨。

《打碗氾》是陣取代表作之一，其原稿和聖像CD，直酒在汲川市文化棺込収蔵着。 (《打碗

泥》的内容概要煤莱ｺ階妃資料)

  双川善感《打碗i己》是力説主張青少年庖該孝敬老人而創作的作品。按姜彬主三島《中

国民同文学大辞典》 (1992年)悦《宝碗》等《孝敬老人的故事》普遍在全国。据《中国民

間故事集成》杞最，福建省建阻具有《伝家宝碗》 (福建巻，1998年)，漸江省多召巣市有《一

只佳家宝碗》(因由巻，1997年)，陳西省高陵具有《甜芦碗》(陳西巻，1996年)，江別二心海

具有《萌芦瓢》(江芳巻，1998年)等的《孝敬老人的故事》。

 遠三民向故事的内容大体相同，把“碗”作力中心題材，排着力抗芥子女而受尽ヌ艮苦的老母，

双眼失調了光明，込遭受几女伯的虐待，不 敬仰老母的不孝几子几娘伯，経弥姐煤欄I苗印而

悔改，決心謄仰老人的故事。

  但善悪《打碗記》好季不是衰大昌宜接取材干民向故事。衰氏的作品一般取材干感悦磯

曲。我推想《打碗記》也是取材干小悦戒曲創作的。現在准刷刷目里有銀善弔同名的《打碗

記》。

  口琴《打払妃》是由姜邦彦(各自盆群舞。1936～)、斥民(江芳盆膳人。1933～)丙商人合

作，登載《江芳戒居U》1980年第5期的。官公升友表，得到1980～1981年全国仇秀刷本奨以

香浴C成力有名的作品。媒体也登載了虐待老父母的姐妃看球速作品以香浴C悔改心腸孝敬父母的扱

尋。

前端年我伯山出了一出戒曲《打出記》，咳戒是悦婆心矛盾的故事，姐煤濫＠何不孝敬公

婆。経教育，二二鞍二二，孝敬婆二丁。遠出戒播出的弓二天，門門接到了一ノト屯活，

屯活中物置伯一家濁流着眼泪看完了遠出戒，戒中琴弾一介人物他伯林里人哲学早上号，

看到熱中的“悪”嬉妃煤莱ｽ不孝敬譲婆，我伯就朕想到家中“圷”山蔓那凶狼当面孔，

使他誌家里人面心心椋、痛恨欲絶。可他誌万万没有想到，看完晶出以香浴C家里的“圷”

二二“卦通”一声二二二丁婆面前，泣不成声地悦・“参，娘，イホ伯二老放心ロ巴，杁今

以香浴C岬町像等方的酔臥一祥痛改前非，孝敬イホ伯二老……”之香浴C我佃又接山奈、山

西等地xop flk的来屯、来信，要求重播遠出戒。可児，戒曲夏風余，規余与屯視的美感是

何等油壷。(河南扱並曲面中心，2001年6月5日，隊金良《戎曲・心迷・戒曲人》)

  官影ロ向到全国各地，而移植到河南豫刷、山西眉戸等地方刷。善弔乞人衰大昌究寛采用了

什広脚本，他自己没悦辻，而且現在我没看到准刷以外的脚本，所以不太清楚。但我伯知道他的

創作晩干潅刷的創作，能断定衰氏借用遠作品創作善弔了。
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  2004年9月2日，筆者在双川市政治椀商委員会主亦的付愴会上双看了蓑大昌和他的弟子

誓国平等民向芝人小組的現場演出。本槍文通道銀潅刷原作比一比，吹璃T庫用文的角度来分析

善弔脚本的写作特点，分析其朴素的句型」吾吉特点及其感人的故事情市。

 原来民向故事《宝碗》里没有人物的名字，浩刷《打障泥》給人東起介名字。老母叫隊妨妨，

地的長子叫隊大年，其娘本組弥煤来ﾓ，次子叫隊小寒，弥煤来ﾓ的尊来叫醍醐妨，隊大年的柚子叫

隊送，其娘煤雷ｩ白玲。其故事情ltf煤莱ｺ;

弥煤来ﾓ所了天『預扱知道下雪，弓上辻丈夫隊大年送老母到次子隊小寒家給番奉非。姑

幅走，隊大年要地同年湯，但煤来ﾓ不珠辻妙喝，而加算湯給猫喝了。隊大年伯老婆下側

悦。可怜照降老母中途要目ゑ，偶然弥娘始白玲救地師命，知道地是自己的老祖母，無明

自己是坪網煤浴C押回丈夫隊遊家。弥妬妨斥責弥煤来ﾓ，白玲楓刺煤来ﾓ，辻地改邪旧正。

  在浩刷《打碗祀》，弥娘妃白玲用巧汁假意祖炉悪婆婆，在双森的面前暴露出姑的不尊敬

老人的四悪表恋。隊妨妨数悦丈夫去世香欄ﾆ界咳子的苦境，最香濫苧謚ﾅ了弥妬妨打破了老祖母

的粗坂碗悦，“今尊像老把返朝家之宝打圷了，将来我掌什ム去孝敬我的婆婆呪！”弥煤来ﾓ所

了草堂的迭一句透，頓吋醒悟，把給湯妙計新相坂碗里供奉老人而道款。

  善弔《打碗記》的情情基本上眼惟刷一致，但有些地方躁浩刷不同。第一，潅刷没有悦明

故事友生的地方，但善需把官写得明晩。老母周元芝和姑的几子住的地方是湖北。K子大年住

在沙市便河雪辱京61号，次子小寒住園圃西380号。下調迭工夫以香浴C故事量然更来切湖北的

nfi 9t了。第二，浩刷和善Il是北方方言地区的文旦，但北方方言里面更有区別;惟刷用江潅官活，

善IS用西南官活。善需《打碗祀》第1場《煤来ﾓ対大年》宣的対洞里 “伯｛不是不知道我的冠

性”的 “泣性”是介性的意思。 “冠”和“介”的福音国璽双都是ko… 又，“臼玲突然想

起了膳老婆，便悦，家家…”的 “家家”是タト祖母的意思。第4場《周元芝対衆鷹野苦》対洞

里“天明香浴C幽幽一AI，又去融化沿口”的 “告イビ是叫花的意思。因力地方的所課不使用方

言雄憧内容，国有了用迭些方言的表現。
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  准刷是戒曲，故事情市是由作品的布局決定的。而善IS是曲芝:，有“宣”有 “il”，故事

情市由“排”叙述. 作品升美的“耕”是根有趣的“悦碗”，十分吸引明＝森的美心。宮悦;

此一IS名叫《打碗記》。各位，今天所耕之碗，不是景徳鎮的青花碗，醗陵的紅花碗;也不是

金坑貼花碗，根射創磁碗;更不熟金碗、根碗、綱碗、鉄碗、錫碗、指碗、糖磁碗、而是

那湖南的粗坂碗。…遠介碗既不是文物，家並是古董，却有一段不平常的故事。

 善lli，像墨壷一祥用“i井”的形式継喜悦明故事情有，肉的同出現的主要人物宣念“対

洞”，表示他的意志。第1場悪嬉女ヨ剥、煤来ﾓ的宣洞悦;

今日里、看祥子、込要孤緊，我自称、込商量、一介事情。弥快把、那膳子、往小寒謡扇，

鞍当来、我輩称、鞍接臼玲。我叫祢、送走曙子、弥力何不適，浴室称、暁不暁得、二月

平。…

  地鄙視自己雲壌包泣“那母子”，叱咤丈夫市隠露出失明的老母。宣的文体是駒文，但官

不是格律戸格的佑銃侍，使用平易抽出的洞江，斎日常会'活一祥悦下去。迭祥，善ll通迂論活体

的駒文，描写出悪娘煤欄I残酷刻剥的性格。

  直面《打碗氾》由五介演員演出，他伯分担脚色。件国平(男，)‘‘排”故事光市。因力演

員的人数不多，他又宣隊大年，弥煤来ﾓ的舌感李育英，老母周元芝的洞。衰大昌宣老母周元芝的

洞。王受壷宣弥煤来ﾓ和独育英的司。何早蛾宣白玲的洞。

  宣的場次一共有4次。第1次甫嶺姐煤欄F丈夫赴出失明的婆婆的宣洞、和丈夫教洲悪遺

勲而葵干悦服不了悪姐煤覧H趣的宣洞。第2次是老母被弥娘煤酪E救香浴C向来家李育英悦明破坂

碗的来房的宣洞。第3次醜悪嬉煤欄I母茉李育英臼歯当座的宣洞和悪姐煤欄I嬉煤覧c愉婆動的

宣洞。第4次是老母向大家告腺毛前照顧几子和几嬉，而他伯睾負自己的恩情的宣洞。特別遠

第4次的老母的宣洞比較長，辻大家感劫。

老衆家、報知把、我的苦同，提防了、当年的苦、国富鰍横。住的是、芦席棚、鈷出回遊，

元口並、元慶脳力、唯以幾遍。雨天是、吃了上餐、込要愁下端，彙他参、挑白雲力、非

活三口人。…

遠老母悲哀的宣洞有感劫所余的力量。耕故事的上人対遠一場組打的作用悦明煤莱ｺ;

膳子堕婆悦到遠里，満囚人都内芙起絵。大年、小寒、煤来ﾓ、三絶挽(二娘煤?，都脆在地上

尊慮。人心都是肉聴納，想起婆婆原研根継好赴。
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  杁迭篇文章看来，我伯知道善一IS里的宣洞有幼善的功能。在第1場所森所了悪娘妃的宣洞

香浴C肯定感到可1祉;在第4場所傘折了老母的悲歌香浴C肯定感到絶対不核彷害老父母。

  在潅刷《打碗祀》，弥娘煤濫苧謫I作用比較大。始雄辮，口若愚河。特別始最香莱x的一句

活対婆婆封冊了根大粗打無配。地是巨匠的 “巧嬉嬉”。善弔《打碗妃》里的白玲的宣洞也

有迭句活。姫悦，

男帯得、到失来、自食欲果，假若我、照祥子、娼又煤莱ｽ。遠介碗、現在込、不能打破，

留到我、頃日香浴A好供婆婆。

  但善韓紅七難句活在故事的結尾。就是悦，善弔不太強凋白玲的机智，以前揮宣洞的幼善

功能。羽撃有明碗的錆培，故事排膿煤来ﾓ自主打破坂碗結束。官洪;

煤来ﾓ二二晶晶確言婆的寺用碗，杁二子里二二三二三冠堆中去了。三所到嚇的一声，遠介

直心膳婆大半生的湖南粗資碗，葵干打破了。

拮尾，宮又添有趣的一句煤莱ｺ。

各位，影向香落又＠何？下次清球団姑婬争着用芥曙陰陰。

四

  以上，我杁二二文的角度来分析善IS的文体。善弔原来没有文芝性格，升始只有宣渡皇帝的

蚤愉或解悦蚤愉。但只三三三門不吸引民余，不能得到教化敷果。所以下工夫向民森洪故事，答

庖他伯的要求，オ創造出了現在的有併有宣的文芝性的文体。宣不是完全属干娯牙。宮的目的

是通冠娯牙性的文体不知不覚地教化nJi Dt。所以官憲以影回一秤打情性演耕。
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【添付資料】  《打碗記》的内容概要煤莱ｺ:

七十二歩的失明老太婆周元芝被称倣“喀婆”，依葬住在沙市便河街橋東的長子隊大年(其妻

弥煤来ﾓ)和住在橋西的次子隊小寒(其妻李櫓絶)煤来ﾓ弄来生活。 “喀婆”在大年家吃一介

月，在小寒家吃一介月上家乾班。大年和小寒都有“妻市平”，日常生活全部由自重的妻子来当

家。抽輝輝煤来ﾓ和李櫓絶都不孝)1匝，而且虐待“膳婆”。給“晧婆”一介寺用的這這大童坂碗，

七日吃甜菜剰坂，穿破衣濫杉。

旧年2月28日置大年的証子隊遊要領牟姑接新婚妻子白玲、煤来ﾓ看“喀婆”碍眼、早農就要

理“膳婆”赴出口。外面狂凡大雪，“喀婆”不得不二夙雪道橋到橋西次子小寒自家、櫓施看

込不到1点紳、悦在世奈的長子家込有一頓坂，不辻“喀婆”送口。 “湿婆”想自己的年妃大

了，眼晴也喀了，抜子虫不把自已当人，没有田生活下臥的尿趣。

干是，到了橋来也不想iid去，想投河自尽。幸号遇上隊送的妻子白玲来搭救才保了性命，把“膳

婆”扮送印環奈大年端張，“喀婆”把苦衷悦給煤来ﾓ的母衆李育英。白玲和語育英躁大年、

煤来ﾓ、小寒、櫓絶排了孝敬老人的道理。大年夫煤利a小寒夫権折詰非常香莱�C僧位把“喀婆”

的専用粗画碗給打破，決心以部内“喀婆”行孝，使故事有了圓満的拮局。

〔補充説明〕

《六浴酪p義》和“漢川善書”

阿部 泰記

一 序言

  宋盛大鉤《呂氏白虎》(1076)満配・一宜到立代・中國官府在自治求絡¥“郷約”教化了百

十六條》・順治《聖浴利Z訓》襲用幽明太祖《六浴浴t(1397)・後地出現属官個的注繹本・清苑
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(1684～1751)・享保6年(1721)・命儒者荻生但徽1666～1728)附加訓貼把宮出版・享保7年

(1722)・又命室鳩巣(1658～1734)把官翻繹出版・後者叫《六浴頼X義大意》・用在児童教育・

普及全國・在中國・這《六浴絡s義》的用詩歌・故事宣講的方式影響到後世・詩歌和故事結

合在一起・形成了新的“聖浴乱骰u”文藝・在日本因為不適合國情・刷悼了其中“律例”和

“古人事跡”部分・留下了“歌詩”部分・但不像中國那檬・没有畿展到民間文藝了・我這

文章裡比較中日傳承的“宣講聖浴浴h・

二 《六浴酪p義》

  “宣講聖浴浴h原來是清朝政府的教化百姓的方策・官是通過“郷前”求絡¥・宣講順治《聖

浴利Z訓》和康煕《聖浴酪¥六條》的内容・

郷約全書》附録)〈郷画革条〉説・先負讃聖浴浴E後講説聖浴浴E

一、遇早期、巳刻約衆影堂、倶端粛立。野壷斉集、空者唱「排班」。班斉、復唱「宣

聖浴酪¥六条。復宣孝順父母六句」畢。鞠躬。拝。興。……設坐。各置坐具各就坐。設

講案。具案於中身講鼓。撃鼓五声初進講。講者出班就講位皆興、揖、平身。講孝順父

母、尊敬長上二条。演畢揖。平身。……講者退、就班進茶。具遠心。唇歯興。揖。平

身。礼。畢。在約諸人、傍以次揖諸尊長。梢各約有争闘犯約者、即時具白解和。

  講説聖浴洛縺E教學《大清律》・又〈歌詞〉(歌唱詩歌)・〈歌謡〉附加音律〈作樂〉・零露《六

浴浴t第一條く孝順父母〉・煤莱ｺ:

聖浴落�黶q孝順父母〉。父母的励労最深、恩愛最大。論結与父母、原是一体。十月懐胎、

三年乳哺。受了多少的磨難、費了無限的辛苦。……試聴《大清律》云、“凡子孫殴祖

父母父母、妻妾組夫之祖父母父母者、斬。殺者、凌臥処死。罵者、絞。奉養有欠者、

杖一百。人子思想到此、可不孝順。……”(歌曲〕“薄雲吾民孝父母、父母之恩爾志

否。生我断編苦万千、朝夕顧復不離手。……誰人不受勒労恩、我勧吾民孝父母。”(作

楽〕“我上勧工吾六民工孝心父工母尺、父工母尺之六恩工爾六区流離尺。二六我一育六我上苦六万工千尺、朝工

夕尺顧六朗話不六離工手尺。……誰工人尺不五受工61h五労工恩尺、我工勧尺吾五民工孝璽父工母尺。”

  又甲羅城(河南)萢鉱煙的《六浴絡s義》・康煕23年(1685)傳到福建・康煕47年(1708)由

程順則(雪堂)復刻・
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  《六浴頼X義》眼《六浴酪W解》一一一tx・解説《六浴浴t後・為了百姓避免犯罪・記載有關律

例・男外説・煤莱ﾊ萬一逃脱了“王磨浴h・絶封不能逃脱“天報”・然後學個善悪“古人”黄

香・王祥・陳興的事蹟・謹明善有善報・悪有悪報・

聖浴卵謌龠鞄冝C〈孝順父母〉。急麿是〈孝順父母〉。人置世間，無論貴賎賢愚、那一箇不

是父母生成的。……徳星父母十月懐胎三年乳哺，受了多少銀難，据了多少驚柏。……

不孝順父母的律例多端，不能下刷。今引敷條請祈細看。“一，子孫違反祖父母父母教

令及造注有鋏者，杖一五。……」以上律例高等森嚴，若盛不孝順的，還泊不乙，省不

省。假使逃得這王磨浴C也決逃不得天報。我且講幾箇古人漣着。古時有箇黄香，九歳失

母，思慕哀切，事事其父。……後官至尚書。又有箇王祥、是洛陽人。父名王融、婆醇

氏生王祥、後醇氏死、再嬰朱氏。……後母因己子長成，妬忌嚢子，面面喜喜買酒中令

祥吃。……其母感悔，一家孝友。後祥官至太保，九代公卿。……這倶是能孝順的，各

有善報。有箇田上，是順義人。……生一子，極甘葛之. 母老病，終日要母抱孫。一日，

抱孫誤墜地理額。陳興以母故跣其身，大畑辱罵。……一旦妻懐子絶家敗。忽求雷ｶ，自

噛十指，聴講痛楚而死，屍臭莫収。

末尾・眼《六浴酪W解》一様・以く歌詩〉結束・

我勧世人孝父母、父母之恩爾知否。懐胎十月苦難言、最適三年未読手。

毎逢疾病更関心、教読成人求配偶。豊徒素甘呈露労、終身為止立奔走。

子欲養時親不在、欲報岡極空回首。莫教風木涙沽襟、我勧世人孝父母。

三 《六浴酪p義》在日本

  程十薬(雪堂)復刻本《六浴来ﾙ義》・享保4年(1719)・由島津吉貴侯獄給將軍吉潤浴E享保

6年(1721)・將興醒儒者荻生但棟(1666～1728)附加訓貼把官出版・這官刻本巻頭有荻生狙錬

的序文・認伊具暉暉了百姓能聴憧的語言來表現帝王的語言・

其中蓋放古樽詰屡述意，以僅言行之。不審丹膜，無事脩酔，務卑之而前垂高論，素話

農暖、紅女、屠之徒。

  享保7年(1722)・將軍又側室鳩巣(1658～1734)把E翻澤出版・叫《六浴絡s義大意》・用

在見出教育・其版本潤筆・60種以上・普及全國;文政13年(1830)秋田藩板・天保4年(1833)

掛川藩板・天保5年名古屋藩板・天保15年古山代官板・弘化2年(1845)河村奉行板・弘

化4年萩藩板・同明倫堂板・嘉永6年(1853)桑折代官板・同岩村田藩板・留年不明福山藩

板・同伏見藩板・明治3年(1870)柴山藩板等各藩板・和安政4年(1857)奥州白石石津氏
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施板等・勝田知卿編《官許首書壷入六浴酪p義大意》 (天保14年1843)附言説・其流傳的

情況;

附て言・……ことに此《六浴頼X義大意》は・京江戸の書房に・板木を下し賜り・諸國

へまた御燭ながしあり・又手習素讃指南の寺子屋の者共を召出・精々教誠致べき旨・

別段に随順候故・専ら其外題をよびて費あるきしに・家ごとに是をかひ求ぬ・又其身

分によりては・是を印施する者もおほく・遠國にても所々に感電の本おほく・辺鄙と

いへども至らざる辱なく・盛んに行はれしょし・知卿若かりし頃・古老の物語に聞き

ける。……

  原本《六浴頼X義大意》室鳩巣在序文中SC ・日本因為不適合國情・剛揮了其中“律例”

和“古人事跡”部分・留下馴“原詩”部分;

然るにいやしき編戸の民・もとより漢土の文字をさへ見習はねば・副書をよみて・其

意をしる事かたかるべし・是によりて重て愚臣に仰せて・其大略をとりて・和語をも

てやはらげしむ・本書毎篇の末に律例をつけ・又古人の事蹟を載たり・其律例は我邦

の磨翌ﾉ異同ありて・用捨なくしては行ひがたく・其事蹟は・いにしへの物語にして・

さして緊要にもあらず・されば此二つの者は・並に本書にゆづりて・受に除きたるな

り・ただ手近く簡約にして・窮郷下邑にもおよび・賎の男、賎の女までも・常によむに

たよりよきやうにとの意なるべし・

  但有半版本没刑揮“古人事跡”・就是勝田知卿目的《官許首書壷入六浴莱ｷ血大意》〈天

保14年1843)・上巻把黄香・王祥・糠油・柳仲垣・祝期生・王有道・沈富民・孟母・柳

公紳・王瑠・盛徳・隅肉・周威・陳三公等善悪“古人事跡'・用“頭書”方式記雨眉欄上・

  馬飛日本特色在中巻・下巻記載青砥藤綱(《太平記》)・僧献眼(《近世崎人傳》)・佐川

田昌俊(《近世崎人傳》)・酔茶翁・農夫庄助・佛佐吉(《績碕人傳》)・白拍子静(《駿壷雑話》)・

馬郎孫兵衛(同)・乞食八兵衛(同)等日本古人的事蹟・勝田知卿的孫見知之説;

以上九人の事蹟は・祖父の常に語て聞せたまふを・父の記しおかれしなり・従来世に

行るる《崎人傳》を始め・諸書に出たれど・是にいましめの説をなし・《駿壷雑話》・

或は熊澤・白石先生を始とし・諸名家の論を附しぬ・酔茶翁・農夫庄助の小割は・祖

父の人傳に聞・又は其國にて記したる書を抜出なしおかれしを・今度《六浴頼X義大意》

を梓にのぼせたまふついで・此書を附録となしぬ・もし此書を読て善にすすみ悪を除

くの小獣とならば・祖父父の幸甚・何事の是にしくと・
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  又有明治14年(1881)長崎県師範学校編《改正六浴酪p義大意》

女子教育説;

・在く教訓子孫〉章・講到

“裁縫ノ事ハ吉二及ハス・脩身・読書・習字・算術等ハ・是家政ヲ治ルノ要具ナレハ・

必欠クヘカラサルノ教ナリ・”又甘く各安生理〉章改浅く勉励産業〉章St ・“各々独立ノ

気象ヲ保チ・我ト踏面二励勉テ・他人ノ迷惑ヲ為サス・政府ノ磨絡｡古触レサル様ニト

心得ヘキ事ナリ・”

四  〈藍蝋聖浴浴r在中國

  在中國・這《六浴乱ﾟ義》用詩歌・故事宣講的方式影響到後世・詩歌和故事結合在一起・

形成了新的“聖浴乱骰u”文藝・其代表刻本是《宣講集要》十五巻・有威豊2年(1852)墨人楊

光烈序文;

  戒録》 《庫裡録》《覚世新編》 《創世盤銘》《側近新宮》諸書為案謹。……慈因《集

  要》書成，特記数吉，以為世之宣講者勧。

  這本子巻頭登載的“聖浴浴h不僅皇帝単一浴浴E還有文昌聖君《蕉窩士則》・武聖帝君《十

二規戒》・孚佑帝君《家規十則》・壮王府君《男子六戒》《訓女子六戒》《新浴酪¥條》等

民間神明的聖浴浴E

  擦車特色塑像《六浴洛鼡`》一権・講説“古人事蹟”・而且譲古人“歌詩”(歌唱詩歌)

勧善・例煤頼ｪ一く楊一突墳〉・楊一歌唱く勧親歌〉三章・其第一章煤莱ｺ;

  勧父母請酒酒。美酒見再製愛，今日耳隠明日有。世事且暑。嘆人生光陰幽幽。恰似輕

  鴎水上玉野過且過葦登麿金銀呪師富貴封儒一朝断了氣一口，空與兎孫作馬牛、……

  詩歌不拘泥格式・但最多的格式是十言句・例煤覧k一在父母死後巽的歌詞・煤莱ｺ:

  実聲爺録陰府涙離婁襟，父與児雨分離煤欄§W心。我強腰今日当盤見教訓，教毒見立志

  向守窮安貧。父的言壷是那善吉徳行，無非是望見曹成箇好人。雲時間父瞑目呼之不醒，

  叫為見這一陣好不傷情。

  這十言句詩歌・一般叫倣“横十字置・七字豊玉加一個三字句形成・早期在元雑劇裡出

現・明代説唱導心裡使用的・例煤浴s王月英元夜商群吏》第四折結尾・包握宣判説;
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〔詞云〕休二人本有那宿世姻縁，約元宵相會在佛殿之前。急知道為酒酔一時沈酵，不

能勾叙歓情共枕同眠。將羅柏和繍鮭留為表記，到的来酒醒後悔恨難言。

  又明代説唱詞話《唐醇仁貴跨海征遼故事》〈仁貴妻柳氏囑附夫投軍〉裡・柳氏

勧夫説;

〔損十字〕柳金定叉定手従頭細説・勧丈夫醇仁貴且放寛心・……去當軍初出外小心在

意・莫貧花休懸酒莫愛他人・……伽志誠我志誠堅心守分・奏三貞和九烈万古留名・

  《宣講集要》把講説叫倣“講”・把歌唱叫倣“宣”

可以説宮采用了民間詩歌的形式・更接近了聴罧的戚情・

・改愛了原來的“宣講”的概念・
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